















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　皆みなさまこんにちは、丹藤武敏たんどう・たけとしです。




　まず、本書がどのような本であるのか、最初にご説明させていただきます。

　ＴＲＰＧや、リプレイがどんなものかご存ぞんじの方は、読み飛ばしていただいて結けつ構こうです。

　本書は、ＴＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイ、『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』の第一巻かんとなっております。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-Playing Game）の略りやく称しようです。このゲームでは、司会進行役であるＧＭ（ゲームマスター）と数人のプレイヤーが集まり、会話をしながら物語を進めていきます。プレイヤーはそれぞれ一体のキャラクター（ＰＣ）を担たん当とうし、ＧＭが語る状じよう況きようの説明や登場人物に対して、判はん断だんを下したり対話を行なったりするのです。

　そして、そのプレイ風景を文章化したものをリプレイと呼よびます。これを読めば、ＴＲＰＧの雰ふん囲い気きを味わい、楽しむことができるようになっています。




　さて、『アリアンロッドＲＰＧ』は、これまでふたつの地を舞ぶ台たいとしてきました。

　ひとつは、基き本ほんルールブックにも収しゆう録ろくされているエリンディル大陸。

　もうひとつは、戦記物をテーマとした『サガ』シリーズのアルディオン大陸です。

　そして今回、エリンディル東方が新たな舞台として加わります。

　このエリンディル東方がどういう地ち域いきかといいますと、サムライ、ニンジャの発はつ祥しようの地とされています。かつて『アリアンロッド・リプレイ・アンサンブル』の巻かん末まつに、〝三さん下した犬いぬ娘むすめ〟として新しん境きよう地ちを開いたキャラクター、ベネットによる「ベネットのうろ覚えエリンディル東方ガイド」で、ちらりと紹しよう介かいされていましたが、『エリンディル東方ガイド』の発売が決定し、よりくわしく解かい説せつされることになりました。




　東方がどんな世界になっているかといいますと……。

　タイクーンが治める、サムライ、ニンジャの国ダイワ群ぐん島とう国こく。

　大だい皇こう帝ていが君くん臨りんする大国、セーリア大だい帝てい国こく。

　遊牧騎き馬ば民族が暮くらす草原の国、タルタル・ハン国。

　───の、三つの国がある地域となっています。

　雰囲気から察していただけるかと思いますが、我われ々われの世界でいう東洋、東アジア地域に近いかと思います。

　ＴＲＰＧは、よく西洋風ファンタジー世界を舞台にすることがあります。その一方で、東洋風ファンタジーもまた、オリエンタルな魅み力りよくある世界として、サプリメントなどでたびたび発表されてきました。

『アリアンロッド』もそれに倣ならい、東方をフィーチャーしていくことになります。




　───とまあ、長々と説明いたしましたが、ようはサムライやニンジャが主役のチャンバラ風ファンタジーとなっております。

『アリアンロッド』のリプレイが初めてだという方は難むずかしいことを知らなくてもよいように、よく知っておられる方にはちょっと毛色の変わったリプレイとして、肩かたの力を抜ぬいて楽しめるよう心こころ掛がけたつもりです。




　おっと、前置きが長くなりました。

　では、そろそろこの辺で本ほん編ぺんに移うつりましょう。

　ささ、どちら様も隅すみから隅までずずい～っと、ご覧らんいただきますよう。

　それでは『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』、はじまりはじまり～。
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◆Preplay 01◆憧あこがれの〝東方〟




　古来、人は海の向こう、あるいは見知らぬ土地の文物に憧れを抱いだいてきた。

　あの地平線の彼方かなたには誰だれが居いるのか？

　この大海原の果てには何が在あるのか？

　その素そ朴ぼくな好こう奇き心しんは、やがてロマンとなり、数多くの旅人を新天地へと誘いざなった。

　北のものは南へ、南のものは北へ。

　東のものは西へ、西のものは東へ。

　人が、物が、文化が、あるいは疫えき病びようや戦争が、人と共に大地を渡わたり……西洋人は東洋の神しん秘ぴに憧れ、東洋人は西洋の驚きよう異いに胸むねを躍おどらせた。

　そして自然と生まれ落ちたのが、〝異い文ぶん化かファンタジー〟だ。

　さて、西洋風ファンタジーを描えがいた『アリアンロッド』においても、明めい確かくな異文化は存そん在ざいする。基本ルールブックではサムライ、上級ルールブックにおいてはニンジャというクラスがそれに当たる。

　両クラスは、本来、エリンディルには存在しなかったものだ。遥はるか東方にある名も知らぬ国々からもたらされた技ぎ術じゆつ・思想体たい系けいとして設せつ定ていされている。

　当然、遊んでいる皆みな様さまからは次のような声が上がる。

「サムライやニンジャがいる〝東方〟ってどんなとこなんだ？」

「東方を舞台にした物語を読みたい！」

　そんな声を受けて執しつ筆ぴつしたのが、拙せつ作さく「アリアンロッド剣けん豪ごう伝でん 明星連あけぼし・れ也降魔剣んやごうまけん」というリプレイ作品である（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん『アリアンロッド・リプレイ・アンサンブル』収録）。

　幸い、この作品は、読者の皆様からは好こう評ひようを持って迎むかえられた。

　同時に、私わたしの中では「もっと書きたい！」という欲よつ求きゆうの炎ほのおがさらに燃もえ上あがった。

　元来、この丹藤武敏は時じ代だい劇げきや歴史物を大好物とするライターである。誰よりも〝東方〟での物語を欲ほつしていたのは、他ならぬ私自身なのだ。

　よし、書こう！

　そして、その情じよう熱ねつは正式なリプレイ企き画かくとなり、こうして出しゆつ版ぱんされることになった。

　私が求めているのは、剣豪や忍にん者じやたちによる、切った張はったのチャンバラ活かつ劇げき。どんな悪あく党とうや陰いん謀ぼうも、快かい刀とう乱らん麻まを断たつがごとく斬きり伏ふせてゆく英えい雄ゆうたちの物語だ。

　それを象しよう徴ちようするべき言葉は───『ブレイド』。







◆Preplay 02◆プレイヤー、集結！




　そんなわけで、リプレイの方向性は決まった。

　となると、残るはプレイヤーの選せん択たくとなる。

　まず、プレイヤー四人のうち三人までは決まった。

　問題は、残るひとり。

　今回のシリーズで、ＰＣ①───主人公を担当してもらうプレイヤーが未定だった。

　多くのプレイヤーの中から、誰かひとりを選ぶというのもまた難しい作業である。

　結果として、声優の小こ島じまめぐみさんにお願いすることになった。

　彼女が今回のリプレイのプレイヤーに決定したのは、実に画期的な方法であった。

　その方法については、あとがきでくわしく説明させていただくことにする。

　私としても、小島さんに参加していただけるのなら異存はない。大だい歓かん迎げいである。

　さっそく、ご挨あい拶さつに向かったところ───。




丹藤：「そういうわけで、よろしくお願いいたします」

小島：「はい、頑がん張ばるでやんす！」




　……すみません、主人公なんで「～でやんす」口調だけは、その、ちょっと。




＊　＊　＊




　そして、時は流れてセッション収しゆう録ろく日び───。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室には、私を含ふくめて五人の男女が集っていた。




丹藤（以下、ＧＭ）：えー、ＧＭを務つとめる丹藤です。皆さんよろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：お伝えしていたように、本日のセッションは、『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』第一話の収録となります。

一同：わー、ぱちぱちぱちー。




　リプレイ用のセッションのことを、我々は〝収録〟と呼よんでいる。

　室内には、すでに録音・録画機材の準じゆん備びが整えられている。

　収録されたセッション音声や動画を元に、リプレイを執筆することになるのだ。

　それではまず初めに、プレイヤーとＧＭの紹介をしておこう。




◆小島めぐみ

　オフィスワタナベ所しよ属ぞくの女じよ性せい声優さん。「あたしは清せい純じゆん派は」と自分で言うところがツッコミどころ。インターネットラジオ「ふぃあ通」のラジオドラマで、三下犬娘ことベネットを熱ねつ演えんし、〝ベネットの中の人〟と呼よばれることもある。

　これまでのリプレイ出演経けい歴れきは、『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』（富士見書房刊）のファム、『ナイトウィザード・リプレイ　モノクロームの境きよう界かい』（エンターブレイン刊）の芳緒菖子よしお・しようこなど。後者の芳緒菖子という侍さむらい少女を担当した際さいは、判はん定てい時に極きよく端たんに悪いダイス目（いわゆるファンブル）を連発、〝ファンブル侍ざむらい〟というあだ名を頂ちよう戴だいした。

　果たして、今回のダイス運やいかに。




◆菊池たけし

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．副社長にして『アリアンロッド』、『セブン＝フォートレス』などを手がけたゲームデザイナー。〝きくたけ〟の愛あい称しようで多くの人々から親しまれ、これまで無数のリプレイ執筆を手がけてきた、ベテラン中の大ベテラン。

　現げん在ざい『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（通つう称しよう〝無印〟）が絶ぜつ賛さん進行中である。リプレイのプレイヤーとしても活かつ躍やくする機会が増ふえており、最近では『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』のアンソン・マンソンを演じている。




◆久保田悠羅くぼた・ゆうら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．開発部部長。『アリアンロッド』のシステムデザイナーとして、細やかなデータバランスや、世界設定の調整などを取り仕切っている。鋭するどい観察力と着ちやく眼がん点てんを持つ、頼たよれる男である。小島さんがプレイヤーとして参加した『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』、『ナイトウィザード・リプレイ　モノクロームの境界』、そして『サガ』シリーズに属ぞくする『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』の著者でもある。




◆田中信二たなか・しんじ

　かわいそうな田中、略りやくして〝かわたな〟という愛称で知られるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員。ＤＴＰから『ゲーマーズ・フィールド』誌しの編へん集しゆう長ちよう、そして『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』を筆頭としたリプレイの執筆作業と、大車輪フル回転で活動する不ふ撓とう不ふ屈くつのタフガイである。かっこいいキャラも多いが、ヘンな性せい格かくのキャラをやることも多い。




◆丹藤武敏

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属のライター。本書の筆者にしてＧＭ。特とく技ぎはシナリオ作成で、一五〇本近くの公式シナリオを発表してきた。本シリーズの前に、『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』シリーズ全四巻を執筆したので、そちらの方もよろしく。




小島：（にこにこ笑いながら）さて、あたしが主人公と聞いてやってきました！

菊池：すご～く嬉うれしそうだね、小島さん（笑）。

小島：はい、そりゃもう。

ＧＭ：やる気が高いようなので、こっちも嬉しいかぎりです。




　ここで、書類の束をどさりと取り出す。

　製せい作さく中の『アリアンロッドＲＰＧサプリメント エリンディル東方ガイド』の打ち出しだ。




ＧＭ：さて、今回の舞台は、エリンディル大陸東方です。

久保田：東方は、サムライやニンジャといったクラスの故こ郷きようだね。

小島：やっぱり、日本っぽいんですか？

ＧＭ：そうですね。正せい確かくには、「日本っぽい地域もある」と表ひよう現げんすべきですね。なにしろ、面積だけでも、西方のざっと一〇倍！（両手をバッと広げる）

小島：じゅうばい!?　広っ！

田中：大きく出たな（笑）。

ＧＭ：北部は凍いてつく不毛の地、南部はジャングルが広がる秘ひ境きよう、西方から東方にいたるためには山を越こえ、西部の広大な砂さ漠ばく越ごえルートか、南方からの海路しかありません。

小島：エリンディルからしたら、この世の果てじゃないですか。

ＧＭ：いかにもそうです。

久保田：設定上、交こう易えきはあるけど、やっぱり距きよ離りの壁かべは大きく、西方と東方では文化的な断だん絶ぜつがあるんです。

小島：あ、交易はあるんですね。シルクロードみたいに？

久保田：そうそう。砂漠のキャラバンと、船の航路が開かい拓たくされている。その過か程ていで、エリンディルにサムライやニンジャの技わざが伝わっているんですよ。

小島：なるほど～。

ＧＭ：東方にもさまざまな国があるのですが、大きく分けてダイワ、セーリア、タルタル・ハンの三つの国が存在しています。それぞれ簡かん単たんに説明しましょう。




・ダイワ群島国

　エリンディル東方の、さらに東の果てに浮うかぶ島国。国の規き模ぼは小さいが争いが絶たえず、人口に比ひして強大な軍事力を持つ。〝タイクーン〟と呼ばれる国家元首のもと、国内は多くの藩はんに分かれ、それを統とう治ちする地方領りよう主しゆ〝ダイミョウ〟が存在する。

　海洋国家であり、貿ぼう易えきのために海を渡わたって西方と貿易している。

　サムライ、ニンジャの故郷。




・セーリア大帝国

　大皇帝のもと、エリンディル西方よりも広い地域を支し配はいする大帝国。その人口は億を優ゆうに超こえる。エリンディルでも最も文明的な国と見られており、経けい済ざい、文化、技ぎ術じゆつ、魔ま法ほうとあらゆる分野に秀ひいでており、巨きよ大だいな国土を治めるための官かん僚りよう制せい度どの発達は群を抜いている。

　しかし、地方の軍ぐん閥ばつ化による分ぶん裂れつと衰すい退たいの兆候が見られる。




・タルタル・ハン国

　エリンディル東方に広がる大草原を統とう合ごうした遊牧民による帝国。面積はセーリアより広いが、その人口は一割わりにも満たない。

　豊ゆたかなセーリアを攻こう略りやくすべく、近年、しきりに戦争を仕し掛かけている。タルタルの支配階級である純じゆんタルタル人は、ほぼ全員が騎き乗じよう術と弓の扱あつかいに長たけた戦士である。

　国家の方ほう針しんは各部族の首長の合議によって決定され、大ハーンが治める。




ＧＭ：……と、こうなっております。

田中：なるほど。要するに、ダイワは日本、セーリアは中国、タルタル・ハンはモンゴルと覚えておけばよさそうだな（笑）。

久保田：もちろん、そのまんまってわけじゃないけどね。いろんな時代や文化が混まざってるし。でもまぁ、参考程てい度どにそう覚えておくのは悪くないかと。

菊池：世界史の授じゆ業ぎようみたいだ（笑）。

小島：でも、これくらいならなんとか覚えてられます。多分。

ＧＭ：さてここに、『アリアンロッド・リプレイ・アンサンブル』に掲けい載さいされた、「ベネットのうろ覚え東方マップ」がありますので、ざっと位置をお確たしかめください。




　言いつつ、東方マップの打ち出しを卓たく上じように置く。

　一同は覗のぞき込こみ、そして……。
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小島：ちょっ!?　なんですか、このスーパーいい加か減げんな地図！（一同爆ばく笑しよう）

菊池：しょうがないじゃないか、ベネットが描かいたんだから（笑）。

小島：ああ～、そう言われると納なつ得とくしちゃいますね～（笑）。

田中：さすがの人じん徳とくだな、ベネット。

小島：それにしても……こんなのを参考にしたら、絶対に遭そう難なんしそう。




　さて、東方という舞台の地理についての説明はこんなところ。

　次からは本題、シナリオの今回予告となる。




●今回予告

　エリンディル東方、ダイワ群島国。

　天下を治めるタイクーンのご権けん勢せいも、今は昔むかし。

　世は乱れ、悪いヤツほどよく眠ねむり、地じ獄ごくの沙さ汰たも金次第───。




久保田：おお、時代劇のナレーション風だ。

小島：なんか悪い人がいっぱいいる？




　今日も町まちで娘が泣いている。

　弱い者は泣きに泣き濡ぬれ、泣き寝ね入いり。

　半年前の大火事に、咲さくは外げ道どうの悪の華はな？

　このまま咲さかせてなるものか。

　誰か、世直ししておくれ！




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

　第一話「痛つう快かい!!　世直し人にん情じよう剣けん！」

　東方の神秘がキミを待つ！




菊池：おお、町まち娘むすめが泣く！　時代劇の基本だな！（笑）

ＧＭ：ええ、まずはダイワを舞台にしようと思いまして。そして、ダイワを舞台にするなら、やっぱり基き本ほん的てきな時代劇を踏とう襲しゆうするのが一番わかりやすいかなと。

小島：すっごくわかりやすいです！

久保田：「世直し人情剣」ってことは……ＰＣは世直しをするのかい？

ＧＭ：はい、ダイワは戦せん乱らんが絶えない国でして、タイクーンのお膝ひざ元もとも戦争こそないものの、綱こう紀きが弛ゆるんでいるんですよ。で、それをいいことに悪事が横行してるって感じです。

小島：ふむふむ。

ＧＭ：そこで！　心あるＰＣが、天に代わって悪を討うつ世直し旅をする……という物語にしようと考えています。

小島：なるほど、わかりました！　いいですね～、すっごく主人公をやってみたくなります。

田中：おお、小島さんが燃もえている（笑）。

小島：えへへ、痛快時代劇って憧あこがれますよ～。

ＧＭ：それでは続いて、各人のハンドアウトを読み上げます。




　ハンドアウトは、各キャラクターの事前情じよう報ほうや初期設定を伝えるためのものだ。

　これを用意することにより、シナリオと絡からみやすいキャラクターを作成することができる。




●ハンドアウト＆レギュレーション

ＧＭ：ＰＣ①、つまり主人公のハンドアウトから読み上げていきます。主人公は、事前の打ち合わせどおり小島さんにやっていただきます。

小島：は～い！




◆ＰＣ①（小島めぐみ）用ハンドアウト

コネクション：アオイ・カゲユキ　　　関係：兄

　キミは、ダイワ群島国を統治するタイクーン家に連なる者のひとりだ。

　先代タイクーンが亡なくなり、兄のアオイ・カゲユキがタイクーンとなった。

　だが、兄は世直しの志こころざしはあるものの、生来身体からだが弱く、思うように改かい革かくに執りかかれない。

　老ろう獪かいな家臣たちは新たな君主をないがしろにし、各地の戦乱も絶える兆きざしがない。

　今、直じき々じきに世直しをできる者は……キミをおいて他にはない！




小島：うひゃあ、お殿との様さまの家か系けいですか!?

菊池：……これは、タイクーンの弟か妹をやるってことか？

ＧＭ：はい、その通りです。その高こう貴きな人に、直々に世直しの旅に出てもらいます。そのためのレジェンドデータも、きちんと用意してあります。

小島：レジェンドデータ？

ＧＭ：『エリンディル・レジェンドガイド』で追加されたデータで、英雄の末まつ裔えいだったり、伝説の剣を持っていたりするとかいう、特とく殊しゆな設定を表わしたものです。




『エリンディル・レジェンドガイド』

　エリンディル大陸に伝わる伝でん承しようや伝説を集め、紹介したサプリメント。それらの伝説に対たい応おうしたレジェンドデータが掲けい載さいされており、ＰＣは伝説に登場する剣の持ち主になったり、失われた技の使い手になったりすることができる。




ＧＭ：今回、『東方ガイド』にも、レジェンドデータが追加されましたので、さっそく使ってみることにしたんですよ。

菊池：ほうほう。それは全員がもらえるのかね？

ＧＭ：はい、もちろん。そして、ＰＣ①のレジェンドデータは〝御ご紋もんの印いん籠ろう〟です。

一同：印籠っ!?（笑）

ＧＭ：タイクーン家の家か紋もんが印しるされた、それはそれは尊とうとい印籠です。

小島：『水戸黄門』だーっ！（爆笑）

ＧＭ：偉えらい人が世直し旅に出ると行ったら、やっぱり水戸黄門でしょう！（力説）

小島：それって「控ひかえおろ～！」って出すと、みんな「ははっ～！」って頭を下げちゃったりするんですか!?

ＧＭ：いえ、そんな効こう果かはありませんよ？

小島：ええっ、ないの～!?

ＧＭ：タイクーン家の権けん威いは失しつ墜ついしてますので、データ的に頭を下げさせる効果はないです。

小島：ありゃ～？

菊池：（悪代官っぽく）「ええい、上様がなんだというのだ。出会え、クセモノだーっ！」

小島：ひぃぃ～。役に立たねーっ！（笑）

ＧＭ：ご安心を。失墜したとはいえ、その紋もんを背せ負おって戦う者の心を奮ふるい立たたせる効果があるんです。具体的には、戦せん闘とうで使用すると、仲間全員のダメージが上じよう昇しようする（笑）。




・御紋の印籠

　タイクーン家やダイミョウ家の家紋が描えがかれた印籠。セットアッププロセスに使用する。シーンに登場している任にん意いのキャラクターが行なう攻こう撃げきのダメージロールに＋２Ｄする。この効果はラウンド終了まで持続する。このアイテムはシナリオ中に一回まで使し用よう可か能のう。




田中：つまりこれを出すと、助すけさんと格かくさんがパワーアップするわけね。

久保田：「助さん格さん、存ぞん分ぶんにやってしまいなさい」か（笑）。

小島：うわ～、すごーい！　それなら早く使ってみたい！

ＧＭ：気に入ってもらえたようで何よりです（笑）。




◆ＰＣ②用ハンドアウト

コネクション：鬼おにのサクザ　　　関係：信しん頼らい

　キミはダイワの神しん殿でんに仕えている。

　今、ダイワを統すべるタイクーン家に不ふ吉きつな影かげが忍しのび寄よっているという託たく宣せんが下った。

　そんなとき、タイクーン家に仕える宿しゆく老ろう・鬼のサクザから呼よび出だしを受けた。

　サクザはキミに、タイクーンの意い志しである〝世直し旅〟の補ほ佐さを依い頼らいする。

　肝かん心じんのタイクーンは病やまいに冒おかされているため、その役目はＰＣ①が引き受けるという。




菊池：鬼のサクザ？

ＧＭ：オニノ・サクザエモンというドゥアンの有角族セラトスの家老で。実じつ際さいに角つのも生えてます。

菊池：それで鬼のサクザね。わかりやすいな（笑）。

久保田：どういった人物なの？

ＧＭ：タイクーンやＰＣ①の守もり役やくで、頑がん固こ者ものの爺じいといったところですね。

小島：ああっ、『暴あばれん坊ぼう将しよう軍ぐん』でも、お城しろで吉よし宗むねにお小言を言うお爺じいさんがいますよね。

ＧＭ：そうそう、あんな感じのＮＰＣです。あと、ハンドアウトから察していただけると思いますが、ＰＣ②は、ＰＣ①に付つき従したがう助さん格さんの役やく割わりです。いや、かげろうお銀ぎんや風かざ車ぐるまの弥や七しちでもいいんですが（笑）。

田中：ＰＣ②って、武ぶ士しや忍者じゃなくて、神殿に仕えてる立場なんだ。

ＧＭ：はい。ダイワの神殿は、エリンディルのそれとはちょっと違ちがってまして……いわゆる日本の神社を想そう像ぞうしてください。

久保田：日本の神社といえば、もちろん巫女みこもいるよね（笑）。

ＧＭ：やはり、巫女を狙ってきましたか（笑）。あと、ＰＣ②のレジェンドデータに関しては推すい奨しようはないので、用意してある中から好きなものを選んでください。




◆ＰＣ③用ハンドアウト

コネクション：尚しよう膳ぜん太たい監かん　　　関係：上司

　キミは、セーリアの料理人のドン・宮きゆう廷てい料理人を統とう括かつする尚膳太監から呼び出しを受けた。

　尚膳太監は、表向きは宮廷料理人の長であるが、その裏うらでは各地に料理人を派は遣けんし、情報収しゆう集しゆうする役目を帯びている。

　太監は、隣りん国ごくのダイワでタイクーンが代だい替がわりしたので、その近辺の情報を求めているらしい。キミは料理の腕うでを頼たよりに、異い郷きようへ渡わたることになった。




小島：……りょ、料理人？（笑）

ＧＭ：セーリアは文化が発達した国なので、料理も発達してます。というわけで、新しく追加される新クラスも、料理人のクラス〝チューシ〟を指定します。

田中：漢字で書くと〝厨ちゆう師し〟か。

ＧＭ：そうです。それと、コネクションの尚膳太監というのは役やく職しよく名めいであって、人名ではありません。〝宮廷料理長〟くらいの意味合いと考えてください。

田中：でも、この内ない容ようだと料理人というか密みつ偵ていだよね。

ＧＭ：ほら、人は美味うまいもんを食うと油ゆ断だんするじゃないですか。それに、美味おいしい料理のあるところには、自然と人も集まります。情報収集にちょうどいいんですよ

小島：あ～、なるほど！

田中：説得力があるようなないような（笑）。

久保田：まぁ、要人も食しよく卓たくで重要なことを話し合ったりするからな。なんだかんだでその家の奥おくに入はいり込こめる料理人というのは密偵に向いているのだろう。

小島：ふむふむ。

ＧＭ：レジェンドデータは、密偵を表わすエスピオナージが推奨となってます。同名のスキルを取得できます。




《エスピオナージ》

　あなたが戦せん闘とう不ふ能のうになった直後に使用する。あなたが受けている戦闘不能を回かい復ふくし、【ＨＰ】を［ＳＬ（スキルレベル）×10］点まで回復する。《エスピオナージ》使用後、あなたの装そう備び品ひんの中からひとつを破は壊かいすること。シナリオ中に一回まで使用可か能のう。




小島：装備品が壊こわれるんですかぁ。

菊池：これってあれか。「胸ポケットにペンダントを入れておいたから助かった」「マスクがなければ即そく死しだった」って言うためのデータか（笑）。

ＧＭ：ええ、まさしくそれです。




◆ＰＣ④（田中信二）用ハンドアウト

コネクション：町まち娘むすめのおミツ　　　関係：恩おん人じん

　キミは、今エリンディル東方を旅している。

　しかし、洋の東西を問わず、この世は人情紙風船。旅の途と中ちゆう、道で倒たおれてしまった。

　だが、そんなキミを救ったのが、町の小料理屋で働くおミツという娘だった。

　君は、しばらくおミツとその小料理屋でご厄やつ介かいになることとなった。




田中：なぜ俺おれを名指しなんだ（笑）。

ＧＭ：はい、田中さんにはズバリやっていただきたい既き存そんキャラがいますので。

田中：あー、もしかしてユーノスのこと？




ユーノス・ローリングスター

『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』シリーズに登場。

　みずからを夢ゆめと希望を振ふりまくために遣つかわされた天使と自じ称しようするドゥアン（天翼族オルニス）の吟ぎん遊ゆう詩し人じん。妄もう想そう……いや、夢溢あふれる発言が特とく徴ちよう。ちなみに、そこそこ美形。




ＧＭ：このリプレイ、やはり東方の文化に出会う西方出身のＰＣがいると面白いと思うのですよ。そこで、ユーノスにまた登場してもらえればと。

田中：いや～、あいつが西方代表のキャラでいいのかな～？

菊池：自分のキャラに責せき任にん持てよ（笑）。

田中：細かいことは気にしないでいただきたい。まぁいい、喜んで引き受けましょう。

菊池：しかし、町娘のおミッちゃんか。家には病気のおとっつぁんがいるだろう？（笑）

ＧＭ：……何故なぜそれを？

菊池：いるんかいっ！（一同笑）

久保田：そして、「おとっつぁん、お粥かゆができたよ」と（笑）。

ＧＭ：（棒ぼう読よみで）ああ、なんてことだ。セリフまで先読みされたー。

菊池：え、絵に描いたようなかわいそうな町人父娘だな……（笑）。

田中：しかも、ユーノスに関わってしまうというさらなる不幸が……。

小島：ちょっ！　救ってください、かわたなさん！（笑）

田中：ユーノスの夢と希望で救えるものは、限られているんですよ、小島さん。

ＧＭ：現げん実じつは厳きびしい（笑）。




＊　＊　＊




久保田：さて、小島さんがＰＣ①、かわたながＰＣ④だから、私と菊池さんでＰＣ②と③を分ぶん担たんすることになるね。

菊池：頼たのみがあるんだが、悠羅さん。

久保田：はい、なんでしょう。

菊池：俺ＰＣ③でいい？　チューシのデータ見たときからやってみたくてさ。

久保田：ほい、いいですよ。それじゃ私がＰＣ②ってことで。

ＧＭ：はい、ＰＣ枠わくの割わり振ふりは以上ですね。それではキャラクター作成に移りましょう。まず、今回のレギュレーションとして、全員が８レベルからスタートとなります。

小島：８レベル！　結構高いですね。

ＧＭ：チャンバラ活劇ですから、ある程てい度どの強さを持った状じよう態たいで始めたいんですよ。

菊池：それはありがたいな。そのレベルだと、スキルもいろいろと選べそうだ。

ＧＭ：なお、『東方ガイド』では追加の〝地域クラス〟が用意されています。




・カンナギ

　ダイワ群島国の地域クラス。神に仕え、舞まいや神の力を召しよう喚かんすることで支し援えんや強化を行なう。また、呪じゆ符ふを作成することもできる。




・チューシ

　セーリア大帝国の地域クラス。料理を作成し、支援や強化を行なう。




・バートル

　タルタル・ハン国の地域クラス。竜りゆうに騎き乗じようして戦闘を行なう。




ＧＭ：……と、三つの新クラスが追加されています。

久保田：じゃあ、私はＰＣ②を選んだから、順当にカンナギを選ぼう。

菊池：俺はチューシだな。セーリアの密偵をやろう。

小島：私はダイワのサムライでいいんでしょうか？　それともニンジャとか？

ＧＭ：イメージ的には、基本はウォーリアとの組み合わせにして前ぜん衛えいに出るキャラを作っていただきたいですね。

小島：じゃあ、サムライ！　剣の達人で、ばったばったと敵てきを斬きり倒たおしていくのがいいです。

久保田：まあ、そういう要望は出るよね（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、『東方ガイド』には剣の達人をやるためのデータも追加されてます。《スタイル：[image: ][image: ]》と、剣けん術じゆつの流りゆう派はを表わす追加スキルがあるんですよ。タイクーン家が習っている流派……いわゆる御お留とめ流りゆう（＊）は、シンエイ流という剣術です。

小島：おお、わかりました。それを取る方向でキャラクターを作成します！




　全員でルールブックや、新しん規きデータの打ち出しを参照しつつ、ＰＣを作成していく。

　そして一時間後、全員のデータが出で揃そろった！





（＊）御留流　藩や同じ家内のみで伝承され、他の流派に見せることを禁じられた流派のこと。









◆Preplay 03◆キャラクター紹しよう介かい




ＧＭ：キャラクターができたようなので、キャラクターの自じ己こ紹介をお願いします。まず、小島さんからお願いしましょう。

小島：わかりました！




▼アオイ・オトハ───プレイヤー：小島めぐみ

小島：まず、兄がタイクーンということでしたので、その妹ということにしました。姓せいはアオイ、名はオトハ。アオイ・オトハ、一五歳さいの姫ひめ様さまです！

ＧＭ：オトハ姫。いい名前ですね。

小島（以下、オトハ）：クラスは、ウォーリア／サムライの８レベル、種族はヒューリン。【ＨＰ】72、【ＭＰ】43、フェイトは７点です。

菊池：まあ、わかりやすく前ぜん衛えいに出るキャラだな。

ＧＭ：ライフパスはどうなりましたか？

オトハ：はい、まず出自は［武ぶ術じゆつ指し南なん］をチョイスしました。特とく徴ちようは〝弟で子し入いり〟で、《スタイル：シンエイ》を取りました。




　シンエイ流剣術は、〝後ごの先せん〟といって、相手を先に動かして勝つという剣術である。

　データ的には、《ストライクバック》という相あい討うちスキルを宣せん言げんしたときに、本来ならばお互たがいにダメージを受けるところを、相手からの攻撃ダメージを受けなくなる。

　ただし、これは奥おう義ぎであるため、シーン中にＳＬ回しか使用できない。




菊池：姫様みずから剣術を身につけたのね。

オトハ：兄が病弱なので、その分、自分は元気な娘こになろうと思いまして。剣術も積極的に指南役のもとに通って学んだということにします。周りが止めても、聞こうとしない（笑）。

菊池：なるほど、お転てん婆ばなんだな。

オトハ：でも、お城からあまり出たことがない、世間知らずにしようかなと。

久保田：世間知らずなのに、世直し旅をするのか（笑）。

オトハ：言われてみれば。でも、時代劇だと、そういうお姫様をイメージしちゃいますよね。

菊池：そうだね。まあ、世間知らずでも悪を許せない真っ直ぐな性格ってのはアリだろう。

ＧＭ：普ふ段だんは粋いきな剣術小こ町まちとして町を歩いているが、それはあくまでも世を忍しのぶ仮かりの姿すがた！　実は、ダイワを治めるタイクーンの妹……実にいいじゃないですか。主人公っぽいです。

オトハ：普段は身分を伏ふせていることを表わすため、境きよう遇ぐうは［秘ひ密みつ］にしました。

ＧＭ：素す晴ばらしい。バッチリですね。

オトハ：えへへー。悪漢どもにドンドン裁さばきを申もうし渡わたしますよ！

菊池：……ふむ（←感心したように）。

オトハ：どうしました？

菊池：「裁きを申し渡します」か。それはイイ決めゼリフになりそうな感じがするぞ。

オトハ：そうですか？　でも、あとちょっとスパイスがあるといいですかね。

一同：ふぅむ……（しばし考える）。

田中：……こう、クライマックスで書しよ状じようを投げつけるというのはどうだろう？

オトハ：書状を？

田中：悪いヤツに対して、その罪状を書いて送りつける、みたいな。

オトハ：あっ、かっこいいかも！

ＧＭ：なるほど。いわゆる、〝斬ざん奸かん状じよう〟というヤツですね。

オトハ：ざん、かん、じょう？

ＧＭ：こいつは悪いヤツなんで、斬って成敗したって書き残す書状です。

久保田：それだ！　それは実に絵になる場面だ。

オトハ：わぁい。早く裁きたい！　誰でもいいから！

菊池：「誰でもいい」じゃダメだーっ！（一同爆笑）

ＧＭ：ちゃんと、裁く悪人は用意しますのでご心配なく（笑）。

[image: ]




▼リン───プレイヤー：久保田悠羅

ＧＭ：それでは、ＰＣ②の久保田さんのキャラクターを紹介してください。

久保田：名前はリン。クラスはアコライト／カンナギ。【ＨＰ】54、【ＭＰ】61、フェイト、７点、種族はヴァーナの猫族アウリク。オトハよりちょっと年上の一八歳、おねーさんキャラです。

ＧＭ：おお、おねーさんキャラですか。しかも巫女。

久保田（以下、リン）：猫のヴァーナなので、ネコ耳巫女みこ（笑）。リンって名前も、ネコの〝鈴すず〟から連想して付けました。

菊池：ネコ耳巫女……実に悠羅さんらしい（笑）。

リン：あくまでも、データを考慮した結果です！（きっぱり）

オトハ：言い切った……爽さわやかに（笑）。

リン：ライフパスの出自は［幸運の星］で、特徴の楽らつ観かん主しゆ義ぎによって幸運基本値が＋３。これで【幸運】が５になりました。

オトハ：は～、運がいいんですね。

リン：で、境遇は［追放］となりました。本当は、いいところの出での姫だったのに家が没ぼつ落らくして追放され、神殿に拾ってもらいカンナギになったということで。

ＧＭ：姫様であるオトハをサポートする役になるので、その設定はいいですね。

リン：そして、レジェンドスキルは《ソウルメイト》を選びました。




《ソウルメイト》

　プリプレイ時にＰＣの中からひとりを選せん択たくする。あなたが使用したスキルのコストの一部、あるいは全部を対象が、対象が使用したスキルのコストの一部、あるいは全部をあなたが消費してもよい。ただし、《ファミリア》やアイテムによって増ぞう加かした【ＭＰ】を使用することはできない。この効果は、あなたと対象の両方が同意した時のみ発はつ揮きする。




リン：これで自分の【ＭＰ】を他人のコストとして融ゆう通ずうできます。対象は、もちろんオトハ。

オトハ：え、いいんですか？　やったー♪

菊池：それは便利だ。完全に支し援えん系けいキャラなのかね。

リン：一いち応おう、メインクラスがアコライトなので、《ヒール》と《プロテクション》で回復と防ぼう御ぎよができるけど……。

菊池：けど？

リン：（握にぎり拳こぶしを見せて）素す手でで悪人を殴なぐり倒たおすことがたまらなく大好きです。

菊池：暴ぼう力りよく巫女かよっ！（一同爆笑）

リン：こう見えて、モンクを経けい由ゆしてますからね。

ＧＭ：ネコ耳巫女という萌もえキャラに見せて、ブン殴りキャラとは（笑）。

菊池：でも、モンクのスキルがその程度だと、あんまりダメージいかないんじゃない？

リン：ふっふっふ。そこは《コールゴッド：タケフツ》がありますから。




《コールゴッド：タケフツ》

　命中に＋ＳＬし、対象に任意のバッドステータスを与あたえるカンナギのスキル。




リン：ダメージは少なくとも相手の装そう甲こうを抜いて、確かく実じつにバッドステータスを与える！

オトハ：うわっ、やらしい！　やらしいですよ悠羅さん……じゃなかったリン！

菊池：なんで巫女が、そんな物ぶつ騒そうな技を習得してるんだ（笑）。

リン：（当然といった表ひよう情じようで）神殿に伝わる、〝闇やみの武ぶ術じゆつ〟です。

一同：闇の武術!?（爆笑）

リン：神しん職しよくたる者、血を流すための武ぶ器きは持たず、徒と手しゆ空くう拳けんで自分の身を守らねばならんのです。そして生まれたのが、神殿独どく自じの格闘術！

菊池：いいのか神殿、そんな戦闘マシーンを量産して（笑）。

リン：戦い方は陰いん惨さんですが、リンの性格自体はおっとりしていますよ。

菊池：〝闇の武術〟の、どこがおっとりだ！（笑）

リン：性格と得意分野は別物だからいいんです（←しれっとした表情）。

オトハ：あまり、リンを怒おこらせないようにしよう（笑）。
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▼チンエン───菊池たけし

菊池：次はこちらの番か。名前はチンエン。

ＧＭ：チンエンですか。確たしかに、中ちゆう華かっぽいというかセーリアっぽい響ひびきがしますね。

菊池（以下、チンエン）：うむ、清王朝の戦せん艦かん・鎮ちん遠えんから取った。ちなみに、テイエンという名の兄もいる（笑）。

ＧＭ：おお、鎮遠に定遠。軍ぐん艦かん好きの菊池さんらしいチョイスですねえ。

チンエン：セーリア出身のエルダナーンで、クラスはメイジ／チューシ。サモナーも経由。三〇歳くらいの男だん性せいで、縦たてにひょろ長い体たい格かくだ。【ＨＰ】41、【ＭＰ】74、フェイトは７点。

ＧＭ：ほうほう、なるほど。

チンエン：出自なんだが［風ふう来らい坊ぼう］となった。昔は店を持っていたが、今は他人の店を転々としながら働いている流れ者。

田中：昔持っていた店は、有名店だったりするのですか？

チンエン：うん、境遇は［没落］だから。我わが一族は、セーリアに伝わる一いつ子し相そう伝でんの暗殺料理術の使い手だったのだ。

一同：暗殺料理術!?（爆笑）

田中：闇の武術とか暗殺料理術とか、ここまでＰＣにロクな奴やつがいない（笑）。

チンエン：しかし、兄のテイエンが、とある料理人との真しん剣けん料理勝負に負けて死し亡ぼう。我が一族は没落してしまう。そして、暗殺料理術も半分は失伝してしまったのだ。

リン：どんな勝負なんだ（笑）。

オトハ：……暗殺料理って、食べると死ぬほどまずいんですか？

チンエン：そんなことはない。むしろ、美味うますぎて相手は……死ぬ。

オトハ：死ぬのっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：それはすごい。というか意味がわからない（笑）。

チンエン：しかし、その腕うでは惜おしいということで、尚膳太監の目に留とまり、現在は密偵として働くことになったんだ。だから、運命はレジェンドデータのエスピオナージを取得した。

ＧＭ：ほほう。すると、そうやって密偵をしながら兄の仇かたきを捜さがしているんですな？

チンエン：ご明察。普段はボケーッとした料理人だけど、本気を出すときは、メガネをくいっと掛かけて鋭い目つきとなり、暗殺料理人の本ほん性しようが現あらわれる。

ＧＭ：わかりました。データはどうなっています？

チンエン：基本はメイジの攻撃魔法《アースブレット》を使う。さらに《フードファイト》が４レベルあるから、戦闘では料理を作りつつ、この魔法を強化して攻撃するんだ。




《フードファイト》

　ＳＬレベル以下の料理を消費し、ダメージに＋［消費した料理のレベル×３］するチューシのスキル。




オトハ：それって、料理を食べながら戦闘するってことですか？

チンエン：《ファストイート》っていうチューシのスキルがあるから、本来料理はメジャーアクションで食べるんだけど、これでセットアッププロセスで食べられる。

オトハ：早食いも得意なんだ（笑）。

チンエン：サモナーを経由して《クウェリィ》を取っているから、ＧＭに直ちよく接せつ質しつ問もんできる。情報収集も万全だ。




《クウェリィ》

　シナリオ中、ＳＬ回ＧＭに直接質問することができるサモナーの特技。




チンエン：これを、「他人に料理を食わして情報を引き出す」って演えん出しゆつにしようと思う。

田中：あまりに美味すぎて、食った者は情報をしゃべらずにはいられない（笑）。

チンエン：うむ、そのとおり。誰もワタシの美味に逆さからうことなどできん！

ＧＭ：セーリアの暗殺料理術、おそるべし（笑）。
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▼ユーノス・ローリングスター───田中信二

田中：というわけで、私が担たん当とうするキャラクターは『レジェンド』シリーズから引き続き、ユーノス・ローリングスターとなりました。クラスはシーフ／バード。【ＨＰ】は57、【ＭＰ】は64。フェイトは７点です。

ＧＭ：では、あらためて紹介をお願いします。

田中（以下、ユーノス）：出自が［滅ほろびた民族の血］で、神の言葉を伝える天使の一族だったんですが、謎なぞの勢せい力りよくによって全ぜん滅めつさせられました。

オトハ：ほほー。シリアスですね。

ユーノス：……という設定。ただの妄想です。

オトハ：妄想!?　ちょっとかわたなさんっ!?（笑）

リン：うんうん、ユーノスってそういうヤツだったな。

ＧＭ：本当は天使でもなんでもなく、ただのドゥアンの天翼族オルニスっていう（笑）。

ユーノス：自分がそれを強く信しんじ込こんでいるのと、そこそこ高貴で美形な顔立ちから、信じやすい人は「本当に天使なのかも」と思ってくれるのです。

チンエン：周囲の理り解かいが必要なんだな（笑）。

ユーノス：境遇は［天てん啓けい］。ボクは神の啓けい示じを受け、世界に夢と希望の歌を振りまこうとサーガを求めて放ほう浪ろうしています。

チンエン：それが、何故東方に来たんだ？

ユーノス：エリンディル西方、クラン＝ベルの街で借金を返しながらコロシアムで戦う貧びん乏ぼう姉し妹まいの物語を書き上げたわけです。で、さらなるサーガを求めて旅をするうち……気づいたら東方までやって来ていました。

リン：「気づいたら」で、すごい距離を踏とう破はしてるな（笑）。

ユーノス：はははっ、神の導みちびきですよ。運命は［不ふ滅めつの名曲］。これにより、レジェンドスキルの《アペイディングソング》を取得しました。いつか、エリンディル大陸に名を轟とどろかせる名曲を作曲する……予定。

オトハ：まだ予定なんだ（笑）。

ＧＭ：簡単に説明しますと、音楽を始めたばっかりの少年が、メジャーデビューまでの計画を立てているみたいなもんだと思ってください。

オトハ：あっ、なんかよくわかる！　夢ゆめ見みる少年なんですねっ！

ユーノス：はい。そんな夢見がちな二四歳の男性です。

オトハ：え、二四歳……それは、微び妙みように現実を直視し始めた方がいい年ねん齢れいかも……。

ユーノス：そう言われると、我がキャラながらつらいものがありますねぇ。

チンエン：天使の天てん敵てきは現実……これは東方でも変わらないんだな（笑）。

ＧＭ：まあ、今になって急に夢から覚めたところで潰つぶしは利きませんし（笑）。

ユーノス：あ、ちなみに戦闘時は後ろで唄うたを歌うことしかしません。ららら～♪

オトハ：戦おうよ！（笑）　……って、バードのスキルで支援するって理解でいいのかな？

ユーノス：イエース。基本は《ジョイフルジョイフル》で他人を動かし、《エチュード》で魔法のダメージを強化します。




《ジョイフルジョイフル》

　行動済ずみの対象を、メジャーアクションで未行動にするバードのスキル。




《エチュード》

　対象の魔法ダメージを＋［ＳＬ×４］するバードのスキル。




チンエン：魔法ダメージ底上げというのはありがたいな。

ユーノス：スキルの組み合わせにより、合計23点魔法ダメージを上げられるのですよ。

チンエン：23点！　それはすごいな。

ユーノス：というわけで皆さん、ボクが歌うに相応ふさわしい伝説を築きずいてください。

オトハ：よし、がんばってわたしも唄にしてもらおう（笑）。
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●ＰＣギルドスキルとＰＣ間コネクション

ＧＭ：さて、キャラクターの紹介が終わりましたので、ギルドを組んでＰＣ間のコネクションを決めておきましょう。

リン：ＰＣ同士は、まだ出会ってないんだよね？

ＧＭ：はい。セッション中にギルドを組むことになりますが、ギルドスキルは先に決めておきましょう。また、ＰＣ間コネクションは、「出会ったときにどう思うか」という扱いで。

オトハ：なるほどなるほど。

ＧＭ：じゃ、まずはギルドの方から決めていきますか。

リン：ギルドマスターは……まあオトハで問題ないでしょう。

チンエン：オトハのもとに、世直しをするために集まる、みたいな感じか。

オトハ：わかりました、引き受けます！（両手をグッと握にぎる）

ＧＭ：では次にギルドスキルの決定を。




　レギュレーションにより、ギルドレベルは５。所有ギルドスキルの数は六つとなる。

　全員で相談した結果、ギルドスキルは《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝しゆく福ふく》《限げん界かい突とつ破ぱ》《高こう機き動どう部ぶ隊たい》《情じよう報ほう網もう》となった。




リン：（ギルドスキルを書かき留とめ）こんな感じかな？

チンエン：《蘇生》《陣形》《祝福》と基本のギルドスキルを押おさえ、《高機動部隊》で【行こう動どう値ち】が上がり、《情報網》で情報収集も可能。うん、いいじゃないか。

ＧＭ：ほう、《情報網》とは渋しぶいスキルをとりましたね。




《情報網》

　ギルドメンバーが任意の【能のう力りよく値ち】で情報収集の判定ができるようになるスキル。




リン：世直しがテーマだから、情報収集は必要になるでしょう。

ＧＭ：うーん、いい読み（笑）。

ユーノス：さて、ギルド名どうします？

オトハ：今のうちに決めちゃってもいいんですか？

ＧＭ：実際に、シナリオ中にみんな揃そろったところで決めるってのもありですよ。

リン：まだ方向性も決まってないから、出会ってから決める方向でいいんじゃないかな？

オトハ：うん、そうします。なんか、いいのを考えておきますよ！

ＧＭ：わかりました。ギルド名は保ほ留りゆうで。では、最後にＰＣ間コネクションを結びましょう。コネクションを取得する順は、オトハ→リン→チンエン→ユーノス→オトハです。




▼オトハからリンに対するコネクション

オトハ：ええと、まずはわたしがリンにコネクションを取るんですね？

ＧＭ：コネクションの関係は、邂かい逅こう表ひようを参照してＤ66……ダイスをふたつ振ふって決めます。一個こが十の位、もう一個は一の位です。ＲＯＣ（ロールオアチョイス）なので、ダイスを振っても選んでもよいですよ。

オトハ：まずは振ってみます！　（ダイスを振る）ええと、41。

ＧＭ：その結果は……関係は［家族］となります。

オトハ：なんと！　同じ姫様がもうひとり！

ＧＭ：実際の血けつ縁えん関係でなくても、親おや兄きよう弟だいのように思っているという解かい釈しやくでいいんですよ。

オトハ：なるほど。じゃあ、リンはわたしにとっておねーさん的な人なんですね。

リン：こっちは境遇が［追放］なので、有力諸しよ侯こう家からタイクーン家に人ひと質じちとして出され、そのときにオトハと仲良くなったということでどうでしょう？

オトハ：いいですよー。きっと、いろいろと遊び相手になってもらったんだ。

ＧＭ：リンの家は、その後どうなったんですか？

リン：いろいろあって、家は断絶してしまいました。それで、神殿に放ほうり込こまれたんです。

チンエン：意外と悲ひ惨さんな境遇なんだな。

リン：本人はあまり気にしてませんけどね。




▼リンからチンエンに対するコネクション

ＧＭ：では、リンからチンエンへの関係を決めましょう。

リン：（ダイスを振る）36と出た。

ＧＭ：［腐くされ縁えん］。

チンエン：いきなりどんな関係だ（笑）。出会ってもいないのに。

ＧＭ：もう、フレッシュさもない爛ただれた関係になっていくんではないかと。

リン：あー、出会った瞬間「こいつとは腐れ縁になりそうだ」と予感するんでしょうね。




▼チンエンからユーノスに対するコネクション

チンエン：ユーノスに対するコネクションを振ってみたところ、63の［仇きゆう敵てき］と出た。ユーノス、兄を殺したのはお前だ！

ユーノス：な、なんだってー!?（笑）

チンエン：兄を倒たおしたのは、背せに翼つばさを持つヤツだった……と、いうことにしておこう。

ユーノス：後付け設定かよ（笑）。

チンエン：なので、翼を持つヤツのことは、必ず一度は兄の仇と疑うたがってかかるチンエンであった。客として天翼族オルニスが来ると、とりあえず料理に毒を混こん入にゆうしようとしたりする。

オトハ：な、なんてハタ迷めい惑わくな人……。




▼ユーノスからオトハに対するコネクション

ＧＭ：最後に、ユーノスからオトハへの関係です。

ユーノス：では、ダイスを振ってみましょう……16と出ました。

ＧＭ：［憧れ］。「彼かれを慕したっている、彼に好意を抱いだいている」とのことです。

ユーノス：それはいい。正体を隠かくして世直しをする姫なら、ボクが歌うサーガの主役にもってこいです。勝手についていこう。

オトハ：勝手に!?

ユーノス：というわけでサーガのタイトルがほしいですね。隠おん密みつ旅たびをする姫様だから……。

オトハ：ん～……じゃ、〝おんみつ姫の大だい冒ぼう険けん〟でどうですか？

一同：おんみつ姫！（爆笑）

オトハ：えっ？　かっこいいじゃないですか！

リン：かっこいいの？（笑）

ＧＭ：昔、城から抜ぬけ出だす姫様が主人公の『あんみつ姫』って漫まん画ががありましたね。あと、戦前にズバリ『隠密姫』という邦ほう画がもありましたが。

オトハ：なるほど、わりと由ゆい緒しよ正しかったんですね。

ＧＭ：さて、ＰＣ間コネクションも決まりましたね。それでは本編を開始しましょう！

一同：よろしくお願いしまーす！
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆波は乱らんの始まり




　大おお勢ぜいの者たちが参列する盛せい大だいな葬そう儀ぎ───。

　それは、ダイワを統すべるタイクーンが崩ほう御ぎよしたためであった。

　新タイクーンは若わかく、病弱。また、天下は乱みだれると思われていた。




ＧＭ：では、オープニングを始めます。

一同：はーい。

ＧＭ：まずはマスターシーン。場所は、ダイワの大きな神しん殿でんです。そこに、多数のサムライやダイミョウが集まっています。盛大な葬儀の場面ですね。




　豪ごう奢しやな棺ひつぎの前に、白しろ装しよう束ぞくのサムライやダイミョウが平へい伏ふくしている。

　榊さかきの玉たま串ぐしが捧ささげられ、神官は死者の霊れい魂こんを神に祀まつり上げるための祝詞のりとを唱える。

　棺の中に眠ねむる死者は、かつてタイクーンとしてダイワに君くん臨りんした帝てい王おうであった。




オトハ：ああっ、父上～どうして死んでしまわれたのですか～！

ＧＭ：そう、オトハの父、タイクーンが亡なくなったわけですな。

チンエン：おお、いきなり先代が死んでしまった。

ユーノス：ふと気になったんですが、ダイワの信しん仰こうってどうなってるんですか？

リン：西方の神様が、別の名前で信仰されています。たとえば、アーケンラーヴはアマテル、ゴヴァノンはカグツチといった具合です。

チンエン：ガワは神しん道とう風だが、本ほん質しつ的てきにはエリンディルの神しん殿でんと変わらんのか。

ＧＭ：はい。神話に違ちがいはあれど、結局、崇あがめている対象に違いはないんですね。

オトハ：なるほどー。

ユーノス：現げん在ざいのダイワの状じよう況きようは？

ＧＭ：はい、ダイワは地方の藩はんを治めるダイミョウがたくさんいる国ですが、タイクーンがいる首都のオオド周辺は、親タイクーンの藩が固まっていて、そこそこ安定しています。

チンエン：オオド周辺〝は〟ってことは……地方は不ふ穏おんなのか。

ＧＭ：はい。地方では藩同士での勝手な紛ふん争そうが絶たえません。そんな状じよう態たいですから、本来国を治めるはずのタイクーン家の権けん威いは失しつ墜ついしております。

ユーノス：ひどい状態だな……。

ＧＭ：しかも先代タイクーンは政せい治じに関心がなかった方なので、さらに世は乱みだれました。

オトハ：ええっ!?　父上、ダメダメだったんですか？

ＧＭ：はい、ダメダメでした（笑）。タイクーンの仕事はダイミョウ同士の争あらそいを仲ちゆう裁さいしたり処しよ分ぶんしたりすることなのですが、完全に放ほう棄きしてました。

オトハ：あちゃ～……。

ＧＭ：なので、この葬儀に列席した諸しよ侯こうも不安を口々に漏もらしているんですよ。




　並なみ居いるダイミョウたちは、頭を下げつつも、心では亡なき先代を悼いたんでなどいなかった。

　不穏な囁ささやきが、さざ波のように広がっていく。

　厳げん粛しゆくたるべき大たい喪そう礼れいの場においても、こんな有様。

　要するに先君の威い光こう、ひいてはタイクーン家の権威など、すでにその程てい度どのものなのだ。




ＧＭ：……とまぁ、ひどい有様です。

チンエン：（いきなり諸侯Ａ）「新君が弱い御お方かたなら、それはそれで好都合というもの」

ユーノス：（いきなり諸侯Ｂ）「ははは、お互たがい好き勝手やれそうですな」

オトハ：悪わる巧だくみしてるー!?（笑）

一同：「くーっくっく！」（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……と、タイクーンの葬儀なのに誰だれはばかることなく、悪事の相談をする家臣たちもいるという始末です（笑）。

チンエン：（しみじみと）この国、もう駄だ目めなんじゃないだろうか……。

オトハ：そんな～！（一同笑）

リン：まだ始まったばかりなのに（笑）。

ＧＭ：するとそこへ、新しいタイクーンが現あらわれます。若干二四歳の青年です。

オトハ：おお、兄上！　兄上だけがこのダイワの希望です。




　新タイクーン、アオイ・カゲユキは、多くの家臣、諸侯が並ならぶ前に凛りんとして歩み出た。

「若輩」「病弱」と侮あなどっていた者たちも、息を呑のむ。

　その眼まな差ざしは、乱みだれた天下を正そうという使命感に燃もえていた───。
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ＧＭ：カゲユキは凛として言います。「役目大たい義ぎ。これより、先代タイクーンに代わり、余よがダイワの天下を統すべることとなった」

一同：…………。

オトハ：ああ、兄上かっこいい……（惚ほれ惚ぼれ）。

ＧＭ：「今、戦せん乱らんが絶たえず世は千々に乱れておる。しかし、戦いくさを調ちよう停ていし、悪あつ官かん汚お吏りを誅ちゆう滅めつし、民の心に安あん寧ねいをもたらし、世直しを行なうことこそが───」

オトハ：……行なうことこそが？

ＧＭ：「…………」

一同：…………？

ＧＭ：「……こ、こそが」

オトハ：こそが？

ＧＭ：「ごほごほごほっ！　……げぶぁっ!?」

オトハ：あ、兄上ーっ!?（爆笑）

リン：ほ、本当に身体からだが弱い（笑）。

ＧＭ：ええ、カゲユキは盛大に喀かつ血けつして、もうフラフラです。

チンエン：おいおい……（笑）。

ＧＭ：「よ、世直しが、ごほぇっ、ぶばっ、ごほごほごほっ！」とブッ倒たおれつつも演えん説ぜつしようとし、家臣たちは「上うえ様さま、上様～!?」と駆かけ寄よってきます。

ユーノス：就しゆう任にんの挨あい拶さつができないくらいに弱っているとは……。

ＧＭ：と、かくのごとく……この国の未来には暗雲が立たち込こめているわけです。ここでシーンは終しゆう了りようとなります。







◆Opening 02◆世直しするのじゃ




　先代タイクーン葬儀の場で、新タイクーン・カゲユキは喀血した。

　舞ぶ台たい裏うらでは、てんやわんやの大おお騒さわぎ。

　カゲユキの妹、アオイ・オトハもその只ただ中なかにいた。




ＧＭ：それでは次のシーン。オトハのオープニングです。カゲユキの体調不良で、葬儀が中ちゆう断だんした直後の場面となります。場所は、城じよう内ないにある畳たたみ敷じきの寝しん室しつです。

オトハ：兄上は大だい丈じよう夫ぶなんですか？

ＧＭ：命に別べつ状じようはありませんが、家臣たちは養よう生じようするように言い聞かせています。しかし、カゲユキは「ええい、放せ！　余よの演説はまだ終わってごほっ！　げばあっ!?」と咳せき込んでいるのにもかかわらず、演説を続けようとしています。

ユーノス：この人、使命感が強いのはいいんですが……。

チンエン：あまりに身体が弱すぎるな。

オトハ：兄上、大丈夫ですかっ！

ＧＭ：そうやってオトハが声をかけようとすると、カゲユキにひとりの女じよ性せいが付つき添そっているんですよ。「上様、ご無理をなさってはいけませんよ」と、優やさしい声をかけています。

オトハ：だ、誰？

ＧＭ：この人は、タマ姫ひめといいます。二〇歳はたちくらいの、儚げな美人です。

チンエン：ひょっとして……愛人？

オトハ：まさか!?

ユーノス：こんなに病弱なくせして（笑）。

ＧＭ：愛人って言っていいのかどうか。このタマ姫は、自分の家がお取とり潰つぶしになったところをカゲユキに助けられたという経けい緯いの女性なんですよ。以来、その恩おんを返そうと、身体の弱いカゲユキの身の回りの世話をしています。

オトハ：よかった、愛人ではなかった（笑）。

ユーノス：でも、このふたり相思相愛っぽいですよ？

ＧＭ：実じつ際さい、タマ姫は甲か斐い甲が斐いしくカゲユキの身を案じるので、彼かれもそれをとても嬉うれしく思っているようです。ただ、彼かの女じよには後うしろ盾だてがなく、正せい妻さいになれるかは微び妙みようなところ。

チンエン：そりゃ、家がお取り潰しにあってるんじゃあな。

リン：微妙なポジションの人なんですね。

ＧＭ：カゲユキは、なんとか布団ふとんに寝ねかせられています。「くっ、情なさけない。晴れてタイクーンになったというのに、このようなていたらくでは……」と無念そうです。

オトハ：兄上、だからこそしっかり養生するのです。

ＧＭ：するとタマ姫も「オトハ様の言うとおりにございます。今は、身体を休めることこそが、ダイワにとって大切なことです」と相づちを打ってくれます。

リン：とはいえ、このようなタイプはそれじゃ納なつ得とくしないでしょうねぇ。

オトハ：……よし。ここでわたしは、兄上の手をガシッと握にぎり締しめます。

一同：お？

オトハ：兄上、そのことでしたらご安心くだされ！

ＧＭ：「ほ、ほう。オトハ、それはいかなることか」

オトハ：このわたしが、兄上に代わって世直しをすればよいのですね！

ＧＭ：「……えっ？」

ユーノス：なんという即そく断だん即そつ決けつ！（一同笑）

チンエン：というか、そんなことひと言も言ってねえ（笑）。

ＧＭ：驚おどろいたカゲユキは布団から飛び起きて「ばっ、馬ば鹿かも休み休み申せ！　大体、おぬしのような世間知らずが世直しなどっ、げふっ!?　げふぅ、げふげふっぐぼあっ!!」

オトハ：あ、あにうえ～っ!?（一同爆笑）

リン：急にそんな話するから～。

ＧＭ：「上様、上様～！」と、タマ姫は慌あわててタイクーンを落ち着かせようとします。

オトハ：……い、いきなりだったかな？

ＧＭ：いやまあ、オトハが世直しの志に燃えているのはよくわかりました（笑）。

オトハ：しかし、このような兄上を見ているのは、わたしもつらい……。

ＧＭ：では、そうすると部屋に身体のごつい老臣がやって来ます。ドゥアンの有角族セラトスで、頭に角が生えています。

オトハ：角が？　おお、爺じいじゃな！

ＧＭ：ええ。彼は、オニノ・サクザエモン。通つう称しよう〝鬼おにのサクザ〟と呼よばれ、カゲユキやオトハの守もり役やくも務つとめた宿しゆく老ろうですね。性せい格かくは頑がん固こ一いつ徹てつです。

ユーノス：〝鬼のサクザ〟……ぴったりな仇あだ名なだ（笑）。

ＧＭ：（力強い声で）「ああ、おいたわしやカゲユキ様。志も器き量りようもおありだというのに、何な故ぜ病やまいは上様を蝕むしばむか！　憎にくい！　爺は病が憎にくうござる！」と、拳こぶしを握にぎり締しめ嘆なげいてます。

チンエン：誰に向かって吠ほえているんだ（笑）。

オトハ：……爺か。

ＧＭ：「はっ、これは姫ひめ様さま」

オトハ：わたしは、今しがた、兄上に申し上げたことがある。

ＧＭ：「それはいかなることでございましょう？」

オトハ：わたしは……兄上に代わって世直しをしようと思うのだ。

ＧＭ：「……なんですと？　姫様、今なんと？」

オトハ：いや、だから世直しを───。

ＧＭ：「だまらっしゃいっ!!」と、サクザは大だい激げき怒ど。

オトハ：な、何故───っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「姫様、あなたはダイワ群ぐん島とう国こくを統すべるタイクーンを何だと心得るっ!!」

オトハ：えっ？　いきなりなんだと言われましても……。

ＧＭ：「姫様、そこに正せい座ざ！」

オトハ：は、はいぃぃぃっ!?（一同笑）

ユーノス：姫様なのに、何だか腰こしが低い（笑）。

リン：プレイヤーの持って生まれた習しゆう性せいというのは、なかなか消えないのですね（笑）。

ＧＭ：「よろしいか、タイクーンはこのダイワを統べる唯ゆい一いつ無む二にの存そん在ざいでござる。それを、姫様ごときが代理を務つとめるなど！」

オトハ：ご、ごときがっ!?

ＧＭ：「そうとも、姫様ごときがタイクーンの大役を代わってやろうなど、言ごん語ご道どう断だんっ！」

オトハ：わ、わたしは、ただ兄上の力になれればと……。

ＧＭ：「それが思い上がりなのです！」

オトハ：びくっ!?

ＧＭ：するとカゲユキも「サクザよ、もうそのくらいにしてやれ。オトハも、悪気があって言ったわけではないのだ」と、フォローします。

オトハ：兄上は優やさしいなぁ……。
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ＧＭ：はい、兄のカゲユキは事あるたびにお転てん婆ばが過すぎてサクザに怒おこられるオトハを、いつもこうして庇かばってくれた優しい人です。しかし、サクザは首を振ふって言います。「いえ、今日という今日は、姫様にきっちり言い聞かせませんと」

オトハ：爺は鬼じゃ～!?（一同笑）

リン：そりゃまあ、〝鬼のサクザ〟ですからねえ（笑）。

ＧＭ：「鬼で結けつ構こう！　さっ、別室に移うつりますぞ」

オトハ：えっ、なんで別室に？

ＧＭ：「無論、お説教の続きでござる！」

オトハ：そんな～っ!?（一同笑）




　病に臥ふせるタイクーンをタマ姫に任まかせ、サクザはオトハを連れて別室に移る。

　だが、サクザの様子が、どうにも違ちがう。

　先せん刻こくはあれほど怒ど気きを発したというのに、今は静かに瞑めい目もくするのみ。




ＧＭ：で、オトハはサクザに連れられて、別の部屋にやってくるのですが。

オトハ：じゃ、おとなしく正座してます。お説教の続き？

ＧＭ：いえ、どうも違うようですよ。

オトハ：……あれ、違うの？

ＧＭ：黙だまって腕を組み、瞑目していたサクザですが、その目からじわっと涙なみだが。

オトハ：爺が泣いている!?

ユーノス：まさに、鬼の目にも涙っ！

ＧＭ：「……姫様、よくぞ申されましたな。爺は、嬉うれしゅうございますぞ」

オトハ：ええっ!?　さっき滅め茶ちや苦く茶ちや怒ったのに！

リン：いきなり言うことが違ってますよ、この人。

ＧＭ：「あの場には、上様がおられたからでござる。姫様が世直しをするとおっしゃれば、上様は心配してお止めになるのは必ひつ定じよう」

オトハ：あっ、それはそうかも。

リン：実際、止めましたしね。

ＧＭ：「それに、病身の上様に余よ計けいな心配をかけることにもなりましょう？　志は天晴あつぱれなれど、それを口にして良いとき悪いときがございます。」

オトハ：うっ、確たしかに……。

ＧＭ：「ですから、あの場では頭ごなしに怒ど鳴なったのでござる。ですが、怒鳴ったものの……姫様が上様を心配する気持ちに、爺は心打たれ申した」

リン：なるほど、そうだったんですね。

オトハ：そうであったか。爺、礼を言うぞ。

ＧＭ：「礼など不要！　このサクザ、礼がほしくて言ったのではありませぬ」

オトハ：お、おおぅ……。

ユーノス：怒られた（笑）。

リン：サクザって、いい人っぽいんだけど……。

チンエン：……なんか、ものすごく面めん倒どうくさいよな（笑）。

オトハ：そうじゃ！　さっきから、爺はなんか面倒くさいのじゃ！（一同笑）

ＧＭ：サクザは「今日もお元気ですね」と挨あい拶さつしようものなら「わしはいつも元気じゃ！　最近の若わかい者はすぐ年とし寄より扱あつかいしおってからに！」と、腹はらを立てるタイプでして（笑）。

オトハ：それは面倒くさい！

ＧＭ：で、サクザはあらためて話をします。「姫様、聞いてくだされ」

オトハ：お？　おお、聞くぞ、爺。申してみよ。

ＧＭ：「ご存ぞんじのとおり、今天下は大いに乱れております。タイクーン家の権威は墜おち、地方ではダイミョウ同士の争いが絶えませぬ。また、城じよう下かでは綱こう紀きが弛ゆるんだのをいいことに、制せい度どの網あみをくぐる輩やからも多く、賄わい賂ろを取る役人までいる始末……！」

オトハ：あうう……。それは悲しそうに目を伏ふせます。ならば、ならばこそ尚なお更さら、わたしはタイクーン家の者として、何かをせねばならぬ。

ＧＭ：「何か、とは？」




　オトハはサクザの問いに答えるように立ち上がり、窓まどへと歩あゆみ寄よった。

　空はどこまでも青く、眼がん下かには城じよう下か町まちが広がっている。

　この天下の何処どこかかでは、今も苦しむ人がいるのだ。




オトハ：この天下を巡めぐり、習い覚えた剣けんの技わざを使い、闇やみに潜ひそむ悪を討うつ。それがわたしにできる、せめてもの〝世直し〟じゃ。

ＧＭ：その言葉に感じ入ったサクザは、「では姫様。日をあらためてサクザのもとへ来てくだされ。そこで、お渡わたししたいものがございます」と言います。

オトハ：渡したいもの？

ＧＭ：「しばし、準備がいりますゆえ」

オトハ：わかった。日をあらためて爺を訪たずねるぞ。

ＧＭ：では、そんなところでシーンを終了しましょう。







◆Opening 03◆東へ東へ




　昼時の厨ちゆう房ぼうは、戦場である。

　次々と食材が運はこび込こまれ、第一級の腕を持ったチューシたちによって料理されていく。

　その中に、冴さえない風ふう体ていのエルダナーンがいた。

　名を、チンエンという。




ＧＭ：では、チンエンのオープニングです。舞ぶ台たいはセーリア大だい帝てい国こく。その宮きゆう廷ていの厨房です。

チンエン：ぼわ[image: ][image: ][image: ]ん（ドラの音）。

ユーノス：ちゃかちゃかちゃんちゃんちゃんちゃんちゃ～ん♪

オトハ：中国っぽ～い（笑）。

リン：……そうですかねぇ？

ＧＭ：厨房は部屋の端はしがわからないほど広く、あちらでは食材を刻きざむ部隊が、こちらでは肉を湯引きする部隊がといった具合に、まるで自動車工場のような規き模ぼで料理を作ってます。

チンエン：なんつースケールだ。さすが中国。

ＧＭ：中国ではなくセーリアです（笑）。また、毒殺の危き険けんや、不味まずい料理を排はい除じよするため、監かん視し要よう員いんが眼めを光らせたり、厨房内の派は閥ばつ争あらそいなどもあり、大変な騒さわぎです。




「石いし窯がまの火力足りてないよ！　火力支し援えん部隊、何やってんの！」

「第一三精せい肉にく部隊、到とう着ちやくいたしました！　対たい豚ぶた肉にく装そう備び、準じゆん備び完かん了りよう！」

「怯ひるむな！　残るノルマ、決して多くない！」

　厨房内は怒ど号ごうと悲鳴が交こう錯さくし、まさに修しゆ羅らの巷ちまたと化していた。




リン：なんだこの演えん出しゆつ（笑）。

ユーノス：まるで戦争ですね。

チンエン：今、ワタシは下働きなので、スープを作ってますよー。

ＧＭ：「チンエン、次はたまねぎ切っておけ！」と、料理長からの怒ど声せいが飛んできます。

チンエン：はいはいー、切っておきますよー。

ユーノス：（料理長になって）「次、じゃがいもの皮むいておけ！」

チンエン：はいはいー、むいておきますよー。

ＧＭ：と、手て際ぎわよくこなしているわけですが。

チンエン：いやー、それが手際がよくないんだ。

ＧＭ：えっ、伝説の暗殺料理術を使えるんですよね？

チンエン：……なんだけど、正体隠かくす必要があって普ふ段だんはぼーっとしている。そのうえ、近きん視しなのにメガネも外しているから、全然手際が悪い（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。

リン：（料理長になって）「おい、このタマネギちゃんと切れてないじゃないか！　じゃがいもも、身が残ってないくらい皮を厚あつくむきやがって！」

ＧＭ：……と、怒られる毎日なんですか？

チンエン：そうそう。それでも「はあ、すいませんー」って謝あやまるだけ。




　忙いそがしくも、埋まい没ぼつした日々。

　それがチンエンの日にち常じようだった。

　だが、一通の手紙が、彼の日常を変えることになる。




ＧＭ：そんなある日のこと。チンエンが働いていると、手紙をつけた伝でん書しよ鳩ばとが窓にいます。

チンエン：……むっ！　一いつ瞬しゆんだけ目が鋭するどくなる。

ＧＭ：それは、尚膳太監がチンエンに宛てた呼よび出だしの手紙ですね。

チンエン：誰かに気づかれる前に、さっとその手紙を取って懐ふところに入れよう。

オトハ：なんか、かっこよくなってきた！

チンエン：あー、料理長。ワタシ、ちょっとトイレ行ってきます。

ＧＭ：「この忙いそがしいときにまたか！　おい、誰かチンエンの代わりに青椒肉絲チンジヤオロース炒いためとけ！」という怒号が飛び交います。

チンエン：すみませんー。しばらくかかりそうですー。

ＧＭ：「まったく、早くしろ！」

チンエン：というわけで、厨房を抜ぬけ出だすぞ。

ユーノス：それが、チンエンを見た最後の姿すがただった───。

チンエン：うん。ハンドアウトによると、こののちダイワに旅立つようだし。




　その日、ひとりの料理人が宮廷の厨房から姿を消した。

　だが、気にする者はいなかった……。




ＧＭ：そして、呼び出しに応おうじたチンエンは尚膳太監が待つ部屋へとやって来ました。

チンエン：呼び出しに応じて参りましたー、チンエンです。

ＧＭ：チンエンが入ってくると、そこには山やま盛もりの餃子ぎよーざを黙もく々もくと食っている恰幅のよい中年の男性───尚膳太監がいます。

チンエン：食事中かい（笑）。

ＧＭ：尚膳太監は宮廷の料理を監かん督とくしつつ、配下の料理人を使って各地の情じよう報ほうを収しゆう集しゆうしています。また、餃子を食っているのは、その出で来き映ばえをチェックしているからなんですよ。

オトハ：おお、なるほど～。

ＧＭ：毎日のように、できあがった料理を食うのが仕事です。

オトハ：なんと羨うらやましい！

ユーノス：まあ、たしかに羨ましいですが（笑）。

ＧＭ：「うむ、今日の餃子は美味うまいのである」と、餃子の出来にＯＫを出します。

チンエン：はぁ、お呼びで～？

ＧＭ：「おお、よく参った、チンエン。もう仮かりの姿を続けなくてもよいぞ？」

チンエン：では、ちゃきっとメガネを掛かけると目つきが変わり（低く渋しぶい声で）……今回の特命を聞こうか。

オトハ：わっ、急にプロフェッショナルな雰ふん囲い気きになった（笑）。

ユーノス：特命料理人チンエンか。

ＧＭ：「その前に、この餃子を食ってみてくれ」と、チンエンに餃子を差し出し。

チンエン：では、いただこうか……ふむふむ。

ＧＭ：「で、どうかな？」

チンエン：……味はまあまあだな。たしかに、合ごう格かく点てんを出してもよかろう。

ＧＭ：「ほう、そう思うか！」

チンエン：だが、このオレがひと工夫加えれば！　……と、調理道具をパーンと取り出して調理を始めると、しゃしゃしゃしゃーん、きらーんと光る！

リン：な、何故なぜ料理をするのに光るの!?（一同笑）

ユーノス：料理漫画だと、何故か食材や料理が光りますよね。

チンエン：……そして、光とともにまったく別物の餃子料理ができあがっている！

一同：おおおおお～！

ＧＭ：では、尚膳太監は、震ふるえる箸はしでその餃子を口に運ぶと「おお～っ!?　なんという美味！　これは餃子の革かく命めいだ～！」と、驚きよう嘆たんの声を漏もらす。

オトハ：なんか大おお袈げ裟さなリアクションじゃ（笑）。

ユーノス：……なんだろう、この空間だけ世界が違うような（笑）。

ＧＭ：「さすがはチンエン、兄のテイエンにも劣おとらぬ腕うで前まえ───」

チンエン：（どん！　と机つくえを叩たたき）……兄は関係ねえだろう。兄はよぉ？

リン：兄のことが禁きん句くっぽい（笑）。

チンエン：いや、兄のテイエンのことは尊そん敬けいしつつも、彼が敗れたことによって一門が没ぼつ落らくしたので複ふく雑ざつな気持ちを抱いだいている。だから、兄のことに触ふれられるのを嫌きらっているんだ。

ＧＭ：ああ、なるほど。

チンエン：兄の話はどうでもいい、用よう件けんを言ってもらおう。

ＧＭ：「おお、そうだったな。実は、ダイワ群島国に行ってもらいたいのだ」

チンエン：ああ、先日タイクーンが亡くなったというな。

ＧＭ：「さすが、耳が早いな」

チンエン：まあな。して、具体的には何を？

ＧＭ：「うむ、国を統すべるタイクーンが代だい替がわりした。まだ二〇歳はたちそこそこの若じやく輩はいというが、かの者が我わが国くににとって益えきなる者か、それとも害なる者か。情報を集めておきたい」

チンエン：ほう、情報収集か。

ＧＭ：「そうだ。美味いものがあれば、人はそこに集まる。そして、人が集まれば情報も集まる。我がセーリア大帝国が盤ばん石じやくなのも、こうして情報を集めておるからだ」

チンエン：……なるほどな。で、タイクーンが我が国に害なす者だった場合は？

ＧＭ：「そのときは、消してもらおう───」

オトハ：───っ!?

チンエン：承しよう知ちした。一礼して答えよう。

オトハ：兄上を消す？　チンエン、お前は敵てきだー！

チンエン：まだ出会ってもねえよ!?（一同爆笑）

オトハ：でも、兄上の命を狙ねらってるし！

チンエン：ははは、それを知っているのはプレイヤーだよ（笑）。

リン：それに、チンエンがタイクーンを害する者と決めたわけではないですし。

オトハ：む、そうか。

ＧＭ：尚膳太監は「世界に冠かんたる我がセーリアの料理をもってすれば、タイクーンの身近であろうと近づくことなど容よう易い。そして、これが新タイクーンとその身内の似に顔がお絵えだ。覚えておくように」と言って、タイクーンの似顔絵と、その妹のオトハの似顔絵を差し出します。

オトハ：はっ！　わたしの顔が。

チンエン：ふむ、病弱そうなタイクーンだ。妹は……まぁ政治に関わってくるような器うつわではあるまい。

オトハ：うっ、図星。

チンエン：とはいえ、早計は禁きん物もつ。この目で直じかに見て確かく認にんするとしよう。

ＧＭ：「ダイワに渡わたる船はこちらで手配しよう。では、任まかせたぞ、チンエン」

チンエン：一礼して、部屋を出るぞ。いざゆかん、ダイワ！




　その日、チンエンは船上の客となった。

　目指すは、海を越こえた先にある大地・ダイワ。

　普段は飄ひよう々ひようとした男が、まだ見ぬ料理への期待に興こう奮ふんしていた。

　ダイワで出会うのは、果たしていかなる味か。







◆Opening 04◆カンナガラの力




　静せい寂じやくに包まれた、ダイワの神しん殿でん。

　結界によって外界から隔かく絶ぜつされたその地で、リンはカンナギの修しゆ業ぎようを積んでいた。

　今、神殿ではカンナギの長が託たく宣せんを受けていた。




ＧＭ：では、リンのオープニング。場所は、リンが仕え修業している神殿です。

オトハ：ダイワの神殿って、どんな感じなんですか？

リン：我われ々われの馴な染じんでいる神社と同じように、鳥とり居いや賽さい銭せん箱ばこがあり、境けい内だいの御ご神しん木ぼくや岩には注連しめ縄なわが巻まかれています。

オトハ：ああ、まんま同じだ。わかりやすい（笑）。

ＧＭ：その神殿の奥おくでは、カンナギの長である老ろう婆ばが、御ご神しん体たいとして安置されている神しん剣けんに、一心に祈いのりを捧ささげております。

リン：では、あたしはその脇わきに控ひかえて補ほ佐さをしていましょう。

ＧＭ：しばし時が流れ、その老婆はくわっと目を見開きます。

リン：お婆ばば様さま、いかがなされました？

ＧＭ：（しわがれた声で）「見よ、リン。御神体に怪しげな曇くもりが映うつっておる……」

リン：これは神しん託たくという理り解かいでいいのかな？　では、これはいかなる卦けが出たということなのか訊たずねてみよう。

ＧＭ：「これは、大きな災わざわいが起こる前ぜん兆ちようかもしれぬ……」

リン：そういえば、つい先日タイクーン様がお亡なくなりになったとのこと。

ＧＭ：「やはり、災いはタイクーン家を中心に起こっておるようじゃ」

リン：もしや、先代が崩御されたのもそれが原げん因いんでは？

ＧＭ：「しかも、新しいタイクーンもまた病やまいの身だというからのう」

リン：何かの呪のろいでしょうか？

ＧＭ：「かもしれぬ……」と、お婆様が唸うなっているところに「ごめん。こちらの神殿に力を貸かしていただきたく参上した」と訪たずねてくる男がいます。名は、オニノ・サクザエモン。

オトハ：おお、爺じいが神殿に。

リン：旧きゆう知ちの仲なので、きちんと挨拶します。（一礼し）サクザ様、ご無ぶ沙さ汰たしております。

ＧＭ：「お懐なつかしゅうござるな、リン殿どの」と、サクザはリンがダイミョウの姫であることを知っていて、お家取とり潰つぶし後は神殿に仕える道を示してくれた人物でもあります。

リン：あたしにとって恩おん人じんなのですね。して、今日の御ご用よう向むきは？

ＧＭ：「リン殿に頼たのみがあって参った」

リン：あたしに頼み、ですか？

ＧＭ：サクザはうむと頷うなずき、話を続けます。「リン殿もご存ぞんじかと思うが……今、上様は病に臥ふせっておられる」

リン：はい、おいたわしいことです。

ＧＭ：「上うえ様さまは、この乱れたダイワの天下を正したく思っておられるが、いかんせん病ゆえに、ご政せい務むを行なうことすら困こん難なん」

リン：さぞつらいことでありましょう。

ＧＭ：「そこで、ですな。実は、あのオトハ様が、上様に代わって〝世直し〟を行なうと決意召めされた。悪あく党とう退たい治じの天下旅をな」

リン：口に手を当てて驚おどろこう。まあまあまあ！　あの姫様がそのようなことを。

ＧＭ：「思おもい込こんだら退かぬお方だ。本来ならば、この爺が身命を賭としてお供ともすべきなのだが……上様のお側を離はなれるわけにもいかぬ」

リン：そこまでで事じ情じようは察します。……それ以上はおっしゃらなくとも結構ですわ。サクザ様、このリンがオトハ様にお力ちから添ぞえいたしましょう。

ＧＭ：サクザは、パァッと顔を輝かがやかせて喜びます。「おお、ありがたい！」

リン：（不穏な笑みを浮うかべて）……何より、鍛きたえに鍛えた己おのれの業前、悪党の体をもって存ぞん分ぶんに試すよい機会です。拳でクルミをバキバキ握り潰したりしつつ。

オトハ：えっ!?（笑）

リン：……というのは冗じよう談だん。あたしも、世の乱れを憂うれいておりました。

チンエン：嘘うそ臭くさいぞ（笑）。

リン：外野はお黙だまりなさい。……サクザ殿、オトハ様の護ご衛えいはあたしにお任せを。

ＧＭ：お婆様も「リンや、修業の成果を活かすときじゃ」と、快こころよく送り出してくれます。

リン：姫様とは、あたしも知らぬ仲ではありません。タイクーン家に降ふりかかる呪いが、彼女にも災いをもたらさぬようにしなければ。

ＧＭ：サクザはリンの意い志しを確認すると、日をあらめて自分の屋や敷しきへ来て欲ほしい旨むねを伝えます。そこでオトハと引き合わせる予定のようです。

リン：はい、わかりましたわ。

ＧＭ：というわけで、シーン終了です。

リン：旅かぁ。いいわねぇ。と、さっき砕くだいたクルミを見つつ（笑）。

チンエン：やっぱりそっちの方をやる気満々だろ。




　ダイワのカンナギ、リン。

　彼女もまた、心に修羅を秘ひめた美しき獣けものであった。







◆Opening 05◆流れ着いたもの




　ユーノス・ローリングスター───。

　エリンディル西方を離はなれ、今はダイワの地を旅している。

　夢ゆめと希望溢あふれるサーガの題材を求め、山道をさ迷まよっていた。




ＧＭ：さて、次はユーノスのオープニングとなります。

ユーノス：はいはい。

ＧＭ：エリンディル西方クラン＝ベルを出発したユーノスは、はるばるダイワの地へとやってきました。山中に通された街道を歩いていると、木々の向こうにそれはそれは大きな……まるで山のような城しろが見えてきます。日本の姫ひめ路じ城じようの規模を拡かく大だいしたイメージで。

ユーノス：おお、なんという巨きよ大だいな……。

ＧＭ：エリンディルにも、あの規模の城はなかなかないでしょう。まったく異ことなる工法で築きずかれた、白しろ塗ぬりの美しい城です。あれこそ、ダイワの首都オオドのようです。

ユーノス：ついに都に辿たどり着ついたぞ～……って、ハンドアウトによると、ボクって行き倒だおれになる予定ですよね？

ＧＭ：はい、この後、行き倒れておミツに助けられる予定ですが。

ユーノス：では、そのお城に向かっている途中……ボクの前に謎なぞの集しゆう団だんが現あらわれる！　「ふっふっふっ、逃にがさんぞ、白き翼つばさの天使よ！」と───。

ＧＭ：……え、ええと？

オトハ：な、何者っ!?

ユーノス：というわけで、何者なんですか、ＧＭ？

ＧＭ：……は？

ユーノス：ですから、このボクを狙ってきたのは何者なのか訊きいているのです！

ＧＭ：知らないっすよ!?　俺おれが出したんじゃないし！（一同笑）

ユーノス：では、適てき当とうに考えてください。

ＧＭ：わ、わかりました。じゃあ……ネオ・ダイナストカバル極きよく東とう支し部ぶで。




ネオ・ダイナストカバル

「人に優しい地ち域いき密みつ着ちやく型がた悪の組そ織しき」を標ひよう榜ぼうし、神殿と敵てき対たいしている秘ひ密みつ結社。なお、〝ネオ〟とついているのは、前身となる組織であるダイナストカバルが解かい散さんしたため。くわしくは『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズを参照のこと。




チンエン：おいっ、なんでそいつらがユーノスを狙ねらってくるんだよ！

ＧＭ：俺に訊かないでくださいよ!?（一同爆笑）

オトハ：ユーノスは、何故狙われているのじゃ？

ユーノス：……美しいから、かな？

チンエン：理由になってねえ!?（一同爆笑）

ＧＭ：前のシリーズでは、美形は美形でも〝そこそこ美形〟でしたよね（笑）。

リン：もうグダグダだ（笑）。

チンエン：せめて、もっとまともな追っ手であれば……。

ＧＭ：だって、ＪＧＣのトークショーで、矢や野のさん（＊）が出してって言ったから、思いついちゃっただけだし！

ユーノス：ともかく元に戻もどしましょう。……フッ、出ましたね。ネオ・ダイナストカバル！

ＧＭ：「くーっくっくっくっ！　ユーノス、覚かく悟ごするがいい！　この地に夢と希望を与あたえさせはしないぞ！」

チンエン：アドリブなわりに、ノリいいな（笑）。

ユーノス：……貴き様さま、何故ボクの設せつ定ていを知っている!?

ＧＭ：「それは、この地にもお前のノートが出回っているからだ！」（一同笑）

ユーノス：ああっ、それはボクの恥はずかしいノート！

チンエン：そんなものが、この東方まで出回っているのか（笑）。

オトハ：そのノートというのは？

ＧＭ：自分が天使であるという設定を、妄もう想そういっぱいに書き綴つづったものです。

オトハ：痛いたいっ!?　それは痛いっ!?（爆笑）

ユーノス：フッ、その程度で痛がっていては、天使などやっていられませんよ。




　自じ慢まんになりません。




ＧＭ：「とにかく、ここがお前の墓はか場ばだ！」と、ばさっとフードを取って正体を現あらわす、ネオ・ダイナストカバルの怪人たち！

ユーノス：むっ、一体どんな怪人なんですか？

ＧＭ：え？　じゃ、じゃあ───怪人ヒトデ・マティアス。

一同：ヒトデ・マティアスぅ!?（一同爆笑）

チンエン：なんでだよっ!?




マティアス

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』および『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』の両シリーズに登場した、たいへん押おしの強い神官。
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オトハ：知ってる知ってる！　マティアスって悪い神官ですよね！

ユーノス：『レジェンド』最さい終しゆう巻かんで夜よ逃にげしたと思ったら、こんなところで怪人に（笑）。

ＧＭ：いやいや、マティアス本人を改かい造ぞうしたわけではなく、あくまでもマティアスとヒトデをモチーフにした怪人というだけなので。さすがに本人ではないです。

チンエン：ということは……カニ・マティアスとかカメ・マティアスとかもいるのか？

ユーノス：それはいやすぎる!?（一同笑）

リン：そもそも、なんでマティアスをモチーフに改造を？

ＧＭ：……しいていえば、悪の魅力っすかね？

リン：悪の組織が、神官に憧れるな！（一同笑）

ユーノス：でも、ボクに十分精せい神しん的てきな動どう揺ようがきています。もう顔も見たくなかったのに、こんなところで出くわすとはっ！（一同笑）

ＧＭ：「ふっふっふっ、そのための改造よ！」

リン：嘘うそつけ（笑）。

ＧＭ：「死ね、ユーノス！」ぱっしゅんぱっしゅんミサイルを飛ばすヒトデ・マティアス。

ユーノス：ボクはそれを避よけきれず、足を踏ふみ外はずして深い渓けい谷こくに落ちていくわけです。……あああああああああああああぁぁぁ～。

オトハ：落ちた!?




　それから、どれくらい時間が経たったろうか？

　ユーノスは、川のほとりに流れ着いていた───。




ＧＭ：……渓谷に落ちて気を失ったユーノスですが、そろそろ目を覚ましますよ。

ユーノス：「う、うーん……」と、ボクは徐じよ々じよに意い識しきを取り戻もどし……。

チンエン：じゃ、それを珍めずらしがった子こ供どもたちが、枝えだを持って突つきにくるんだな。

リン：（子供になって）「おい見ろよ、天てん狗ぐが流れ着いてるぜー」

オトハ：（同じく子供になって）「この天狗、気を失ってるぜー。つんつん」

ユーノス：こ、こら、やめなさい!?　ボクは天狗じゃない！（一同笑）

チンエン：つーか、流れ着いた天狗をいじめるとか、ダイワの子供は度ど胸きようあるな（笑）。

ＧＭ：（『エネミーガイド』を開き）エリンディルに普ふ通つうにいますからね、天狗。

ユーノス：ああ、なんという理不尽な迫害……（笑）。

ＧＭ：すると「こら、やめなさい！」という娘むすめの声が聞こえ、子供たちも逃にげていきます。

ユーノス：おお、きっとハンドアウトの人！

リン：メタなことを言うな（笑）。

ＧＭ：声を掛けてきたのは、一八歳くらいの娘です。「大だい丈じよう夫ぶですか？　まあ、天狗さん！」

ユーノス：だから天狗ではありません！（一同笑）

チンエン：別に、ドゥアンの天翼族オルニスが珍めずらしいとか、そういうわけじゃないんだよね？

ＧＭ：ええ、ダイワにも天翼族はいます。ま、ノリですよ、ノリ。

オトハ：ノリなら仕方がない。

リン：いい加か減げんな大人たちだ（笑）

ユーノス：ともかく、天狗という誤ご解かいを解といて自じ己こ紹しよう介かいをしましょう。……ボクは、ユーノス。夢と希望を広めるために、ダイワに舞まい降おりた天使！

チンエン：天狗の方がまだましだろー（一同笑）。

ＧＭ：娘さんは打ちどころが悪かったんだなと、好意的に解かい釈しやくして無む視しします。

ユーノス：ちょっとぉぉぉ!?（爆笑）

リン：どこが好意的な解釈なんだ。気の毒な人に思われてるぞ。

ＧＭ：（ユーノスの抗議をスルーし）「わたしはミツ。あなた、この辺では見ない格かつ好こうね？」

ユーノス：ええ、はるばる西の方からやってまいりました。

ＧＭ：「やっぱり、西方から来た人なのね。とりあえず、手当てをしてあげるから、うちのお店に来なさいよ」と、ユーノスを助けてくれます。

ユーノス：おお、ありがたい。




　そんなわけで、ユーノスはおミツに連れられてオオドの町にやって来た。

　タイクーンのお膝ひざ元もとだけあって、町はすごい賑にぎわいだ。

　おミツが案内したのは、その町に軒のきを連ねる小料理屋である。




ＧＭ：おミツがユーノスを連れてきたのは小さな小料理屋です。「おやっさーん、ちょっと怪け我がをした人がいるので連れてきましたー」と報ほう告こくすると、店の奥から無ぶ愛あい想そうな店主がちらっと顔を見せて頷うなずきます。

ユーノス：助かりました、今の人がこの店のあるじで？

ＧＭ：「そうよ。無口だけど面めん倒どう見みのいい人よ」

ユーノス：では、ここで自分の身の上を語りましょう。旅の道中で起こった面白い話や、自分の設定を織おり込こんで。

ＧＭ：「もう、ユーノスさんたら冗談ばっかりー」

オトハ：相手にされていない（笑）。

ユーノス：メジャーになるまで、大たい衆しゆうには理解されないものなのです。

ＧＭ：「ダイワには、どういう用事でやってきたの？」

ユーノス：それは、魂たましいが震ふるえるほどのサーガを書き残すため！

ＧＭ：「……なんのこと？」ぽかーんとするおミツ。

リン：そりゃ、ぽかーんとするのは当然だって（笑）。

ＧＭ：「ね、ねえ、ユーノスさん。これから行くところはあるのかしら？」

ユーノス：なんか、かわいそうな人を見るような目をしていませんか？

ＧＭ：いや、実際にかわいそうな人じゃないですか！（一同笑）

ユーノス：哀あわれまれてしまった。では、素す直なおに答えます。行くところはないです（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、しばらくこの店にいたら？　泊とまるところくらい、世話するわよ」

ユーノス：それはありがたい！　せっかくですから、そのお礼にボクの唄うたでこのお店を千客万来の繁はん盛じよう店てんにしてみせましょう。

ＧＭ：では、そうやってユーノスが歌っていると、店に数人のガラの悪い男を引き連れた、キザったらしい男がやってきます。年齢は、二〇歳をちょっと出たくらいですね。

ユーノス：むっ、何者でしょう？

ＧＭ：「よう、おミッちゃーん。今日も精せいが出るじゃないか」と馴なれ馴れしく触さわってくると。おミツは嫌いやそうな顔をし「や、やめてください、若わか旦だん那な！」みたいなことに。

ユーノス：なんという基き本ほん的てきな展てん開かい！（笑）

ＧＭ：で、若旦那は「ねえ、こんなしけた店なんてほっといて、あちきと一いつ緒しよに遊びにいこうよー」と、嫌いやがるおミツを連れていこうとしますよ。

ユーノス：この展開、なんか間に割って入った方がいいとみた！

ＧＭ：ちなみに、こいつらエキストラですので、宣言だけで片づきます（笑）。

ユーノス：では「はっ！」と翼を広げて店の中を飛び、若旦那の前に降おり立たちます。

ＧＭ：「ちょっ、何者だい。あんた！」

ユーノス：ボクは天使！　天狗ではございません。

ＧＭ：「はあっ!?」

リン：そんなこと、誰も聞いてないのに（笑）。

ユーノス：旦那、このお方はただの看かん板ばん娘むすめさん。乱らん暴ぼうにお手を触れちゃあいけませんぜ？

ＧＭ：「はん！　何を言い出すかと思えば。あちきとおミッちゃんの仲に割わり込こんでこようっていうの？　あちきはねえ、普ふ請しん奉ぶ行ぎよう様（＊）のお仕事を一手に引き受ける大おお店だな、エチゴ屋のひとり息子むすこトウキチだよ？」

ユーノス：トンチキ？

ＧＭ：「ト、トウキチだよ！　あんた、耳ついてるのかい！」

ユーノス：耳もあれば、翼もついていますよ。さあ、おミツさんから汚きたない手を離はなしなさい！

ＧＭ：すると、若旦那の後ろにいるゴロツキどもが「若旦那、こいつやっちゃいましょうぜ」と言っております。エキストラですが（笑）。

ユーノス：では、適当に攻こう撃げきを避けまくって、最後にみんなを転ばしてしまいましょう。

ＧＭ：ひらりひらりと回かい避ひしまくるユーノスを捉とらえようとするチンピラたちですが、捉えるどころか盛せい大だいにひっくり返ってしまいます。

ユーノス：さっ、こんなところです。今日は帰りなさい、キミたち。

ＧＭ：すると、「覚えていやがれ！」と捨すてゼリフを残して去っていきます。

ユーノス：さーて怪け我がはなかったかい？　おミツさん。

ＧＭ：「あ、ありがとうございます、ユーノスさん」

ユーノス：いえいえ、どういたしまして。しかし、困こまった人たちだ。

ＧＭ：「あの人はトウキチといって、エチゴ屋さんの若旦那なんです。それで、いつもしつこく言い寄ってきて……」

ユーノス：それはそれは。塩でも撒まいておきましょう。ぱさっと。

ＧＭ：「しつこい人だから、仕返しに来たりしなければいいんだけど」と、おミツが心配そうに呟つぶやいたところで、シーン終了としましょう。





（＊）矢野俊策　ゲームデザイナー。代表作は『ダブルクロス』。リプレイ『ルージュ』シリーズでは、ダイナストカバル極東支部の人造人間トラン・セプターを演じたプレイヤーでもある。

（＊）普請奉行　土木工事や城の改築などを行なう役職。









ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆世直しの必ひつ需じゆ品ひん




　旅立ちを決意した翌よく日じつ。

　城じよう内ないでも人ひと気けのない一室に、オトハとサクザの姿すがたがあった。

　オトハは、質しつ素そな装しよう束ぞくに身を包んでいる。




ＧＭ：それではミドルフェイズに移うつります。オトハとリンは自動登場。他の人は登場不ふ可か。場所は、お城しろの一室。オトハの前には、サクザが端たん座ざしています。

オトハ：雰ふん囲い気きに呑のまれて、わたしも行ぎよう儀ぎよくしていよう。あ、もう外に出る支し度たくは済すませておいていいですか？

ＧＭ：ええ、いいですよ。爺は、オトハの決意が揺ゆるがないことを確かく認にんすると、隣りん室しつに控ひかえさせておいたリンに声をかけます。「リン殿どの！　こちらへ」

リン：はぁ～い～。優ゆう雅がな仕草で襖ふすまを開け、すすすと部屋に入って行きましょう。

オトハ：リンとは［家族］のコネクションを持ってるので、目を輝かがやかせて喜びます。おおっ、リンではないか！　懐なつかしいのじゃ～！

リン：お懐かしゅうございます。以前は一国の姫ひめとしてお目にかかりましたが……今は、カンナギとして神々にお仕えする身にございます。

オトハ：大変だったのであろう？

リン：ほほほ。大したことはございませんわ。おかげで、お家のしがらみからは自由になることができましたし。

オトハ：なるほど～。相変わらず、物事に動じぬおねーさんじゃのう……ところで爺、わたしたちを呼よんだのはどういう用なのじゃ？

ＧＭ：「はっ、姫ひめ様さまの世直しをしたいとのお覚かく悟ごが本物であられるようですので……爺から姫様に渡わたしたいものがあります」と、すっと桐きり箱ばこを差し出します。

オトハ：これは？　手を伸のばして、開けてみよう。

ＧＭ：箱の中には、絹きぬ織おり物ものに包まれた印いん籠ろうが入っています。表面には、アオイ家の紋もん章しようが大きく描えがかれています。

リン：おお、それはアオイのお家の御ご紋もんではございませぬか！

オトハ：これは一体？

ＧＭ：「これは、アオイ家の二代様がお使いになった印籠にございます」

オトハ：ご先せん祖ぞ様が？

ＧＭ：「二代様がタイクーンの座ざに登極なさったばかりの頃ころは乱らん世せいの真まっ直ただ中。悪がのさばり、弱い者は泣くばかりだったと聞いております。二代様はお忍しのびでダイワ各地を旅し、この印籠を手に、ご自身で悪を成敗なさったと伝えられております」

一同：おおっ!?

オトハ：ご先祖様も、わたしと同じことをなさったと？　なんとまぁ……。

ユーノス：二代様、アクティブですね（笑）。

ＧＭ：「姫様が世直し旅を決意されたとき、拙せつ者しやは、あの二代様の再さい来らいを見た思いにございます。嬉うれしくて嬉しくて……ううう」と、感極まって涙なみだぐんでいます。

オトハ：おお、そうだったのか。印籠を手にとって、ご先せん祖ぞ様に思いを馳はせてみたりしよう。

ＧＭ：「二代様が印籠をかざすや、そのご威い光こうの前にひれ伏ふさぬ者はいませんでした」

オトハ：おおっ！　では、わたしがこれを示しめせば、悪あく党とうどもは降こう伏ふくするのだな。

ＧＭ：いえ、これは身の証あかしにはなりますが、だからといって誰だれもが無む条じよう件けんにしたがうわけではありません。




　プリプレイでも説明したとおり、この印籠には任にん意いのキャラクターのダメージを２Ｄ上乗せする効果はあるものの、悪党がひれ伏す効果まではないのである。




ＧＭ：「悪人というのは尻尾しつぽを隠かくす悪わる知ぢ恵えに長たけております。しかし、姫様ご自身が世直しをするというのであれば、これは必ずや役に立つことでしょう」

オトハ：……しかし、何故なぜそのようなものを爺が持っておるのじゃ？

ＧＭ：「代々タイクーン家に受け継つがれるものだったのですが、先代様は興きよう味みをお示しめしにならなかったので、この爺が預あずかっていたのです」

リン：埃ほこりをかぶっていたというわけですね。

オトハ：父上はとことんダメダメだったのじゃなぁ（笑）。

ユーノス：それに、当代のタイクーンも病弱だから渡してもしょうがないですしね。

ＧＭ：「爺から姫様にお渡しするのは、この印籠と……こちらのリン殿にございます」

リン：ここで、姫様にぺこりと頭を下げましょう。

ＧＭ：「彼かの女じよのカンナギの力、そして修おさめた格かく闘とう術じゆつは、必ずや姫様のお力になりましょう」

オトハ：そっか。よろしく、リン。

リン：（かしこまった態度で）その前に、姫様に確たしかめたいことがございます。

オトハ：なんじゃ？

リン：世直しという志こころざしはご立りつ派ぱ。ですが、どのような危き険けんが待ち受けていることか。

オトハ：ふむ。

リン：志を果たせず、途と中ちゆうで命を落とすかもしれません。それでもおやりになりますか？

オトハ：覚悟の上じゃ！（きっぱり）




　オトハとリンの視し線せんが絡からみ合あう。

　しばし沈ちん黙もくの時が流れ───。




リン：……ようございます。姫様が覚悟なさっているのなら、このリンも謹つつしんで身を捧ささげることを誓ちかいましょう。よろしくお願いしますね、姫様。

オトハ：こちらこそ、よろしくなのじゃ！

ＧＭ：サクザは、うんうんと頷うなずいています。「さて姫様。まずあなたには、一番近しい外の世界……この城の城じよう下か町まちを視し察さつしていただきたく存ぞんじます」

オトハ：城下町か。それは確たしかに身近じゃの。

リン：今現げん在ざい、城下の様子はどのようになっているのですか？

ＧＭ：「ご存ぞんじでしょうが、半年ほど前、この城下で大きな火事がございましてな」

オトハ：火事？　うん、プレイヤーは知らないけど、きっとオトハは知ってるはず（笑）。

ＧＭ：「大おお勢ぜいの死し傷しよう者しやが出たうえに、元の暮くらしに戻もどれない者が多数おるらしいのです」

オトハ：半年も経たっておるのにか？

ＧＭ：「焼け出された庶しよ民みんの救きゆう済さいは普ふ請しん奉ぶ行ぎように任まかせておるのですが……どうも業ぎよう務むが滞とどこおっておるようでしてな。上様が病に臥ふせっておるゆえ、公おおやけに問とい糾ただすこともできませぬ」

オトハ：なんと！　それは許ゆるせんのじゃ。

ＧＭ：「とはいえ、城におるだけでは、結局噂うわさを聞くだけにしかなりません。やはり、ここは、姫様ご自身の目と耳で確たしかめるのがよろしいかと」

オトハ：爺、あいわかった。わたしの目と耳で確たしかめてこよう。

リン：そうですね。民みん衆しゆうの気持ちを直ちよく接せつ知ることも、姫様の役に立つことでしょう。

オトハ：うむ、さっそく行くとしよう！　すっくと立ち上がって、急いで城を出よう。

リン：お供ともします。他の者に見られぬよう、秘ひ密みつの出口から出るんでしょうね（笑）。

ＧＭ：では、そういう入り口があることにしましょう（笑）。で、ふたりがそうして廊ろう下かに出てしばらく進むと、若わかいエルダナーンの家臣と出くわします。

オトハ：エルダナーン？　つまりイケメン？

チンエン：いきなりそこかい。

オトハ：や、やっぱそこは気になるので（笑）。

ＧＭ：顔立ちは、鋭するどい雰囲気で整ってます。いわゆる切れ者で、名前はマツヒラ・サダノブ、通つう称しよう・知ち恵えのサダノブ。さらに略りやくして〝知恵サダ〟と言われる家臣です。

ユーノス：江え戸ど時代に「知恵伊い豆ず」と呼よばれた松まつ平だいら伊い豆ずの守かみ（＊）みたいなアダ名だな。

ＧＭ：はい、それは意い識しきしてます。彼かれは現タイクーン・カゲユキの懐ふところ刀がたなとして辣らつ腕わんを振ふるうことが期待されている人物です。

オトハ：……ということは、兄上の味方？

ＧＭ：そうですね、若わか手ての改かい革かく派は筆ひつ頭とう格かくといったところ。エルダナーンなので、一〇〇歳は越えていますが、外見年齢は二〇代後半というところ。

オトハ：いい人だ！　なら挨あい拶さつしよう。（右手を上げて）おはようサダノブ！

ＧＭ：彼は深々とお辞じ儀ぎし、あまり感かん情じようのこもらない、冷れい厳げんな声で挨拶します。「これはこれは姫様。何故なぜこのようなところへ？」

オトハ：……あっ、いやその、サクザと話があったのじゃ。

ＧＭ：「サクザ殿と？　ああ、年とし寄よりのお相手ですか」

リン：サクザ殿を年寄り扱あつかいですか。

オトハ：こいつ嫌いやなヤツじゃ！

ＧＭ：「何かおっしゃりましたか？」

オトハ：なんでもないわい。そなたこそ、何故かようなところに？

ＧＭ：「上様の政せい務むの御ご用よう向むきでいろいろございましてな。通りがかっただけですよ」

オトハ：フン、そうか。

ＧＭ：「そうそう、姫様からもサクザ殿に言ってやってくだされ？　『年寄りの冷や水もほどほどに』、と。日当たりのいい縁えん側がわを用意しますゆえ」

オトハ：むむ～！　こいつムカつくっ！

ＧＭ：「姫様も姫様です。そろそろお転てん婆ばな振ふる舞まいは慎つつしむことです。仮にもタイクーンの妹君なのですから、礼れい儀ぎ作法も知らぬとあってはよい笑い物ですぞ？」

オトハ：キーッ！　この印籠、ビーム出ないんすか？　ビームがピーって！（笑）

ＧＭ：残念ながら、今はまだ出ませんね！

チンエン：いつかは出るんかい（笑）。

リン：ここで喧けん嘩かを始められても面めん倒どうなので、割わって入りましょう。サダノブ殿も政務お忙いそがしいご様子。あたしたちと話している暇ひまはないのでは？

ＧＭ：「おお、そのとおりであった。ああ、忙しい忙しい」と、嫌いや味みを言いながら去ります。

オトハ：ぐぬぬ～。なんなんだアイツ！　顔を真っ赤にして怒おこっちゃうよ。

リン：姫様。世直しをしようというお方が、私し怨えんで動いてはなりませんよ、とたしなめます。

オトハ：う～、わかった。

リン：まあ、いずれ隙すきを見て、鳩尾みぞおちに貫ぬき手てでも突つき込こんでやりましょう。

オトハ：リンの方が物ぶつ騒そうだよ！（笑）

ＧＭ：と、ふたりが城を抜け出してゆくところで、シーンを終しゆう了りようします。





（＊）松平伊豆守　江戸時代初期に徳川家光に仕えた老中、松平信綱のこと。









◆Middle 02◆未知との邂かい逅こう




　さて、尚しよう膳ぜん太たい監かんの命を受け、海を渡わたってダイワにやって来たチンエン。

　まずは、日ひ頃ごろの糧かてを得ようと、朝市にやってきた。

　食材の集まるところ、また人も集まる。人の集まるところ、また情じよう報ほうも集まる。




ＧＭ：では、次はチンエンのシーンとなります。

チンエン：今のワタシは、どんな状じよう況きようなのかなー？

ＧＭ：ダイワにやって来て、タイクーンのお膝ひざ元もとである城下町にやってきたところですね。

チンエン：ほほう、なら朝市かなんか見てていいかな？

ＧＭ：ああ、いいですね。

チンエン：ふむふむ、これがダイワの大根かー。セーリアのものより小ぶりですねー。

ＧＭ：で、チンエンが適てき当とうに食材を漁あさっていると、料理人募ぼ集しゆうの貼はり紙がみがしてある小料理屋を見つけるわけですよ。

チンエン：ほう、それはいかなる店で？

ＧＭ：おミツという看かん板ばん娘むすめがいて、西方の唄と音楽が流れてくる小料理屋です（笑）。

チンエン：ああ、ですよねー（笑）。その店に行ってみます。

ＧＭ：というわけでユーノスさん、登場してください。

ユーノス：はいはいー。

チンエン：ワタシは、その貼り紙をじーっと見ていよう。

ユーノス：ボクは、お客さん寄よってらっしゃい見てらっしゃい的に弾ひき語がたりをしています。

チンエン：ほほう、天てん狗ぐが働いているとは珍めずらしい店ですねー。

ユーノス：いやいや、ボクは天狗ではございません。神の使い、天使ですから。

チンエン：……さすが神しん秘ぴの国ダイワ。ところで、この貼り紙の内ない容ようなのですが？

ＧＭ：すると「はいはーい」とおミツがやってきます。

チンエン：これはまた、美しい方ですねえ。

ＧＭ：「まあそんな。あなたは？」

チンエン：この貼り紙を見たのですが、料理人を募集しているので？

ＧＭ：「あら、働いてくれるの？　おやっさーん、料理人の当てが見つかったよー」とおミツが声をかけると、無愛想な店主が顔を出します。

リン：「まず、あんたの腕うでを見せてもらおうじゃないか」ってヤツですね。

ＧＭ：まさしく。

チンエン：では、ちょっと厨ちゆう房ぼうをお借りいたしましてー。

ＧＭ：この国だと、包丁とまな板の大きさが違ちがいそうですね。

チンエン：たしかにね。こっちの包丁とまな板、大きいからね。で、ぐつぐつと煮に込こんである最中の鍋なべをぺろっと味見して……ざばーんとひっくり返す。

リン：水を捨すてた!?

ＧＭ：「何をする!?」

チンエン：そして、カバンの中から祖そ国こくの水を取り出しましょう。この国の水ではワタシの理想の味が出ませんからねー。

ＧＭ：なるほど、見事なこだわりですね。「……あいつ、できる!?」と、細かいことに気づいたチンエンに店主も感心します。




　チンエンは、見事な手て際ぎわで料理を作っていく。

　異い国こくの地、異国の材料、異国の道具であったが、その手際には間ま違ちがいはない。

　できあがったのは、一見するとこの国の、しかもこの店で出している料理だった。




チンエン：この店の料理を再さい現げんしたうえで、もうワンランク上の料理を出そう。さっ、できましたよー。いかがでしょうか？

ＧＭ：「こ、これは!?　……あんた、相当いい腕をしているな！」

チンエン：いえいえ、まだ修しゆ業ぎよう中ちゆうの身でありまして。

ＧＭ：「修業なんて言わず、是ぜ非ひともうちで働いてくれ」

チンエン：それは是非とも。

ＧＭ：というわけで、天狗と異国渡わたりの料理人がする店と看かん板ばんを書かき換かえることに（笑）。

チンエン：ただのイロモノ店じゃないか。

ユーノス：何はともあれ、客が来るのはいいことです。

ＧＭ：そういえば、ふたりはどういう関係になってるんでしたっけ？

チンエン：あ、［仇きゆう敵てき］だ。忘わすれてたよ。

ユーノス：そうだった。［仇敵］なら演えん出しゆつしておかねば。

チンエン：ほほう？

ユーノス：たしかにあなたの料理は美味おいしいが……それは、この店の味ではない！

チンエン：……ほう。あなたに料理の何がわかるというのですか？

ユーノス：フッ、わかるとも。この味、暗いものを感じさせる───そう、喩たとえるなら暗く淀よどんだ復ふく讐しゆう心しん！

チンエン：……何!?

一同：おおっ！

チンエン：ここで、メガネを掛かけるぞ……オレの料理に、復讐心だと？

ユーノス：言うなれば、憎悪で濁にごった味！　料理とは、澄すんだ心で作るべきもの！

チンエン：なるほどな。ひと口食しただけで、そこまでわかるとは。
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リン：適当言ってるだけだって（笑）。

ユーノス：……フッ、ともかくボクのことを認みとめる気になりましたか？

チンエン：しかし、ここで思い出したことがある───。

ユーノス：ほう、なんです？

チンエン：我わが兄を殺した者は……白い翼つばさを持っていたことだっ!!

ユーノス：しまった、なんという薮やぶ蛇へび!?（一同爆ばく笑しよう）

リン：というか、いまさらユーノスの翼に気づくの？

チンエン：忘れていたんだよっ！　ああ、では、こうしよう。……貴き様さまの翼の付け根には、十じゆう字じ傷きずはないか？　これが、兄のテイエンを殺した者の証だったのだ。

ユーノス：……フッ、あると言ったら？

チンエン：なんでだよ!?（一同爆笑）

リン：何故なぜ、まとまりかけた話を振ふり出だしに戻もどすのか！（笑）

ユーノス：いや、思わず言ってみたくなったので（笑）。

チンエン：……だが、お前の目は決してそのような邪じや悪あくに満ちたものではない。

ユーノス：おや、わかりますか？　この、夢ゆめと希き望ぼうを追い求める目が。

チンエン：フッ、わかるさ。

ＧＭ：無理矢理収おさめましたね（笑）。

チンエン：というか、この辺にしておかんと話が進まん（笑）。

ＧＭ：ここでおミツが「あなたたち、いいコンビになりそうね」と。

チンエン＆ユーノス：どこがだ！（一同笑）

リン：それじゃ、おミツがお互たがいの手を取って、はいっと握あく手しゆさせると。

ユーノス：何をするんです、ぺんっ！

チンエン：こっちも願い下げだ、ばしっ！

リン：だめだ、このふたりは本ほん格かく的てきにそりが合わない（笑）。

チンエン：お前の手しゆ腕わんは認みとめよう。だが、すべてを認めるわけにはいかぬ。

ユーノス：それはボクのセリフでもありますね。

ＧＭ：ジャンルは違ちがえど、目指すものがあるふたりならばぶつかることもある、と（笑）。

ユーノス：まあそれでいいです。ここはこれ以上やってもしょうがない。

チンエン：では勝負はまたの機会に預あずけよう。

ＧＭ：とりあえず、チンエンとユーノスが無事出会ったのでこのシーンは終了です。

リン：……無事？（笑）







◆Middle 03◆この頃ごろ、世間を騒さわがすもの




　まずは、タイクーンのお膝ひざ元もと、城下町にて世直しから。

　そういうわけで、オトハはリンに案内されて町に繰くり出した。

　町の活気は、お城で育ったオトハには、すべてが珍めずらしく映うつるわけで……。




ＧＭ：では、町に出てきたオトハとリンのふたり組のシーンとします。

リン：姫ひめ様さま姫様、あたしたちはあくまでも正体を隠かくして行動するんですから、あまり目立った真似まねはしないようにしてくださいね？

オトハ：うむ、わかった。

ＧＭ：こうしてふたりは、城下町にやってきました。タイクーンのお膝元、ダイワ群ぐん島とう国こくの首都だけあって、大変な賑わいです。

オトハ：自由じゃ───────!!（一同爆笑）

ＧＭ：え、えええええっ!?

ユーノス：なんか、思いっきり羽を伸のばす気満々ですよ？

オトハ：あっちの店は珍しいものが売っておるのう！　こちらのものは面おも白しろそうじゃ！

ＧＭ：こ、これは……（笑）。

ユーノス：世直ししたかったんではなく……単に町に出たかっただけなんでは？（笑）

リン：姫様、あたしたちは遊びに来たのではありませんよ？

オトハ：わー、町じゃー！　自由じゃー！　ふりーだーむ！

チンエン：聞いてねえ（笑）。

ＧＭ：思いっきり羽を伸ばしてますな（笑）。

リン：姫様、いい加か減げんにしませんと。微笑ほほえんだまま、クルミをばきっと砕くだきます！

オトハ：ひ、ひいっ!?（笑）

ユーノス：リンさんはあまり怒おこらせない方がいいですね～。

リン：ま、はしゃぐ気持ちもわかりますけどね。

オトハ：世直しはもちろんする。しかし、腹はらが減へっては戦はできん。まずは団だん子ごじゃ！

リン：団子はよろしいですが……姫様、金はお持ちですか？

オトハ：ない！

チンエン：力強く言い切ったな（笑）。

オトハ：リン～、団子、団子が食いたい！

リン：仕方ありませんね～。そういえば、この先に最近評ひよう判ばんのお店があるみたいですよ。

ＧＭ：天てん狗ぐが歌い、異国の料理を振ふる舞う評判の店が近くにあります（笑）。

オトハ：それは奇き妙みようなっ！　さっそく行ってみよう。

ＧＭ：で、オトハとリンは店に向かったところで、今度はユーノスとチンエンの方に場面を移うつしましょう。ふたりは、おミツと一いつ緒しよに店で働いているんですよ。




　ユーノスとチンエンが張はり合あったおかげか、小料理屋は盛せい況きようだった。

　しかし、物事はなかなかうまくいかないもので……。




ＧＭ：というわけで、ユーノスとチンエンの登場となります。

チンエン：はは、一いつ生しよう懸けん命めい働いてますよー。

ユーノス：今はどういった状況ですか？

ＧＭ：ええ、店はふたりの力もあって繁はん盛じようしているんですが……例の若わか旦だん那なが、前にも増ましてガラの悪い連中を連れて店にやってきています。で、「おうおう、せっかく若旦那が来たのに注文も取りにこねえのか！」と、さっそく取とり巻まきがすごんでいます。

ユーノス：おやおや、さっそく仕返しに来たようですね。

チンエン：若旦那は、どんな様子ですか？

ＧＭ：取り巻きがクダ巻いているのを、ニヤニヤしながら眺ながめていますね。

ユーノス：自分では手を下さないつもりですか。ますますイヤミなやつですね。

ＧＭ：「おら！　メシはまだかって言ってんだよ！」と怒鳴り声を上げる取り巻きたち。

チンエン：まあまあ、お客様。そんないきりたたないで。美味しいものを食べれば、心も幸せになるというものですよ？

ＧＭ：「ああん？　じゃあ、その美味しいものってえのを出してもらおうじゃねえか！」

チンエン：そんなあなたに、一いち膳ぜんの白いご飯はんをどうぞー。

ＧＭ：「一膳飯めしだあ？　俺おれを馬鹿にしてるのか!?」机つくえをひっくり返そうとする。

チンエン：……では、すっとメガネを掛かけ、だん！　と机にご飯を置く。

一同：おおっ！

チンエン：黙だまって食え！　と、そのゴロツキの口に無理矢理飯を突つっ込こむぞ。

ＧＭ：では、そいつはその途と端たんにぽろぽろ涙なみだを流し「こ、これはかあちゃんの味……!?」

一同：かあちゃんの味!?（笑）

リン：すごい、たったひと口のご飯で母親を思い出させるとは（笑）。

ＧＭ：すると、若旦那が「何をやってるんだい！　あちきたちは嫌いやがらせにきたんだよ？　なのに感動してどうするんだい！」と、母の味にむせぶゴロツキを叱しつ責せきします。

チンエン：やはりそういうことか。




　若旦那の言葉を合図に、ゴロツキたちは店内で暴れ始める。

　他の客に因縁をつけたり、そのへんのものをひっくり返したりと、目に余る乱暴狼藉だ。




ＧＭ：……と、約一名、おふくろの味にむせび泣いてる奴を除くと、もうやりたい放題ですね。

リン：もしや、ここはあたしたちの出番！

ＧＭ：おお、そのとおりです。

リン：では、すでに店にやってきていたことにしましょうか。

オトハ：うむ、そうじゃな。では、席から立ち上がって言おう。待て待て待てーい！

ＧＭ：「おや、なんの用だい？」と、若旦那が振ふり返り……。

オトハ：狼ろう藉ぜきはそこまでじゃ！

ＧＭ：そうすると若旦那は「なんだい、このちんちくりんは？」と（笑）。

オトハ：なっ！　ちんちくりん……!?

ＧＭ：若旦那は、そんなオトハを無む視しして「おミッちゃん、あんたが悪いんだよ。あんたがあちきと付き合ってくれれば、誰にも迷めい惑わくがかからなかったのにさぁ」とネチネチと言いい寄よっております。もちろん、おミツは嫌いやがってます。

ユーノス：あからさまですね。

オトハ：むっ、やめないか！　そいつの腕をぎりぎりと捻ひねりあげるぞ。

チンエン：ああ、オレも反対の腕を捻り上げてやろう（笑）。

ＧＭ：両りよう腕うでを？　「痛いたい痛い!?　いたたたたっ！」なにせ、両腕を極きめられているので、「参った」の合図すら送ることができないという（笑）。

チンエン：そして、一緒に若旦那の関節を極めている少女をちらっと見て……この顔、見たことがある、と（笑）。

ＧＭ：ああ、あります。似に顔がお絵えで見たタイクーンの妹でどんぴしゃです。

チンエン：おい、娘むすめ。名前は？

オトハ：わたしは……ミッシェルじゃ。

一同：ミッシェルぅ？（爆笑）

チンエン：お前、ミッシェルって顔じゃないだろ!?

オトハ：いや、一いち応おう、本名は隠した方がいいよね？

チンエン：だからといって、ミッシェルはない（笑）。

ＧＭ：ああ、せっかくの時代劇が台無しだ……。

ユーノス：あんたがゆーな（笑）。

リン：まあ、タイクーン家であること……アオイの家名さえ名乗らなければ問題ないと思います。ていうか、いきなり外国人っぽい名前だと逆に目立ちますよ？（笑）

オトハ：おお、そうか。ならば、あらためて名乗ろう。わたしはオトハじゃ。おぬしは？

チンエン：名をチンエンと申す。

オトハ：どこの国の者だ？

チンエン：遠く、セーリアがオレの故こ郷きようだ。

オトハ：それはそれは、遠いところからようこそ。

ＧＭ：あの、おふたりが親しん睦ぼくを深めているのはいいのですが……。

オトハ：なんじゃ？

ＧＭ：若旦那は、両腕をホールドされっぱなしなんです（笑）。

オトハ：おお、そうだった！

ＧＭ：若旦那はギブアップすら許ゆるされず、あまりの激げき痛つうに口から泡あわを吹ふいております。

ユーノス：ひでえ……（笑）。

ＧＭ：「おい、てめえら若旦那を放はなせ！」と、ゴロツキは遠巻きに抗議。

オトハ：一いつ旦たんぱっと放します。

チンエン：いや、オレは放さない（笑）。

ＧＭ：えええ～!?　若旦那もびっくり（笑）。

チンエン：……おい貴様ら。食事は静かに取れ。それとも腕を叩たたき折られたいか？

ＧＭ：「てめえ、若旦那に手ぇ出してただですむと思っているのか！」

チンエン：料理の前に、若旦那もクソもあるか。食の前では、皆みな平等！

オトハ：おっ、かっこいい！

チンエン：おとなしく食べるか、それとも出て行くかどっちか決めろ。

ＧＭ：すると、若旦那が「先生！　先生助けて～！」と叫さけぶ！




「どぅれ───」

　すると、ゴロツキたちをかき分けて、楊よう子じをくわえた着流し姿のサムライが現あらわれる。

　年の頃は三〇なかばか。その辺のチンピラとは、異ことなる剣けん呑のんな殺気を放っていた。

　どうやら、若旦那が雇やとった腕うで利ききの用よう心じん棒ぼうらしい。




チンエン：来たな、用心棒の先生！（一同笑）

オトハ：時じ代だい劇げきのお約束じゃ！

ＧＭ：用心棒の先生は「いい加減、若旦那を放しな」と、すごんできます。

チンエン：そうだな。もう若旦那はどうでもいい。どさっ。

ＧＭ：若旦那が解かい放ほうされると、ゴロツキたちもオラーっと押おし寄よせます。

オトハ：望むところじゃ！

リン：ＧＭ、ゴロツキはエキストラ？

ＧＭ：エキストラではありません。データがあります。

オトハ：ありゃあ、それじゃ戦闘ラウンド開始？

ＧＭ：それがですね、用心棒の先生以外は〝モブ〟なんです。

リン：なら、姫様の《トルネードブラスト》（＊）と宣せん言げんすればあっという間に片かたづきますよ。

オトハ：では、練習がてらやってみるのじゃ。

リン：これ、宣言するだけでＯＫです。

オトハ：なら、《トルネードブラスト》なのじゃ！

ＧＭ：ちゃきちゃきちゃきーん！　電でん光こう石せつ火かの早はや業わざで刃やいばを翻ひるがえすと、ゴロツキどもはバタバタと倒たおれてしまいます。

オトハ：安心せい、峰みね打うちじゃ。

ＧＭ：「ほほう、やるな……」すると用心棒の先生は、すっと居い合あいの構かまえを取ります。

リン：……姫様、お気をつけください。そいつ、強いです。エキストラでもモブでもない以上、かなりの手練のはず（笑）。

オトハ：む、だが負けるわけにはいかないのじゃ！　刀を構かまえるぞ。

ＧＭ：では、ふたりの睨にらみ合いが始まります。

オトハ：じりり、じりっ。

ＧＭ：……と、いつまでも続くかと思われた睨み合いですが、ここで邪じや魔まが入ります。

オトハ：むっ、なんじゃ？

ＧＭ：騒さわぎを聞きつけて「待て待て待てーい！」と、捕とり方かたがやって来ますよ。

ユーノス：ああ、ようやく来ましたか。

ＧＭ：で、やって来た捕り方に「聞いてくださいよ、お役人様！　あいつらがいきなり刀を抜ぬいて、襲おそいかかってきたんです！」と、若旦那がすがりついて訴うつたえます。

オトハ：な、何を言うのじゃ、このバカ旦那！

チンエン：バカ旦那か（笑）。

ＧＭ：「わかった、事じ情じようは番ばん屋やで聞く」というわけで、オトハたちはしょっ引かれます。

オトハ：えっ、なんでわたしたちが!?

ＧＭ：いやあ、だって刀抜いちゃってますしね。

オトハ：用心棒の先生だって、刀を構えていたのに！

ＧＭ：へ？　居合いなので、鞘さやに収おさめたままですよ（笑）。

オトハ：あっ───!!

リン：姫様、ここはおとなしくしましょう。事情を話せば、向こうが悪いとわかるはず。

ＧＭ：無む論ろん、チンエンもユーノスもしょっ引かれますよ。

ユーノス：えっ、ボクもですか？

ＧＭ：ええ、バカ旦那がみんな指差してひどい目に遭あわされたと言っているので。

ユーノス：なんてヤツだ、自分からケンカを売ってきたくせに！

チンエン：だが、この国の官かん憲けんに逆さからっても仕方ない。おとなしくしよう。

ＧＭ：そんなわけで、みんなしょっ引かれたところでシーンを終了します。





（＊）《トルネードブラスト》　［範囲（選択）］のモブを、一気に倒すことができるサムライの自動取得スキル。









◆Middle 04◆気がつけば、牢ろうの中




　捕とり方かたにしょっ引かれ、問もん答どう無む用ようで牢の中。

　世直ししようと勇んで町に出た途と端たん、こうなってしまった。

　どうやら、世の中はそんなに甘あまくはないらしい。




ＧＭ：では、次のシーン。全員番屋にしょっ引かれ、今は牢の中です。

オトハ：自由だと思ったら捕つかまった──────!!（一同爆ばく笑しよう）

ユーノス：がしゃーん。出せー！

オトハ：出してくれー。

チンエン：出してー、ワタシたちは無実なんですー。

ＧＭ：チンエンがいい人モードに戻もどっている（笑）。

チンエン：シリアスモードは一シーンしか保もたない（笑）。

オトハ：それにしても、町に出た途端、さっそく捕まるとは。

リン：もう、あなたたちのせいで捕まったんです！（笑）

チンエン：いえいえ、ワタシはあのバカ旦だん那なの腕うでを極めただけでして。

リン：それがおもな原げん因いんです！

チンエン：いや、向こうが悪いのは明らか。取り調べはどうなったの？

ＧＭ：そんなものはなく、問答無用で牢ろう屋や行きですよ。

オトハ：なんと理り不ふ尽じんな！

ＧＭ：すると、向こうから釈しやく放ほうされたらしい若わか旦だん那なが出てきて、牢屋の外から役人と一いつ緒しよに見てますよ。「へっへっへ、あちきに手を上げるから、こうなるんだ！」

ユーノス：あっ、バカ旦那！

オトハ：あ、あいつ斬きっていいか？　斬っていいか!?

ＧＭ：念のため申し上げますが、カタナのように目立つ武器は取り上げられてますよ。

オトハ：あうっ！

チンエン：あのー、若旦那さん、すみませんが、ちょっとこれを。

ＧＭ：「あん？　なんだい？」

チンエン：格こう子し越ごしに、お金をのせた手を差し出すんですよ。

ＧＭ：「おお、なんだいなんだい。ずいぶん殊しゆ勝しような態たい度どじゃないか、へへへ」

チンエン：すかさず関かん節せつを極める。ぱっぱっ！（笑）

リン：また（笑）。

ＧＭ：「あたたたたっ、牢ろう番ばん、牢番っ！」

チンエン：ねえ若旦那、教えてくださいよ。なんであなたは牢から出てるんですか？

ＧＭ：そうすると、駆かけつけた牢番が、棒ぼうとか突つっ込こんでチンエンを引ひき離はなします。

チンエン：ちぃっ、ダメであったか。

ＧＭ：「まったく、油ゆ断だんも隙すきもありゃしねえ」

チンエン：ワタシらが牢に入って若旦那が釈しやく放ほうってのは、どういうことなんですか？

ＧＭ：「ふん！　あちきはあんたらと違ちがって、こんな牢なんかに入らないのさ。世の中っていうのは、そういうふうにできてんだよ！」

チンエン：だったらメガネを掛かけてすごむぞ？　……その言葉、胸むねに刻きざんでおくがいい。

ＧＭ：「……ふ、ふん！　強がりをお言いでないよ！」

オトハ：でも、悪いことをしたのは、このバカ旦那であろう？

リン：ケンカで刀を抜ぬくのはやりすぎたかもしれません。が、それにしたってこれは理不尽な気がしますね。

ＧＭ：するとですね、向こうからちょっと偉えらそうな人物がやってくるんですよ。

オトハ：ほう？　じゃあ、こいつが爺の言っていたヤツじゃな。

ＧＭ：バカ旦那は「これはこれは。普ふ請しん奉ぶ行ぎようオオノキ・ゲンバ様」と揉もみ手てをしながらペコペコしております。

オトハ：普請奉行？

リン：そうですね、任された火事の復興を滞らせているとか……。

オトハ：普請奉行だけに、不ふ審しんな奉行じゃな（笑）。

ＧＭ：まあ、実際に一見すると不審な顔してますけどね、脂あぶらののった悪あく党とうって感じで。

チンエン：そんなヤツなのか。

ユーノス：なるほど、いかにも必殺仕事人に簪かんざしを盆ぼんの窪くぼに挿さされそうな奉行だ（笑）。

ＧＭ：「ほほう、町中で暴あばれておったというのはこやつらか」と、奉行はキミたちを見回しながら言います。

オトハ：暴れておったのはわたしたちではない！　そこのバカ旦那じゃ！

ＧＭ：「黙だまれい！　この小こ娘むすめ、誰だれに向かって口を利きいておる？」

オトハ：なにを～！

リン：姫ひめ様さま、ここは抑おさえて。正体隠かくさないと。

オトハ：……うっ、そうであった。

ＧＭ：「トウキチ、おぬしもいらぬ面めん倒どうを起こすでないぞ」「あい、すみません。しかし、お奉行様のおかげですぐに出られました～」なんて会話をしています。

ユーノス：……これは、癒ゆ着ちやくのにおいがしますね。

オトハ：なに、癒着？

ユーノス：これは、歌にして広めるのがよいです。

オトハ：ほう、どんな歌じゃ？

ユーノス：つーるんだーつーるんだー♪　お奉行とバカ旦那がつーるんだ♪（一同笑）

ＧＭ：「おいこら、そこの天てん狗ぐ！」

ユーノス：天狗じゃないです！（一同笑）

ＧＭ：「うるさい！　そのような戯ざれ歌うたでご政せい道どうを揺ゆるがすとは不ふ埒らちなヤツ。もっと牢屋に入っていたいか！」

ユーノス：ははは、そんなにこの歌が気になりますか？

リン：どうやら、後ろ暗いことがあるみたいですね（笑）。

ＧＭ：ともかく、バカ旦那が「ふん、そこでひと晩ばんゆっくり頭を冷やせばいいさ。じゃ、あちきは帰るよ。あーっはっはっはっ！」と、高笑いをしながら帰っていきます。

チンエン：……行ってしまいましたねー。

ＧＭ：奉行のオオノキ・ゲンバもバカ旦那釈放の手続きをすると、すぐに姿すがたを消します。まあ、釈放手続きといっても、奉行が牢屋番に「おい放してやれ」と言うだけですが。

ユーノス：むう、これはあからさまな。

オトハ：わたしたちは、いつ出られるのじゃ？

リン：きっと、ひと晩も明かせば出れますから。

ＧＭ：そのひと晩の間、みなさん一緒って感じですね。




　妙みような成り行きで、同じ牢に放ほうり込こまれた四人。

　ともかく、時間はたっぷりあるわけで、暇ひまつぶしがてら、お互たがい名乗ることにした。




リン：ところで、そちらの天狗さんはなんでこんなところに？

ユーノス：ボクの名前はユーノス。そして正しくは天使。天狗ではないです。

リン：っていうか、ただのドゥアンでしょう？

ユーノス：西方から、はるばるやって来ました。

オトハ：それなら、わたしもあらためて名乗ろう……ミッシェルじゃ。

リン：それはもういいから。びしっ！（手刀ツッコミ）

オトハ：あぐぅっ!?　……うむ、わたしはオトハじゃ。

リン：そのお付きのリンと申します。

ユーノス：しかし、オトハさん。先さきほどの立ち回りは見事でしたねー。

オトハ：いや～、それほどでも。

ユーノス：あの太刀たち筋すじ、何かやらねばならぬ使命がある方の太刀筋とお見受けした。

オトハ：ぎくっ。

リン：太刀筋でそこまでわかるとは（笑）。

オトハ：剣けん士したるもの、常つねに心に秘ひめた想おもいはあるものじゃ。

リン：そのとおりです、姫様。

ユーノス：姫様……ということは、この国の偉えらい人の娘むすめなのですか？

リン：ああ、いえ。……とある剣けん術じゆつ道場の娘で、甘あまやかされて育ったから姫様なんです。

オトハ：そ、そうなのじゃ。だから、偉い人ではない。

ユーノス：たしかに、偉い人らしからぬ食い意地の持ち主のようで。

オトハ：むっ！　何を言う、まだ食ってないから食い意地は張ってないぞ！

リン：言い訳になりません（笑）。

ユーノス：で、オトハさん。よかったら、ボクをお側そばにおいていただけませんか？

オトハ：ほう、何故なぜじゃ？

ユーノス：ボクは、夢ゆめと希き望ぼうを人々に伝える天使。あなたの活かつ躍やくを記し、世の人々を勇気づけるサーガを歌いたいのです。

オトハ：おお、そなたの心意気、気に入ったぞ！

リン：ええ～？（なんか嫌いやそう）

ユーノス：まあまあ。こう見えても、チームプレイでは役に立ちますよ？

リン：どちらかというと、チームプレイでしか役に立たない（笑）。

オトハ：この際さい、堅いことは抜ぬきじゃ（笑）。

リン：まあ、ここで会ったのも何かの縁えんかもしれませんね。

オトハ：そして、そっちは料理人じゃな？

チンエン：あらためて名乗りましょう。セーリアから来たチンエンというものです。

ユーノス：オトハさん、この者に気を許ゆるしてはなりませんよ。

チンエン：まあまあ、ここはご飯でも食べながら。

オトハ：ご飯？　牢屋の中なのにか？

チンエン：あちこちに素そ材ざいを隠かくしてあるんですよー。

ＧＭ：じゃ、チンエンが用意した素材で、簡かん単たんな料理くらいはできます。

オトハ：おお、食べ物じゃー！　リン、チンエンはいいヤツなのじゃ～。

リン：食べ物に釣つられただけじゃないですか！（一同笑）




　そんなこんなで、番屋の牢に放り込まれた四人。

　他愛ない町のケンカではあるものの、一方は無む罪ざい放ほう免めん。

　憤ふん懣まんやるかたない気持ちを抑おさえつつ、朝を迎むかえるのだった。




ＧＭ：というわけで、ひと晩を牢屋で過すごし、朝となります。チュン、チュンチュン。

チンエン：ああ、雀すずめたちの鳴き声が。ようやく釈放のようだ。

ＧＭ：すると、おミツが迎むかえに来てくれます。

オトハ：そなたは、あのときの看かん板ばん娘むすめ。

ＧＭ：「あのときは助けていただいて」おミツは、皆さんの荷物を預あずかって、釈放の手続きをとってくれます。

オトハ：かたじけない。

ＧＭ：「まったくひどい話ですよ。若旦那の方はお咎とがめなしで、あなたたちは牢屋なんて」

ユーノス：あのバカ旦那、どうやら普請奉行にコネがあるようですね。

リン：それで、本当に無罪放免なんですか？

ＧＭ：「この界かい隈わいの大おお店だな、エチゴ屋さんのひとり息子むすこなんです。エチゴ屋さんが普請奉行のオオノキ様と懇こん意いにしているとかで、やりたい放題なんですよ」

オトハ：それは許ゆるせぬ！

リン：とりあえず、あとでくわしい話を聞かせてもらいましょう。

オトハ：そうじゃな。

ＧＭ：じゃあ、おミツの働いている小料理屋で話をしようってことになります。そこで、シーンを終しゆう了りようとしましょう。







◆Middle 05◆この世は、つらいことばかり




　牢屋でひと晩過ごした四人は、おミツに迎むかえられて自由の身となった。

　さっそく、おミツの小料理屋に戻もどってみることにした。

　しかし、店はひどい有様だった。




ＧＭ：では、シーンを始めます。全員登場で、みんなで店に戻ってきたところ。店は、ひどく荒あらされていますね。机つくえはひっくり返され、あちこちで食器が割わられています。

ユーノス：これはひどい！

ＧＭ：皆みなさんが牢屋に入っている間に、若旦那の取とり巻まきがやってきたんですよ。

オトハ：おのれ～、どこまでもチンピラな！

チンエン：それで、これだけやっても連中はお咎とがめはなしなのか……。

ＧＭ：ええ、お咎めなしですよ。

リン：嫌いやがらせにしても、ひどいですね。

ＧＭ：「若旦那は毎日のように嫌がらせにやってくるし、お上に訴うつたえても何もしてくれない。これじゃあ、店が続けられねえよ……」店主も悲ひ嘆たんに暮くれています。

チンエン：店が続けられない？　つまり、料理を振ふる舞まえないということか！

ＧＭ：店主も申もうし訳わけなさそうな顔をするんですよ。すると、おミツが「……おやっさん、今までお世話になりました。わたしは、今日で辞やめさせてもらいます」と。

オトハ：なんで？　なんでおミツが辞めるのじゃ？

ＧＭ：「若旦那は、わたしがいるかぎり、この店に嫌がらせをしてくるでしょう。だから、わたしが辞めれば、お店にも迷めい惑わくはかからないでしょ？」

リン：迷惑をかけないために、みずから店を辞めるなんて……。

オトハ：なんと不ふ条じよう理りな！　悪いのはあのバカ旦那じゃ！

リン：でも、バカ旦那にはお奉行がついていますから。




　正せい義ぎと悪を比くらべれば、恥ずかしながら悪が勝つのが今のダイワ。

　無む理りが通れば、道理は引ひっ込こむというのが世の常つねで。




チンエン：しかしですね、おミツさん。この店に来る常じよう連れんたちは、あなたの笑顔もまた楽しみにしていたんではないですか？

ＧＭ：「でも、このままだと、お客さんも笑ってご飯食べられないし」

ユーノス：ならば笑ってご飯を食えるようにすればいいのです。ねえ、そうでしょう？

オトハ：ああ、任まかせるがよい！

チンエン：うわー、めっちゃ心配ー。

オトハ：な、何故なぜ!?

チンエン：だって、あなたさっき捕つかまったばっかりでしょ？

オトハ：……それは、忘わすれるがよい。

ユーノス：しかし、それはそれとして、ボクもチンエンもこの店にはいられない。

チンエン：きっと、向こうも腕を極きめたことを忘わすれてはいないからね（笑）。

ＧＭ：「行くとこなければ、わたしの家に来る？」

ユーノス：いいのですか、おミツさん？

ＧＭ：「狭せまい家だけど、助けてもらったお礼はしないとね」

ユーノス：ありがたいことです。

チンエン：申もうし訳わけないけど、ご厄やつ介かいになりますー。

ＧＭ：「そちらのふたりもどう？　お茶くらいなら出せますから」

オトハ：そうか。なら、お邪じや魔ましよう。

リン：それに、くわしい話も聞かねばなりませんしね。世直しのためにも。

ＧＭ：というわけで、おミツの家に向かったところでシーンを終了します。







◆Middle 06◆正しよう直じき屋やとエチゴ屋




　おミツに連れられてやって来たのは、町の外れにあるオンボロ長なが屋や。

　そこは、半年前の大火事で焼け出された人たちが暮くらしているという。

　みんな、元気そうではあるけれど、暮らし向むきは楽ではないらしい。




ＧＭ：というわけで、おミツの家がある長屋にやってきました。全員登場のシーンです。

オトハ：長屋かぁ。子こ供どもたちが、あははははっと元気よく駆かけ回まわっていたり。

リン：奥おく様さま方がたが、井い戸どの周りで洗せん濯たく物ものをしていたり。

ＧＭ：そうそう、そんな感じの長屋です。半年前の火事で焼け出された人々に向けた格かく安やすの長屋なんですが、そのため建てつけも悪く、ボロっちいです。

リン：ああ、仮か設せつ住じゆう宅たくみたいな？

ＧＭ：そういうものだと思ってください。で、おミツが帰ってくると「おミツ、今帰りかい？」という弱々しい声が聞こえてきます。

ユーノス：やはり、病気の父親がいましたか（笑）。

オトハ：おミツのお父上は、ご病気なのか？

ＧＭ：すると、おミツが事じ情じようをかいつまんで話してくれます。「ええ、半年前まではおとっつぁんも、正しよう直じき屋やっていう店もちの商人あきんどだったんだけど……」

チンエン：正直屋？　それはまた善ぜん意いに溢れた屋号ですな（笑）。

ＧＭ：「でも、半年前の大火事があったでしょう？　その火元が家ってことになってね。補ほ償しようとか何やらで駆かけずり回まわったあげく、おとっつぁんも身体からだを壊こわしちゃって」

リン：火事の火元になったんですか？

オトハ：それは難なん儀ぎな話じゃな……。

チンエン：（正直屋になって）「すまねえな、おミツ。苦労ばかりかけて」

ユーノス：（おミツになって）「あら、おとっつぁん。それは言わない約束だよ」

ＧＭ：……ま、まあ、シナリオにも書いてあるセリフですけど。

チンエン：やっぱり（笑）。

ユーノス：ベタですねー。

ＧＭ：で、火事の話をしてると、おミツもなんだか思い詰めたような表ひよう情じようをします。

チンエン：おや。何か、思い当たることでもあるんですかー？

ＧＭ：「な、なんでもないのよ？　それよりも、おとっつぁんの食事の用意をしないと！」

リン：やっぱり、ここでお粥かゆでないと。

チンエン：そうそう、時代劇にはこれがないとね（笑）。

ＧＭ：「さあ、おとっつぁん。リゾットができたよ」と───。

一同：リゾットぉ!?（一同爆笑）

リン：なんでイタリアン!?

ＧＭ：いやあ、ベタだと言われると、意表を突つかねばと思うのが人にん情じようというもので。

リン：だからって不必要に意表を突きすぎでしょ！（一同笑）

ユーノス：しかし、また小じゃれた料理のできる町まち娘むすめさんだ（笑）。

チンエン：ここは、そのリゾットを味見して元気になるレシピをおミツさんに教えてあげましょう。医い食しよく同どう源げんといって、これこれこのようにすると滋じ養ようにもよいですよ？

ＧＭ：「まあ、ありがとうチンエンさん。これなら、おとっつぁんも喜んでくれるわ」

オトハ：まあ、おミツの事情はわかった。

リン：これは、何とかせねばなりませんね……。

ＧＭ：するとこう、戸がバーンと勢いきおいよく開くんですよ。




　おミツとその父親の窮きゆう状じように、心を痛いためているのもお構かまいなしに。

　長屋の戸が勢いよく開き、招まねかれざる客がやってきた。




オトハ：む、誰じゃ！

ＧＭ：「や、おミッちゃん。お店を辞めたんだってね～」と、バカ旦那がやってきます。

リン：さっそく来ましたか!?

チンエン：では、神速で腕を捻ひねりに（笑）。

ＧＭ：「あいたたたたっ！　なんでまたお前たちがここにっ!?」

ユーノス：また腕を極めるんですか。

チンエン：このバカ旦那を見ると、反はん射しや的てきに腕を極めてしまう（笑）。

ＧＭ：さすがに用よう心じん棒ぼうの先生が出てきますよ？　「おい、いい加か減げんにしないか」こっちはエキストラではないので、それ以上やると判はん定ていになりますが。

チンエン：なら、放はなしてあげましょう。

ＧＭ：「まったく、今日は真まっ当とうな用事できたんだよ！」

ユーノス：これまでは、真っ当じゃなかったのですね。

ＧＭ：まあ、私し用ようですからね。

オトハ：それで、何の用じゃ？

ＧＭ：バカ旦那は懐ふところから借金の証しよう文もんを取り出して「借金の取り立てだよ。まさか、人様から借りたお金を返さない、な～んてことは言わないよねえ？」

オトハ：借金とな!?

ＧＭ：「この正直屋さんはねえ、失火の補償するためにウチからお金を借りたんだよ」

ユーノス：それは、おいくらほど？

ＧＭ：それこそ一〇〇万Ｇほど（笑）。

ユーノス：また、どっかで聞いた話ですね。具体的には、西方の貧乏姉妹と同じ金額。

オトハ：これ、何とかしてやれないのか？

リン：上様に頼たのめば出せるでしょうが……問題は、それで解かい決けつするかってことですね。

オトハ：ううむ、そうか。

ＧＭ：「なんなら、おミッちゃんで払はらってもらってもいいんだよ？」みたいなことを言うとおとっつぁんが「待ってくれ、おミツ、おミツだけは～！」と、ゲホゲホと。

オトハ：こいつ悪いヤツじゃ！

チンエン：なんとベタな素す晴ばらしいシナリオ！（一同笑）

ユーノス：これで、おミツさんがリゾットでなくお粥を作っていれば（笑）。

オトハ：リン、何とかならんのか？

リン：しかし、バカ旦那が悪くても、法に反しているわけでもないですし、借金を返さないことの方が悪いことですし……。

オトハ：うう～。

リン：残念ながら、ここで何かできることは、今のあたしたちには……。

オトハ：そうか。なら……おい、そこのバカ旦那！

ＧＭ：「だ、誰がバカ旦那だい!?　たしかにみんなそう言うけどさぁ！」

ユーノス：やはり、みんな言ってるんですね（笑）。

オトハ：おミツとおとっつぁんが困こまっているのがわからないのか！

ＧＭ：「ふん、あちきだって借金返してもらえなくて困っているのさ。なんなら、おミッちゃんの代わりに、あんたでもいいんだよ？」と、オトハの手をぐいっと取ります。

オトハ：無礼者！　と言って、また関節を極める。

ＧＭ：「あいたたたたた、あいたたたっ!?」

ユーノス：よせばいいのに、手を出すから（笑）。

ＧＭ：すると「まったく仕方のないヤツだ───」と、新たな登場人物がやって来ます。

オトハ：今度は何者じゃ？

ＧＭ：五〇すぎくらいの、妙みように貫かん禄ろくのある親父おやじです。

チンエン：また、悪そうなヤツがどんどん出てくるなー。

ＧＭ：俳はい優ゆうで喩たとえるなら、さしずめジーン・ハックマン。

一同：ジーン・ハックマン!?（一同笑）

[image: ]

リン：なんでハリウッドスターで喩えるのか！　時代劇でしょ、時代劇！

ＧＭ：いやあ、悪役といったら彼かれですよ。なんせアカデミー賞獲とってますからね。

ユーノス：たしかに、貫禄とすごみがありそうだ（笑）。

チンエン：だめだ、どうしても声が石田太郎いしだ・たろうで再さい生せいされる（笑）。

ＧＭ：「ああ、エチゴ屋さん……」と、正直屋のおとっつぁんが戦せん々せん恐きよう々きようとしています。

オトハ：エチゴ屋っ!?

ＧＭ：「うちの息子がご無礼をしたねえ。どうか放してやっちゃあくれないか？」

オトハ：仕方がない、ばっ（←放した）。

ＧＭ：「まったく、こんな取り立てがあるもんかい。正直屋さんも困ってるじゃないか」とエチゴ屋はバカ旦那をたしなめます。

オトハ：おっ、話がわかるみたいだぞ。

チンエン：いや、これは借金取りの手だから……。

ＧＭ：「ここは穏おん便びんに収おさめましょう。このエチゴ屋キュウベエの顔を立ててね」

リン：エチゴ屋キュウベエ……。

オトハ：悪そうな名前じゃな（笑）。

ＧＭ：バカ旦那は親父おやじの後ろにさっと隠かくれ「親父～、腕が痛いたいよ～」と。

リン：ほんと、バカ旦那（笑）。

ＧＭ：「ま、私わたしと正直屋さんの仲だ。このエチゴ屋だって鬼おにじゃない。借金の返へん済さい期日は、延のばしてあげようじゃないか」

オトハ：おっ、よいのか？

ＧＭ：「はは、そこの気きっ風ぷのよいお嬢じようさんに免めんじてね」

オトハ：そうか、やっぱり話がわかるようだぞ？

ＧＭ：「……だが、私は鬼じゃないが商人あきんどだ。利子は五割わり増ましにさせてもらうよ？」

ユーノス：なっ、五割り増しって！

オトハ：やっぱり悪いヤツじゃ～！

ユーノス：それでは、別に楽にはなってませんよ。

リン：むしろ苦しくなっているような……。

ＧＭ：「じゃ、私らはこれで帰りますからね。今度は遅おくれないでくださいよ？」

オトハ：ううう～！

ＧＭ：バカ旦那も「みんなも火の元には十分気をつけなさいよ。火事で何もかも失っちゃあ、おしまいだ。火の用心、火の用心。あっはっはっはっ！」と、勝かち誇ほこったように笑います。

チンエン：……さすがに腹はらが立つな。

ＧＭ：「ちきしょう、あの大火事はうちのせいじゃないのに！」そう言って、おミツは泣き出してしまいます。

チンエン：おっ、何か知っているのですか？

オトハ：そういえば、先ほど何か言いかけておったが？

ＧＭ：「わたし。見たんです。火付けの下げ手しゆ人にんを」

オトハ：何、本当か？

リン：でも、それは訴うつたえを出したのでしょう？

ＧＭ：「……訴えたんですけど、お上は全然取り合ってくれなくて」

リン：で、どんなヤツだったのですか？

ＧＭ：「顔は見てないけど……下手人の腕には、蛇へびみたいな火傷やけどの痕あとがあったんです」

リン：腕に、蛇のような火傷の痕……。

チンエン：普ふ通つうに考えると、証しよう拠こも十分だし、すぐに見つかりそうなものだが。

ユーノス：ちなみに、チンエンさんやオトハさんがバカ旦那の腕を極きめていましたが……そういう火傷は見えなかったのですか？

ＧＭ：なんか、袖そでのところまで下着で隠していたのでわかりません。

チンエン：……怪あやしい。

ユーノス：怪しすぎますね。

オトハ：うむ、調べてみるか。

ＧＭ：実は、ここでギルドを結成すると《情じよう報ほう網もう》の効こう果かを受けることができます（笑）。

オトハ：おお、みんな一いつ緒しよに世直しをするぞ！

チンエン：世直し？

リン：あっ、不正を糺ただすという意味です（笑）。

チンエン：（メガネを掛け）オレも協力しよう。どうも、あいつらは許しておけん！

ユーノス：ボクもやりますよ。

オトハ：よし、みんな仲間じゃ！




＊　＊　＊




ＧＭ：というわけで、ギルドの結成ですね。さて、ギルド名どうします？

リン：そういえば、決めてませんでしたね（笑）。

オトハ：うーん、どうしよう？　世直しをしたいから……〝世直し隊〟？

チンエン：それだけだと、収おさまりが悪いな～。

リン：頭に何かほしいですね……〝突とつ撃げき〟とか。

ユーノス：〝突撃！　世直し隊〟……ものすごく向こう見ずな感じですね（笑）。

オトハ：でも、その方向でいきたい（笑）。

リン：じゃあ、《高こう機き動どう部ぶ隊たい》もあることですし〝疾しつ風ぷう〟とか〝烈れつ風ぷう〟とかどうでしょう？

オトハ：うん、いいな。烈風……〝烈風！　世直し隊〟にしよう！




　というわけで、ここで晴れてギルドが結成された。

　その名も〝烈風！　世直し隊〟──。







◆Middle 07◆不正を暴あばけ！




　どうやら、奉行とエチゴ屋がつるんでいるらしい。

　だが、その証拠は何もない。まずは、情報を集めるのだ。




ＧＭ：では、これから外に出て情報収集を行なうシーンとなります。ひとりずつ、町中で判定していくことになります。

チンエン：で、どんな感じのシーンになるの？

ＧＭ：時じ代だい劇げきでも、刑けい事じドラマみたいに情報の裏うらを取るために聞きき込こみをしたりするじゃないですか。あんな感じで、ひとりずつ判定していくカットバックを挿そう入にゆうします。

ユーノス：ああ、ありますね。岡おかっ引ぴきが駆け回ったりするような。

リン：そして、あたしたちは《情報網》のおかげでどの能のう力りよくを判定に使ってもいい。

オトハ：じゃ、【筋きん力りよく】や【敏びん捷しよう】でもよいのか？

リン：ええ、使うことができます。

ＧＭ：たとえば、【筋力】で判定すると、ゴロツキ相手に腕うでっ節ぷしで情報を集めてきたとか、能力に合わせて演えん出しゆつされますね（笑）。

リン：それと、三〇Ｇを消費するたびに判はん定てい値ちに＋１できます。

オトハ：なるほど、わかったのじゃ。

ＧＭ：では、まず何について調べるかを順番に宣せん言げんしてもらって、判定していきます。

チンエン：なら、ワタシから判定しますよー。調べたいのは、やはりバカ旦那ですね。

ＧＭ：はっ。了りよう解かいです。出てくる情報は難なん易い度どに合わせて二段だん階かいに分かれております。達成値が12以上でそれなりの情報、15以上でもっとくわしい情報がわかります。

チンエン：うい、了解ですー。使う能力値は【知力】で。




▼情報収集───チンエンの場合

チンエン：では、その辺のゴロツキを締め上げて、バカ旦那のことを聞き出すとしましょう。

ＧＭ：では、すぐにいい感じに酔っぱらったゴロツキを見つけられます（笑）。締しめ上あげるなり聞き出すなり、その辺の演出は判定に成功すれば自由に行なって結けつ構こうです。

チンエン：では……（メガネを掛けて）本気を出させてもらおうか。

オトハ：どうするんじゃ、チンエン？

チンエン：判定に使う能のう力りよく値ちは【知力】を宣言しておこう。そのゴロツキの背はい後ごにすっと忍しのび込こみ……口の中に肉にく団だん子ごを突つっ込こむ！

一同：に、肉団子を!?（爆笑）

ＧＭ：「はぐっ!?」

チンエン：この肉団子は、ただの肉団子ではない。暗あん殺さつ料りよう理り術じゆつに伝わる〝自白肉団子〟だ。あまりの美味うまさに、訊きかれた情報を素す直なおに吐はいてしまいたくなるという（笑）。

リン：どういう理屈よ！（一同笑）

ＧＭ：えー、では判定をどうぞ（笑）。

チンエン：せっかくだから、フェイトを使っておこう。……あら、クリティカルしたぞ。

ＧＭ：クリティカルですか？　「う、美味い!?　……もっと、もっと肉団子くれえー！」……えー、ゴロツキは、あっという間に肉団子の虜とりことなりました（一同笑）。

チンエン：さあ、さっきの肉団子がもうひとつほしかったら、エチゴ屋のバカ旦那のことについて教えてもらおうか。

ＧＭ：「わ、わかった！　何でも話す！　バカ旦那は、最近羽は振ぶりのいいエチゴ屋のひとり息子で、好き放題やっているんだ」

チンエン：まあ、その辺の情報はさっきのシーンでもわかる。

ＧＭ：「最近は、よく路ろ地じ裏うらにある賭と場ばに出入りしているらしい」

チンエン：賭場か。丁ちよう半はん博ばく打ちでもやっていそうだな（笑）。

ＧＭ：「……あと、理由はよくわからないんだが、若旦那は人前で肌はだを見せないようにしてるんだ。誰だれかに止められているらしくてよ」

チンエン：めっちゃ怪しいじゃないか！（笑）

ＧＭ：「でも、賭場にいると、たまに興こう奮ふんして諸もろ肌はだを脱ぬいだりするらしい」

チンエン：なるほど、わかりやすかったぞ。

ＧＭ：こいつが知っている情報は、これだけですね。

チンエン：そうか。必要な情報は得られた。……では、さっきのことは忘れるがいい。

オトハ：恐おそろしい肉団子じゃ（笑）。

チンエン：オレの方はこんなもんか。

ＧＭ：わかりました。




▼情報収集───リンの場合

リン：じゃ、次はあたしで。お奉ぶ行ぎようのことを調べます。

ＧＭ：そうすると、奉行の跡をつけていくことになりますね。

リン：じゃあ、気配を消して尾び行こうするってことで、【精せい神しん】で判定しましょう。

ＧＭ：わかりました。判定をどうそ。

リン：（ダイスを振る）。……達たつ成せい値ちは19です。

ＧＭ：あ、それなら十分な情報が出ますね。では、奉行のオオノキ・ゲンバが自じ宅たくの屋や敷しきから籠かごに乗ってどこかに向かっているのを尾行するということで。

リン：気配を消して、もう真後ろについてる。

ＧＭ：まず、尾行する前に下調べをしてわかった情報として。能力はそれなりですが、急に出世して普請奉行になりました。しかも、不審な形で。

リン：さすが不審な奉行（笑）。

ＧＭ：で、出世が早いのは各方面に賄わい賂ろをばらまいているからだそうで。

オトハ：なんと！

リン：それはまた、わかりやすい悪党ですね（笑）。

ＧＭ：その賄賂も、資し金きん提てい供きようを受けたものじゃないかと言われています。

リン：ああー。

ユーノス：きっと、不審な金の流れを追っていくうちに気づいたのでしょう。

ＧＭ：そうですね。で、リンが奉行が乗った籠をつけていくと、城じよう下かの外れにある料りよう亭ていに辿たどり着つきます。籠からは、宗そう十じゆう郎ろう頭ず巾きんをした奉行が辺あたりを窺うかがいながら降おりてきます。

オトハ：宗十郎頭巾って？

ＧＭ：よく、時代劇に出てくる。イカの形をした頭巾です。

オトハ：ああー、あのイカ頭巾っ！

ＧＭ：それで、奉行は料亭に入っていくのですが、そこで誰かと密みつ会かいしているようですね。

リン：誰と会っているかは大体想そう像ぞうつくけど……次のシーンは、料亭の天てん井じよう裏うらから覗のぞき込こまないとならないわけね（笑）。

ＧＭ：はっ、そのとおりです（笑）。




▼情報収集───ユーノスの場合

ＧＭ：さて、次の情報収集ですが、誰が行きます？

ユーノス：はいはい、ボクがエチゴ屋について調べましょう。

ＧＭ：どういう演出にしますかね？

ユーノス：判定は【精神】で行ないましょう。《ハードマインド》の効果で、【精神】の判定は３Ｄを振ふれます。歌うことで情報を集めよう。

オトハ：歌って情報収集？

ユーノス：まあ、小こ粋いきな恋こいの唄うたなどを歌って、エチゴ屋の女中を集めるのですよ。じゃ、判定を……おっ、ダイス目が15。達成値22ですよ！

ＧＭ：それはすごい（笑）。「きゃー、ステキー！」と、そこいらの女じよ性せいが集まってきます。

チンエン：（町まち娘むすめになって）「よくみればそこそこ美形よー！」（一同笑）

リン：やっぱり、そこそこなのね（笑）。

ユーノス：ともかく、こうして彼かの女じよたちが気を許したときに、エチゴ屋についての情報を訊ききましょう。さあ、教えてくださいお嬢さん方。

ＧＭ：では、娘さんたちが語ってくれます。「エチゴ屋さんって材木商なんだけど、最近じゃあ高こう利り貸がしもするほど儲もうけているそうよ」

ユーノス：ああ、なかなか手広いようですね。

ＧＭ：「半年前に大火事があったじゃない。その焼けた場所を再さい開かい発はつするってことになったんだけど……普請奉行からたくさんの木材の発注を受けて、大おお儲もうけしたそうよ」

ユーノス：それはまた羽は振ぶりのいいことで。

チンエン：……材木売るために、奉行とエチゴ屋がつるんでいるのか？

オトハ：だとしたら、許せぬ！

ＧＭ：「しかも、結構あくどいことしているのに、お上からお咎めもなしなの」

ユーノス：はっはっはっ、そんなことあるわけないでしょう。

ＧＭ：「それが、そうでもないのよ。お偉いさんにお金をばら撒まいているらしくてねえ。夜になると、町外れの料亭でお偉い人と会っているらしいわ」

ユーノス：なるほどねえ、金はあるところにはあるもんですねえ。

ＧＭ：「この不景気なご時じ勢せいに」と、ぶつくさ呟つぶやく。とりあえず、情報はこんなところです。

ユーノス：まとめると……半年前の火事から奉行とエチゴ屋がつるんでいる、町外れの料亭で誰かと密会しているっていうことですね。

ＧＭ：はい、そのとおりです。では、次ー。




▼情報収集───オトハの場合

リン：さあ。姫様の番ですよ。

オトハ：あと調べられることというと……半年前の火事のこと？

ユーノス：エチゴ屋、奉行、バカ旦那と調べてますからね。

ＧＭ：あと必要な情報は、火事ってことになりますね。

オトハ：じゃ、わたしは【器き用よう】で判定するのじゃ。

リン：（キャラシートを覗のぞき）姫様の【器用】は８ですから、７以上を出せばよいです。

オトハ：……（不安げに）で、出ますよね!?

リン：期き待たい値ちなのに、何故なぜにそんな不安が（一同笑）。

オトハ：だって、前のリプレイでのトラウマが！　トラウマが～！

ＧＭ：その心に負おった傷は大きかった……（笑）。

リン：ともかく、振るんです姫様。

オトハ：よ、よーし！　期待値出ろ～、期待値出ろ～、期待値出ろ～……えい！




　期待値を出す───そんな強い念とともに振ふられたダイスの目は、８。




オトハ：ほーら、出やがった！

リン：姫様、その言こと葉ば遣づかいが（笑）。

チンエン：２Ｄ振ふって８を出したことに、こんなに喜ぶとは……（笑）。

ＧＭ：では、オトハはサクザの伝つ手てを通じてその辺の情報を得たことにしましょう。

オトハ：え～、せっかく町に出られたのに……。

リン：まあまあ、ちゃんと世直ししないと外に出してもらえませんよ？

オトハ：仕方ない、じゃあサクザのところに戻って情報を頼たのもう。

ＧＭ：すると「姫様。世直しの方はどうですかな？」とサクザが出迎えてくれます。

オトハ：半年前に起こった火事のことについて、くわしく調べたいのじゃ。

ＧＭ：「おお、わかりました」と、サクザは書類の束たばを持ってきます。

オトハ：これは？

ＧＭ：「半年前の火事の調ちよう査さ記録でござる。……原因は、正直屋の火の不始末ということになっておりますな。で、この調書を取ったのがその当時与よ力りきだった、オオノキ・ゲンバということになっております」ちなみに、与力っていうのは警けい察さつ署しよ長ちようだと思ってください。

オトハ：ん？　オオノキ・ゲンバ？　……ああ、奉行か！

ＧＭ：「そのとおり。オオノキは、この直後に普請奉行に就しゆう任にんしております。……まあ、この出世も、賄わい賂ろをばら撒いたからだという噂うわさでござる」

ユーノス：これは怪あやしい！

ＧＭ：「その焼やけ跡あとは再開発を行なうことになったのですが、これの材木を取り仕切っておるのも普請奉行オオノキ・ゲンバでござる」

オトハ：火事の取り調べをしたのが奉行で、火事の焼け跡で普請をしておるのも奉行か！

チンエン：これは、相当にあくどいな……。

ＧＭ：「しかも、オオノキが普請奉行になってから、木材の発注は一手にエチゴ屋が引き受けておりますな」

オトハ：グルじゃ！　エチゴ屋と奉行は絶対グルじゃ！

ユーノス：つまり、エチゴ屋は火事を起こして正直屋さんに罪を着せ、普請奉行を通じて自分のところの木材を買いつけさせているということですか……。

オトハ：さっそく、奉行とエチゴ屋を成敗にいくぞ！

リン：……しかし姫様、まだ証しよう拠こはありません。

チンエン：あくまでも、そうじゃないかという疑うたがいがあるだけだしな。

オトハ：じゃあ、証拠を掴つかむぞ！

ユーノス：そうですね。すると、賭場に向かったバカ旦那と……。

リン：エチゴ屋と奉行が密会しているらしい料亭の、ふた手に分かれることになりますね。

オトハ：よし、わかったのじゃ。

ＧＭ：では、次はふた手に分かれるということで、シーンを終了しましょう。







◆Middle 08◆博打ばくちで勝負




　賭と場ばにバカ旦だん那ながやってくることを突つき止とめた、チンエンとユーノス。

　火付けの下手人の証しよう拠こ、蛇へびのような火傷やけど痕あとがあるか、まずは調べねばならない。

　そうと決まれば、手っ取り早く身ぐるみを剥はぎ取とるまでのこと。




ＧＭ：それではまず、バカ旦那が向かった賭場のシーンからにします。

チンエン：どういうシーン？　火傷の痕を確たしかめるシーンだと思うけど。

ＧＭ：博打でバカ旦那の身ぐるみ剥ぐか、他の方法で見つけるかって感じです。さて、賭場には誰だれが向かいますか？

ユーノス：ここはボクに任まかせてください。きっとボクの高い【幸運】が必要になるはず。

チンエン：ワタシも行きましょう。彼かれをひとりで行かせるのは不安なので。

ユーノス：……どうやら、美しいこのボクを認みとめることができないようですね！

チンエン：いや、博打に使う金、持ってなさそうだし（笑）。

ユーノス：はっ!?　たしかにボクの所持金は〇Ｇ！（一同笑）

チンエン：やはりか。……だが、かく言うワタシも一〇Ｇしかない（笑）。

リン：もー、しょうがない人たちだこと（笑）。




　というわけで、ギルドの所持金を集める。

　その結果、手元にあるのは現げん在ざい二一〇Ｇであった。




チンエン：全ぜん財ざい産さん二一〇Ｇ……博打の軍ぐん資し金きんには心こころ許もとないですねー。

リン：あたしは金の入っていたガマ口を抱えつつ、「ちゃんと返してくださいよ？」ってジト目で見てます。

オトハ：リンはわりとケチンボじゃな（笑）。

リン：倹約家と言ってください。

チンエン：まあ、宵よい越ごしの銭ぜには持たないっていいますしー。

ＧＭ：セーリアから来たのに、何な故ぜ江え戸どっ子こ（笑）。

チンエン：ともかく、この金で賭場に向かうか。

ＧＭ：では、バカ旦那が通っている賭場に向かいます。賭場は、裏うら手てに回った寂さびれた神しん殿でん跡で開かい帳ちようしているようです。

ユーノス：神殿跡で？　なんて罰ばち当あたりな。

ＧＭ：日本じゃ博打の場所代を寺てら銭せんっていうくらいでして、昔むかしは寺でやってたらしいですよ。なので、ダイワだと神殿で開くんじゃないですかね。

ユーノス：なるほど。




　バカ旦那が入っていったのは、寂さびしげな雰ふん囲い気きの神殿跡であった。

　だが、ユーノスとチンエンが門をくぐった途と端たん、活気ある声が聞こえてきた。

　若わかい衆しゆが、サイコロの出目に一いつ喜き一いち憂ゆうしている。




ＧＭ：神殿に入ると「さあ、張はった張った！」という威い勢せいのいい声が聞こえてきます。バカ旦那はさっそくのめり込こんでいるようですよ。

チンエン：じゃあ、顔を隠かくして目立たないようにしよう。

ＧＭ：彼は、エキストラなので変へん装そうされると気づきません。

ユーノス：では、ボクも目立たぬように金を出して。

ＧＭ：「さあ、今日は大きく勝っちゃうよ～！」と、バカ旦那はさっそく賭かけを始めます。

チンエン：このバカ旦那から身ぐるみ剥はがすのは、何かルールがあるの？

ＧＭ：ええ、バカ旦那は一〇〇〇Ｇの所持金がありますので、すっからかんにすると身ぐるみ剥げます（笑）。

オトハ：そんなに持っておるのか!?　けしからん、巻まき上あげて皆みなで団だん子ごを食うぞ！

チンエン：あんたそれしかないのか！（一同爆ばく笑しよう）

リン：……姫ひめ様さま、一〇〇〇Ｇ分も団子を食べると太りますよ？

オトハ：はっ!?　じゃ、じゃあ五〇〇Ｇ分だけ食う（笑）。

ＧＭ：まあ、それでも太ると思いますが。ともかく、バカ旦那との博打ですが、【幸運】で対決して、高い目を出した方が勝ちとなります。

ユーノス：なるほど、バカ旦那との直ちよく接せつ勝負なんですね。

ＧＭ：で、親になった方が賭かけ金きんを設せつ定ていできます。最初の親はバカ旦那からですが、その後は交こう互ごに回ってきます。

チンエン：ふむ、わかりやすいな。

ユーノス：やはり【幸運】４のボクの出番ですね。

チンエン：任まかせましたよー、ユーノス。

ＧＭ：では、まずはバカ旦那の親から。バカ旦那は、大きく五〇〇Ｇを張はってきます。

チンエン：五〇〇Ｇ？　おい、払はらえないぞ。

ＧＭ：じゃあ、物品か何か適てき当とうなものを賭けてもらうしか。

チンエン：いきなりか（笑）。

ユーノス：では、不足分はこの暗あん視しゴーグルを賭けましょう！

ＧＭ：暗視ゴーグル、いくらでしたっけ？

リン：暗視ゴーグル、二〇〇〇Ｇですよ？

チンエン：よし、そいつを賭けろ！　それなら十分だ。

ユーノス：ええ～。

チンエン：負けなければ問題ない。

ＧＭ：では、賭け金が決まったところでダイスを振ふりましょう。バカ旦那の達たつ成せい値ちは……（ダイスを振る）うっ、ダイス目４!?　達成値は７です。

ユーノス：７？　なんか２Ｄでも３以上ですねー。

ユーノス：じゃあいきまーす……（ダイスを振る）ダイス目７で、11！

ＧＭ：では五〇〇Ｇがユーノスのもとへ。「なんてことだ！　ちくしょう、今度こそ！」と、バカ旦那は身を乗り出してきます。

ユーノス：へへへ、いただきやしたぜ。

ＧＭ：で、次にそっちに親の番が回ってきます。さあ、いくら賭けます？

ユーノス：じゃあ、ずもももーっと、五〇〇Ｇを出します。

ＧＭ：すると、バカ旦那はぷるぷる震ふるえてます（笑）。

チンエン：向こうの限げん度ど額がくいっぱいだからな（笑）。

ＧＭ：「こっちも五〇〇Ｇ、ここは勝負だよ！」と、バカ旦那は勝負に乗ってきました。

ユーノス：ほほう、賭場の夢ゆめに命を賭ける。その気きっ風ぷやよし（笑）。

チンエン：しかし、クリティカルだったらバイバイだからな。

ＧＭ：じゃあ勝負！　（ダイスを振る）……お、今度はまあまあ。達成値11です！

ユーノス：しかし、ボクのサイコロには神が宿るのさ。というわけでフェイトを１点注つぎ込こんで……ほれ、達成値16！

ＧＭ：「かあっ、なんてこった！」バカ旦那はみんなかっぱがれます。

チンエン：これで所持金０か。賭場の風は冷たいのう（笑）。

ＧＭ：すると「払はらうもの払っていただきましょう」と渡と世せい人にんが迫せまってくると、バカ旦那は悪あく態たいついて着物を脱ぬぎ捨すてます。

ユーノス：その腕うでに注目！

ＧＭ：すると、まるで腕に焼けた鎖くさりが巻きついてできたような、蛇のような火傷の痕があります。

ユーノス：……見ましたかチンエンさん？

チンエン：見たぞ、ユーノス。

ユーノス：後で確かく保ほして、証拠物ぶつ件けんとしましょう。

チンエン：おお、ワタシもそう思っていたところ。珍めずらしく気があいますねー。

ＧＭ：「なんだいなんだい、今日はついてないよ！」と、バカ旦那は悪態をつきながら賭場を後にしますよ。

チンエン：後は、タイミングを見てこいつを捕つかまえればいいのか。

ユーノス：ですね。情じよう報ほうは得られたし、一いつ旦たん戻もどりましょう。

ＧＭ：それでは、シーンを終しゆう了りようしてオトハとリンのシーンにします。







◆Middle 09◆密みつ会かい現げん場ば




　奉ぶ行ぎようとエチゴ屋は、どうも後ろ暗い繋つながりがあるようだ。

　オトハとリンは、その確かく証しようを得ようと跡あとをつける。

　ふたりが入っていったのは、町外れの料りよう亭ていだった。




ＧＭ：そんなわけで、料亭のシーンです。エチゴ屋と顔を隠した奉行オオノキ・ゲンバが料亭に入っていくのを、リンとオトハが尾び行こうしてきたところですね。

リン：やっぱり、あたしたちは天てん井じよう裏うらに忍しのび込こむんですか？（笑）

ＧＭ：密会現場を押おさえるためには、まあそれしかなさそうです（笑）。

オトハ：ついに、おんみつ姫ひめとして天井裏に忍び込むときがっ！

リン：気に入ってるんですね、そのふたつ名（笑）。

オトハ：お気に入りのふたつ名じゃ（笑）。

ＧＭ：はっ、では天井裏に忍び込むのに判はん定ていは入らないので、すでに忍しのび込こんでいることにしましょう。

リン：もうすでに、あたしたちは屋や根ね裏うらにいるんですね。

ＧＭ：ええ、ふたりして天井裏から穴あなを空けて下の部屋を覗のぞいてみると……酒を飲み交わしているエチゴ屋と奉行の姿すがたが。

オトハ：おおっ。




「さあさあ、お奉行様、まずは一いつ献こん」

「うむ、エチゴ屋。例の件けんではおぬしには世話になった。おかげで今では普ふ請しん奉行よ」

　オトハがそっと覗いて見えたのは、エチゴ屋と奉行オオノキ・ゲンバの密会の場であった。




リン：基き本ほんですね～（笑）。

ＧＭ：「いえいえ、お奉行様の力量あってこそでございますよ。つきましては、今後ともご贔屓ひいきのほどを。本日は、最も中なかをお持ちしました」と、菓か子し箱ばこを差し出しつつ。

ユーノス：菓子箱きたー！　なんという時じ代だい劇げきの基本！

チンエン：エチゴ屋の顔がジーン・ハックマンだけどな！（笑）

ＧＭ：「ほほう、山やま吹ぶき色いろの最中ならワシも大好物じゃ」と、箱を開けてニヤリと笑う奉行。

オトハ：来た！　山吹色の最中！　……これはつまり、中身はお金ですよね？

ＧＭ：はい、山吹色に輝く、金の小判がギッシリつまっていますね。

ユーノス：（エチゴ屋になって）「ははは、いまさらお嫌きらいとは言わせませんぞ」

チンエン：（奉行になって）「もちろんじゃ。ワシは甘あまい物は苦にが手てだが、山吹色の最中ならいくらでも入るわい」

ＧＭ：「しかし、エチゴ屋。この最中、タダというわけではあるまい？」と、ずいっと切り出してきます。

オトハ：おっ、どういうことじゃ？

ＧＭ：エチゴ屋は「実は、半年前の大火事のことで問題がありまして」と言います。

オトハ：……おっ、火事のことを話すようじゃぞ？

リン：事じ件けんの核かく心しんですね。

ＧＭ：「……あれは正直屋の失火として始末したはずだぞ？」

オトハ：……やはり！　許ゆるせぬ！

リン：姫様、落ち着いて。証しよう拠こはもう少しですから（笑）。

ＧＭ「それが、いまさら正直屋の娘むすめが火付けの下げ手しゆ人にんを見たと騒さわぎ出しまして」

リン：エチゴ屋が帰るとき、おミツさんが真相話したから……。

ＧＭ：奉行が「まったく目め障ざわりよのう。捕り方の方には手を回しておく。……エチゴ屋、その件、任まかせたぞ」と言うと、エチゴ屋も「お任せください、娘は世を儚はかなみ身投げ。正直屋は病気を苦に首をくくる、そういう算さん段だんでございます」と、目を細めて言います。

オトハ：なんと！

リン：これはまずいですね。

チンエン：（奉行になり）「しかしエチゴ屋。おぬしも相当なワルよのう」

ユーノス：（エチゴ屋になり）「いえいえ、お奉行様ほどでは」

ＧＭ：なんで俺おれのセリフを取っちゃうんです!?

チンエン：ここまでベタなら誰だって言うだろ！（一同笑）

ユーノス：ＧＭだけにさせるのはもったいない（笑）。

ＧＭ：この奉行とエチゴ屋のロールプレイがシナリオのすべてだというのに！

チンエン：どんなシナリオだよ！（一同笑）

ＧＭ：ともかく、気を取り直しまして。「……む、誰じゃ!?」と奉行が槍やりを取ってガッと天てん井じように突つき立ててきます！

オトハ：これまたお約束じゃ！（笑）

ＧＭ：というわけで、ふたりとも難なん易い度ど14の【敏びん捷しよう】判定を。成功すれば「なんだ、ネズミか……」ってことになります。

オトハ：なに～!?　わたしの【敏捷】は５じゃ!?　９以上を出さねばならんのか！

ＧＭ：はい。当たったら、ばれると同時にダメージですよ！

リン：それでは判定……あっ、回かい避ひ成功！

オトハ：……わ～、こっちは失敗じゃ～!!

ユーノス：おんみつ姫なのに、忍しのべていない（笑）。

ＧＭ：では、ダメージ！　（ダイスを振る）おお、結けつ構こう高い。どすっ！　と、オトハには23点の物理ダメージがいきます。

オトハ：あ、なら13点抜ぬけてくるぞ！

リン：危あぶない姫様！　《プロテクション》！　……よっと、13点ぴったり止めます。

チンエン：それ、天井に槍が刺ささらないんじゃないか？（笑）

ＧＭ：「お、お？　……この天井、鉄板でも入っておるのか？」訝いぶかしむお奉行（笑）。

リン：これって、槍に血がつかないから……もしかして、ばれないんでは？

ユーノス：エチゴ屋も「お奉行様、どうされました？」と聞き。

ＧＭ：「いや、ネズミがおったと思ったが、この料亭……装そう甲こう化されておる」

チンエン：どんな料亭だよ！（一同爆笑）

ユーノス：……このお奉行、バカなんでは？

リン：きっと、エチゴ屋さんも操あやつりやすいヤツを選んだんですよ（笑）。

オトハ：それよりもリン、おミツが狙ねらわれておるぞ！

リン：そうですね。ここはひとまず退たい散さんですね。

オトハ：おミツのもとに急ぐのじゃ！

ＧＭ：では、シーンを終了しましょう。







◆Middle 10◆正直者は、馬ば鹿かを見る




　おミツが危ない───。

　それを知ったオトハとリンは、急いで長なが屋やに駆かけつける。

　正直屋のおとっつぁんが、早まった真似まねをしなければいいが……。




ＧＭ：それでは、オトハとリンがおミツの家に駆けつけるシーンとしましょう。ユーノス、チンエンも登場して構かまいません。登場難易度は８です。

チンエン：では、タイミングを見計らって登場することにしよう。

リン：では、おミツさんのおうちに駆けつけてきたところですね。

オトハ：おミツもおとっつぁんも心配じゃ。駆けつけてバーンと戸を開くぞ。

ＧＭ：すると、正直屋さんが梁はりに縄なわをかけ「おミツ、すまねえな……。おとっつぁんがいなくなれば、おめえも楽になれるからな……」と、覚かく悟ごを決めた様子で。

一同：おとっつぁーん!!

オトハ：わ～っ！　早まっては駄だ目めじゃ!!　小こ柄づかをピュッと投げて縄を切る。

ＧＭ：では、見事に縄が切れて、正直屋はどさっと落ちます。

リン：正直屋さん、早まってはなりません。

ＧＭ：「止めねえでくだせえ！　これもおミツのためなんでさあ。あっしが死ねば、おミツに借金を残さずにすむんだ。げほげほ……」

オトハ：おミツのため？

チンエン：ここで登場！　……判定は成功。

オトハ：おお、チンエン。

チンエン：話は聞かせてもらいましたよ。……しかし、正直屋さん。その借金を残さずにすむというのは、どういうことです？

ＧＭ：「エチゴ屋さんの使いが、これを持ってきたんでさ」と、書類を見せてくれます。

チンエン：書類？

ＧＭ：簡かん単たんに説明しますと、現在の借金は正直屋さんが死んだ場合、おミツに持ち越こさないという証しよう文もんですね。

チンエン：それは、おミツのために死ねって言っているようなもんだな。

オトハ：馬ば鹿か者ものっ！　そんなことをしておミツが喜ぶと思ったか！

ＧＭ：「…………」

オトハ：おミツはおとっつぁんの元気な顔が見たくて働き、看かん病びようをしていたのであろう？

チンエン：そうそう、美味おいしいリゾットまで作ってねー（笑）。

ＧＭ：「ううっ、あっしが間ま違ちがっておりました～！」と、正直屋さんは泣なき崩くずれます。

オトハ：……いや、病やまいのときは誰もが気が弱くなる。正直屋、おぬしが悪いのではない。

リン：そうですよ。悪いのは、それにつけ込こんでくる人たちです。

オトハ：そうじゃ！　許せぬのは、エチゴ屋と普請奉行じゃ！

リン：では姫様、いよいよやるんでございますね！

オトハ：うむっ。世直しの剣けん、振ふるうときじゃ！

チンエン：しかし、当のおミツは？

リン：そういえば、見当たりませんね。

ＧＭ：「おミツは、若わか旦だん那なに会いに行ってます。どうしても確たしかめたいことがあると」

一同：なんだってー!!

オトハ：おミツが危ないっ！

ユーノス：フッ、そんなときのためにボクがいるのです。ＧＭ、ボクはこのシーンに登場していませんので、バカ旦那を見み張はっていたことにしてよいですか？

ＧＭ：おお、なるほど。よいでしょう。

チンエン：では、ワタシはそのことをオトハたちに伝えましょう。おミツさんは、ユーノスが見張っているはずですと。

ＧＭ：では、おミツを助けに向かうということで、シーンを終了します。







◆Middle 11◆誰だれか、世直ししておくれ




　人ひと気けのない、神しん殿でんの境けい内だいに、おミツがひとりでやってきている。

　不安そうに周囲を警けい戒かいしながら、思おもい詰つめた表ひよう情じようをしている。

　それは、自分たちを陥おとしいれた火付けの真しん犯はん人にんと会うためだった───。




ＧＭ：では、最初の方はマスターシーンとします。ユーノスはタイミングを見計らって、判定なしで自由に登場して構いません。他のＰＣは、その後に登場です。

ユーノス：了りよう解かいです。で、どんなシーンですか？

ＧＭ：場所は、人気のない神社───じゃなくて、神殿の境内ですね。おミツが、キョロキョロと周囲を警戒して、ひとりでやってきています。

リン：まったく、無む防ぼう備びなんだから（笑）。

ＧＭ：まっ、それだけ人がいいってことです。で、そんなおミツの周囲を、ゴロツキが取り囲み、バカ旦那が登場します。

オトハ：来た、バカ旦那じゃ！

リン：どうします、ユーノス？

ユーノス：もう少し見守りましょう。きっと、向こうからボロを出すはず。

リン：なるほど。

ＧＭ：するとバカ旦那が「よく来たねえ、おミッちゃん」とニヤニヤしながら言います。

オトハ：まだか？

ユーノス：はは、まだまだ。

ＧＭ：おミツが「火事の真相を知っているというのは、本当なんですか！」と問とい詰つめると「ああ、もちろんだよ。あちきは何でも知っているんだ」と。

チンエン：まあ、こいつ犯人だからな（笑）。

ＧＭ：「おミッちゃん、この腕うでの火傷やけどに見覚えあるかい？」と腕まくりすると、そこには例の火傷の痕あとが。「ああっ!?　それじゃあなたが下げ手しゆ人にんだったのね！」と、驚おどろくおミツ。




　その腕の、蛇のような火傷痕を見せつけて、真相を話すバカ旦那。

「ふふ、そうとも。火をつけたとき、しくじってしまってねえ。オオノキ様が揉もみ消けしてくれたおかげで、こんな火傷があってもお目こぼししてもらったって寸法さ」

「なんてこと！　みんなグルだったのね」

「まあ、そういう絡から繰くりさあ。だからおミッちゃん、残念だけど消えてもらうよ！」

　その言葉を合図に、ゴロツキたちがおミツに迫ってくる。




ユーノス：今こそ出番！　そこまでです！　───と、ボクのエコーのかかった声が響ひびく！

一同：……エコー？

リン：までです！　までですですです……（笑）。

ユーノス：エコーの効こう果かありがとう！　そして、リュートが悲しくバラードを奏かなでる！

リン：ぼろろ～ん、ぼろろ～ん♪

ユーノス：ボクは月を背せ負おい屋根の上に登場！　……ああ、なんと醜みにくい悪あく党とうたちだろう。

ＧＭ：「何者だ!?　……って、お前はおミッちゃんの店みせの天てん狗ぐ！」

ユーノス：天狗ではない！　ボクはそう───正せい義ぎの天使だ！

一同：正義の天使!?

ユーノス：そして、いっそう盛もり上あがるＢＧＭ！　さあ、皆みなさん登場してください！

オトハ：おっ、ここで登場か。

ユーノス：お願いします。ボクだけでは、実じつ際さいに戦せん闘とうに不安が残ります。

リン：自分で言うか（笑）。

オトハ：なら、ユーノスのＢＧＭに乗って登場したいのじゃ！

ＧＭ：わかりました。それでは、ここから皆さん登場ということで（笑）。

オトハ：待て待て待て～い！　ばばーん♪

ＧＭ：「はっ、お前は！　あのときの暴ぼう力りよく娘むすめ！」

オトハ：ちょっ、暴力娘とは何事か！

ＧＭ：「ふん！　町中で刀を振ふり回まわすんだから、暴力娘でしょ。ええい、みんなやっておしまい！」バカ旦那の命令で、ゴロツキが襲おそいかかってきます。ちなみに、モブです（笑）。

リン：姫様、ゴロツキたちはモブみたいですし……片かたづけちゃってください（笑）。

オトハ：うむ、《トルネードブラスト》じゃ！　ふっふっふ、雑魚相手には思う存分いい気になれる技じゃのう。使用回数もたっぷりあるし、実に便利じゃ！

ＧＭ：おお、それならあっという間に片づきますよ。




　オトハに躍おどりかかるゴロツキたち。

　だが、オトハが柄つかに手をかけて抜ばつ刀とうしたその刹せつ那な───。

　ゴロツキたちは意い識しきを失い、バタバタと倒たおれていくのであった。




オトハ：……フッ、例によって峰みね打うちじゃ。安心いたせ。

ＧＭ：「ち、ちくしょう！　これ以上近ちか寄よったらおミツが傷きずつくよ！」と、バカ旦那はおミツを人ひと質じちにジリジリ下がります。

オトハ：むっ、卑ひ怯きような！

チンエン：じゃ、バカ旦那の背はい後ごに登場し、その腕をねじり上げるぞ？

ＧＭ：またですか？　腕、ねじられてばっかりだ。まあ、どうぞ。エキストラですから。

チンエン：その汚きたない手を、おミツから離はなすんだな。ぎりぎりぎり～。

ＧＭ：「痛っ！　あいたたたたたたたっ！　放すから、放すから！　やめて～！」

ユーノス：おミッちゃん、もう大だい丈じよう夫ぶですよ。

ＧＭ：「うう……」おミツは、まだ動どう揺ようしているみたいですね。

オトハ：さあ、悪いヤツはもうやっつけた。安心するのじゃ。

ＧＭ：「……ねえ、こんなひどい話ってある？」おミツの目には、いっぱいの涙なみだが。

オトハ：おミツ……。

ＧＭ：「正直者のおとっつぁんが火事のために駆かけずり回まわって身体からだを壊こわしているのに、火をつけた下手人が裁さばかれることなくのうのうとしているなんて！」

オトハ：…………。

ＧＭ：「お城しろのタイクーン様が代だい替がわりしたって、ちっとも世の中なんかよくなりゃしないじゃない！　弱い者は、いつも泣なき寝ね入いりで、悪者ばっかりがいい目を見てっ！」

リン：おミツさん、それ以上は……。

オトハ：いいんじゃ、リン。おミツの言うとおりじゃ。わたしは、おミツの手を取るぞ。

ＧＭ：「オトハさん……」

オトハ：おミツ、もう嘆なげくでない。世の中に、悪の栄えたためしはない。エチゴ屋と奉行は、きっと成敗されるときがくる。
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ＧＭ：「オトハさん、一体あなたは？」

オトハ：フッ、通りすがりの……食くいしん坊ぼうじゃ！

ユーノス：食いしん坊ですか（笑）。

リン：姫様の正体は、あくまでも秘ひ密みつですから（笑）。




　ダイワ群島国の世は乱みだれ、悪者ばかりがのさばって、弱い者は泣き暮くれる。

　お城にいるだけでは、みんなの泣く声は聞こえてこない。

　しかし今、オトハはその声を聞いた。悪に踏ふみにじられた、弱者の慟どう哭こくを。




　今こそ、世直しの剣振ふるわれるとき。

　───おんみつ姫がやらねば誰がやる！




オトハ：おい、バカ旦那。お前の親父おやじと奉行は今どこにいる！

ＧＭ：「い、今は、ウチの屋や敷しきであちきの報ほう告こくを待っているよ……」

オトハ：うむ。みんな、エチゴ屋の屋敷に乗のり込こむぞ！

一同：おおっ！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆うなれ、世直し必ひつ殺さつ剣けん




　夜、エチゴ屋の屋や敷しき───。

　奉ぶ行ぎようとエチゴ屋が、酒を酌くみ交かわしながら吉きつ報ぽうを待っていた。

　正直屋親子が片かたづけば悪事の証しよう拠こはすべて消え、我わが世の春を謳おう歌かできるのである。




ＧＭ：それでは、エチゴ屋の屋敷です。

オトハ：ダダン♪　ダダダン♪（ＢＧＭ）

ＧＭ：普ふ請しん奉行とエチゴ屋が酒を酌み交わし「あっはっはっはっ！」と高笑いをしています。「さて、そろそろウチの息子むすこが始末をつけてくれる算さん段だんですな」「エチゴ屋、これでワシもおぬしも枕まくらを高くして眠ねむれるというものよ」と。

オトハ：高い枕で、寝ね違ちがえてしまえ！

リン：なんというセリフ（笑）。

ＧＭ：「しかし、息子の帰りが遅おそいですなあ。まさか……」とか言っているんですよ。さあ、ご自由に登場をどうぞ。

オトハ：よし、登場じゃ！

リン＆チンエン＆ユーノス：同じく！

オトハ：そなたたちの悪あく行ぎよう、しかと見み届とどけたぞ！

ユーノス：見届けたぞー……たぞーたぞー（笑）。

オトハ：エコー効こう果か、ご苦労（笑）。

ＧＭ：「むっ、何やつだっ！」パーンと襖ふすまを開ける、奉行とエチゴ屋。

オトハ：そこに、悪事の数々を記した斬ざん奸かん状じようが投なげ込こまれるのじゃ！

ＧＭ：「はっ、これは……ええい、〝斬〟だとぉっ!?」と、しっかり中身をあらため、そこに書かれている文字に驚愕します。

オトハ：うむ、よい悪役じゃ（笑）。

チンエン：そこで、簀す巻まきにしたバカ旦だん那なを突つき出してやる。腕うでを極きめてな。

リン：また極めるの？（笑）

ＧＭ：「いたたたた、いたたたた！」こればっかりだな、バカ旦那（笑）。

オトハ：お前たちの悪行、そのバカ旦那がすべて吐はいたぞ！

チンエン：こいつの腕の火傷やけど痕あとが、何よりの証拠！

ユーノス：あなたたちの悪事も、これまでです。ででん、ででで～ん♪（ＢＧＭ）

ＧＭ：「むっ、おぬしたちは牢ろう屋やに放ほうり込こんだ暴あばれん坊ぼう娘むすめとその仲間ではないか」と、オトハとその顔ぶれに、奉行が気づきます。

オトハ：暴れん坊娘ではない！

ユーノス：あれは正せい当とう防ぼう衛えいというか、不ふ可か抗こう力りよくですよ？

オトハ：そうそう。

リン：誰だれに言い訳わけしているんですか（笑）。

オトハ：んと、読者じゃ！




　というわけで、オトハが暴あばれたのは正当防衛なんです。

　読者の皆みなさまもわかってあげてください。




ＧＭ：「ともかく、おぬしらは何者だ！」

ユーノス：おお、ここで名乗るのですよ、オトハさん！

オトハ：ナイスアイデアじゃ！　わたしは、人呼よんで〝おんみつ姫ひめ〟っ!!

リン：───と、烈れつ風ぷう！　世直し隊！

ユーノス：ここでビシッとポーズ！　本当は、爆ばく発はつもほしいところ（笑）。

チンエン：さすがに、それはご近所迷めい惑わくだろう。

ＧＭ：「……おんみつ姫だと？　ふざけた名を名乗りおって！　息子を放はなさないか！」

チンエン：放す？　放すというのは、こうすればいいのか？　こきゅっ。

ユーノス：腕を外した!?

ＧＭ：「ぎゃあああああっ！」のたうち回るバカ旦那。

リン：ああ、ミドルから極められまくったバカ旦那の腕が、ついに（笑）。

ＧＭ：「ああっ！　息子の腕が!?」

チンエン：ほら、外したぞ。あっ、放すんだったか（笑）。

ＧＭ：「おのれ、脱だつ臼きゆう癖ぐせは一度ついたら大変だというのにっ！」

チンエン：心配するとこはそこか（笑）。だが、貴き様さまらは脱臼ではなく、悪事が癖くせになっているようだな。

ＧＭ：そこで、奉行が出てくるのです。「まあ、落ち着けエチゴ屋」

オトハ：きたな、不ふ審しんな奉行！

ＧＭ：普請奉行です（笑）。「どこの馬の骨ほねとも知れぬ輩やからが騒さわいだところで、ワシらの地位は盤ばん石じやくよ。何と言っても、ワシは普請奉行じゃからな。あっはっはっはっ！」

チンエン：地位に守られているからと、大きく出たな。

ユーノス：たしかに、今まで大きな悪事を揉もみ消けしてますからね。

ＧＭ：エチゴ屋も「そうでしたな。息子の腕を外した乱らん暴ぼう者ものの訴うつたえなど、お上は取り上げもしないでしょう。逆ぎやくに、訴え出たところで、牢ろうに入るのはそちらの方」

チンエン：くそ、こいつら……。

リン：もはや、許ゆるしておけませんね……。

オトハ：えーい、だまれ───い!!　お前たちに裁きを言い渡すっ！

ＧＭ：びくっ！　オトハの気き迫はくがこもった一いつ喝かつに、ふたりとも高笑いを止めます。




　悪を許ゆるさぬ、おんみつ姫───。

　その瞳ひとみに正せい義ぎの炎ほのおが燃もえるとき、正義の紋もん章しようが現われる！




オトハ：ここで印いん籠ろうを突つき出だすぞ。貴様ら、この紋もん所どころが目に入らぬか！

リン：ばばーん♪

ユーノス：印籠きた──────!!

チンエン：なんという月曜夜八時四五分！（一同笑）

ＧＭ：「なにい、その印籠がどうしたと……はっ!?　その紋章は、もしや───!?」

リン：じゃ、あたしも横に立って言います。皆みなの者、頭ずが高い、控ひかえおろー。

ＧＭ：ざわざわざわ（笑）。

リン：このお方をどなたと心得る？　畏おそれ多おおくも現タイクーン、アオイ・カゲユキ様の妹君、アオイ・オトハ様であるぞー！　頭が高い、控えおろー！

ＧＭ：「は、はは～！」ひれ伏ふす奉行、そしてエチゴ屋。あと、バカ旦那。

ユーノス：なんと、オトハさんはタイクーンの妹だったのかー（←棒ぼう読よみ）。

チンエン：まあ、オレはこっそり知っているが。

ユーノス：ボクは初耳です。プレイヤーは知ってますが（笑）。

リン：半年前の放火を利用して私し腹ふくを肥こやし、あまつさえ罪つみのない正直屋とその娘に罪をなすりつけ、あろうことか亡なき者ものにしようとした罪、断だんじて許し難がたし───！

オトハ：さぁ、神妙に縛につくのじゃ！

ＧＭ：「は、ははーっ！」

オトハ：ふふん、言ってやった言ってやった♪

リン：姫様、浮うかれているのもいいんですが……そろそろくると思いますよ？（笑）

オトハ：というと？

ＧＭ：「……いやいや！　よく考えてみれば、このようなところに姫様が来られるはずがない！」開き直るお奉行。

リン：ほらきた！

オトハ：開き直りきた──────!!（一同笑）

ＧＭ：「こやつらは、姫様の名を語る不ふ届とどき者ものじゃ！　者ども、出会え出会えい！」と、奉行が言うと控えていた脇わき侍じたちが、ずらずらと出てきます。

チンエン：まあ、これがないとな。

ＧＭ：そして、エチゴ屋も「先生、先生ー！」と呼ぶと、例の先生が「どぉれ」と。

チンエン：なんという様式美（笑）。

ＧＭ：ともかく、ずらずらずら～っとまずモブが並ならび、その前に先生、その後方にエチゴ屋と奉行、そしてまるっこくてラッパを持ったゴーレムがいます。

チンエン：その面めん妖ような機械は何だ？

ＧＭ：するとエチゴ屋が言う。「ふっふっふっ、これは西方渡と来らいのエッグゴーレム！」

リン：そんなものを輸ゆ入にゆうしていたんですか（笑）。

ＧＭ：「この音ね色いろがたまらぬでな。さあ、死にゆく姫様の偽にせ物ものに、レクイエムを奏かなでてあげなさい」と、エチゴ屋が言うと、ぷあ～んと悲しげなラッパが響ひびきます（笑）。

チンエン：レクイエムってなんだよ！

ユーノス：時代劇舐なめんな（笑）。

ＧＭ：あなたたちがそれ言いますか！（一同笑）




▼第１ラウンド

ＧＭ：では、戦せん闘とうの配置を説明しましょう。まず、ＰＣたちはひとつのエンゲージとします。で、一〇メートル手前にモブが三グループのエンゲージ。さらに一五メートル先に用よう心じん棒ぼうの先生とモブの脇わき侍じが３グループ。二〇メートル先にエチゴ屋と奉行、エッグゴーレムのエンゲージがあります。

オトハ：エチゴ屋も戦闘に参加するのか？

ＧＭ：ええ、そうですよ。一いち応おうデータがありますので。

チンエン：ずいぶんアグレッシブなエチゴ屋だな（笑）。

ＧＭ：では、皆みなさん【行こう動どう値ち】を申しん告こくしてください。

一同：はーい。




・行動値
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ユーノス：エチゴ屋速いな！（笑）

ＧＭ：つーか、そっちだって《高こう機き動どう部ぶ隊たい》のおかげで全員速いじゃないですか。では、第１ラウンドのセットアップいきます。まずはユーノスから。

ユーノス：もちろん、ここで《クイックソング》＋《エチュード》ですよ。魔ま法ほうダメージが＋23されます。……しかし、このギルドだと効果があるのはチンエンだけですが（笑）。

チンエン：魔法を使うのは、オレしかいないからな。しかし、これで魔法のダメージが24＋８Ｄという強力なものになった！

リン：で、ここで《陣じん形けい》です、姫様！

オトハ：よし！　皆の者、突とつ撃げきじゃ！




　この陣形で、オトハとリンが前進して一〇メートル先のモブにエンゲージ、チンエンとユーノスはそれぞれ範はん囲い攻こう撃げきを受けないようエンゲージを切って後方に移い動どうした。




オトハ：移動終しゆう了りようじゃ。

ＧＭ：では、エチゴ屋のセットアップですが……うん、まだしない。

オトハ：まだ？

ユーノス：何かを持ってそうですよ？

オトハ：うん、要よう警けい戒かいじゃ！

ＧＭ：では、次ー。

リン：セットアップします。《セイクリッドソング》を宣せん言げん。（ダイスを振ふる）判はん定ていは成功、ららら～♪　と祝詞のりとを上げます。カンナギのスキルのコストがマイナス２されます。

ユーノス：むっ、リンさんは歌うキャラか！　ライバル出しゆつ現げん！

チンエン：といっても、祝詞だろ？

リン：そうそう、祓はらいたまえ～清めたまえ～♪

ＧＭ：そんな祝詞が響ひびく中、次のセットアップ。

チンエン：《ファストイート》で魔法の肉団子を食い、魔術判定の達成値＋２だ。

オトハ：わたしはなしじゃ。

ＧＭ：すると、エッグゴーレム、脇侍、用心棒の先生までないから……次はお奉行か。

ユーノス：お奉行、何かしてくるんですか？

ＧＭ：ええ、《ランナップ》（＊）を宣せん言げん。五メートル後こう退たいします。

ユーノス：ちょ、逃にげた!?

チンエン：おい、お奉行！（一同笑）

ＧＭ：こう、襖ふすまをぱしぱしっと開け放ちながら奥おくに逃げていきます。

ユーノス：たしかに、時代劇のお奉行はそうやって逃げますよね～（笑）。

チンエン：だからといって、真っ先に、それもスキルを使ってまで逃げるとは（笑）。

ＧＭ：ちなみに、お奉行はこれ以上距きよ離りを取って逃げられません。

チンエン：なるほど、どんづまりに逃げ込んだか。

ＧＭ：それでは、イニシアチブプロセスです。まずは、ユーノスから。

ユーノス：ふむ、ボクは《インタラプト》や《ディスコード》や《エンカレッジ》などのチャンスを狙ねらいつつ、待機の構かまえ。

ＧＭ：では、次はエチゴ屋ですね。まず、ちゃきっと魔ま導どう銃じゆうを取り出し、構かまえる。

チンエン：魔導銃!?

ＧＭ：「ははは、いくら腕の立つおサムライでも、この短たん筒づつにはかなうまい」

オトハ：短筒きた──────!!

チンエン：エチゴ屋、ほんとにベタなやつだな（笑）。

ＧＭ：べ、ベタじゃないっすよ!?　オリジナリティに溢あふれたエチゴ屋ですよ？

チンエン：どこがだよ!?（一同笑）

ＧＭ：……じゃ、じゃあ、エチゴ屋は攻撃しますよ。まずはマイナーアクションで《デスターゲット》（＊）！　華か麗れいなガンプレイをかましながら二に丁ちよう拳けん銃じゆうで撃うちます。

一同：ガンプレイ!?

チンエン：こいつガンスリンガーかよ!?

リン：しかも二丁拳銃。《ガンパード》も取ってるのね（笑）。

チンエン：ちょんまげ和服に二丁拳銃は似に合あわねー（笑）。

ＧＭ：「フフフ、このエチゴ屋キュウベエ。商人になる前はなんでもやってきたんですよ。暗あん黒こく街がいじゃあ、〝ダブルガン・キュウベエ〟として知られた男！」

チンエン：そんなエチゴ屋がいるか───っ!!（一同爆笑）

リン：〝ダブルガン〟キュウベエって……（笑）。

ＧＭ：だから言ったでしょう？　オリジナリティ溢あふれるエチゴ屋であると！

ユーノス：顔もジーン・ハックマンですし。

オトハ：ＧＭが、なんか誇ほこらしげな顔をしている（笑）。

チンエン：……くそう（笑）。あんた、時代劇好きじゃなかったのかよ！

ＧＭ：西せい部ぶ劇げきも香ほん港こんノワールも好きなんですよ、ええ。

リン：もう、やりたい放題（笑）。

ＧＭ：そしてメジャーで《ファニング》。モブにエンゲージしているオトハとリンを攻撃します。エチゴ屋はスタイリッシュに横っ飛びし、タムッ、タムッ、タムッ！　と連れん射しやする。

リン：スタイリッシュアクションまでしてきた！

オトハ：なんか、エチゴ屋がかっこいいのじゃ（笑）。

ＧＭ：てい！　（ダイスを振る）21で命中！

リン：エチゴ屋の弾だん丸がんを避よけられるか？　（ダイスを振る）……ああ、ダメでした。

オトハ：（ダイスを振る）うっ、こっちもくらったのじゃ。ダイス目はよかったのに～。

ＧＭ：では、ダメージいきますよ？

オトハ：リン、《カバーリング》はいるか？

リン：大丈夫、あたし【ＨＰ】多めですから。一発なら耐たえられそうです。

ＧＭ：では、ここでダメージ直前に《ワンコインショット》（＊）を宣言。防ぼう具ぐのわずかな隙すき間まを狙ねらう、まさに金貨を撃うち抜ぬくほど正せい確かくな射しや撃げき術じゆつです。

チンエン：どんだけ高等テクニックを使ってくるんだ、この商人！

ＧＭ：「生き馬の目を抜くダイワの商人なら、このくらいできて当然です」というわけで、【物理防御力】15点無む視しです。さてダメージですが……うわ、２Ｄ振ふって４しか出ない!?

ユーノス：丹藤くんのダイス目の悪さは健けん在ざいですね（笑）。

オトハ：仲間、見っけじゃ♪

ＧＭ：たっ、たまたまですよっ、たまたま!?　というわけで、ダメージは47点です。

リン：では、《プロテクション》を自分にかけます。

一同：おいっ！

ユーノス：姫様姫様言うわりに守ろうとしませんよ、この人（笑）。

リン：ほほほ、姫様は今《レイジ》のために怒いかりを溜ためているのですよ。




《レイジ》

　受けているダメージ分を攻撃に上うわ乗のせするサムライのスキル。

　つまり、ダメージを受ければ受けるだけオトハの《レイジ》は威い力りよくを増ますのだ。




ユーノス：なるほど、そういう判はん断だんなのですね。

オトハ：おかげで素す通どおしの47点もダメージを受けたのじゃ～。

ＧＭ：姫様は、怒りを溜めている（笑）。

リン：そして、あたしの《プロテクション》は24点軽けい減げん♪

ＧＭ：堅っ!?

リン：そして、あたしの行動なんですが、待機します。




　リンの行動の後には、オトハが控えている。彼かの女じよの《トルネードブラスト》によって脇侍たちが一いつ掃そうされたのちに移動しようと、待機を宣言したのだ。




リン：というわけで、任まかせましたよ？

オトハ：任せよ！

チンエン：だが、その前にオレの行動だ。まずはマイナーで《マジックブラスト》で、魔法の対象を範囲に変へん更こう、メジャーで《アースブレット》。用心棒の先生がいるエンゲージを攻撃だ。くらえ、大地の怒りを！　（ダイスを振る）命中は、25！

ＧＭ：くっ、まとめて攻撃されるのか。せめて、一体だけでも回かい避ひしてくれれば。




　そんなＧＭの祈いのりも虚むなしく、全員回避に失敗するのであった。




チンエン：こっちのダメージは８Ｄ＋24で振ふれるぞ。さらに、《マジックフォージ》も宣言して、合計16Ｄ＋24の大おお盤ばん振ぶる舞まいだ！

ＧＭ：16Ｄ!?　あーうー……脇侍はメジャーアクションを放ほう棄きして先生を庇かばいます！

チンエン：（ダイスを振る）……おっ、ちょうど80点。〈地〉属ぞく性せいだ。

オトハ：チンエン、すごいのじゃ！

チンエン：ま、このくらいはな。そいつらは、地面から溢れたパンに埋うめ尽つくされるのだ。

ＧＭ：パンに!?

チンエン：そう、《アースブレット》だけにな。

リン：そりゃブレッドだっつーの！（一同笑）




　Bread─【意味】：食パン。

　Bullet─【意味】：弾丸、石いし礫つぶて。




チンエン：ダジャレもあるが、せっかくチューシだし演えん出しゆつを料理に絡からめてみた（笑）。

ＧＭ：ともかく、先生を庇かばったヤツも含ふくめて、脇侍はそれでやられます。

チンエン：オレの手にかかった者は、皆満たされた表ひよう情じようとなるのだ。

オトハ＆リン：ごちそうさまでした！　ドーン！

ユーノス：次は、オトハさんですね。

オトハ：なら、遠えん慮りよなく《トルネードブラスト》じゃ。

ＧＭ：ちゃきんきゃきんちゃきーん！　白はく刃じんが翻ひるがえり、バタバタと脇侍たちは倒たおれます。

リン：さすがです、姫様。

ＧＭ：で、次はエッグゴーレム。こいつは待機して、先生に行動を回そう。

チンエン：先生は何してくるのか。なんか円えん月げつ殺さつ法ぽうぐらいの芸を期待するぞ。

ＧＭ：先生は、オトハと対たい峙じして、居い合あい抜ぬきの構えを取ります。《スタイル：ムゲン》として、居合いの流りゆう派はを取らせたのです。

リン：どういう効果が？

ＧＭ：はい、《アウトストリップ》（＊）を宣言する際さいに、もう一回マイナーアクションでスキルが使えます。ただし、《スタイル：ムゲン》はシーンにＳＬ回しか使用できません。

リン：姫様、やっぱりそいつ結けつ構こう強いスキルを使ってきますよ！

オトハ：だが、恐おそれていては世直しはできぬ！　さあ、来い！

ＧＭ：というわけで、《アウトストリップ》＋《ナーヴブレイク》（＊）を宣言し、オトハに対して抜きざまに斬きりつけます。

オトハ：つまり、当たったら次から避よけにくくなる？

ＧＭ：そのとおり。メジャーは《バッシュ》。いきます！　……命中は21、また低い!?

リン：３Ｄ振って７とか（笑）。

オトハ：でも、こっちの回避は１Ｄ減へっているのじゃな？　……うーん。あっ、ここで《スタイル：シンエイ》を使えば！

リン：そうです姫様、そうすると回避の代わりに命中判定で判定できますから、１Ｄ減らされていても、２Ｄで判定できます。

オトハ：でも、２Ｄで10以上を出さねばならぬ。うん、ここはフェイトを２点使って４Ｄで振ろう。これなら期き待たい値ちで避けられるのじゃ。

リン：ダイス目が悪いがために、そんなことばかり覚えてしまって（笑）。

オトハ：い、いいのじゃ！　いくぞ？　……ダイス目11、あぶな！

ＧＭ：くーっ、惜おしい！　では、用心棒の先生の刃やいばがオトハを斬きりつけたと思われた瞬しゆん間かん、その攻撃を弾はじきつつ斬り返すという返かえし技わざが炸さく裂れつする！

オトハ：ダメージは……33点じゃ！

ＧＭ：それくらいなら、まだ平気。だが、居合いを破やぶられたのがちょっとショック。

リン：「なに？　この俺おれよりも速く抜ぬくだと!?」ってやつですね。

ＧＭ：ええ、こう胸むねにすーっと傷きず痕あとが浮うかび上がり。

オトハ：フッ、おぬしできるな？（にやり）

ＧＭ：まっ、お互たがいに出目低かったんですけど！（笑）

オトハ：言うなー！（一同笑）

ＧＭ：そして、ふたりの攻こう防ぼうが終わったところで、次がお奉行ですが。

チンエン：おお、何をしてくる？

ＧＭ：行動放棄です。

チンエン：おい奉行！　お前はエチゴ屋に任まかせっきりか！（笑）

ＧＭ：「はっはっはっ、エチゴ屋は頼たよりになる男でな」（一同笑）

ユーノス：そりゃ、二丁拳銃でスタイリッシュアクションしますからねー。

ＧＭ：で、残るは待機組。まずは、エッグゴーレムから。

リン：待機しているキャラクターは、行動値の低い順に攻撃ですからね。

ＧＭ：エッグゴーレムは《ジョイフルジョイフル》をエチゴ屋に。

チンエン：悲しみの挽ばん歌かとともに、エチゴ屋が動くのか（笑）。

ＧＭ：そうです。というわけで呪じゆ歌か判定をば……ぶっ───!?




　コロコロと転がったふたつのダイスが示しめした目は───１と１。

　この世は、無む情じようの掟おきてが支し配はいしているようで。




オトハ：ファンブルじゃー!!（一同爆笑）

ＧＭ：馬ば鹿かな、これは何かの間ま違ちがいだ!?

オトハ：わー♪　ＧＭのファンブルじゃー！

リン：嬉うれしそうですね、姫様（笑）。

オトハ：だって、わたしより先にファンブルが出たんだもん♪

リン：ＧＭの出目の悪さが、過か去このトラウマを癒いやしたようです。

ＧＭ：くっそー、というわけでエッグゴーレムは不発。

ユーノス：エチゴ屋は安物を仕入れたに違ちがいない（笑）。

リン：で、あたしは《セイクリッドダンス》。（ダイスを振る）判定成功。神に踊おどりを捧ささげ、このあと、すべての判定にダイスが＋１個こされます。ただし、解除するまで毎ラウンドごとに【ＭＰ】５点ずつ消費します。踊おどって踊って、トランス状じよう態たいに。

チンエン：このギルド、歌う天てん狗ぐと踊おどるネコ耳巫女みこがいる（笑）。

ユーノス：ですから、ボクは天狗じゃないです。

ＧＭ：まあ、ともかくユーノスの行動です。

ユーノス：では、オトハさんに《ジョイフルジョイフル》を。……こっちは判定成功。

オトハ：なら、目の前にいる用心棒の先生を攻撃じゃ！　《スマッシュ》＋《バッシュ》！　命中は（ダイスを振る）……21じゃ！

ＧＭ：……こっちの回避は17、避けられません。

オトハ：ふふん、ならダメージは19＋11Ｄじゃ。

ＧＭ：それは痛いたい！

オトハ：いくぞ？　ダイス目は39、合計58点じゃ。

ＧＭ：結構なダメージですが……まだ平気ですよ。

チンエン：なかなかやるな。

ＧＭ：そんなわけで、クリンナップです。

リン：《セイクリッドダンス》の【ＭＰ】５点消費です。

ＧＭ：で、ラウンド終了ですね。




▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では第２ラウンド、セットアップどうぞ。

リン：姫様、ギルドスキル《限げん界かい突とつ破ぱ》のタイミングでございますよ。

オトハ：よし、《限界突破》じゃ！




《限界突破》

　ラウンド中、あらゆる判定とダメージに＋ＧＬ（ギルドレベル）するギルドスキル。

　現げん在ざい、烈風！　世直し隊のＧＬは５。つまり判定とダメージに＋５される。




リン：そして、姫様のセットアップで印籠を使うのですよ。

オトハ：よし、ぴかーっ。

ＧＭ：さらに印籠の効果であるダメージ２Ｄ追加も上乗せですね。うお～、まずい。

オトハ：うーん、なんか印籠の効果を使うときの決めゼリフがほしいのう。

リン：決めゼリフですか？　「控えおろ～」とか「この紋所が目に入らぬか」はやっちゃいましたしねえ。

ＧＭ：おっ、じゃあ「ひとつ、人の世の生き血を啜すすり～」みたいなのは？

オトハ：おお、それじゃ。さっそくやってみよう！　ええと、ええと～……。




「ひとつ！　人より出目が悪い───」




リン：ギャグにしてどーすんですか!!（一同爆笑）

ＧＭ：エチゴ屋ぽかーん（笑）。

オトハ：だ、だって、出目悪いの本当だもん！

チンエン：知ってるよ……（笑）。

ユーノス：決まらない決めゼリフ……斬ざん新しんだ！（笑）

ＧＭ：斬新であればいいんですかね、この場合（笑）。

リン：姫様、次です次！　ふたつ目で決めるんですよっ。

オトハ：お、おお、そうじゃな！

ユーノス：じゃ、こういうのはどうでしょう？




「ふたつ！　振っても振ってもよくならない」

「三つ！　見かねて振ふり直し───」

「出るまで振ろう、クリティカルっ!!」




リン：より駄だ目めになってるじゃないですか！（一同爆笑）

チンエン：決めゼリフというより、おんみつ姫心の俳はい句くだな、これ（笑）。

リン：まあ、姫様の気持ちは伝わってきますけど、痛いたいほど。

オトハ：うう～、悪をクリティカルで倒たおしたいという、わたしの心意気じゃ！

ＧＭ：すると、一味の皆さんはオトハを哀あわれんだ目で見て……。

オトハ：そんな目で見るなーっ！（笑）

ＧＭ：んなこと言われても、そんなへっぽこゼリフ聞いてどうすればいいのか！

オトハ：ええい、ともかく、この場で裁きを申し渡す！　〝斬〟！

チンエン：ヤケクソだな（笑）。

リン：とはいえ、セリフはへっぽこでもデータ的な効果は抜ばつ群ぐん！（一同笑）

オトハ：そうじゃ！　ダメージも２Ｄ増ふえたし、後はクリティカルを出すだけじゃ！

ＧＭ：なんか前向きだ（笑）。ともかく、他にセットアップはなし。

ユーノス：ならば、待機！

ＧＭ：では、エチゴ屋。二丁拳銃でオトハとリンをバンバン撃うちます。今度は、マイナーアクションで《クイックドロウ》（＊）！　……命中は31！

オトハ：それはクリティカルしないと無理じゃ！

リン：こっちもそうです。……やはり、クリティカルしない、回かい避ひ失敗。

オトハ：───あっ、くうっ、惜おしい!?

ＧＭ：危あぶない危ない、６と４とか出ている（笑）。

オトハ：もう少しだったのに～！

ＧＭ：ダメージの前に《ワンコインショット》。確かく実じつに15点減へらしておきます。

オトハ：リン、《カバーリング》は必要？

リン：姫様、ご安心を。あたしの【ＨＰ】にはまだ余よ裕ゆうがございます。

ＧＭ：では、ダメージいきますよ？　……てい！　41点です。《デスターゲット》がない分、さっきより若じやつ干かん低い。

オトハ：わたしの【ＨＰ】は25点しか残ってないぞ。

リン：【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】無視で抜ぬけてくるから、それは姫様に《プロテクション》をします。フェイトも２点使って……24点軽減。

オトハ：なら、残り【ＨＰ】８点じゃ！　わりと危ないのう（笑）。

リン：そして、あたしは41点を《ソウルバスター》（＊）！

ＧＭ：うおおー、そうだった！　このネコ耳巫女みこはモンクだった!!

リン：飛んできた弾丸を強引にえぐり出し、ごわぁぁって吠えながら指で弾き飛ばしてエチゴ屋に命中させます。

チンエン：すげえ！　セーリアにもそんな達人は滅めつ多たにいないぞ（笑）。

ＧＭ：「ぐっ、まさか弾丸をえぐり出すとは……！」驚きよう愕がくのエチゴ屋。

リン：血をだくだく流しながら、ニッコリ微笑みます。次は、急所を狙うことですね♪

ＧＭ：うわ、怖ぇ。で、次はリンです。

リン：はい、いきまーす。マイナーで《コールゴッド：タケフツ》。これで、バッドステータス重じゆう圧あつを与あたえます。

ＧＭ：では、リンの背はい後ごに武ぶ神しんの威い光こうが顕あらわれる！

リン：で、メジャーは《ペネトレイトブロウ》で【物理防御力】無視の攻撃を、先生にかまします。鳩尾みぞおちに貫ぬき手てを叩たたき込こむのです。

ユーノス：おとなしそうなネコ耳に見えて、ガチな格かく闘とう系けい（笑）。

リン：（ダイスを振る）命中は24、クラッチクロウの効果で回避にはマイナス１Ｄです。

ＧＭ：な、なにこの巫女強い!?　それはもう避けられないです……。

リン：ダメージは、36点素通し。ついでに重圧！

ＧＭ：「ぐふうっ!?」リンの貫手が、鳩尾にめり込む!!

リン：ほほほ。ここは古流では水すい月げつという急所よ。神経が交わるところだから、狙ねらわれると横おう隔かく膜まくが痙けい攣れんして、呼吸困難と激痛で苦しみのたうち回るわ♪

チンエン：なんかすさまじい描びよう写しやだ……（笑）。

ユーノス：先生、まだ立ってるんですか？

ＧＭ：ええ、【ＨＰ】いっぱいありますから。で、次はチンエンです。

チンエン：よし、ここは《マジックブラスト》と《アースブレット》で、エチゴ屋とエッグゴーレムを攻撃しよう。射しや程ていもギリギリ二〇メートル内だ。

ＧＭ：では、お奉行が《インタラプト》でそれを消しましょう。

チンエン：お奉行、そんなもんを持っていたのか（笑）。

ＧＭ：チンエンの魔法を、ぱーん！　と畳たたみを返して防ふせぐのです。

ユーノス：ならば、その《インタラプト》はボクの《インタラプト》で潰つぶしましょう。返した畳は、ボクの羽ばたきによって吹ふっ飛とぶのです。

チンエン：おおっ、見直したぞユーノス。

ユーノス：……それは、今まで見くびっていたということですね？

チンエン：ああ、そのとおりだ（笑）。

ＧＭ：相変わらず仲が悪い（笑）。それはそれとして、チンエンは魔ま術じゆつ判定をどうぞ。

チンエン：（ダイスを振る）……《限界突破》込こみで、27で命中！

ＧＭ：（ダイスを振る）駄目です、エチゴ屋、エッグゴーレムとも回避できません。

チンエン：では、ダメージいくぞ？

ＧＭ：くっ、どうせ死ぬのでエッグゴーレムはエチゴ屋を守ります！

チンエン：エッグゴーレムさようなら。泣かせるヤツじゃあないか。ダメージは、58点だ。

ＧＭ：では、エチゴ屋を守ってエッグゴーレムはぱりんと砕くだけます。「アリガト、エチゴ屋サン。ボク、短イ間ダッタケド、楽シカッタヨ……」

ユーノス：そんなドラマはいらないでしょう！（一同笑）

リン：今まで、そんな素そ振ぶり一度もなかったのに。

ＧＭ：「……よくも、息子より可愛かわいいエッグちゃんを！」

リン：ええっ、息子より可愛いの～!?

ＧＭ：「おのれ、許さぬ！」と、エチゴ屋はチンエンにふたつの銃口を向けます。というわけで、チンエンの行動が終了。次はオトハです。

オトハ：んだば、目の前の先生を攻撃！　……命中は、20！

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、避けられない！

オトハ：ダメージは……40点ちょっきり！

ＧＭ：そのくらいなら、まだ何とかですよ。そして、次は先生の反はん撃げき！　ええい、マイナーで重圧を解除して、《バッシュ》で攻撃！　……命中は、29。

オトハ：その達成値は、ちょっと避けられそうにないのじゃ。

リン：なら、いっそ《ストライクバック》という手もございますよ。

オトハ：よし、それじゃ！　《ストライクバック》!!　ダイス目低いと怖こわいから、フェイトも２点使って……（ダイスを振る）よし、30！　どうにか上回ったのじゃ！

ＧＭ：両者の刃やいばが交こう錯さくするのですね。それでは、お互たがいダメージです。

オトハ：えいっ！　……47点！

ＧＭ：（ダイスを振る）お、まあまあか。こっちは38点！

リン：すかさず《プロテクション》で、21点軽減です。

ＧＭ：すると、17点にまで下がる。くっ！

オトハ：なら、４点しか受けないのじゃ。リン、ありがとう！

ＧＭ：そして奉行ですが……やっぱり行動放ほう棄き。

チンエン：おい、奉行！（一同笑）

ユーノス：何のためにいるんだ、こいつは……。

ＧＭ：黒くろ幕まくの奉行とはこういうものです。さ、残るは待機したユーノス。

ユーノス：オトハさんに《ジョイフルジョイフル》～……発動は無意味にクリティカル～♪

オトハ：でも、クリティカルはなんだか縁起がよいのじゃ～。

リン：姫様、目の前の先生は《レイジ》を残しています。行動を回してはいけません。

オトハ：おお、そうじゃ！　ここは全力でいかねば、《レイジ》を乗せて攻撃じゃ！

ＧＭ：くっ、来たか！

オトハ：こっちの残り【ＨＰ】は４点。ここで決めねば───わたしがやられる!?

ＧＭ：そのとおり！　いざ、勝負！

オトハ：いくぞ！　……命中は、30！　よし、高めじゃ！

ＧＭ：……ぐっ、28！　届とどかず！

オトハ：やった！

ユーノス：よし、ここで《ディスコード》ですよ！　フェイトも２点ほど注つぎ込こみます。

ＧＭ：げっ……！




《レイジ》による上乗せ、さらにユーノスの《ディスコード》で10Ｄが追加され───。

　実に、85＋23Ｄというとんでもないダメージとなったのである。




オトハ：ダメージは……[image: ]点！　どうじゃ！

ＧＭ：それは耐えられません！　お互い、ちゃきーんと交差して……先生が振ふり返り、ゆっくりと倒たおれていくって感じですね。「み、見事……」

オトハ：……フッ、悪に手を貸かしたことを悔くいるがよい。

ＧＭ：さて、これでラウンド終了かな？

ユーノス：いや、ここは《エンカレッジ》をオトハさんに使います。

オトハ：おおっ！

ユーノス：さっ、そのままエチゴ屋にエンゲージするのです。ぽろろ～ん♪

オトハ：というわけで、マイナーでエチゴ屋にエンゲージじゃ！

ＧＭ：「くっ、懐ふところに入ってくるとは！」

オトハ：そして《バッシュ》───ぎゃ～、目が悪～い!!

ユーノス：３Ｄ振って、１、１、２（笑）。

オトハ：ひとつ！　人より出目が悪い！（一同笑）

リン：あんなこと言うから───!!（笑）。

オトハ：ふ、振り直し振り直しッ！　フェイトで振り直しじゃ！

ＧＭ：ふたつ、振っても振ってもよくならない───。

オトハ：うるさーい！

ＧＭ：あなたのセリフでしょう!!（一同爆笑）

オトハ：そ、そうであった……（笑）。ともかく振り直し！　……今度は達成値25。

ＧＭ：（ダイスを振る）えー、エチゴ屋の回避は16でした。命中です。

オトハ：よし、《ボルテクスアタック》で８Ｄ上乗せじゃ。だから17＋21Ｄのダメージ。

ＧＭ：エチゴ屋、耐たえられるかな……。

オトハ：88点！

ＧＭ：ぐはっ！　……でも、まだそのくらいでは倒たおれない！　で、ラウンド終了！




▼第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第３ラウンドのセットアップです。

リン：姫様、《陣じん形けい》の使用回数がまだ残っています。ここは、使っておきましょう。

オトハ：よし、《陣形》承しよう認にんじゃ。

ユーノス：ボクは、五メートルほど前に移動しておきます。

チンエン：オレもそうしよう。これで、お奉行も魔法の射しや程てい内ないだ。

リン：あたしは、エチゴ屋にエンゲージです。

オトハ：わたしは、移動なしじゃ！

ＧＭ：で、あらためてセットアップですね。

ユーノス：……よし、オトハさんに《ファイトソング》を使って、《レイジ》を復ふつ活かつさせましょう。さあ、ふたたび正義の怒いかりを燃もやすのです。

オトハ：おおっ、燃えてきた～！

チンエン：こっちのセットアップは以上だ。

ＧＭ：では、こっちは奉行が《ランナップ》でオトハたちにエンゲージ。

チンエン：なんだいきなり!?（一同笑）

ＧＭ：もう追おい詰つめられましたからね。奉行は、槍やりを取って突つっ込こんできます「おのれ、かくなるうえは！」

チンエン：いまさら遅いわ！

リン：腹はらをくくるのに、３ラウンドもかかるとは（笑）。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。エチゴ屋から。まず、近づいてきたオトハとリンに、《デスターゲット》と《ファニング》で乱らん射しやしますよ。命中は24です。

リン：えい（ダイスを振る）。あ、惜おしい。駄だ目めです。

オトハ：こっちは全然駄目～、５だったー。

ＧＭ：ならば、《ワンコインショット》を宣言し、防御力マイナス15のダメージが49点。

チンエン：オトハに《ガーディアン》だ！　弾だん丸がんに団だん子ごの串くしを突つき刺さし、叩たたき落とす！

ＧＭ：「馬ば鹿かな!?　弾丸を串で止めるだと……」

オトハ：やるではないか、チンエン！

チンエン：フッ、これがセーリアの流りゆう儀ぎだ（笑）。

リン：あたしはフェイトを注ぎ込んで《プロテクション》を自分に。（ダイスを振る）……20点軽減。うわっ、危ない危ない。残り【ＨＰ】１点ですよ。

ＧＭ：くっ！　なんということだ。だが、まだこっちには切り札がある！　エチゴ屋は《エンカレッジ》を宣言、ふたたび行動！

オトハ：なんと！

ＧＭ：まるでバレエダンサーのように舞まいながら、エチゴ屋は銃じゆうを乱射する！

ユーノス：一いつ瞬しゆん、画面はスローモーションに。

チンエン：とことんスタイリッシュだな！（一同笑）

ＧＭ：マイナーで《デスターゲット》、メジャーでオトハを狙い《エクシードショット》（＊）！

チンエン：うわっ、それは死ぬ!?

ＧＭ：よし、ダイス目は28！

オトハ：（ダイスを振る）……やはり、回かい避ひは無理なのじゃ！

ＧＭ：そして《ワンコインショット》を宣言。

リン：このままだと確実に戦闘不能……かといって、《蘇そ生せい》で全ぜん快かいしても厳きびしいです！

ユーノス：しかし、選せん択たく肢しはありませんよ！

オトハ：……《蘇生》、使うのじゃ。

ＧＭ：では、これで皆の【ＨＰ】がぎゅーんと回かい復ふく！

リン：そして、あたしは行動放棄して姫様をかばいます！

[image: ]

オトハ：おおっ、リンっ!!

ＧＭ：身を挺ていしてオトハを守りますか。では、いきますよ？　……ダメージは、[image: ]点！

リン：あたしの【ＨＰ】94点ですから……《プロテクション》のダイス目次第ですね。

ＧＭ：見た目以上にタフですね、リン（笑）。

リン：じゃ、フェイトを２点突っ込んで……32点軽減！

ＧＭ：うわ、全然平気じゃないですか!?

リン：姫様～、もう大だい丈じよう夫ぶですよ（にこり）。

オトハ：すまん、リン！

ＧＭ：で、エチゴ屋の魔導銃は全ぜん弾だん撃ち尽つくして弾たま切ぎれに。しかし、二丁拳銃を素す早ばやく両りよう脇わきに挟はさみ、高速リロード！　《テンポラリリペア》で魔導銃の使用不能を解除。

ユーノス：このエチゴ屋、チョウ・ユンファも真まっ青さおだ（笑）。

チンエン：お前、あこぎな商売するよりガンマンで喰っていけよ。きっと人気出るぞ。

リン：顔がジーン・ハックマンだしねぇ（笑）。

ＧＭ：で、チンエンです。

チンエン：エチゴ屋と奉行を魔法で攻撃だ！　命中は24。

ＧＭ：（ダイスを振る）……エチゴ屋、奉行ともに回避失敗！

チンエン：さらに、《マジックフォージ》と《リゼントメント》も使っちゃおう。




《リゼントメント》

　シナリオ中一回、魔術のダメージに【最大ＭＰ】を追加するメイジのスキル。

　チンエンの【最大ＭＰ】は74、つまり魔術のダメージに＋74するのである。




チンエン：（ダイスを振る）んー……〈地〉属ぞく性せい[image: ]点！

ＧＭ：そのダメージに、エチゴ屋は耐たえられません。「くっ、馬鹿な……」

オトハ：エチゴ屋、おぬしは悪あくだった───。

ＧＭ：お奉行も[image: ]点くらって、いきなり瀕ひん死し状じよう態たい。

チンエン：お奉行、なんもせんうちにそれか（笑）。

ＧＭ：じゃあ、なんかします───《ソウルバスター》を！

チンエン：ぶっ!!

ＧＭ：「はっはっはっ！　見たか、これぞ必殺魔法返し！」

チンエン：そんなもん持ってるなら、最初から逃にげ回まわるなよっ!!（一同爆笑）

オトハ：チンエン、何とかならんのか？

チンエン：何とかといっても……おお、そうだ！　《エスピオナージ》があった！




　奉行にぶつけた魔法が跳はね返り、チンエンを呑のみ込こんで爆発する。

　その爆炎が晴れると……粉々になった被かぶり笠がさの残ざん骸がいだけがあった。




チンエン：《エスピオナージ》の効果は、アイテムひとつと引き換えに復活だ。……フッ、この被り笠がなければ即そく死しだった！（一同笑）

リン：被り笠を身代わりに（笑）。

チンエン：ともかく、【ＨＰ】10でこっちは無事。

ＧＭ：あと、お奉行は《インデュア》を使用。転てん倒とうを回復です。

リン：あら、《バッドステータス無効》持ってない？（笑）

ＧＭ：エチゴ屋は持ってたんですけどね～。

チンエン：ボスはエチゴ屋だったのか。お奉行、何のためにいるんだ（笑）。

ＧＭ：お奉行は、攻撃を跳ね返すことだけを考えたキャラでして。

チンエン：そんな役かよ!?（一同笑）

オトハ：なるほど、必要な枠わくではあるかもしれん（笑）。

ＧＭ：では、次はリンが行動済ずみになっているから……オトハですね。

ユーノス：さあ、残るはそのお奉行だけですよ、オトハさん。

オトハ：うむ、まずは【ＭＰ】が心こころ許もとないから、《祝しゆく福ふく》で全快じゃ。

リン：これで、心おきなくいけますね♪

オトハ：───うむ。さあ、観念するがよい！

ＧＭ：そうするとお奉行は「まっ、待て！　……話し合おうではないか」と。

チンエン：いまさら遅おそいわ!!（一同笑）

オトハ：問答無用、成敗！　───とおぉぉぉうっ!!




　この世を乱みだし、弱い者を泣かす、悪いヤツ。

　お天道様の目は誤ご魔ま化かせても、おんみつ姫が黙だまっちゃいない。

　今、オトハ必殺の剣が振ふり下ろされる。




　天の裁さばきか、はたまた地の怒りか。

　気合い一いつ閃せん、稲いな妻ずまのような一いち撃げきが奉行を討うった───。




オトハ：ダメージは、57点！　逃にげまどう奉行に、怒りの鉄てつ槌ついじゃ！

ＧＭ：「ぐふうっ……!?」お奉行はうめき声を上げてゆっくりと倒れていきます。さて、これで戦闘は、終了でございます。

オトハ：───これにて、一いち件けん落らく着ちやくっ！





（＊）《ランナップ》　セットアップで移動することができるシーフのスキル。

（＊）《デスターゲット》　急所を狙い、ダメージに＋【感知】するガンスリンガーのスキル。

（＊）《ワンコインショット》　防具の隙間を狙い、対象の【物理防御力】をマイナス［ＳＬ×３］するガンスリンガーのスキル。

（＊）《アウトストリップ》　先手を打ってカタナを抜き、その軌道を読ませないサムライのスキル。マイナーアクションで使用し、対象のリアクションの判定をマイナス１Ｄする。

（＊）《ナーヴブレイク》　ダメージを受けた対象は、回避判定にマイナス［ＳＬ×２］の修正を受ける。この効果は、マイナーアクションで解除できる。

（＊）《クイックドロウ》　早撃ちで攻撃するガンスリンガーのスキル。命中判定に＋１Ｄする。

（＊）《ソウルバスター》　ダメージを受けた直後に使用し、そのダメージを相手にも与えるモンクのスキル。

（＊）《エクシードショット》　ダメージを［ＣＬ×10］するガンスリンガーのスキル。ただし、魔導銃はシナリオ終了まで使用できなくなる。









ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆悪あくの栄さかえたためしなし




　オトハの剣けんによって、悪は成敗された。

　こうして、烈れつ風ぷう！　世直し隊の初仕事は見事果たされたのである。




ＧＭ：それでは、エンディングに移うつりましょう。まずは全員登場、悪を成敗した直後です。普ふ請しん奉ぶ行ぎようオオノキ・ゲンバ、並ならびにエチゴ屋親子が気き絶ぜつしております。

オトハ：うむ、これで、チンエンとユーノスに正体がばれてしまうのか。

チンエン：ま、元から知っているが。そのことは言わず……メガネを外そう。

リン：これで、チンエンが本気モードからのほほんモードに（笑）。

チンエン：突つっ込こんでばかりで、そんなに変わらなかったけどね！（一同笑）

オトハ：チンエン、ユーノス。そんなわけでわたしは正体を隠かくしておったのじゃ、許ゆるせ。

チンエン：いえいえ、お気になさらず。

ユーノス：そうですよ、素す晴ばらしいことではありませんか！

オトハ：……素晴らしい？

ユーノス：世を忍しのぶ仮かりの姿すがたで市し井せいを巡めぐり、悪を討うつ……新しいサーガにぴったりです！

オトハ：そ、そうかっ！

チンエン：このチンエン、オトハ様の志こころざしに感服いたしました。是ぜ非ひワタシもご同行させてください。異い国こく出身ですが、頼たよりになりますよ？

オトハ：おおっ、ありがたい！　皆みなの手をがしっと取ろう。




　こうして、乱みだれたダイワの世を直すという仲間は揃そろった。

　ダイワを乱みだす悪は、このエチゴ屋と奉行だけではない。

　これは、まだまだ、ほんの始まりの部分。

　烈風！　世直し隊結成の物語に過すぎないのだ。




オトハ：これで、世直しの仲[image: ]が揃ったのじゃ！

リン：幸さい先さきよろしいですね、姫ひめ様さま。

ＧＭ：まあ、それはともかく……この一味はどうします？

リン：あとは、騒さわぎを聞きつけて捕とり方かたがやってくると思います。

オトハ：そうなると、面めん倒どうじゃな。早々に引き上げるか。

ユーノス：斬ざん奸かん状じようにこいつらの罪ざい状じようは書いてありますから、後は処しよ罰ばつしてくれるでしょう。

リン：じゃ、こんな風に罪ざい状じようが書いてあるということで───。




「この者、放火および収しゆう賄わい犯はん

　　　　　　　　───烈風！　世直し隊」




ＧＭ：うーむ。まるで、どこぞのさすらいのヒーローのようだ（笑）。

チンエン：これを見た者も、悪いことはできないと思うでしょうなー。

ＧＭ：そうすると、この屋や敷しきの騒さわぎを聞きつけて、ぴいーっぴいーっと笛ふえを鳴らしながら、御ご用よう提ぢよう灯ちんを持った捕り方がやってきますよ。ちなみに、率ひきいているのは〝知ち恵えの〟サダノブこと、マツヒラ・サダノブです。

オトハ：むっ、あの嫌いやなヤツじゃ！

ユーノス：たしか、タイクーンの側近とかいう偉えらい人ですよね？

ＧＭ：まっ、普請奉行クラスが絡からむ犯はん罪ざいですからね。

リン：というわけで、そろそろ引き上げどきのようですよ、姫様。

オトハ：うむ、ずらかるのじゃ！







◆Ending 02◆死して屍しかばね、拾う者なし




　世直しを追えて、お城しろに戻もどったオトハとリン。

　新たな仲間、ユーノスとチンエンを加え、サクザに紹しよう介かいする。

〝鬼おにの〟サクザは、果たしてどんな反はん応のうを返すやら。




ＧＭ：では、新たなシーンとします。エチゴ屋と奉ぶ行ぎよう一味を成せい敗ばいした翌よく日じつのお城です。オトハとリン、それにチンエンとユーノスも登場となります。

ユーノス：ボクたちもですか？

ＧＭ：ええ、サクザと面めん通とおしは必要でしょうしね。

ユーノス：ああ、なるほど。

チンエン：そういうことなら、登場しないとねー。

オトハ：わたしからも、爺じいに紹介することにしよう。

ＧＭ：わかりました、ではサクザの前に四人がいるということで。

オトハ：サクザ、悪あくを倒たおしたぞ。

ＧＭ：「まずは姫様、見事な仕置きでございました。エチゴ屋と普ふ請しん奉行の悪事は明るみにでて、民草も喝かつ采さいを送っておるとか」

オトハ：ふふん、どうじゃ爺。

ＧＭ：「ほほう、それも姫様おひとりの力とでも？」ギロッと睨にらみつつ（笑）。

オトハ：い、いやその……このふたりにも手伝ってもらったのじゃ！

チンエン：チンエンでーす。

ユーノス：ユーノスでーす（笑）。

ＧＭ：「……姫様。いささか人選には疑ぎ問もんがありますぞ？」

オトハ：その、手伝ってもらったのは……ほんのちょっとじゃ！

ユーノス＆チンエン：ほんのちょっと!?

オトハ：だから余よ計けいな心配はしなくていいと、爺に言いたい（笑）。

チンエン：あのー、ワタシ死にかけましたよ？（笑）

オトハ：烈風！　世直し隊の掟おきては厳きびしいのじゃ（一同笑）




　烈風！　世直し隊、血の掟その一。

　死して屍拾う者なし。

　死して屍、拾う者なし───。




チンエン：なんと恐おそろしい（笑）。

ＧＭ：「手助けしてもらった仲間の労を認みとめず、ほんのちょっととは！　ああ、爺は姫様の育て方を間ま違ちがえた！　かくなるうえは、この皺しわ腹ばらかっさばき、先代様にお詫わびを───」

一同：切せつ腹ぷくきた──────!!（一同爆ばく笑しよう）

オトハ：わあああっ、爺、待て待て！　今のはその……言葉のアヤじゃ！

リン：ああ、やっぱり面めん倒どうくさい人……（笑）。

ＧＭ：「……ま、ともかく今回の一いつ件けんについては、上様もお喜びですぞ。烈風！　世直し隊よあっぱれである、と」

チンエン：おお、タイクーン様も。

ユーノス：どうやら、ばれてはないようで。

ＧＭ：「今、マツヒラ・サダノブが取り調べを行なっておるそうで。エチゴ屋も財ざい産さん差さし押おさえ、奉行も追って厳しい沙さ汰たがあるとのこと」

オトハ：サダノブは嫌きらいだが、今はグッジョブじゃ！

ＧＭ：「では、ユーノス、チンエン。これからも姫様のことを頼たのむぞ」

チンエン：はっ、お任まかせを。

ユーノス：こちらこそ。

ＧＭ：「それと、姫様のご身分についても、くれぐれも内ない密みつにな」

チンエン：心得てますとも。

ユーノス：右に同じく。

オトハ：よし、爺も認みとめたから、これで正式に仲間じゃな！

ＧＭ：では、そんな話をしていると、タマ姫に付つき添そわれたタイクーンがやってきますよ。

オトハ：おおっ、兄上が！

ユーノス＆チンエン：へへーっ（平へい伏ふく）。

リン：これはこれは、上様。ご機き嫌げん麗うるわしゅう。

オトハ：兄上、お身体からだは大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：「うむ、よい報しらせを受けてな。してオトハよ、その者たちは？」と、タイクーンはユーノスとチンエンを指します。

オトハ：あっ、えーと……新しく召めし抱かかえた、歌うたいと料理人です。

ユーノス：歌うたいでーす（笑）。

チンエン：料理人でーす（笑）。

ＧＭ：「おお、そうか。くるしゅうない。面おもてを上げよ」

ユーノス＆チンエン：ははっ。

ＧＭ：すると「上様は、世直し隊と名乗る者の活かつ躍やくを大たい層そうお喜びになっているのですよ」と、タマ姫が説明してくれます。

オトハ：それはそれは。……えへへ、わたしもちょっと嬉うれしい。

ＧＭ：「うむ、余よと志を同じくする者がおったことが嬉しくてな。おかげで、気分もほがらかであるよ。だが、本来は余がやらねばならなかったことだが……」

オトハ：兄上……。

ＧＭ：「普請奉行を糺ただせなかったのは、余の罪でもある。烈風！　世直し隊とやらには、そのことを教えられたようで、浮うかれてばかりもいられぬ」と、自じ戒かいを込こめて言います。

オトハ：しかし、兄上。兄上が今せねばならないのは、お身体からだを大切にすることです。あまり気を張はり詰つめて、ご無理をなさいませぬように。

ＧＭ：「ああ、そうであったな。ありがとう、オトハ」

オトハ：……兄上、わたしは思うのですが、今回の一件でエチゴ屋や奉行が甘あまい汁しるをすった一方で、苦しめられた者たちもいます。

リン：おミツさんと、正直屋さんのことですね。

オトハ：その者たちに、何かしてあげられませんでしょうか？

ＧＭ：「今、サダノブに命じてエチゴ屋の蓄ちく財ざいを取り調べておるところじゃ。これが、相当な額がくになるようでな」

チンエン：エッグゴーレムを輸ゆ入にゆうするくらい貯ため込こんでいたようだしねー。

ＧＭ：「この財産を、タイクーン家で差さし押おさえることとなった。不足した財ざい政せいに回されるが、そのうちから一部を捻ねん出しゆつして、火事で焼け出された者たちの救きゆう済さいに回そうと思う」

オトハ：おお、さすがです、兄上！

ユーノス：差し押さえた財産を財政不足に回すのですか。ちょっと引っかかりますね。

チンエン：あくどく稼かせいだ金を、ごっそり持っていくわけだしな。かといって、放置するわけにもいかないだろうし。

リン：それだけ、サダノブ殿どのが遣やり手てだってことですよ。

ユーノス：なるほど。

ＧＭ：「余は、これより政せい務むに執りかかる。しかし、オトハに褒ほめてもらえてよかった」

オトハ：いえいえ、そんな（照れ照れ）。

ＧＭ：すると、タマ姫からも「オトハさん、上様はあなたの支ささえを本当に嬉しく思っていますのよ。これからも、上様を支えてあげてくださいね」と、お願いされます。

オトハ：もちろんです、タマ姫。

ＧＭ：では、ぺこりと一礼すると、タマ姫はタイクーンとともに行ってしまいます。

オトハ：兄上、嬉しそうだったな……。




　束つかの間に見た、兄の晴はれやかな笑顔。

　それは、世直しの同どう志しがいたことに対してのもの。

　兄のため、またダイワのため、ますます励はげまねばと思うオトハであった。







◆Ending 03◆天てん下か泰たい平へい




　さて、それからしばらく───。

　エチゴ屋と普請奉行の不正が白日の下もとに晒さらされ、皆はタイクーンの仕置きに喝かつ采さいした。

　窮きゆう屈くつなお城の暮くらしに飽あきた〝おんみつ姫ひめ〟オトハは、また町へ繰くり出していた。




ＧＭ：では、次のエンディングに行きましょう。といっても、プレイヤーの希望にお任せしようと思うのですが。

オトハ：はいはーい！

ＧＭ：おお、なんでしょうオトハさん。

オトハ：やっぱり、おミツの様子を見に行きたい！

リン：あたしも賛さん成せいでございます、姫様。

チンエン：じゃあ、やっぱりあれか。城をこっそり抜ぬけ出したりして（笑）。

ユーノス：なるほど、お堀ほりから出ていく船に、筵むしろを被かぶって忍しのび込こんで。

オトハ：そうそう、それじゃ（笑）。

ＧＭ：「さて、姫様。そろそろ勉学の時間でございますぞ」と、サクザが部屋の襖ふすまを開けると、窓まどに帯おびが垂たらしてあってもういない（笑）。

チンエン：サクザが「またやられた……」と、困こまり果はてるんだな。

リン：そうそう、そんな形ですね。

ユーノス：さすがは、おんみつ姫（笑）。

オトハ：自由じゃ───!!

ＧＭ：ちょっ、またかよ!?（一同爆笑）




　窮きゆう屈くつなお城を抜け出し、町へ繰り出した〝おんみつ姫〟ことオトハ。

　町はいい、自由がある、活気がある、そして何より団だん子ごがある。

　今、ダイワの天下は乱みだれに乱れ、世直しがいるけれど。

　今日はほんの少しだけ、羽を広げて心の洗せん濯たく……。




オトハ：さっそく、団子じゃ！

リン：あ～、姫様。そんなにがっつかないで（笑）。

ＧＭ：そうですね、町に出てみるとエチゴ屋と奉行が成敗された噂うわさで持ちきりですよ。

ユーノス：では、ボクは瓦かわら版ばんを刷すり、烈風！　世直し隊の唄うたを歌ってその活動を広めていましょう（笑）。

オトハ：ユーノス、瓦版屋になったのか（笑）。

ユーノス：ははは、ダイワのスタイルに合わせたのです。〝おひろめの〟ユーノスとでも呼よんでください。

ＧＭ：そんなポジションに収おさまるのですか（笑）。

オトハ：うむ、盛せい大だいにやれ（笑）。

リン：ええと、ばれない範はん囲いでってことですからね（笑）。

チンエン：じゃ、ワタシは再さい建けんされたおやっさんの店で料理人をしてましょう。

リン：ああ、バカ旦だん那なに荒あらされちゃった店ですね。

オトハ：チンエン、団子、団子じゃ。

リン：もう、そればっかり（笑）。

チンエン：仕方がない、特別に作って差し上げますよ。

オトハ：わーい。そういえば、おミツは？

ＧＭ：すると店のおやっさんが教えてくれます。「ああ、おミッちゃんなら、タイクーン様の救きゆう済さい資し金きんで店を取とり戻もどしたよ」

オトハ：おお、それはまことか！

リン：これも、上様と姫様で行なった世直しの成果ですね。

ＧＭ：「おミッちゃんの店……正直屋はすぐそこだよ」

オトハ：では、団子を食ったら見に行こう、リン。

リン：はいはい（笑）。

ＧＭ：では、通りに出ると、店先で掃そう除じをしているおミツを見かけます。

オトハ：それはよかった。

チンエン：おとっつぁんも、ちゃんとリゾットを食って元気になったんだな（笑）。

ユーノス：ええ、おそらく（笑）。

ＧＭ：おミツは、オトハの顔を見ると、手を止めて深々とお辞じ儀ぎをします。

オトハ：では、それでわたしは晴れがましい気持ちになるのじゃ。

ＧＭ：では、そんなオトハのアップで、シーンエンドってところですね。




　どこかで、誰だれかが泣いている。

　この世は、つらく苦しいことばかり。

　だからといって、諦あきらめていてはいけませぬ。

　さあ、その顔をお上げなさい。

　おんみつ姫と世直し隊、きっと忍しのんで参ります。







◆Ending 04◆闇やみ、底知れず




　暗くらい暗い、蔵くらの中───。

〝知ち恵えの〟サダノブこと、マツヒラ・サダノブは、何かを探さがしていた。

　それは、エチゴ屋仕置きとは別のことに思えた。




ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演えん出しゆつしてシナリオを終しゆう了りようしたいと思います。

オトハ：おお、マスターシーン。

ＧＭ：ええ、ＰＣは登場不ふ可か。場所は、エチゴ屋が財産を貯め込んだ蔵の中です。

ユーノス：エチゴ屋の蔵ですか？　差さし押おさえられたんですよね。

ＧＭ：ええ、そうです。その薄うす暗ぐらい中で、〝知恵の〟サダノブこと、マツヒラ・サダノブが収おさめられた財産をチェックしているのです。

ユーノス：そういえば、取り調べるってサクザさんも言ってましたね。

チンエン：これで、タイクーン家の財政も潤うるおうんだよね。

リン：上手うまくやったというか（笑）。

ＧＭ：それは、取り調べというよりも、何かを探しているように見えます。

オトハ：ほう、何を探しているんだろう？




　サダノブは埃ほこりが立つのも構かまわず、蔵の捜そう索さくを続ける。

　彼かれほどの地位にあるなら、何もみずから探さがさずに配下に命じるだけでよい。

　だが、あえてそれをしていない。

　探している物は、それほどのものなのだ。




ＧＭ：エチゴ屋には、密みつ貿ぼう易えきでも貯め込んでいたのか、エリンディル西方の物や外国の価か値ちある品も多く収められています。しかし、サダノブはそんな物に目もくれず、ひとつの古い箱を手に取ります。「これが、例の物か……」と、呟つぶやきます。

オトハ：〝例の物〟？　なんか意味深じゃ！

ＧＭ：で、これが何かは、またの機会に語ります。シナリオは終了です。

オトハ：えーっ！




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

第一話「痛つう快かい!!　世直し人にん情じよう剣けん！」

─完─
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◆Preplay 01◆第二話、開始




　さて、第一話では〝おんみつ姫ひめ〟ことアオイ・オトハとその仲間たちが出会い、ギルド〝烈れつ風ぷう！　世直し隊〟（つくづくカッ飛んだ名前だ）が結成された。

　タイクーンのお膝ひざ元もと、オオドに巣すくう悪者たちを成せい敗ばいし、見事に最初の〝世直し〟に成功したわけだ。まずは幸さい先さき良し。




　さて、世直しと言えば、諸しよ国こく漫まん遊ゆうの旅はつきもの。

　中央の監かん視しの届とどかない地方というのは、悪者にも都合がよろしいわけで。

　それに、かわいい子には旅をさせよと、昔むかしから言うとおり。

　てなわけで、今回は都を離はなれての旅物語としようと思い立ったのである。

　そんな感じでシナリオを準じゆん備びしつつ、第二話収しゆう録ろくのときを迎むかえるのだった。




ＧＭ：では、第二話の収録を始めたいと思います！

一同：よろしくお願いします！

小こ島じま：わー♪　ぱちぱちぱち～

ＧＭ：で、前回は見事悪い奉ぶ行ぎようとエチゴ屋を成敗した「烈風！　世直し隊」ですが。

小島：こう、やりたいことはスカッとやれた感じです。

菊きく池ち：幸いダイス目にも恵めぐまれ、ファンブルも出なかったしな。

小島：そうですよ、ファンブル出したのはＧＭだけです（笑）。

ＧＭ：くっ……。

田た中なか：丹たん藤どうくんのダイス目は相変わらず悪かった（笑）。

ＧＭ：リプレイのときだけですって！　普ふ段だんはそりゃあもうプレイヤーたちをヒィヒィ言わせ、恐おそれられるほどですよ！

小島：本当かな～？（笑）

ＧＭ：ほ、本当ですよ……？

菊池：丹藤くん、俺おれの目を見て言ってもらおうか（笑）。

ＧＭ：な、なんですか（目を逸そらしつつ）。

小島：逸らした！　今、目を逸らしましたよ!?

ＧＭ：俺のダイス目など、どうでもいいのです。さぁさぁ、今回予告を始めますよ！（笑）




●今回予告




　タイクーンの城しろからほんの少し離はなれたところにある、ウツミヤ藩はん。




菊池：お、城から離れるのか。

ＧＭ：はい、やっぱり諸国を巡めぐってこその世直しですよ。

久く保ぼ田た：ああ、その土地その土地の名物なんかを味わいつつ、旅をするっていう。

小島：おお～、名物いいですね。

田中：ウツミヤって……宇う都つの宮みやかな？　だとしたら名物は餃子ぎよーざかな？（笑）

ＧＭ：ちなみに、藩というのはダイワのダイミョウたちの領りよう地ちです。〝ウツミヤ〟という地域で、そこの殿との様さまが治める領地ですね。では、続き───。




　ここは風ふう光こう明めい媚びで料理も美味うまい。

　しかも温おん泉せんもある。

　……これは、世直しに行くしかない！




久保田：今回予告で世直しの旅を決定された！（笑）

小島：行きます行きます！　オトハ、世直しに行きますっ！

菊池：今回予告でそう言われたなら、まあ行くしかないな（笑）。

田中：世直しではなく、美味いもんと温泉に釣つられたように見えるんですが……（笑）。




　だがそんな地に、ドス黒い陰いん謀ぼうが忍しのび寄よる。

　帰らぬ父を待つ息子むすこ。父の野望に心を痛いためる娘むすめ。

　ふたつの親子の間で流れる涙なみだ。

　タイクーンとタマ姫ひめに迫せまる、驚きよう天てん動どう地ちの罠わなの正体とは!?




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

　第二話「親子の涙なみだと吊つり天てん井じよう」

　東方の神しん秘ぴがキミを待つ！




小島：吊り天井？

久保田：天井が二重になっていて、それが上から落ちて圧あつ死しさせるという罠ですね。『アリアンロッド』では、〝仕し掛かけ天井〟というトラップとして採さい用ようされてます。

菊池：（笑いながら）はっはっは……なあ、丹藤くん。ひとつ言わせてくれ。

ＧＭ：はっ、なんでしょうか、菊池さん？

菊池：「驚天動地の罠」って……タイトルでバレバレやん!!（笑）

久保田：まあ、時じ代だい劇げきで将しよう軍ぐん暗あん殺さつというと、吊り天井は基き本ほんだしねえ。

小島：そうなんですか？

ＧＭ：実は、実じつ際さいに将軍が吊り天井で暗殺されかけたという事じ件けんがありまして。

小島：へえ～。




　昔々、「宇都宮城吊り天井事件」という事件があったのだ。




ＧＭ：まあ、実際は幕ばく府ふからの言いがかりだったと言われてますが、そのせいで吊り天井といったら将軍暗殺、将軍暗殺といったら吊り天井なんですよ、ええ。

久保田：さすがにそれは言いすぎ（笑）。

小島：ふ～む、なるほど！　でも、わかりました。

ＧＭ：ほう。

小島：つまり、天井には気をつけろという意味ですね！（一同笑）

菊池：そうだね、突つっ込こみどころ満まん載さいのタイトルからしてね（笑）。

田中：タイトルでネタバレするシナリオ……新しい。

久保田：いや、新しいけどさ（笑）。

ＧＭ：いや～、これだけで罠の正体まではわからないと思いますよ？

菊池：わかるよっ！（一同爆笑）

田中：ともかく、その罠がタイクーンとタマ姫を狙ねらっている、と。

ＧＭ：で、今回はハンドアウトはありません。第一話で、烈風！　世直し隊が結成されたので、みんな一いつ緒しよに行動することを前ぜん提ていとしています。

小島：なるほど。

ＧＭ：それと、このウツミヤ藩のダイミョウ、オンダ・タカノシンの娘むすめアヤメ姫とリンは知り合いだったことにさせてください。

久保田：ああ、問題ないよ。きっと、実家が断だん絶ぜつする前に知り合ったんだね。

ＧＭ：くわしくはセッションを始めてから演えん出しゆつしますね。では、成長に移うつりましょう。




●ＰＣのレベルアップ

　前回のセッションで獲かく得とくした収しゆう入にゆうと成長点を消費し、成長の作業に取りかかる。

　全員、レベルが９に上じよう昇しようする点では同じだが、細かいところで差さ異いがある。

　小一時間ほど経けい過かし、全員、成長作業を終える。気になる詳しよう細さいは───




▼アオイ・オトハ（９レベル）の場合

ＧＭ：では、各自キャラクターの成長報ほう告こくをお願いします。まずはオトハから。

小島（以下、オトハ）：オトハです。レベルが９になりました。【ＨＰ】が78、【ＭＰ】が45、フェイトが８に上昇。【行こう動どう値ち】も１上がりました！

ＧＭ：スキルはどうなりました？

オトハ：はい、《スピリット・オブ・サムライ》を３レベル、《トゥーハンドアタック》を５レベルに上げました。

ＧＭ：新しいスキルは取とっていませんが、ダメージアップですね。

オトハ：はい、カタナが正まさ宗むねから村むら正まさに変わっているから、ダメージが上がりましたよ！

ユーノス：おお、カタナが持ち手と共に成長するとは。まさに東洋の神秘（笑）。

オトハ：あと、防ぼう具ぐが胴どう着ぎからマジカルチェインになってます。

ＧＭ：鎖くさり帷子かたびらを中に着き込こんでるって感じですね。

菊池：防ぼう御ぎよも少しは上がったかな？

オトハ：これで前よりも打たれ強くなりましたよー。

ＧＭ：でも、生命の呪符を購入できてませんよね？

菊池：懐ふところ具ぐ合あいの問題でねえ……（笑）。

オトハ：で、でもがんばって世直しします！（笑）




▼リン（９レベル）の場合

久保田（以下、リン）：リンです。スキルは《ゴッドスピード》のレベルを上げ、《コンポーズ》を新しん規き取しゆ得とくしました。

オトハ：《コンポーズ》？　それはどんな効こう果か？

リン：セットアップで使用し、【行動値】を＋【精神】する、カンナギの支し援えんスキルですよ。これで敵てきの先手を取らせてあげられる可か能のう性せいが高まります。

オトハ：なるほどー。それはありがたい。

田中：先手取れるようになるのは大きいですよ。

リン：【ＨＰ】は《インテンション》の封ふう印いんを解かい放ほうすると[image: ]にまで高まります。

菊池：なんというタフ巫女みこっぷり（笑）。

リン：取とり柄えのひとつですからねー。

菊池：そういや、前ぜん衛えいキャラだもんな。

リン：【ＭＰ】は65、フェイトは７のままです。ゲーム開始時最初から《インテンション》を解放するので、フェイトは６スタートですね。

ＧＭ：装そう備びに変へん更こうはありますか？

リン：胴どう部ぶの防具が、狩かり衣ぎぬからガードローブになりました。

ＧＭ：はい、了りよう解かいです。




▼チンエン（９レベル）の場合

菊池（以下、チンエン）：チンエンです。【ＨＰ】は44。【ＭＰ】は79。フェイトは７点だが、やっぱり《ファミリア》の封ふう印いんを解放するので、６点から開始。

ＧＭ：こっちも封印スキルの解かい除じよにフェイトを消しよう費ひですね。

チンエン：【ＭＰ】の高さが取り柄だからな。【ＨＰ】はリンの半分以下だが（笑）。

ＧＭ：スキルはどんなもんです？

チンエン：《フードファイト》のレベルを上げて、《パーベイヤー》を新規取得。

オトハ：バーベキュー？

チンエン：《パーベイヤー》だ（笑）。セットアップで「種別：食料、料理」のアイテムを取得するチューシのスキルだ。

オトハ：戦せん闘とう中に食べ物を取り出せるのか～（笑）。

チンエン：うん、そんな感じのスキル。三分クッキングみたいに「そしてこちらが調理した物です」と、どこからともなく出しゆつ現げんさせるのだ。

ＧＭ：ますます、戦闘料理人らしさが出てきましたね！

チンエン：なお、装備は料理服を売り払はらい、ミスリルクロークを購こう入にゆう。被り笠を買い戻した。

ＧＭ：一気に見た目が変わりましたね。

チンエン：まぁ、旅に出るみたいだから、旅たび支じ度たくってことで。




▼ユーノス・ローリングスター（９レベル）の場合

田中（以下、ユーノス）：ユーノスです。キャラの方ほう向こう性せいは相変わらずです。

ＧＭ：キャラの方向性ではなく、成長についての報告をお願いします（笑）。

ユーノス：了解です～。【ＨＰ】61、【ＭＰ】が68。フェイトは８点。スキルは、《アペイディングソング》のレベルを上げ、呪じゆ歌か判はん定ていのスキルの効果を上げました。

ＧＭ：おお、堅けん実じつだ。

ユーノス：そして、「驚天動地の罠」に備そなえて、シーフスキルの《リムーヴトラップ》を取得。トラップ解除が得意になったのです！

リン：おおっ、ようやくシーフらしいところが！（笑）

ユーノス：今回予告を聞いて、危き機き感が芽生えたのですよ。

ＧＭ：さすがに抜ぬけ目めないですな。

チンエン：まあ、罠の内ない容ようまでバレバレだが。

ＧＭ：で、装備はどんな感じでしょうか。

ユーノス：頭部の防具が、グリーンベレーから蝶ちようの帽ぼう子しになりました。蝶のように舞まいながら、皆みなさんに唄うたを届とどけるのです。

チンエン：い、意味不明だ……（笑）。
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●ギルドスキル

ＧＭ：では、ギルドスキルの選定に移ります。ギルドのレベルは、６に上がってますね。というわけで、新たなギルドスキルをひとつ取得できます。




　しばしギルドスキルのリストを眺ながめる一同。

　ギルドスキルは強力だが、なにせ数が多い。頭の悩なやませどころである。




リン：……罠がありそうなとこからすると、【ＨＰ】と【ＭＰ】を回かい復ふくできる《命の滴しずく》、情じよう報ほう隠いん蔽ぺいができる《偽ぎ装そう情報》（＊）、任にん意いのＮＰＣを退たい場じようさせられる《救出》（＊）とかかなぁ。

ユーノス：《偽装情報》で正体を隠かくすと、正体を明かしても信じてもらえないかも（笑）。

チンエン：《偽装情報》の効果が効きき過すぎるってことか（笑）。

リン：あと、面おも白しろいところでは、《緊きん急きゆう招しよう集しゆう》なんかも。




《緊急招集》

　ギルドメンバーの誰だれかが、メジャーアクションとして使用する。登場していない任意のギルドメンバーを未行動で登場させるギルドスキル。登場する場所は、すでに登場しているギルドメンバーのエンゲージとなる。シナリオ中一回使用できる。




オトハ：《緊急招集》かー。便利なのかな？

ＧＭ：『水み戸と黄こう門もん』で喩たとえると、黄門様本人がピンチに陥おちいったとき、これを使えば風かざ車ぐるまの弥や七しちやかげろうお銀ぎんなどが即そく座ざに助けにやってきてくれるってわけです。

オトハ：それはいいかも！

チンエン：「危あぶない、姫ひめ様さま～！」って感じで、我われ々われが駆かけつけるのか。

ユーノス：他のメンバーがピンチのときに、オトハさんを呼よぶこともできるわけで。

リン：これがあると、パーティを分ぶん割かつしての行動がやりやすくなるんですよね。

オトハ：誰かが捕つかまった時にも救きゆう援えん呼びやすいですし、これでいいんじゃないですか？

リン：では、《緊急招集》を取得ということで（ギルドシートに記入）。

ＧＭ：それでは最後に、このセッションで持って行くスキルの宣せん言げんをお願いします。ギルドマスターのレベルが９ですので、合計９レベル分まで。

リン：《蘇そ生せい》、《陣じん形けい》、《祝しゆく福ふく》、《限げん界かい突とつ破ぱ》、《情じよう報ほう網もう》、《高こう機き動どう部隊》、《緊急招集》です。

チンエン：この辺は鉄板だな。

ＧＭ：それでは、オープニングフェイズに入りましょう。





（＊）《偽装情報》　メジャーアクションとして使用し、情報ひとつを隠匿できるギルドスキル。

（＊）《救出》　メジャーアクションを使用すると、シーンに登場している任意のＮＰＣを退場させるギルドスキル。









ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆おんみつ姫ひめ様さま、逐ちく電でん




　その日、珍めずらしくオトハは勉学に励はげんでいた。

「世直しするために学問は必要」と、サクザがどっさり書物を置いていったからである。

　全部読み終わるまでは、団だん子ごを食べにも行けない。

　すると、退たい屈くつの虫が騒さわぎ始めるわけで……。




ＧＭ：それでは、オープニングフェイズを開始します。シーンプレイヤーはオトハ。

オトハ：はい！

ＧＭ：場所はタイクーンのお城しろの、オトハの自室になります。

オトハ：はいはい。さっそく世直しに参るのじゃ！

ＧＭ：いえ、そうはいきません。

オトハ：へっ？

ＧＭ：オトハの周りにはどさっと大量の書物があります。これを全部読むまで、サクザが外に出してくれません（笑）。

オトハ：な、なんでじゃ～!?

ＧＭ：そりゃあ、町に出るなり「自由じゃー!!」なんて叫さけぶ娘むすめさんを、サクザが信用するはずないじゃないですか（笑）。

チンエン：まあ、そうだわな。

ユーノス：しかも、真っ先に団子を食いに走るという（笑）。

オトハ：……む～、仕方ない。気乗りしないけど目を通してみよう。




　もちろん、難むずかしい書物を、オトハがじっと読んでいられるはずもなく……。

　一時間もしないうちに飽あきてしまうのだった。




オトハ：飽きた──────!!（一同笑）

リン：早ぇよ姫ひめ様さま！（手刀を突つき入れる仕草）

オトハ：ぐぼぅっ!?（笑）

ＧＭ：リンは登場していませんよ（笑）。

リン：これはうっかり。今のはイメージです。

ＧＭ：でもまぁ、アウトドア派はのオトハなら飽きますよね。

オトハ：暇ひまだな～。ここで《緊きん急きゆう招しよう集しゆう》を使うと、みんな遊びに来てくれるのかな？

チンエン：いきなりかい！

ＧＭ：そりゃみんな来ますが……使えるの、シナリオ中一回だけですよ？

オトハ：む、仕方がない。止やめておこう（笑）。

ＧＭ：で、勉強に飽きちゃったオトハが、そこでちょっと目を移うつすと、ダイワの旅行のことについて記き述じゆつした本をたまたま見つけるわけです。いわゆる観光ガイドですね。

オトハ：おお、さっそくその本を開くぞ！

リン：ああ、暇なときに読む観光ガイドやグルメ本って、無む性しように楽しいですよね（笑）。

ＧＭ：すると、そこにはウツミヤ藩はんの観光案内が載のっています。海の幸、山の幸を取りそろえた美味おいしそうなグルメリポートや、ゆったりできそうな温おん泉せんなどなど。

オトハ：おおおおお～っ!!（一同笑）

ユーノス：これはいい食いつき（笑）。

オトハ：これは……世直しに行かねば！　ヨダレ垂たらしつつ！

リン：はしたないっ！（笑）

ＧＭ：すると「姫様、勉強ははかどっていますかな？」と、部屋の外からサクザの声が。

オトハ：は、はかどっておる！　はかどっておるともっ！（あせあせ）

ＧＭ：「そうですか。それは何より───」

オトハ：はかどっておるが……今は、入ってきてはならぬ！

ＧＭ：「は？　それは何なに故ゆえに？」

オトハ：……その、年とし頃ごろの乙女おとめにはいろいろあるのじゃ！（笑）

ユーノス：誤ご魔ま化かした（笑）。

ＧＭ：「そう言われれば無理にと申しませぬ。しかし、姫様が年頃の乙女と自覚なされるとは……少しは、慎つつしみを覚えたようで爺じいは嬉うれしゅうござるぞ」

オトハ：……爺は、ひと言多いのじゃ（笑）。

リン：まあ、反はん論ろんできないところですよね（笑）。

ＧＭ：「でしたら、そのままで結けつ構こうですから、爺の話を聞いてくだされ」

オトハ：わかった。して、何用じゃ？

ＧＭ：「はっ、実はこのたび、上様がウツミヤ藩に招まねかれまして。しばし、その地でご療りよう養ようなされるとのことです」

オトハ：兄上が？

ＧＭ：「はい。ゆえに、上様が不ふ在ざいの間は、今まで以上に勉学に励はげんでもらいます」

オトハ：えっ、兄上が温泉に行くのに、わたしは留る守す番ばん!?

ＧＭ：「そのとおり。姫様はお城で爺と一いつ緒しよに留守番です。その間、勉学に励めば、きっと先代様、いや御ご初しよ代だい様も草葉の陰かげから……」

オトハ：（ＧＭの言葉を遮さえぎって）あ～、ＧＭ。サクザの話は長くなる？

ＧＭ：はい、いつもの長話モードに突とつ入にゆうしています（笑）。

ユーノス：「そもそも、爺が姫様の年としの頃ころは……」とかそんな感じで（笑）。

オトハ：だったら、抜ぬけ出してもいい？

ＧＭ：あっ、はい。構かまいません（笑）。

オトハ：ならば、サクザが延えん々えんと話を続けているうちに、身代わりを作っておくのじゃ。

ＧＭ：ほほう、身代わりですか？

オトハ：そうそう。布団ふとんと座ざ布ぶ団とんを丸めて、人型にして（笑）。

ＧＭ：では「姫様、どうなされましたか？　……失礼」とサクザが障しよう子じを開けると。

オトハ：ふっふっふっ、もうもぬけの殻からじゃ！（笑）

チンエン：オトハ、脱だつ走そう（笑）。

ＧＭ：「やられたっ！　姫様～!?」と、サクザエモンの叫さけび声が木霊こだまする（笑）。

オトハ：このあと、ウツミヤ藩に行けばよいの？

ＧＭ：はい、まあ首都からそんなに離はなれてません。

オトハ：というわけで、抜け出してみんなを呼よびに行って、世直しの旅じゃ（笑）。

ＧＭ：はっ、というわけでシーンを終しゆう了りよういたします（笑）。







◆Opening 02◆リンの想い出




　穏おだやかな日差しが降ふり注そそぐ峠とうげの道───。

　お城を抜け出したオトハは、リン、チンエン、ユーノスを連れてウツミヤに向かう。

　ちょうど、ウツミヤを見下ろせる峠に差しかかった。
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ＧＭ：次のシーン。全員登場となります。お城を抜け出したオトハが、みんなに声かけ、ウツミヤの町を一望できる峠にまでやって来たところです。

一同：早っ！（笑）

チンエン：もうそんなところまで（笑）。

ＧＭ：メインの舞ぶ台たいはウツミヤですからね。そこまでの進行はスムーズに行きませんと。

チンエン：それもそうか。

リン：あたしたち、いきなりやってきた姫様に強ごう引いんに連れ出されるのですね（笑）。

チンエン：まぁ、一いつ緒しよにウツミヤに向かうのは、オープニングと今回予告で容よう易いに推すい測そくできますからねー（笑）。ワタシも、料理しているところを引ひっ張ぱられるんですな。

ＧＭ：峠から見下ろすと、風ふう光こう明めい媚びな光景が広がってますよ。山あり海ありって感じで。

ユーノス：なかなか、よさそうなところですねえ。

オトハ：観光ガイドにも、食いもんは美味うまいし、温泉もあるって書いてあるのじゃ（笑）。

リン：姫様～、あたしたちは観光ではなくて世直しに来たんですよ？

オトハ：そ、そんなことはわかっておる！

ＧＭ：で、そう言っていると、一休みできそうな峠の茶屋を見つけるわけです。

チンエン：きた～！　時じ代だい劇げき名物、峠の茶屋！

オトハ：もしかして、団だん子ごもあるかのう!?（わくわく）

リン：茶屋ですから団子くらいあるでしょう。情じよう報ほう収しゆう集しゆうがてら一服していくとしますか。

オトハ：おお、賛さん成せいじゃ。茶屋に入って声を掛かけるぞ。お～い、客じゃ！

ＧＭ：すると、女将おかみが出てきます。「いらっしゃいませ～。旅のお方ですか？」

オトハ：うむ！　その……なんだ。旅の踊おどり子こ、なのじゃ！（一同笑）

リン：身分を隠かくすにしても、もう少し業種を考えましょう、姫様（笑）。

オトハ：細かいことは気にしないのじゃ！　それより、お団子が食べたいのじゃ！

ＧＭ：「団子でしたら五Ｇになりますが、いかがしましょう？」

チンエン：団子が五Ｇ？　結構な値ねだな。

オトハ：……お、お金……（訴うつたえるような視し線せんをリンに向ける）。

リン：はぁ、仕方ないですねぇ。懐ふところから財さい布ふを取り出して払はらいますよ。

ＧＭ：では、店主は団子を一本出してきました（一同笑）。

オトハ：えっ、一本？

チンエン：五Ｇも払はらって一本かよ!?　普ふ通つうは、三本セットとかだろう！

ＧＭ：しかも、串くしに刺ささっている団子は一個こ。

オトハ：ちょっ、一個だけっ!?（一同爆ばく笑しよう）
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ユーノス：なんという暴ぼう利りっ!!

チンエン：……我が慢まんならん！　ここでメガネを掛けるぞ！

オトハ：チンエンの目つきが変わった！

リン：こんなことで本気になるんですか？（笑）

チンエン：当たり前だ！　オレはチューシ、食に関することなら本気にもなる。……女将、団子一個で五Ｇは暴利にもほどがあるだろう！

ＧＭ：「ああ、すみませんねえ。今は、これ一個作るのが精せい一いつ杯ぱいな状じよう況きようでして……」

チンエン：（ちょっと気き勢せいを殺そがれて）む？　この店が悪あく徳とく業ぎよう者しやというわけではないのか？

ＧＭ：「今のウツミヤじゃあ、どこ行っても団子はこうでございますよ……」

リン：今年が凶きよう作さくだというわけでもないですよね？

チンエン：一体、どういうことだ？

ＧＭ：「このウツミヤにタイクーン様がご療りよう養ようにいらっしゃるとのことでしてね。お迎むかえする施し設せつを造つくるのに人手が取られちまって、思うように営えい業ぎようができないんですよ」

オトハ：そういえば、爺もそんなことを言っていた。

チンエン：待て！　いくら人手を取られても、団子くらいまともに作れるだろ!?（笑）

ＧＭ：「どこもかしこも人手不足のおかげで、物ぶつ資しが領内で滞っているんですよ。特に、若わかい男手は城じよう内ないでの増ぞう築ちく作業に取られていて……」

リン：なるほど。人手がなくて、物資も上手うまく回らないんですね。

ユーノス：オトハさん、何かこの件けんについて話を聞いていないんですか？

オトハ：いや、聞いておらん（きっぱり）。

ユーノス：ですよね～（笑）。

リン：ひょっとして、サクザ殿どのならくわしく事じ情じようを知っていたんじゃ？

オトハ：そうか！　爺の話、ちゃんと最後まで聞くべきだった！（笑）

チンエン：ふぅむ、やはりここはオレがひと肌はだ脱ぬいで、店を仕切るべきか……。

ＧＭ：「おお！　手伝ってくださるのですか!?」

リン：チンエンさん、安やす請うけ合あいしないでください。あたしたちの使命をお忘わすれですか？

オトハ：そうじゃ、美味いもんと温泉じゃ！




　違ちがいます。




リン：……姫様？（手刀を構かまえつつ）

オトハ：い、いや、世直しじゃ、世直し！（笑）

リン：ところで、タイクーンとウツミヤとの関係は、どんな感じだったんでしょう？

ＧＭ：ウツミヤ藩は先代タイクーンの頃から忠ちゆう誠せいを誓ちかっている親しん藩ぱんです。で、一時期は今のタイクーン……オトハの兄カゲユキとダイミョウ家の娘むすめアヤメ姫の縁えん談だんも持ち上がりました。

リン：アヤメ姫。あたしの知り合いですね。

ＧＭ：ですです。

オトハ：残念ながら、兄上にはすでにいい仲の姫がいるのじゃ～。

リン：タマ姫様のことでございますね。

ユーノス：ボクは、もの悲しい曲を後ろで奏かなでていましょう（笑）。

ＧＭ：あくまでも先代タイクーンと現ウツミヤ藩のダイミョウの間で取り決められたことですがね。その先代も亡なくなり、縁談は宙ちゆうに浮ういているって状じよう態たいです。

ユーノス：なるほど。

ＧＭ：ではここで、説明を兼かねてリンの回想を挿そう入にゆうしましょう───。




＊　＊　＊




　それはまだ、オトハと仲良くなる前のこと───。

　リンは、タイクーンに臣しん従じゆうを誓ちかうダイミョウ家の娘として、人ひと質じちに出されていた。

　そこでリンは、寂さびしげな様子でひとりお手玉に興きようじる少女を見かけた。

　侍じ女じよの話によれば、ウツミヤの領りよう主しゆの娘アヤメ姫だという。自分と同じ、ていのよい人質の身の上だ。




リン：同じ人質同士、ですか……。

ＧＭ：ダイワではタイクーンの権けん力りよくもまだ十分ではないので、臣従するダイミョウはその証あかしとして身内を人質に送るわけです。

チンエン：その辺は、日本の戦国時代とあんまり変わらないのか。

リン：この頃ころは、まだあたしもカンナギになる前で、ダイミョウの姫様でしたね。

オトハ：肉体を凶きよう器きに鍛きたえ直す前じゃな（笑）。

リン：はい、それはもう弱々しく儚はかなげな娘でしたわ。

ＧＭ：そこで、同じような境きよう遇ぐうのアヤメ姫を見かけるんですね。肉親から離れて、タイクーンの城の中で、ひとり寂さびしそうにお手玉で遊んでいるのです。

リン：では、あたしからアヤメ姫に声をかけましょう。こんにちは、アヤメ様。

ＧＭ：アヤメは、驚おどろいてお手玉を取り落とします。

リン：ああ、すいません。お手を止めるつもりはなかったんですけど。と、お手玉を拾って渡わたします。

ＧＭ：「ありがとうございます。ええと、リン様、ですよね？」

リン：はい。これから仲良くしていただけたらと、声をかけさせていただきました。

ＧＭ：彼かの女じよは、おどおどと戸と惑まどいます。「え？　……その、い、いいんですか？」

リン：（優やさしく微笑ほほえんで）もちろん！

ＧＭ：するとアヤメは顔をぱぁっと輝かがやかせ、「ありがとうございます！」と喜びます。

リン：お礼を言われることではないですよ～。……お手玉、お得意のようですね？　教えていただけませんか？

ＧＭ：「はい！　では、お近づきの印に、これを───」と、使っていたお手玉を差し出します。ちりめんでできた、色いろ鮮あざやかなお手玉です。

リン：ありがたく頂いただきましょう。

ＧＭ：リンはお手玉はできるんでしょうかね？

リン：とっても下手だったことにしましょう。で、アヤメ姫のおかげで上手うまくなるとか。

ＧＭ：なるほど。では、そうしましょう。リンが手からお手玉を取り落とすたびに、アヤメ姫は根気よく、丁てい寧ねいにやり方を教えてくれます。

リン：あたしもがんばって、徐じよ々じよに上手くなっていくんですよ。一日目、二日目と、日を追うごとに回すお手玉の数を増ふやして。

ＧＭ：リンの上達を見たアヤメ姫は、我わがことのように喜びますね。「さすがはリン様。とってもお上手ですわ！」

リン：これもアヤメ様のおかげですわ。

ユーノス：ああ、少女たちの遠い日の友ゆう情じよう。これはほのぼのとしていていい話です～ポロロ～ン♪（楽器を鳴らす仕草）

ＧＭ：そんなある日、アヤメ姫は言うわけですよ。「いつかわたくしやリン様がお互たがいの故こ郷きように戻もどれる日が来たら……そのときは、是非ウツミヤの城にもいらしてくださいね」

リン：ええ、喜んで！




＊　＊　＊




ＧＭ：以上、幼おさなき日の回想でした～。

リン：では、懐ふところからそのときのお手玉を取り出し、懐なつかしんでいましょう。

オトハ：リン、それはなんじゃ？

ユーノス：お手玉ですよ。オトハさん、ご存ぞんじないんですか？

オトハ：む～！　お、お手玉くらいは知っておるのじゃ！（ぷんすか）

リン：これは、ウツミヤのアヤメ様から頂いただいたお手玉ですよ。

オトハ：そうなのか！　アヤメ姫とは仲がよかったのか？

リン：はい。今でもお元気にしていらっしゃるのでしょうか……。

オトハ：ああ、リンが物思いに耽ふけっておる。なんかかっこいいのう（笑）。

ユーノス：それはそれとして、ボクはお団子追加で注文しますね。

チンエン：いい話の雰ふん囲い気き壊こわすなよ！（笑）　それに高いんだから気軽に頼たのむな！

ＧＭ：ちなみに、団子に添そえられているのはお茶でなく白さ湯ゆです（一同爆笑）。

一同：白湯ぅっ!?

オトハ：茶屋なのに茶が出てこないって！　看かん板ばんに偽いつわりありじゃっ！（笑）

ユーノス：貧びん乏ぼう生活には慣なれてますが……いくらなんでもこれはひどい。

リン：あらあらもう、せっかく人が温かい思い出に浸ひたっていたのに♪　にこやかな笑顔のまま、全員に手刀でツッコミを入れていきます（笑）。

一同：ぐぽっ!?

オトハ：うう、リンはこう、容よう赦しやがないのう……。

リン：さて回想もほどほどにしまして……タイクーンの療養のために男手が取られているということですが。

チンエン：そうそう、城の増築とか言ってましたねー。

リン：そのための増築程てい度どで、ここまで民が疲ひ弊へいするって、少し変じゃないですか？

チンエン：ふむ。言われてみれば。多少人手が割さかれるのはわかるとしても……生活が成り立たなくなるほどというのは、何かがおかしい。

ユーノス：そもそも、町には人がどれくらい残されているんでしょうかね。

リン：アヤメのことも気になるし、ちょっと真しん剣けんな顔つきでオトハに話しかけます。姫様、これは城じよう下か町まちに向かって、調べてみるのがよいのではないでしょうか？

オトハ：（こくりと頷うなずきながら）うむ。あいわかった。

リン：さすが姫様、話が早い。

オトハ：このままでは土地の名物も、温泉も味わえんしな！

一同：そこかよ！（爆笑）




　例によってリンのツッコミが炸さく裂れつし、同時に場が笑いに包まれる。

　茶屋の女将も、雰囲気につられて笑い出す。しばらく忘わすれていた〝笑い〟であった。

　果たしてオトハたちは、このような笑顔をウツミヤに取とり戻もどせるのであろうか？







◆Opening 03◆ウツミヤの城じよう下か町まちで




　店という店が暖簾のれんを仕し舞まい、通りに人の影かげはおろか、猫ねこの子一匹ぴき見当たらない。

　吹ふきすさぶ寒風が落ち葉を吹ふき飛とばし、市中を流れる川へと運ぶ。

　落ち葉を掃はき清きよめる者もいなければ、荷を載のせて川を進む舟ふねもない。

　ウツミヤの城下町は、オトハ一行が想そう像ぞうしていた以上に寂さびれていた。




ＧＭ：次のシーン。ウツミヤの城下町になります。全員登場ですよ。

オトハ：わ～い、町に着いたのじゃ～！　……って、どんな感じじゃろうか。

ＧＭ：中央に大きな川が流れている町ですが、男手がなく活気がありません。

リン：ひゅるる～♪（風が通とおり過すぎていく音）

ユーノス：カサカサカサ……（木の葉が舞まい散ちる音）。

チンエン：シケた町だ。いや、シケてるどころの話じゃないな、これは。

ユーノス：西方で言うところの「ゴーストタウン」ですね。

ＧＭ：あまりの寂れっぷりに皆みなさんが驚いていると、町角の橋の上で数人の中年のサムライたちと子こ供どもが言い争っている様子が目に入ります。

オトハ：むっ？　子供が？

ＧＭ：はい。「お父ちゃんを返してくれよ！　もう三み月つきも帰ってきてないんだ！」と子供が声を張り上げますが……。

チンエン：（サムライになって）「ええい、お殿との様さまの命令だ、黙だまってしたがえ！」

ＧＭ：そんな感じです（笑）。サムライは非ひ情じようにも子供を蹴けり倒たおしてしまいます。

オトハ：なんと！　駆かけ寄よって、子供を受け止めるぞ。

ＧＭ：サムライは、不ふ審しんげな目をあなたに向けますよ。

オトハ：きっと睨にらみ返かえしてやろう。このような子供に、何をするのじゃ！

ＧＭ：「ああん？　女、何者だぁ？」

オトハ：わたしは……ええと、そう、旅の踊り子じゃ！（笑）　こんな子供に無む体たいな仕打ち！　おぬしらはそれでもサムライか！

ＧＭ：「はぁ？　何を言っていやがる。この町ではウツミヤの殿との様さまのおっしゃることが善ぜん。お殿様の命にしたがう、我われらもまた善なのだ！」

オトハ：なんじゃと～！

ＧＭ：「わかったら去いね。さもないと、その子供ともども、痛いたい目にあってもらうぞ？」

オトハ：やれるものなら……！　思わず、刀の柄つかに手を伸のばしちゃいますよ。

リン：おっと、姫様。お待ちください。先に抜いたら、こちらに非ひがあることになってしまいますよ？　この前みたいに。

オトハ：む、むむ……じゃあ、ここは待機！（一同笑）

チンエン：待機か。って、戦せん闘とうする気は満々なんかい（笑）。

リン：ええ。こういう連中にはムカッ腹ぱらが立つじゃないですか。

ユーノス：相変わらず、おっとりしているようで過か激げきな巫女みこさんだ。

ＧＭ：オトハが刀の柄に手をやったまま動かないのを見て、「ふ、居い合あいか。面おも白しろい！」と、勝手に誤ご解かいします。そして、ひとりが短刀を抜ぬき、目の前の地面に突つき刺さします。

オトハ：……な、なんの真似まねじゃ？




　サムライは、得意げに言い放った。

「居合い敗やぶれたり！　俺おれの勝ちだ！」




チンエン：なんでだよっ！（一同笑）

ユーノス：い、意味不明だ……。

ＧＭ：いやほら、よく講こう談だんなんかだと、こういう意味不明なことをして達人が勝つことがあったりするんですよ。

チンエン：知らねーよ（笑）。

リン：それって、データ的な効こう果かは何かあるのですか？

ＧＭ：いえ、まったく。講談の聴きき過すぎで勘かん違ちがいしたこのサムライが、意味のないハッタリかましただけで。

オトハ：バ、バカだ……（笑）。

リン：ツカツカと近ちか寄よって、刺さってる短刀を抜いて放り捨てます。えいっ。

ＧＭ：「あっ！」（一同爆笑）

チンエン：「あっ！」じゃないだろー!!　なんというボンクラ。

リン：居合い破やぶり、敗れたり（笑）。

ＧＭ：「おのれ、ただの旅人風ふ情ぜいが！」と、向こうは次々と刀を抜きます。

オトハ：抜いた！　ちゃ～んす！

リン：姫様、手て加か減げんなさいませ。無む益えきな殺生はいけませんよ？

オトハ：わかってるのじゃ。

ＧＭ：オトハと距きよ離りを詰つめつつ、サムライたちはその周りをグルグルと回ってます。「ははははっ、高速で動く我らを捉とらえることができるかな？」

ユーノス：なんか、また負けフラグ的な戦法を使ってきましたよ？（笑）

リン：……その戦法にデータ的な裏うらづけは？

ＧＭ：「ふははははは……ないっ！」（力強い声）

リン：自信満々に言わないでくださいっ！（爆笑）

オトハ：よし、こんな連中なら一ひと捻ひねりできそう。……ＧＭ、こいつらエキストラ？

ＧＭ：いえ、一いち応おう、データはあるのです。モブですが。

チンエン：モブかい（笑）。

オトハ：モブなら楽勝！　《トルネードブラスト》！

ＧＭ：では、その《トルネードブラスト》でサムライたちは血ち煙けむりをあげながら───。

オトハ：あわわ、殺さない殺さない！

ＧＭ：お、了りよう解かいです。では演えん出しゆつはどうしましょう。峰みね打うち？

オトハ：う～ん、刀を抜くのもバカバカしい。動いてるとこに足ひっかけてやろう。




　オトハが差し出した足に、ひとりが引っかかって倒たおれる。

　その後ろを走っていたサムライたちは勢いきおいを殺しきれず、次々と将しよう棋ぎ倒だおしに倒たおれてゆく。

　そのまま団だん子ご状じようになり、川へと無様に転落する。




ＧＭ：「ごぼごぼごぼっ!?　お、俺たちの必殺の陣じん形けいが！　……ち、ちくしょう！　覚えていやがれ！」と捨すてゼリフを残し、川から這はい上あがって逃にげていきます。

リン：ほほほ。情なさけないおサムライ様でしたねぇ。

オトハ：ま、こんなもんじゃ。子供にも声をかけるぞよ。これ子供、大だい丈じよう夫ぶか？

ＧＭ：「おいらなら大丈夫だよ、お姉ちゃん！　それにしてもお姉ちゃん、強いんだね」

オトハ：ふっふっふ、それほどでもないのじゃ。

ＧＭ：「いや、今の連中が弱すぎたのかな」

オトハ：ちょっと！（笑）

ユーノス：これ、本来、オトハさんの強さに感服した子供が懐なつくってシーンですよね？

ＧＭ：ええ、そのつもりだったんですが……なんでだろう？

チンエン：敵てきの演えん出しゆつを、あんなボンクラにするからだな。

オトハ：わたしは強いのじゃ！　そういうことにしておけ小こ僧ぞう！（笑）

ＧＭ：「そ、そうだね。助かったよ、ありがとう」

オトハ：どういたしまして。ところで、お父上はどうなされたのじゃ？

ＧＭ：「お城に仕事で呼び出されてから、三ヶ月も帰ってきてないんだ」

オトハ：ふむ、どんな仕事をしているのじゃ？

ＧＭ：「大工だよ。自じ慢まんじゃないけど、ウツミヤでも一番腕うでが立つって評ひよう判ばんなんだ！」

オトハ：なるほど……。

ＧＭ：「お姉ちゃんたち、見かけない顔だね。旅の人？」

オトハ：旅の踊り子なのじゃ！（笑）

ユーノス：三国一の美び姫きと名高い踊り子、オトハさんですよ～（笑）。

ＧＭ：「へ～、そうなんだ！　美人なんだね！」

オトハ：おお、素す直なおに信じたようなのじゃ！（笑）

チンエン：子供ですからねー。

リン：とりあえず、お話を聞かせてもらってもよろしいですか？

ＧＭ：「話？　もちろん、いいよ！」

ユーノス：ついでに、いい宿がないかも聞きたいところですねえ。我われ々われの滞たい在ざい先さきを決めないことには動けませんし。

ＧＭ：「最近は物の値ね段だんが高くなってるから、宿代も高いし……多分、どこへ行っても、ＶＩＰルームしか空いてないって言われるんじゃないかな？」

チンエン：ＶＩＰルームって……（笑）。

ユーノス：東方の雰囲気を、ＧＭから台無しにしようとしていませんか？（笑）

ＧＭ：ははは、時代劇風な言い回ししなくても楽しめるように、例を示しているのです。

オトハ：だったら、宿代はいくらくらいするんじゃろう？

ＧＭ：じゃあ、一〇〇〇Ｇ（あっさり）。

ユーノス：高っ！　払はらえないですよ、そんなの！

オトハ：……困こまった（笑）。

ＧＭ：「助けてもらった恩おんがあるから、うちに泊とめてあげようか？」

オトハ：い、いくらで？

ＧＭ：「お礼なんだから、無料に決まってるじゃん！」（笑）

オトハ：ここにするのじゃ（きっぱり）。

チンエン：なんという即そつ決けつ。ですが、異い論ろんなしー！（笑）

オトハ：そうじゃ、自じ己こ紹しよう介かいをしておこう。わたしはオトハじゃ。おぬしの名は？

ＧＭ：「タスケって言うんだ！」

リン：あたしはリンと申します。

チンエン：ワタシはチンエンだ。

ユーノス：歌って踊おどれる愛の天使、ユーノス・ローリングスターですよ～♪

ＧＭ：「じゃあ、案内するよ！　こっち」とタスケは案内してくれます。

オトハ：じゃ、ついていくぞ。

ＧＭ：では、シーンを終了しますが……背はい後ごの川から、オトハたちを見み張はる影かげがあります。




　オトハたちは気づかなかった───。

　すぐ側を流れていた川から、何者かの影が立ち上がり、オトハたちが去っていった方角を見つめていたことに……。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆タスケの家にて




　古びた長なが屋やの一角。壁かべはあちこち剥はがれかけ、畳たたみもひどく傷いたんでいる。

　そこが、タスケの家であった。

　決して裕ゆう福ふくとはいえないが、タスケもその母も、一行を温かく迎むかえ入いれるのであった。




ＧＭ：では、ミドルフェイズを始めたいと思います。最初のシーンは、全員登場。貧まずしい長屋の一角にあるタスケの家にお邪じや魔まするところからスタートします。

一同：はーい。

ＧＭ：「お母ちゃん、お客さんが来たよ！」とタスケが自じ宅たくへと駆かけ込こみます。

チンエン：貧しい長屋と言ったが、かなりのものか？

ＧＭ：はい。建物のそこかしこが傷んでいます。住人たちの顔にも精せい気きがありません。

オトハ：あちゃ～。こういう光景を見ると、胸むねが痛いたむ。罪ざい悪あく感かんというか……。

ユーノス：姫ひめ様さまは何不自由なくお育ちですからねぇ。

ＧＭ：さて、タスケの家からは、少し元気がなさそうな彼かれの母親が姿すがたを現わします。

リン：まぁ、町があんな様子ですからねえ。

ＧＭ：タスケがオトハたちに助けてもらったことをかいつまんで説明すると、タスケの母は「ご親切にありがとうございます。何もないところですが、ゆっくりして行ってくださいませ」とお茶とお菓か子しを出してくれます。

オトハ：お菓子！　お団だん子ごか!?（笑）

ＧＭ：そうですね。今度は団子がふたつ、串くしに刺ささっています（一同笑）。

チンエン：今度は、ふたつかー。

オトハ：やったのじゃ！　ありがたくいただくのじゃ。もぐもぐ（嬉き々き）。

ＧＭ：それを、じーっとタスケ君が見ていますけど。

オトハ：うっ、食べづらい……（笑）。

リン：今のウツミヤでは、団子も貴き重ちよう品ひんのようでございますしね。

オトハ：よし、タスケも食べるのじゃ。

ＧＭ：「わーい、ありがとう！　うめぇ！　これうめぇ！」と、大喜びで食べています。

オトハ：うんうん、しっかり食べるのじゃ。

ユーノス：オトハさん、そろそろタスケくんから事じ情じようを聞いた方がいいと思うのですが？

オトハ：む、そうであった。タスケよ、たしか父親が帰ってきていないと言うが。

ＧＭ：「三ヶ月くらい前のことだったかなぁ。お父ちゃんがお城しろに連れてかれたのは……」




　タスケの話を要約すると次のようなものだった。

　タイクーンがウツミヤへ、療りよう養ようにいらっしゃることになった。

　その療養中滞たい在ざいする屋や敷しきを城じよう内ないに増ぞう築ちくするため、領りよう内ないの大工が集められているという。

　腕うでのよい大工であるタスケの父も、そのうちのひとりだった。

　それから、はや三ヶ月───。

　城の増築は進んでいるようだが、父は一向に帰ってこない。

　不思議に思ったタスケが城に話を聞きに行っても、追い返される始末。

　その間にも、町の男おとこ衆しゆうはどんどん建けん設せつに駆り出されていき、町は寂さびれていった。

　タスケの父以外にも、帰ってこない人々がいるという噂うわさがひそやかに流れ始め……。




ユーノス：ふぅむ。これは怪あやしい話ですね……。

チンエン：お城で、なんか人には言えないものを造つくらされているんでは？

ユーノス：吊つり天てん井じようとかですね、吊り天井！（笑）

チンエン：まあ、今回予告でも言っていたくらいだし（笑）。

ＧＭ：しかし、知っているのはあくまでもプレイヤーなのですよ。

ユーノス：ですよねぇぇぇ（笑）。

オトハ：ならば、代わりにわたしたちが城に調べに行けばよい。

ＧＭ：「で、でも、お城に近づこうとしても、追い返されるだけだよ？」

オトハ：大だい丈じよう夫ぶじゃ。わたしたちの強さは、先ほど見たであろう？

ＧＭ：それでも、タスケは心配そうにオトハを見上げます。

オトハ：タスケは、お父上に会いたいのじゃろう？

ＧＭ：「……う、うんっ！」

オトハ：ならば、任まかせておけ。泊とめてもらう礼は、キッチリと返す。

ＧＭ：タスケは「わかった！　お姉ちゃんたちを信じるよ！」と頷うなずきます。

オトハ：うむ、いい返事じゃ。

チンエン：しかし、どうします？　忍しのび込こむんですか？

リン：そんなことをしなくても、正面から訪たずねてみればよいのでございます。

オトハ：正面から？

リン：はい、あたしはウツミヤのアヤメ姫様とは旧きゆう知ちの仲。覚えていてくれれば、きっとお城に招まねき入いれてもらえると思います。

オトハ：なるほど～。

ユーノス：しかし、素す直なおに会ってくれるかどうか。

リン：駄だ目めだったら、そのときは忍しのび込こみましょう。「プランＡ：正面から面会」が駄目だった場合、「プランＢ：忍び込む」です。

オトハ：ふむ、それでいこう。忍び込むのも無理そうなら……。

リン：そこは姫様が大好きな「プランＣ：殴なぐり込こみ！」ですね。

オトハ：好きなわけではない！　だが、簡かん単たんでいいではないか（笑）。

チンエン：おお、ダイワの姫は恐おそろしくも頼たのもしいですな。

ユーノス：では、日をあらためてウツミヤの城を訪たずねるということにしましょうか。

オトハ：うむ。あとは……町の様子も知りたいのう。タスケの母上に聞いてみよう。

ＧＭ：お母さん曰いわく、「ウツミヤの町は死んだような静けさ」とのことです。

オトハ：むぅ、そんなにか。

ＧＭ：どのくらい寂れているかというと、ウツミヤの町で中ちゆう華か丼どんを頼たのむと……。

一同：中華丼!?（笑）

チンエン：この世界に中華丼があるのか。

ＧＭ：おお、そういえば。では、セーリア丼といたしましょう（笑）。本来ならウズラの卵たまごがたっぷりあるはずが、一個こしか入っていないという有様です。

チンエン：おおお……いかんぞ、それは！　皆みなさん、確たしかに深しん刻こくな事じ態たいですよ！

リン：……それは深刻なのかな？（笑）

チンエン：深刻だ！　中華丼……いや、セーリア丼にウズラの卵が一個しかないんだぞ？

オトハ：たしかに、想そう像ぞうしてみると悲しい気持ちになるのじゃ（笑）。

ユーノス：ともあれ、どんな具合かはこの目で見てみないと。

ＧＭ：わかりました。では、今日はそのくらいにして、明日から調べるということで。夜になるとタスケのお母さんが美味おいしい餃子ぎよーざを作ってくれます。

オトハ：……餃子を？（笑）

チンエン：餃子は、我わが国の名物だと思ったが（笑）。

ＧＭ：セーリアから製せい法ほうが渡わたってきて、ウツミヤ餃子という名産になったのです（笑）。

ユーノス：なるほど、ウツミヤ餃子。

チンエン：では礼として、尚しよう膳ぜん太たい監かんも唸うならせた秘ひ伝でんのタレを取り出し、これを添そえよう。

一同：おおお～。

ＧＭ：タスケ母子も、大喜びで箸はしを進めていますね。「さすが本場の料理人さんだねぇ」

チンエン：なに、これもお母さんの餃子という本体があってのことですよ。

オトハ：おかげで、この美味うまい餃子を食べて、わたしはより世直しをがんばろうという気になったのじゃ（もぐもぐ）。

ＧＭ：では、皆さんが気合いを入れ直したところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆オトハと仕し掛かけ小箱




　タスケの案内により、オトハたちはウツミヤの中心街にやってきた。

　大きな商店が軒のきを連ねる大通り。今までは商品を買い求める人々であふれかえっていたのだろう。だが今は、猫ねこの子一匹ぴきいない……。




ＧＭ：では翌よく日じつ。皆さんは、ウツミヤの町で聞き込みをすることになります。特に問題がなければ、全員が登場となりますが。

一同：はーい。

オトハ：わたしたちは余所よそ者ものなので、タスケに案内を頼むのじゃ！

ＧＭ：了りよう解かいです。まず、タスケは皆さんを大通りに案内しますよ。「ここがウツミヤの城下町だよ！」と胸を張はります。

オトハ：おお！　さすがに城下町くらいは……。

ＧＭ：店は軒のき並なみ暖簾のれんを外していて、休業中になっています。

オトハ：……あ、あれ？

ＧＭ：道を歩く人ひと影かげもありません。イメージ的には、近所に大型スーパーが出店してきて寂れてしまったシャッター街みたいな雰ふん囲い気きですね。

チンエン：リアリティがあるというか、生々しい描びよう写しやだ（笑）。

リン：あらあら。城の増築に人手を取られているって話でしたが、こうもひどいとは思いませんでしたねえ。

チンエン：どこもかしこも店を閉しめなくてはならないほどって……ここのダイミョウは、ウツミヤを破は滅めつさせたいのか!?　生活できないだろ、これじゃあ！（笑）

ユーノス：いやいや、きっと、酒場くらいは開いているはずですよ、うん。

ＧＭ：……そうですね。うらぶれた飲み屋が一軒けんだけ開いています。

ユーノス：ほらね！　ボクの予想のとおりです！（笑）

チンエン：適てき当とうに言っただけだろうに（笑）。

ＧＭ：壮そう年ねんの男だん性せいが切きり盛もりしている飲み屋で、店も年季が入っている佇たたずまいです。

チンエン：よーし！　軽く一いつ杯ぱいひっかけますかねー！（嬉々）

リン：すいません、お茶を一杯いただけますか？

チンエン：ワタシは酒だー。

リン：（手刀を構かまえて）任にん務む中ですよ？　酔よっぱらったらいけませんし。

チンエン：（慌あわてて）いやいやっ、やはり茶にしておきます（笑）。

ＧＭ：「おや、お客さんか。お金の方は、大だい丈じよう夫ぶなんですかい？」と店主が聞いてきます。

ユーノス：そういえば、お団子だけで五Ｇしましたねぇ。飲み物だといくら取られるやら。

リン：同じくらいのお値ね段だんでしょう。（ギルドの帳ちよう簿ぼを眺ながめつつ）大丈夫です。出せます。

オトハ：さっそく聞き込みをするのじゃ。……ここは、ずっとこんなに寂さびれているのか？

ＧＭ：「いえ、三ヶ月ほど前からですかねえ。男手を、城の増築作業に取られてからですよ。みんな、行ったきり帰ってこないというのもありますがね」

オトハ：ふむ。やはり、増築作業が問題を起こしておるのか。

ＧＭ：「はい。お城にもうかうかと近づけないし、困こまったものでさぁ」

オトハ：しかし、城の増築作業にそんなにも人手が必要とは思えんのじゃが（考えこむ）。

ユーノス：一度も家に帰さないあたりも、おかしいしな。

チンエン：そういえば、何故なぜこの店主は、駆かり出だされなかったんだろう？（笑）

ＧＭ：「あっしは前の戦いくさで足を駄だ目めにしましてねぇ。年も年ですし」

チンエン：なるほど、納なつ得とく。

ＧＭ：「ここも、ちょいと前までは、活気のある町だったんですがねぇ」

オトハ：しかし、このウツミヤの領りよう主しゆって、どんなお方なんじゃろうな？

ユーノス：ふぅむ。ＧＭ、ここで領主について情じよう報ほう収しゆう集しゆうできませんか？

ＧＭ：いいでしょう。難なん易い度ど12の【知力】判はん定ていに成功したら、一いつ般ぱん的てきな情報が手に入ります。達たつ成せい値ちが15以上だと、かなりくわしい情報が手に入ります。

オトハ：【知力】は２しかないぃぃ（ダイスを振ふる）うう、失敗なのじゃ！

リン：「オトハ様、あれほどお勉強は大切だと申し上げましたのに」（ダイスを振る）あ、あら？　あたしも達成値11で失敗（笑）。

オトハ：人のことを言えぬぞ、リン。

リン：あらあら、あたしとしたことが。

チンエン：達成値16で成功！　ふふ、郷きよう土ど料理が美味い地ち域いきにはくわしいのですよ。

ユーノス：チンエンさんが成功してますし、ボクは判定しないでおきましょう。

ＧＭ：チンエンの口からみんなに説明したということで。このウツミヤのダイミョウはオンダ・タカノシン。アヤメ姫という娘むすめがいます。

チンエン：ふむふむ。

ＧＭ：なお、先代タイクーンとタカノシンとの間で、両家の子こ供どもを結けつ婚こんさせようという約束がされておりました。

リン：つまり、現タイクーンである上うえ様さまとアヤメ姫は許嫁いいなずけだったんですね。

ＧＭ：はい。タカノシンは先立たれた妻つまとの間の子であるアヤメ姫をタイクーンの正せい妻さいにしようといろいろ工作したようです。ただ、現タイクーンはタマ姫を正室として迎むかえようとしているのではないか、という噂が流れております。

オトハ：ううむ……。

ＧＭ：そんな経けい緯いがあるから、タマ姫の存そん在ざいはタカノシンにとって、目め障ざわりでしょうね。

ユーノス：なるほど。ある意味わかりやすい話ですね。

リン：そうですね。……ところでチンエンさん。

チンエン：はい？

リン：何故、そんな裏うら事じ情じようにくわしいんですか？（笑）

チンエン：（目を逸そらす）こ、故こ郷きようの知り合いに事じ情じよう通つうなヤツがいて、ねえ？（笑）

オトハ：なるほど。チンエンにはよい知り合いがおるのだなぁ！（感心）

リン：こうなってくると、アヤメ姫が気になりますね。あたしと仲良くしていたのは昔の話でしょうから、近きん況きようについて知りたいです。

ＧＭ：アヤメ姫については、リンは難易度10の【知力】判定に成功すれば、近況を知っていることにしましょう。

リン：（ダイスを振る）ぴったり10で成功！　ほら、ちゃんと幼おさななじみについては気にかけていましたよ？（笑）

ユーノス：強調しなくても、わかってますよ。ええ（笑）。

ＧＭ：アヤメ姫は、美しく心優やさしい姫だと評ひよう判ばんです。今はウツミヤの城にいます。昔なじみのリンならば、訪たずねていけば会ってくれそうな感じです。

オトハ：わたしはうかつに名乗れぬから、リンが適てき任にんそうじゃな。

リン：アヤメ様が覚えていらっしゃるかはわかりませんが、訪ねてみる価か値ちはあるかもしれませんね。

オトハ：親友ならば大丈夫じゃろう！

ユーノス：あはは、門もん前ぜん払ばらいを食らっても、失う物があるわけでもなし！　挑ちよう戦せんするだけ挑戦してみるといいと思いますよ～？

ＧＭ：では、皆さんがそんな風に話をしていると、タスケが所しよ在ざいなさげにしております。「何か難むずかしい話してるなぁ。おいらにはよくわかんねーや」

オトハ：あ、ああ、すまぬ！

ＧＭ：で、オトハを見上げる「そ、その、ウツミヤの町は、どうだい？」と聞いてきます。

チンエン：仲良くなった旅人にお国自じ慢まんをしたいけど、できないジレンマか。

オトハ：風ふう光こう明めい媚びでよいところじゃ。ただ、人ひと気けがないのだけがもの悲しい。早く、元のウツミヤに戻もどるとよいな？

ＧＭ：そうすると、タスケは「うん。……へへ、お姉ちゃんたちはいい人だな！　特別に、うちのお父ちゃんが得意な仕掛けを教えてあげるよ！」と胸を張ります。

オトハ：ほほう、タスケの父上は仕掛けが得意かぁ。

ＧＭ：「うん。おいらのために、お父ちゃんが作ってくれたおもちゃなんだけどな」と言って、懐ふところから箱みたいなものを取り出します。

一同：箱？

ＧＭ：寄よせ木ぎ細ざい工くの小箱のようなものをイメージしていただければわかりやすいかと。今回は、実じつ際さいにこのようなものを用意してみました（シルエットパズルを取り出す）。

オトハ：おお、木もく製せいのパズルだ～！

リン：さまざまな形けい状じようのピースを組み合わせて、シルエットを形作るパズルですね。

ＧＭ：で、タスケが出した小箱ですが、蓋ふたのところに林りん檎ごの形をしたくぼみがあって、このパズルを解とくと開く仕組みになってます。

オトハ：え？　ということは……。

ＧＭ：では、実際にオトハに解いてもらいましょうか。このパズルを使って、林檎のシルエットを作ってみてください。

オトハ：ええ～っ!?

チンエン：これは、プレイヤー自身が解くの？

ＧＭ：はい。まあ、まずは解いてみてください。

オトハ：……え、ええと、平行四辺形のピースは……中心かな？




　真しん剣けんな顔になり、パズルを解こうとがんばる小島さん。

　しかし、何度繰くり返かえしてもおかしな形状になるばかりで……。




オトハ：む、難しい……簡かん単たんそうに見えて、難しい！

チンエン：これ《クウェリィ》を使ったから、答えはわかるかな？

ＧＭ：ヒントとして、ピース一個だけ、配置場所を教えます（一同笑）。

チンエン：えっ、パーツ一個だけ？

オトハ：ヒント！　ヒント、プリ～ズ！

リン：シナリオ進行上で得するわけでもないのに、一回だけしか使えないスキルを使うわけないでしょ！（一同笑）

オトハ：ええと、この四角がはみ出すから、真ん中に持ってくればいいんだ。……あれ？　今度はこの三角がはみ出す？　ええと、向きを変えると……はまらない。……むむむ、わ、わからな～い！




　ああでもない、こうでもないと悪あく戦せん苦く闘とうすること、約三〇分───。




ＧＭ：だんだんいい形になってはいるんですが、あと一歩ではまらないですね（笑）。

オトハ：……はっ！　わかった！

ＧＭ：ほう？

オトハ：これ、ピースを割わって細工すれば、簡かん単たんに完成するのじゃ！（爆ばく笑しよう）

リン：ピースの形を変えちゃったら、シルエットパズルの意味がないですから！（笑）

オトハ：むむむ……じゃあ、あと一週間ください。そうすれば解けます！（一同笑）

ＧＭ：リプレイの収しゆう録ろくが終わってしまうので、宿題にするのは勘かん弁べんしてください（笑）。

オトハ：うう～ん、残念！

ＧＭ：「どうだい？　うちのお父ちゃんが作ったパズルは難むずかしいだろ？」

オトハ：う、うん……。

リン：姫様、ちょっとお貸かしください。この手のものは、攻こう略りやくにコツがあるんですよ。

オトハ：ああ、この大きなパーツが一番の問題なのじゃ！

リン：ああ、これはですね。斜ななめにしてこう置けば、ほら！




　完成のシルエット図をじっくり眺ながめたあと、一番の問題と言われたパーツをばっちりな位置に置く。すると、もうほとんど林檎の形が見えてきた。




リン：……ほら、おさまるでしょ？

オトハ：おお、じゃ、これを置けば完成か！

ＧＭ：ああ、これじゃ悠ゆう羅らさんが解いたも同然っすよ（笑）。

リン：しまった、軽くヒントを出すつもりが、つい。

ＧＭ：では、箱の仕掛けがわかって、開くことができました。

オトハ：わたしにかかれば、まあこんなものじゃ！（一同笑）

チンエン：解いたのはオトハじゃないだろ！　なんでオトハが威い張ばるんだよ！（笑）

ＧＭ：「お姉ちゃんたち、すげぇなぁ！」とタスケは感心したように呟つぶやきます。

オトハ：何が入ってるんだろう？　ごそごそ（中身を探さぐる仕草）。

ＧＭ：ええと「団子くれよ」と子供の文字で書かれたメモが。

チンエン：（メモを投げ捨て）こんな方法でねだるんじゃないー！（笑）

ユーノス：まぁ、一本くらい奢おごってあげましょうよ。タスケさんは子供なんですよ？

チンエン：……仕方ないな、一本だけだぞ。

ユーノス：この地の団子は、一個しか刺ささってないですが（笑）。

ＧＭ：「わーい！　ありがとう」奢ってもらった団子を囓かじりつつ、タスケは「お父ちゃんは、こういう仕掛けを作るのが好きでさ……」と語ります。

オトハ：あっ、そうじゃったのか。

ＧＭ：「ああ、お父ちゃんが作ったパズルはまだまだあるよ？　もっとやる？」（笑）

オトハ：（パズルを放り出す）早いところタスケのお父上を救出するのじゃ。そして、パズルの答えをもらうのじゃ！（笑）

リン：姫様が堪たえきれなくなった（笑）。

オトハ：冗じよう談だんはさておき……タスケのご自じ慢まんのお父上、わたしも会ってみたいのじゃ。

ＧＭ：「うん。……お父ちゃんに、早く会いたいなぁ」と呟きます。

オトハ：大丈夫じゃ。きっと、もうすぐ再さい会かいできるのじゃ。

チンエン：安やす請うけ合あいしていいのかな？　下手に期待させると、失敗した時の落らく胆たんぶりは半はん端ぱないですぞー？

オトハ：……親を城に取られた子は、なにもタスケだけではあるまい？

リン：成り行きでタスケさんと出会ったので、タスケさんだけに目が行きがちですけど……働はたらき盛ざかりの男性は、みんなお城に連れて行かれたんでしたっけ。

オトハ：そう。だから、一いつ刻こくも早く何とかしてやらねばなるまい。タスケはもちろん、この城じよう下か町まちの子供たちのためにも。

リン：そうでございます、あたしたちの役目は、世直し！

ユーノス：さすがオトハさん！　これは唄うたを作る時のネタにしましょう（メモ）。

オトハ：そうすれば、美味うまいもんも温おん泉せんも楽しめるのじゃ！

チンエン：結局そこかい（笑）。

ＧＭ：では、気持ちを新たにしたところで、このシーンを終了します。







◆Middle 03◆再会、リンとアヤメ




　ウツミヤの城じよう門もんにやってきた、リンたち。

　城の警けい備びは、見るからに厳げん重じゆうである。

　幼おさななじみだと言って、アヤメ姫に会うことができるだろうか。




ＧＭ：では、次のシーンになります。場所は、ウツミヤの城門前でいいでしょうか？

オトハ：うむ！　駄だ目めでもともとってことで、アヤメ姫に会いに行くのじゃ！

ＧＭ：では、とりあえず全員登場として、ウツミヤ城にやって来ました。城門の前ですが、警備が厳重で、ピリピリした雰ふん囲い気きが伝わってきます。

ユーノス：中の様子は、どんなもんでしょうねえ？

ＧＭ：城の塀へいに遮さえぎられて、ちょっとわかりませんね。

ユーノス：いざというときは、ボクの《ウィング》で上空から偵てい察さつしましょうか？

チンエン：それって、大だい丈じよう夫ぶそう？

ＧＭ：弓を持った兵士も警けい戒かいしてますから、射うち落とされるかも知れませんよ？

ユーノス：そ、それは厳重ですね。

リン：まずは、門番さんに話をしてみましょう。

ＧＭ：門番は「何だ、お前たちは？　用のない者は帰れ」と、すぐに追い返そうとします。

ユーノス：それは冷たい。ボクたちは、ウツミヤの評判を聞いて観光に来たのですよ？

ＧＭ：「こんな時期にか？」

オトハ：だって、観光ガイドには美味いもんも温泉も最高と書いてあるのじゃ。

ＧＭ：「ああ、観光地ってのはどこでもそんなものだ」

チンエン：おい（笑）。

ユーノス：ちょっと！　ウツミヤ藩はんの者が、そんな態たい度どでいいんですか？

リン：では、お手玉を差し出しながら……アヤメ様にこれを渡わたして「リンが参りました」とお伝えくださいませ。

ＧＭ：「できぬ。そもそも、姫様にお目通しできるわけなかろう」

オトハ：（むっとした顔で）アヤメ姫がリンと会うかどうかは、そなたらではなく、アヤメ姫が決めることじゃ。

ＧＭ：「小こ賢ざかしいことを言いおって！」

オトハ：わたしは、間ま違ちがったことは言ってないぞ？

ＧＭ：では、門の前で騒さわいでいると「何事ですか？　今、リンという名前が聞こえた気がするのですが……」とアヤメ姫が出てきます。
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一同：おおっ！

ＧＭ：リンはひと目見て、昔むかしの面おも影かげがあることに気づきますよ。

リン：アヤメ様、ご無ぶ沙さ汰たしております。昔の約束のとおり、リンが参りました。ぺこりとお辞じ儀ぎをします。

ＧＭ：アヤメ姫は「まぁ、リン様！　お懐なつかしゅうございます。ずいぶんとご苦労なされたと、風の噂うわさで聞いております」と顔をほころばせます。

リン：いえいえ、それほどでもございません。……アヤメ様がご健勝のようで何よりです。




　懐なつかしい顔との再会───。

　立場は昔と違ちがってしまったけれど、あのとき結んだ絆きずなは今も生きている。

　それが、とても嬉うれしく思えるのだった。




ＧＭ：アヤメ姫は「いえ……。立ち話も何ですし、どうぞ中へお入りくださいませ」とみなさんを中へ促うながします。

チンエン：門番は怒おこったりしない？

ＧＭ：もちろん、門番は「しかし、お殿との様さまのご命令で、外部の者は立ち入らせぬようにと！」と制せい止ししますが、アヤメ姫が「この方たちはわたくしを訪たずねてくれたお客人ですよ。無む下げに帰しては、オンダ家の名が廃すたりまする」と門番に言い返します。

オトハ：おお！　とんとん拍びよう子しにことが運んでいるのじゃ（嬉々）。

ユーノス：来た甲か斐いがありましたね。

ＧＭ：「さぁ、どうぞ。お久ひさしゅうございます」とアヤメ姫はリンに微笑ほほえみかけます。

リン：ええ、一〇年ぶりくらいでしょうか？

ＧＭ：「はい。あれから、お手玉はなされておりますか？」

リン：もちろん。

ＧＭ：そうこうしているうちに、アヤメ姫の自室に着きました。

オトハ：お邪じや魔ましまーす。

ＧＭ：アヤメ姫は、皆さんにお茶を勧すすめます。「粗そ茶ちやですが、どうぞ」

オトハ：団子はっ!?（期待に満ちた目）

リン：ひ、姫様……（笑）。

ＧＭ：は、では、ちゃんと団子が四つ刺ささったものが饗きようされますよ。

チンエン：ありがとうございます。

オトハ：やっと、まともな団子にありつけたのじゃ～♪（笑）

ＧＭ：「ウツミヤには、どういったご用で？」

オトハ：その……わたしたちは、旅の踊おどり子こなのじゃ！

ＧＭ：「はあ、踊り子？」

リン：……ええと、諸しよ国こくを巡めぐる旅の途と中ちゆう、一いつ緒しよになったのでございます。

ＧＭ：「ああ、そうでございますか」

オトハ：信じてくれたようじゃ（笑）。

ユーノス：結けつ構こう苦しい言い訳だと思いますが。

リン：ところで、お城や領内ですが……ずいぶんと物々しい感じがいたします。一体、何があったのですか？

ＧＭ：「……それが、城の増築中なのです。建けん築ちく部分から賊ぞくに入られても困こまりますゆえ、警備が厳きびしくなっているのです」事情を話すアヤメ姫の表ひよう情じようも、曇くもり気味ですね。

リン：なるほど。建築と警備で人手が取られているのですね。ただ、それにしても、ずいぶんと町の人手を取っていらっしゃるようですが……。

ユーノス：何ヶ月も家に帰ってきていない人も多いと聞きました～。

オトハ：アヤメ姫のお力で、何とかしてやれぬかのう？

ＧＭ：「父上が仕切っているので、わたくしからは何も。ごめんなさい」と顔を伏ふせます。

リン：まぁ、予想どおりの返答ですね……。

ＧＭ：アヤメ姫はしばらく黙だまって考えこんだあと、「リン様、タマ姫という方をご存ぞんじですか？」と問いかけます。

オトハ：タマ姫を？

リン：え、ええ……まぁ、一いち応おうは（言葉を濁にごす）。

ＧＭ：「実は、タマ姫にお伝えしたいことがあるのです」

リン：タマ姫に？　どのような？

ＧＭ：「それが……」と言いかけたところで、廊ろう下かから荒あら々あらしい足音が近づいてきて、バッと障しよう子じが開かれます。

オトハ：な、何事じゃ!?

ＧＭ：そうすると、痩やせ気味で神しん経けい質しつそうな顔立ちの、年配の男性が現あらわれます。「あれほど人を城内に入れるなと言っただろうが！」とアヤメ姫を一いつ喝かつします。右みぎ肩かたに鷹たかを載せていて、鷹たか狩がりの帰りらしい雰囲気です。

チンエン：もしかして、この藩のダイミョウ？

ＧＭ：そうです。オンダ・タカノシンです。

ユーノス：ああ、鷹を飼かっているから（笑）。

リン：ご無ぶ沙さ汰たしております、タカノシン様。一〇年ほど前に、アヤメ様と懇こん意いにさせていただいておりました、リンでございます。

ＧＭ：「むっ、あのときの……。しかし、アヤメ！　何なに故ゆえ人を入れた!?　あれほど部外者を入れるでないときつく申したであろう！」とアヤメ姫をどやしつけます。

チンエン：ちょ……（笑）。

ＧＭ：皆みなさんを横目で睨みつつ、「タイクーン様がいらっしゃるまで、不ふ審しんな者を近づけてはならぬと、あれほど言ったであろう！」とアヤメ姫に言います。

オトハ：不審？　わたしたちがか？

ＧＭ：「旅の踊り子といったら、不審であろうが」

オトハ：言われてみれば、もっともじゃ（笑）。

ユーノス：ヒートアップしてますねえ。ここは退たい却きやくするのが懸けん命めいそうです。

ＧＭ：「しかし、そこの者。どこかで見たような顔だな？」と、タカノシンはオトハの顔をじろじろ見てきます。

リン：そっか、ダイミョウクラスとなれば、姫様の顔を知っているかも（笑）。

オトハ：き、気のせいじゃ～、気のせいじゃ～と、顔を背そむけつつ。

ＧＭ：「だろうな、おぬしのような者に覚えなどあるわけがない」

オトハ：むっ！

リン：でも、このままだと姫様の正体がばれそう。では、お邪魔のようですので、あたしたちはこれでお暇いとまさせていただきます。何かありましたら、いつでもご連れん絡らくくださいませ。

ＧＭ：アヤメ姫は「すみません、リン様……」と申もうし訳わけなさそうな顔をして、リンの手を取り、こっそりと文ふみを渡します。

リン：文を？

ＧＭ：ええ、何か大切な内ない容ようっぽいです。

リン：では、タカノシン様に見つからぬように受け取って、城から出ましょう。

オトハ：追い出されたのじゃ……。

チンエン：まぁ、牢ろう屋やにぶち込こまれる展てん開かいにならなかっただけ、よしとしよう。

ＧＭ：追い出された皆さんを見た門番が「お前らは、団子食えただけマシだって。俺おれらは……ひさしく食ってないんだ」と（一同笑）。

ユーノス：一連のやりとりを見てたんですか！（笑）

チンエン：どんだけ物ぶつ資し不足なんだよ、この領りよう地ちは！（笑）

オトハ：わたしは、リンが受け取った文の内容が気になるのじゃ～。

リン：じゃあ、足早に城から離はなれて、受け取った文を読んでみましょう。

ＧＭ：「夜、領内の外れにある、一本松の丘おかに来るように」と書かれています。

オトハ：恋こい文ぶみ!?（笑）

チンエン：果はたし状じようの可か能のう性せいもあるぞ？（笑）

リン：なんで、普ふ通つうに相談事があると思わないんですか！（笑）……これは、タスケさんに場所を教えてもらって、行くしかありませんね。

ＧＭ：では、ここでシーンを終了しましょう。







◆Middle 04◆密みつ談だん




　アヤメ姫ひめを厳きびしく叱しかりつけたあと、タカノシンは自室に戻もどった。

　やれやれといった風ふう体ていで座すわり込こむと、闇やみに向かって問いかける───。




ＧＭ：マスターシーンになります。皆さんを追おい払はらったあとの、タカノシンの様子を演えん出しゆつします。ひとりで自室に戻ると、闇に向かって問いかけます。

オトハ：おおっ！




「───して、工事の具合は？」

「……九割わりほど進んでおります」

　すっと現あらわれた影かげが、タカノシンの問いに答える。

「最後の仕上げで手間取っておりますが、完成は間近かと」

　報ほう告こくを受け、タカノシンは薄うすく笑う。

「急がせろ。人手が足りぬと言うならば、またいくらでも集めよう」

「は……」




チンエン：いや、町の様子を見るに、これ以上人を連れてくるのは無理だろー！（笑）

ユーノス：タカノシンさん自身が働くしかないと思いますねぇ（笑）。




「それにしても、先ほどの連中……この時期にここへやってくるとは、怪あやしいヤツらじゃ。タイクーンの隠おん密みつやもしれぬ」

　タカノシンの言葉に、近くに控ひかえる影が笑う。

「グロロロ……ご心配なく。領りよう内ないに入りました時より見み張はっておりましたゆえ」




オトハ：バレてる～!?（笑）

チンエン：むしろ、「グロロロ～」という笑い声の方が気になる！（笑）

リン：見張っていたというのは、オープニングの最後の部分のことですね。

ユーノス：ああ、そういえば見張っている視し線せんがありましたね！




「さすがだ。怪あやしい動きをしたときは、遠えん慮りよなく消せ。策さくは万全でなくてはならぬからのう。ホーックックックッ！」

　タカノシンの高笑いが、室内に響ひびき渡わたったのであった。







◆Middle 05◆約束の一本松の丘おか




　煌こう々こうと月が照る夜。リンはひとり、約束の一本松の丘でたたずんでいた。

　アヤメ姫から託たくされた、文にはここで待つように書かれていた。

　待ち続けてからしばらくして、リンは人の気配を察知した。




ＧＭ：それでは、次はリンのシーンにします。

リン：では、アヤメ姫から預あずかった文に記されたとおり、夜に一本松の丘へ行きます。

ＧＭ：タスケから一本松のある場所を聞いて、待っているわけですね。他のＰＣも、登場しても構かまいませんよ。

リン：ひとりで来いとは書かれてないんですよね？

ＧＭ：ええ、特に指定はありません。

リン：でも、念のために皆みなさんには隠かくれていてもらいましょうか。

オトハ：わかったのじゃ。何かあったら、すぐ駆かけつけるぞ。

チンエン：こちらも、潜ひそんでますよー。

ＧＭ：すると、空に月が昇のぼった頃ころ、何者かの影が現われます。

リン：アヤメ様ですか？

ＧＭ：いえ、覆ふく面めんを被かぶったクノイチです。

リン：クノイチ？

ＧＭ：（声を潜ひそめて）「……わたくしは、謎なぞのクノイチ」

一同：謎の!?（爆ばく笑しよう）

ユーノス：自分で〝謎〟と名乗りましたよ、この人！

リン：しかも、みずからクノイチであると明かす忍にん者じやも珍めずらしい……！

チンエン：このタイミングでここに現われておいて、謎も何もないだろっ！（笑）

ＧＭ：えー、チンエンは隠れているので、謎のクノイチには声が届とどきません。

チンエン：くっ！　突つっ込こみたいのに（笑）。

ＧＭ：「わたくしは、あなたに伝えたいことがあって参上しました」

リン：ど、どう対たい応おうすればいいのかしら……。あの、アヤメ、様？（笑）

ＧＭ：「いっ、いいえっ！　わたくしは謎のクノイチ。アヤメという名ではありませぬ！」

チンエン：うーむ……突つっ込こまないでいてやるのが優やさしさというものだろうか（笑）。

オトハ：危き険けんな人ではなさそうなので、わたしは遠とお巻まきに見ているのじゃ。

チンエン：ためしに、謎のクノイチにお手玉を投げてみよう。ほい（お手玉を投げた）。

ＧＭ：「あら、お手玉。ほいほいっ！」見事にお手玉をキャッチ、華か麗れいな技わざを見せます。

チンエン：ノリいいな、謎のクノイチ（笑）。

リン：その腕うで前まえ、やはり……！

ＧＭ：「はっ！　いえ、わたくしはお手玉も得意な謎のクノイチですよ？」（一同爆笑）

リン：どうしても正体を隠かくしたいのですね、わかりました（笑）。「……ええと、謎のクノイチさんはどういったご用よう件けんで？」

ＧＭ：「とあるやんごとなきお方から、リン様に情じよう報ほうを伝えるように承うけたまわったのです」

リン：……情報というと？

ＧＭ：「実は、ウツミヤ藩はんでは、タマ姫の暗殺計画が練られているのです」

リン：タマ姫様の、暗殺計画……？

チンエン：タイクーンの暗殺を狙ねらっていたわけではないのか……。

ＧＭ：「オンダ・タカノシンは、タイクーン様の外がい戚せきとなって権けん力りよくを握にぎろうと企たくらんでいます。そのためには、タイクーン様のお側そばでご寵ちよう愛あいを受けるタマ姫が目め障ざわりなのです」

ユーノス：しかし、タマ姫が一番の寵愛を受けたとしても、約束がある以上、アヤメ姫も側室にはなれるでしょう？　それなのに、ご不満なのですか？

チンエン：いや、タマ姫が世よ継つぎを産んでしまったら、結局は権力を奪うばわれることになる。

ユーノス：なるほど。今のうちにライバルを蹴け落おとしてしまいたいという話なのですね。

リン：それにしても、暗殺なんて……。ましてや、このウツミヤ領内でタマ姫が殺されれば、疑うたがいの目が向くのは、当然……。

ＧＭ：「ええ、疑いがかかるのは父う……」

リン：父う……？

ＧＭ：「こほんこほん！　……オンダ・タカノシンです。そこで、タカノシンは一計を案じたのです」

リン：それは、どのような？

ＧＭ：「ウツミヤ城じように、吊つり天てん井じようの罠わなを作ったのでございます！」（一同爆笑）

チンエン：きたー！　〝吊り天井〟がきたぞ～！（笑）

ユーノス：今回予告どおり！

オトハ：その吊り天井を作るために、腕うでのよい大工が必要だったのじゃな！（笑）。

リン：もしかして、工事に駆り出された男おとこ衆しゆうが帰ってこないのは……口くち封ふうじのため殺されてしまったからですか？

ＧＭ：「そこまで事が進んでいるかは存ぞんじ上げませぬ。ですが、口封じをされてしまうことは、十分考えられます。それに、このままでは、タマ姫のお命が……」

リン：なるほど、わかりました。このことは……（言いかけて、押おし黙だまる）。

チンエン：……しかし、事が公おおやけになれば、オンダ家はお取り潰つぶしになるぞ？

オトハ：そうなると、アヤメ姫の立場がなくなってしまう。

リン：アヤメ様は、何とおっしゃっているのですか？　と、自じ称しよう〝謎のクノイチ〟さんに問いかけてみましょう。

ＧＭ：「もう、そこがつらいところなのよね～、と」（一同爆笑）

リン：ア、アヤメ様……（笑）。

オトハ：すごい！　自称〝アヤメ姫の代だい弁べん者しや〟というやつじゃな！（笑）

リン：……わかりました。タマ姫の暗殺計画は、阻そ止ししてみせましょう。

ＧＭ：「本当にございますか!?」と謎のクノイチはすがるような視線を向けてきます。

リン：ええ。暗殺計画が立てられてしまった以上、オンダ家を守ることはできないかもしれませんが、せめて、計画だけは阻止しましょう。

ＧＭ：「リン様……」

リン：（茂しげみに隠れているオトハに向かって）これでいいですよね？

オトハ：（ひょこっと顔を出す）うむ。アヤメ姫は情報をくれたのじゃから、裁さばきについては、わたしが最さい大だい限げん口くち添ぞえをしようぞ。

リン：ありがとうございます、姫様！

ＧＭ：「ありがとうございます。でも、ひとつ言わせてください」

リン：ええ、なんでしょう？

ＧＭ：「わたくしは、あくまでも謎のクノイチですので……」

リン：わかっとるわっ！（手刀を突つき込こむ仕草）

ＧＭ：「うごふっ!?　が、がは……お、お強くなったのですね……いえ、もちろん過か去このあなた様が華きや奢しやで可か憐れんだったことなど、わたくしは知る由よしもございませんが」

ユーノス：ここまで言っておいて、バレてないと思える根こん性じようがすごいですね（笑）。

オトハ：アヤメ姫、面おも白しろい人じゃな～。

リン：昔は、こんな人ではなかったと思うのですが……。

ＧＭ：いやはや、時の流れは残ざん酷こくですなぁ。

チンエン：他人ひと事ごとみたいにゆーなよっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：ではまあ、話がひと段だん落らくついたところで……ざわざわとその場に殺気が満ちます。

ユーノス：おやおや、我われ々われは尾び行こうされていたのですか？

ＧＭ：はい。近くを流れる川から、ばしゃ、ばしゃーっと、何者かが飛び出してきます。

リン：はっ、何者っ!?

ＧＭ：「ギョーッ、ギョッギョッギョッ！」

ユーノス：もしや、この笑い声は!?

ＧＭ：はっ、忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ、無数のギルマンです。

チンエン：まあ、この笑い声はギルマンだよな（笑）。

ユーノス：ええ、魚だけに〝ギョ〟なんですよね。

オトハ：リン！　そのままリンの側そばへ駆かけつけるのじゃ！

ＧＭ：「ギョーッギョッギョッギョ！　見つけたぞ、公こう儀ぎの犬め！」と笑います。

リン：魚に犬呼ばわりされる筋すじ合あいはない！（即そく答とう）

ＧＭ：まあ、こいつら［種別：動物］ですけどねー（笑）。

ユーノス：ああ、ギルマンの忍にん者じやをこの目で見られるなんて！　はるばる東方までやって来た甲か斐いがあるというものですよ♪

ＧＭ：「ギョギョ？　我われ々われの名声は、西方にまで広がっているのか！」（嬉うれしげ）

リン：油ゆ断だんした隙すきに、手近なギルマン忍者に肘ひじ打ちを食らわせます（笑）。

ＧＭ：「ギョばぁっ!?」

リン：さっ、謎なぞのクノイチさん、ここはあたしたちに任まかせて、逃にげてください！

ＧＭ：「ありがとう」と囁ささやいて、謎のクノイチはその場から退たい場じようします。

リン：……アヤメ様は変わられてしまった。さようなら、幼おさない日の想い出（一同笑）。

ユーノス：それよりも、このギルマン忍者どもですよ。

オトハ：おい、おぬしら一体何者じゃ！

ＧＭ：「我らは、ギルマン魚ぎよ忍にん群ぐんっ！」

オトハ：……ギルマン、ぎょにん、ぐん（笑）。

ＧＭ：上じよう忍にんっぽいふたりがおりまして、それぞれ「タイのアカシ！」「カレイのシロシタ！」と名乗りを上げます。

チンエン：タイのアカシに、カレイのシロシタ……（笑）。
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オトハ：なんか特産品っぽい名前じゃ（笑）。

ユーノス：ふぅむ。カレイのシロシタは、保ほ護ご色しよくによる隠かくれ身みの術じゆつを使ってきそうだ。

ＧＭ：「……な、何故なぜ、ワシの忍にん法ぽうを見み破やぶった!?」

一同：わかりやすっ！（笑）

チンエン：名前の元ネタどおりの能のう力りよくもってるのかよ！（笑）

オトハ：……それにしても、何故我々を狙ねらう？

ＧＭ：「……ウツミヤ城じようの秘ひ密みつ、知ったよな？」

オトハ：吊り天井のこと？

ＧＭ：「そう、それ」（一同爆笑）

リン：あちゃ～、言っちゃった（笑）。

オトハ：しまった！　言げん質ちを取られた!?（笑）

ＧＭ：「秘密を知ってしまったからには、生かしてはおけん！　その命、頂ちよう戴だいいたす！」というわけで、戦せん闘とうシーンに移うつります。




＊　＊　＊




ＧＭ：戦闘配置ですが、まず、ＰＣ全員で１エンゲージ。そこから一〇メートル離はなれた場所で、アカシ、シロシタ、ギルマンの魚忍下げ忍にん衆しゆう三隊がひとつのエンゲージを作っています。

チンエン：魚忍下忍衆って、すごい言葉だな（笑）。

ユーノス：まるで竜りゆう宮ぐう城じようみたいですねえ（笑）。

チンエン：ああ、鯛たいと平ひら目めだけに。

ＧＭ：「ちが──────うっ!!」

チンエン：な、なんだよいきなり!?

ＧＭ：「俺おれはっ、カレイ！　カレイのシロシタだっ!!　家庭科の時間に〝左ヒラメに右カレイ〟と習わなかったのかーっ！」

チンエン：知らねーよ!!（一同爆笑）

ユーノス：チンエンさん、料理人でしょ？

ＧＭ：「……どいつもこいつも、ヒラメヒラメと……ヒラメばかり重ちよう宝ほうして、カレイを軽んじやがる！　そんな世の中に腹はらが立つ！」わなわな拳こぶしを震ふるわせるシロシタ。

チンエン：こいつ、ヒラメと間ま違ちがえられること気にしてるのか？（笑）

ユーノス：なんか、コンプレックスがあるようですね。

ＧＭ：すると、タイのアカシが「ふっふっふっ、お前は触ふれてはいけないところに触れてしまったぞ。こうなったら、もうシロシタは止められん！」と、笑えみを漏もらし。

ユーノス：どうも、複ふく雑ざつなドラマがあるみたいですよ？

ＧＭ：ともかく、戦闘に移りましょう。【行こう動どう値ち】を申しん告こくしてください。




▼第１ラウンド

・行動値

ユーノス　　　　　　　　　19

アカシ　　　　　　　　　　18

シロシタ　　　　　　　　　18

リン　　　　　　　　　　　16

オトハ　　　　　　　　　　14

チンエン　　　　　　　　　14

魚忍下忍衆ＡＢＣ　　　　　14
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ＧＭ：では、第１ラウンドを開始します。まずはセットアッププロセス。

ユーノス：ボクからですね。

ＧＭ：いえ、本来はユーノスからですが、シロシタのオリジナル特とく殊しゆ能のう力りよく、《保ほ護ご色しよく改かい》が先に発動します。

ユーノス：保護色？　やはり。具体的には、どういう効こう果かなんですか？

ＧＭ：戦闘開始と同時に、隠おん密みつ状じよう態たいになれるという効果です。

リン：いきなり消えた!?　さすがヒラメ……いや、カレイ（笑）。

ＧＭ：シロシタが隠密状態となり……ユーノスのセットアッププロセスになります。

リン：姫様、ここで《陣じん形けい》を使ってしまって、敵てきが陣を展てん開かいするのを阻そ止ししたあと、チンエンの《マジックブラスト》で薙なぎ払はらってしまうのはどうでしょうか？

オトハ：うむ、了りよう解かいなのじゃ！




《陣形》を使用した結果、オトハとリンが敵の前線にエンゲージ、チンエンとユーノスがその場のエンゲージに残ることになった。




ＧＭ：で、《陣形》の移い動どうは終しゆう了りよう。セットアップを順にどうぞ。

ユーノス：自分の分は、《クイックソング》で、チンエンさんに《エチュード》をかけます。（ダイスを振ふる）発動成功、チンエンさんの魔ま法ほうダメージが上じよう昇しようしました。

ＧＭ：次は、アカシ。《エントリーマカブル》＋《ダンスマカブル》。ダイスが１個こでも６が出たら、クリティカルになります。そして、シロシタは特になし。リンの番です。

リン：《コンポーズ》。（ダイスを振る）【行動値】が11上がって27になりました。

チンエン：ワタシは《ファストイート》で料理を食う。魔法の肉団子を食して、このシーンの間、魔ま術じゆつ判はん定ていが＋２になる！

ＧＭ：了解です。魚忍下忍衆は特にないので、イニシアチブプロセスに移ります。割わり込こみ系けいのスキルの使用がなければ、【行動値】が上がったリンのメインプロセスになります。

リン：では、《ペネトレイトブロウ》でタイのアカシに攻こう撃げき。（ダイスを振る）命中は15。そちらの回かい避ひ判定はダイス一個のペナルティが入ります。

ＧＭ：ダイス一個減へらされると、回避できないです。ダメージをください。

リン：（ダイスを振る）22点の【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】無む効こうです。こう、浮うき袋ぶくろに肘打ちします。

ＧＭ：「う、浮き袋を狙うだと!?　何故、俺の弱点を知っているのだ！」

リン：あたしは闇やみの武ぶ術じゆつの継けい承しよう者しや。いかなる相手の弱点でも即そく座ざに見み破やぶれるのです！

ＧＭ：「くっ、巫女みこの格かつ好こうをしてるから非ひ力りきなヤツと思おもい込こんでおった……」

オトハ：ないない。リンは、わたしたちのうちで一番怖こわいぞ（笑）。

リン：あらあら。怖いだなんていやですわ♪

ＧＭ：その笑みに「ぐぬぅ……」と、アカシは戦せん慄りつします。次はユーノス。

ユーノス：オトハさんを応おう援えんするために、今は待機です。

ＧＭ：では、アカシ。マイナーアクションで《ランニングセット》＋《マジックブラスト》＋オリジナルエネミー特殊能力の《バッドステータス魔術付ふ与よ：転てん倒とう》。メジャーアクションで《ランドフィッシャー》。

ユーノス：つまり、相手にマヒと転倒を与あたえる攻撃ですね。

ＧＭ：そのとおり。対象は、同エンゲージにいるオトハとリン。（ダイスを振る）よし、クリティカル！　「見よ！　荒あら海うみで鍛きたえられた我わが忍法！」

ユーノス：〈地〉属ぞく性せいの魔法なのに、荒海とはこれいかに（一同笑）。

オトハ：（ダイスを振る）出目11……惜おしいけど、回避失敗なのじゃ。

リン：（ダイスを振る）あたしも、回避失敗です。

ＧＭ：クリティカルが出たので、《マーダースキル》（＊）が発動。（ダイスを振る）よーし、54の〈地〉属性の魔法ダメージ。ダメージ受けたら、マヒと転倒もお忘わすれなく。

リン：姫様へ《プロテクション》。（ダイスを振る）16点軽けい減げん。

オトハ：うう、30点ダメージを受けたのじゃ。

リン：あたしは36点ダメージ。ふたりとも、マヒと転倒を受けました。

ＧＭ：次、カレイのシロシタ。マイナーアクションで《シャドウブレード》、メジャーアクションで《サプライザル》でリンを攻撃！　保ほ護ご色しよくで隠かくれて、不意打ちをしてきます。

リン：はっ!?　そこか！

ＧＭ：（ダイスを振る）……命中は27です。

リン：ダイスは一個しか振れませんので、回避失敗（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）74点の物理ダメージです。「くらえっ、エンガワブレード！」

一同：エンガワブレード？（笑）

オトハ：なんか美味しそうなのじゃ。

ＧＭ：ほら、カレイのエンガワのヒレで斬きってくるんですよ。

リン：なるほど、それなら《プロテクション》！（ダイスを振る）出目がいい。22点軽減して……結局、39点ダメージを受けました。

ＧＭ：では、次はオトハとチンエン。そのあと、魚忍下忍衆ＡＢＣの行動になります。

チンエン：先に動こう。マイナーアクションで《マジックブラスト》を使って、攻撃を範はん囲い（選せん択たく）。メジャーアクションは《アースブレット》で、ギルマン忍者全員に魔法攻撃。（ダイスを振る）命中判定は……クリティカル！

ＧＭ：クリティカル!?（ダイスを振る）……くっ、ひとりも避さけられませんでした！

チンエン：〈地〉属ぞく性せい60点の魔法ダメージ。１点でもダメージが通ると転倒だ！

ＧＭ：……ギルマンたちは軒のき並なみ転倒。朝の築つき地じ市場のように皆みな転がっております。

チンエン：さぁ、オトハの番だぞ。

オトハ：しかし、わたしはマヒと転倒を受けているのじゃ……。

リン：マイナーでマヒを解かい除じよして、メジャーは転倒したまま攻撃するしかないと思います。

オトハ：そうか。なら、マイナーアクションでマヒを治すのじゃ。で、《バッシュ》＋《リバウンドバッシュ》で、転がっているギルマン忍者全員に攻撃！　……命中判定は17！

ＧＭ：転倒によるペナルティで、ダイスを振るまでもなく回避失敗です。魚忍下忍衆ＡＢはそれぞれ、オトハの刃やいばからアカシとシロシタを庇かばいます。「わ、我らが高級魚様たちをお守りいたしますぞ～！」（一同爆笑）

オトハ：（ダイスを振る）51点の物理ダメージなのじゃ。

ＧＭ：それで、魚忍下忍衆は全ぜん滅めつです。すると女と思おぼしき下忍がシロシタに弱々しく微笑ほほえみ「ああ、アカシ様、ひそかにお慕したい申しておりました」「サ、サヨリー！」と（一同笑）。

リン：ああ、細魚さよりね。本当に余よ計けいなドラマが（笑）。

ＧＭ：ギルマンだって生きていればドラマもあります。待機していたユーノスの番です。

ユーノス：《ジョイフルジョイフル》でオトハさんに。敵を三枚まいにおろしてください～♪

オトハ：うむ！　今度はマイナーアクションで転倒解除！　メジャーアクションは、《バッシュ》＋《リバウンドバッシュ》。（ダイスを振る）命中判定は24。

ＧＭ：転倒してるんだから、ダイス数的に回避は失敗確かく定ていなんですよ!?　そんなに高くなくてもいいじゃないですか！（笑）

オトハ：手て加か減げんはせんのじゃ！（ダイスを振る）45点、物理ダメージなのじゃ。

ＧＭ：（計算して）耐たえられない！　アカシは倒たおれ伏ふし、シロシタが「アカシー！」と悲ひ痛つうな声を上げます。

オトハ：やった！　残るはカレイのシロシタだけじゃ。




　この後、カレイのシロシタだけとなったギルマン魚忍群は、オトハたちの攻こう撃げきに耐えられるはずもなく、２ラウンド開始早々に倒れたのだった。




ＧＭ：「く……やはり、俺はヒラメを超こえることはできなかったか……！」とシロシタは呟つぶやき、ギルマン忍者たちは全員倒れ伏しました。

リン：とりあえず、逃にげられないように縛りましょう。

ユーノス：ぐーるぐる（縄なわで縛っている）。

ＧＭ：戦闘が終了しましたので、一いつ旦たんシーンを終了します。





（＊）《マーダースキル》　命中判定でクリティカルした際、ダメージに（ＳＬ）Ｄ追加するニンジャのスキル。









◆Middle 06◆潜せん入にゆう方法を聞き出せ




　ギルマン忍者たちを縛しばり上げ、チンエンはシロシタの胸むなぐらを掴つかみあげた。

　メガネを掛け、鋭するどい目で睨みを利かせるチンエン。

　そこに、普ふ段だんのヘラヘラした彼かれの面おも影かげはなかった。




ＧＭ：次のシーンになります。戦闘が終了し、ギルマン忍者たちを縛り上げた直後です。

チンエン：さぁ、情報を洗あらいざらい吐はいてもらおうか！

オトハ：タマ姫暗殺計画について、聞いておきたいのじゃ！

ＧＭ：「我々、忍び風ふ情ぜいが暗殺計画の詳しよう細さいを知らされていると思うか？」（一同笑）

チンエン：お前ら、そんなに下したっ端ぱなのか。鯛や平目といったら、高級魚だろ？

ＧＭ：「だから、ヒラメじゃねえ！　カレイだ！」（一同笑）

チンエン：まあ、どっちでもいいが。

ＧＭ：「それに、高級魚だからといって、ニンジャとしてランクが高いわけでもない」

チンエン：そうなのか（笑）。

リン：まぁ、下っ端が計画の詳細を知らされてないのは、お約束の流れですよねぇ。

ユーノス：なら。城への侵しん入にゆう方法を聞いておきませんか？

リン：そうですね。こいつらが使っている通路がありそうですし。

ＧＭ：「それは簡かん単たん。まず、城の堀ほりを二〇分ほど潜もぐっていくとだな……」

リン：それは無理！（一同爆笑）

ＧＭ：ギルマンたちは、「なんで二〇分くらいで根を上げるのだ？」といぶかしげな顔です。

チンエン：エラ呼こ吸きゆうできるからな、こいつら。

リン：でも、他に侵入方法がわからないと、門から正面突とつ破ぱするしかない気がします。

チンエン：面めん倒どうだな。ここは、《クウェリィ》を使って、城への侵入経けい路ろを聞き出そう！　そら、この特とく製せい自白唐から揚あげを食らえ！

リン：今度は唐揚げですか（笑）。

ＧＭ：「……う、美味うまいっ!?　はあああっ、……も、もっと！　もっと唐揚げをくれえぇぇぇっ!?」と、ギルマン忍者は唐揚げによって、多た幸こう感かんに包つつまれております（笑）。

リン：魚まで魅み了りようした!?

ユーノス：この唐揚げ、絶ぜつ対たいに危険な物が混こん入にゆうしてますって!!（笑）

チンエン：どうだ、もうひとつ食べたいだろう？　しゃべる気になったら、くれてやるぞ。

ＧＭ：それならば、もうベラベラしゃべります（一同笑）。

チンエン：ふふ、素す直なおでよろしい。仕官の口がなくなったら生いけ簀すで飼かってやろう（笑）。

ＧＭ：「へっへっへっ、こりゃあどうも！」

ユーノス：調子がいいですね、ギルマン忍者（笑）。

リン：でも、チンエンに飼われると、ロクな死に方をしないと思います（笑）。

チンエン：失しつ敬けいな！　さて、手短に侵入方法を話すがいい。

ＧＭ：「警けい備びの目は厳きびしく、見つからずに侵入するには難なん易い度ど18の【敏びん捷しよう】判定に成功する必要があるんでさぁ！」

リン：わかりやすい（笑）。

チンエン：難易度18だと、成功するのは厳しいなぁ。

ユーノス：何とかなりそうなのは、ボクくらいですか……。

ＧＭ：「城の関係者に変へん装そうして侵入するなら、難易度15の【器き用よう】判定ですな」

オトハ：なるほど、具体的じゃな（笑）。

チンエン：城の大まかな見取りとかは教えてもらえないのか？

ＧＭ：「俺らが知っている経路は教えやしょう。だが、それでも、各かく侵しん入にゆうの判定の難易度が２下がる程てい度どの支し援えんにしかならないっすよ」

ユーノス：支援の効果までメタ的（笑）。

ＧＭ：「あと、騒さわぎを起こして捕とらえられれば、城の中に入ることはできやす」

リン：それじゃあ牢ろう屋や行きになっちゃうから、意味がない！（笑）

ＧＭ：「あとは、人足の募ぼ集しゆうに応おうじて、働き手として内部に潜もぐり込むことっすね」

オトハ：それじゃ！　その手しゆ段だんがいいのじゃ！

ＧＭ：「ただ、募集は男だん性せいのみっす。作業が作業ですからなぁ」

オトハ：うう……それでは、わたしとリンが中に入れぬ。

チンエン：どの手段も、一長一短だな。全員で一いつ斉せいに潜もぐり込こめそうな方法がない。

リン：……いえ、ひとりでも潜り込めれば、後はどうとでもなりますよ。

オトハ：ほう、何故じゃ、リン？

リン：あたしたちには《緊きん急きゆう招しよう集しゆう》があるじゃないですか。誰だれかひとりが侵入成功すれば、残りのメンバーはそれで呼び寄せてもらうだけでいいんです。

ＧＭ：えっ!?

一同：本当だっ！（笑）

ユーノス：つまり、ボクが侵入したのち《緊急招集》を使えばいいんですね。

リン：了解しました。では、侵入したあと、あたしたちを呼び寄せてください。

ユーノス：はい、了解です♪

ＧＭ：あまりにも無理な状じよう況きようの場合、その《緊急招集》は却きやつ下かすることもできますが……。

ユーノス：うっ。ダ、ダメですかね？

ＧＭ：いや、ここは面白いので許きよ可かします（笑）。

ユーノス：おお、それは感かん謝しやです～。

ＧＭ：もっとも、単たん独どく行動して、メジャーアクションで《緊急招集》を使う間もなく、敵にノックアウトされる危き険けん性せいもはらんでいることはお忘れなく。

ユーノス：うっ。

リン：確たしかに、素す早ばやい敵に奇き襲しゆうをかけられたりしたらマズイですね（笑）。

チンエン：というわけで、ユーノスが先行し、《緊急招集》で合流する方法でいく。

ＧＭ：了解です。「それから、情報をもうひとつ。城の中に石いし灯どう籠ろうがあるんですが、タカノシン様はえらく大切にしてやして、我らは近づくのを許ゆるしてもらえなかったっすよ」

オトハ：石灯籠に？

リン：その石灯籠は、どこにあるのですか？

ＧＭ：増ぞう築ちく現げん場ばの近くらしいです。

ユーノス：これは怪あやしい。

オトハ：まずは、この目で確たしかめる必要がありそうじゃな。

リン：アヤメ様……もとい、謎なぞのクノイチが命を賭として教えてくれた情報ですし（笑）。

オトハ：謎のクノイチにも約束をしたのじゃから、何としても暗殺計画の全ぜん貌ぼうを明かして、阻止せねばならん。

リン：じゃ、《ヒール》やポーションで回かい復ふくしてもよろしいですか？

ＧＭ：いいでしょう。その回復が終了したらシーンを終了します。







◆Middle 07◆石いし灯どう籠ろうの仕し掛かけ




　夜よ闇やみに包まれた、ウツミヤ城じよう───。

　藩はんの兵士たちが周辺を見回り、厳げん重じゆうな警けい戒かいをしている。

　そんな中、暗あん視しゴーグルをつけたユーノスは、ひそかに城しろへと近づいていた……。




ＧＭ：それでは次のシーン。時間帯は深夜。場所はウツミヤ城の近くです。

ユーノス：ボクが城に侵しん入にゆうするシーンですね。夜ならば、暗視ゴーグルをつけましょう。

チンエン：一話目で博打ばくちの賭かけ金きんに使ったやつか。

ユーノス：あるものは使わないと。これで、暗くても周りが見えますよ！

ＧＭ：「火の用心！」などと声を上げながら、見回りの人が歩いて行きます。

ユーノス：（隠かくれる仕草）警けい備びの目をかいくぐって、城に侵入します！

ＧＭ：では、警備の目を避さけて城じよう壁へきを乗のり越こえるには【敏びん捷しよう】判はん定ていになります。ギルマン忍にん者じやから情じよう報ほうを得たことにより、難なん易い度どが18から16に低下します。

オトハ：おお、よかったのじゃ。楽になったぞユーノス。

ユーノス：とはいえ【敏捷】は６なので、ダイスロールで10以上出さないといけませんね。ここはフェイトを２点使用し、４Ｄを振ふりましょう。

オトハ：慎しん重ちようじゃのう。

ユーノス：こんなところで警けい備び兵へいに見つかって、《緊きん急きゆう招しよう集しゆう》で助けを呼よぶようなことはしたくないですからね（笑）。（ダイスを振る）達たつ成せい値ちは……18。

ＧＭ：おお、なら成功ですね。見回りが歩いてくるのですが……ユーノスは木こ陰かげから木陰へと身を潜ひそめながら視し線せんをやり過すごし、城壁を乗り越えることができました。

ユーノス：ほっかむりをして、「抜ぬき足あし、差し足、忍しのび足あし～♪」と朗ほがらかに進みます。

リン：なんて呑のん気きな男でしょう（笑）。

ユーノス：スミマセン。ボクってば、生来、シリアスになれない性せい格かくでして。

ＧＭ：城内に入ってしまうと、警備が緩ゆるくなったように思えます。

ユーノス：おや？　どうしてでしょうか？

リン：きっと、侵入を防ふせいでいると自負してるから、中が手て薄うすなのでしょう。

ユーノス：では、吊つり天てん井じようの部屋がどこなのか、正せい確かくな場所はわかってないんですよね？

ＧＭ：ですが、城内を捜そう索さくしているうちに、新しん築ちくされた屋や敷しきをすぐ発見できますよ。タイクーンに逗とう留りゆうしてもらうためのものですから、装そう飾しよくも立りつ派ぱです。

ユーノス：おお、なるほど。じゃ、さっそく中をチェックしてみましょう。




　ユーノスは増ぞう築ちくされた屋敷の中に入って確たしかめてみた。

　畳たたみにせよ柱にせよ、金がふんだんにかけられた豪ごう勢せいな部屋だった。

　だが、特に〝吊り天井〟があるようには見えない。




ユーノス：ふーむ。では、さっそく天井をトラップ探たん知ちしてみましょう。

チンエン：吊り天井だからねー。

ＧＭ：それでは、トラップ探知をしてください。

ユーノス：トラップ探知は14＋２Ｄ。（ダイスを振る）……達成値は21です。

ＧＭ：天井に仕掛けは見つかりません（きっぱり）。

ユーノス：えっ、ないの？

ＧＭ：はい、ありませんよ。ふふふふふっ。

ユーノス：ＧＭが不ふ敵てきな笑えみを!?

チンエン：まさか……謎なぞのクノイチさんが、我われ々われをハメたのか!?（笑）

オトハ：あれほどリンと親しそうだったのに!?

リン：達成値もよかったし、仕掛けを見み破やぶれなかったとも考えにくいんですよね……。

チンエン：しかし、これで天井に仕掛けがないって、タイトル詐さ欺ぎもいいところだ（笑）。

リン：「親子の涙なみだと吊り天井」ですからね、このシナリオのタイトルは。




　もちろん、タイトルに偽いつわりはない。

　その点でＧＭは嘘うそなどついていない。

　だが、天井に仕掛けが見当たらないのも事実なのだ。




ユーノス：うーん、同じところをもう一度判定してみるかな？　達成値が高くなれば、何かわかるかも……。

ＧＭ：状じよう況きようやシーンに変化がないので、同じ場所に対する判定は認みとめられませんね。

ユーノス：うう、それもそう、か。うーん、天井、天井……ん、天井？

一同：？

ユーノス：ＧＭ、床ゆかを調べてみてもいいですか？

ＧＭ：えっ!?　ゆ、床を？　……何なに故ゆえに？

チンエン：ＧＭの反はん応のうがおかしい（笑）。

ユーノス：……その反応からして、怪あやしいからです（笑）。や、よく考えたら床にだって何か仕掛けがあるかもしれんと考えるのは妥だ当とうなところでしょう。

ＧＭ：それもそうですね。では、トラップ探知の判定をどうぞ。

ユーノス：（ダイスを振る）ああ、ダイス目は６か。あまり振ふるわなかったけど、達成値は、なんとか20。さあ、床には何がある？

ＧＭ：…………。

ユーノス：ＧＭ？

ＧＭ：（ナレーションのような語り口調で）そのとき、ユーノスは気づいた───。

一同：お？

ＧＭ：そう、この部屋は……。

ユーノス：ごくり……。

ＧＭ：床が下から天井へとせり上がる仕組みになっていると！

ユーノス：吊り天井じゃねぇぇぇぇっ！（一同爆ばく笑しよう）

チンエン：どういうことだ、おいっ（笑）。

ユーノス：やっぱなぁ。最初から床が怪しいなぁと思っていたんですよ。「吊り天井」ってキーワードがずいぶんと簡かん単たんに入手できたんで。

チンエン：たしかに、ひっかけの常じよう套とう手しゆ段だんだけど……（笑）。

リン：それにしても……床がせり上がる仕組みって、吊り天井より大がかりなんじゃ？

オトハ：（ポンと手を打って）なるほど！　だから、たくさんの人手が必要なんだ！（笑）

ユーノス：ええ、多分（笑）。

ＧＭ：さて。ユーノスの調ちよう査さによって、地下に仕掛けがあることが判はん明めいしました。

ユーノス：あとは、石灯籠を調べれば、下調べはバッチリですね。多分、仕掛けのスイッチか、床部分の地下への侵入経けい路ろだと思いますが……。

ＧＭ：では、ユーノスが石灯籠に近づくと、不思議な形のくぼみがあります。具体的に言うと、こう（そっとシルエットパズルを出す）。

一同：シルエットパズルきた～!?（笑）

リン：なるほど、姫ひめ様さまに解とかせていたのは、このためだったんですね！（笑）

ユーノス：この仕掛け……おそらくタスケくんのお父さんが作ったもの。ならば、タスケくんと遊んでいた、オトハさんにしか解けませんね（一同笑）。
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オトハ：や～め～て～!?（笑）

ユーノス：というわけで、《緊急招集》！（一同笑）　……ユーノス信号、発はつ射しや！

ＧＭ：……ユーノス信号？

ユーノス：こう、天に向かって発射する信しん号ごう弾だんです（笑）。

リン：はっ、あの信号弾はユーノスからのサイン（笑）。

チンエン：なんか派は手ででばれそうだが、演えん出しゆつだからなー。




　ユーノスからの信号を合図に、オトハたちが集まった。

　そして、目の前にはオトハをさんざん悩なやませたパズルがあった。




ＧＭ：では、オトハさんたちはユーノスのもとへ登場しました。

チンエン：しゅたっ！　何かわかったか、ユーノス？

ユーノス：見てください、この石灯籠の仕掛けは間ま違ちがいなくタスケくんのお父さんのもの。もちろん、オトハさんならこの仕掛け、難なんなくクリアできますよね？（一同笑）

オトハ：うえっ!?　う……うむ！　任まかせろ！（やけっぱち）

ＧＭ：というわけで、今回は三つの形を作ってください。

オトハ：ええっ!?　三つも！

ＧＭ：はい。林りん檎ご、牛、十字の三つです。

チンエン：林檎は、最初にやったよね？

オトハ：ええと、たしか林檎はこうやって……。

リン：さっ、今度は姫ひめ様さまにがんばってもらわないと（笑）。

オトハ：むうぅ……。




　それから、しばらくの時間───。

　他のプレイヤーから応援もあって、どうにか三つの形を作ることに成功した。




オトハ：と、解けたー！　……ばたり。

リン：姫様が、精せい根こん尽つき果はててしまった（笑）。

オトハ：つ、疲つかれた～。

ＧＭ：お疲れ様です。では、仕掛けを完成させると、石灯籠がゴゴゴと動き出します。




　オトハが最後の仕掛けを解とくと、呼こ応おうするようにして、石灯籠が動き出す。

　その下に隠かくれていたのは、地下へと繋つながる階かい段だんだった。




ＧＭ：ずーっと地下への階段が続いてますね。

ユーノス：これは、床をせり上げるための仕掛け部屋へ繋がってそうですね。

チンエン：どうやら、そのようだなー。

リン：ちょっと、様子を見てみますか。

ＧＭ：では、その階段を下りていくと……少し先に踊おどり場ばがありまして、そこに見み張はりがひとり立っています。

チンエン：見張りか!?

ＧＭ：ただ、向こうはまだ皆さんの存そん在ざいには気づいてないようです。具体的にはモブが一体で、呼よび子この笛ふえを持っています。

チンエン：一いち撃げきで倒たおせないと、呼び子で増ぞう援えんが来るってわけだな。

ＧＭ：見張りとの距きよ離りは一五メートルになります。見張りに不意打ちをする場合は、【感知】判定で対決になります。

リン：不意打ちをしたい人だけ判定すればいい？

ＧＭ：はい。

リン：姫様、がんばってください。

オトハ：フェイトを１点使用。【感知】は３だから……（ダイスを振る）13。

ユーノス：ボクは【感知】が６なので、普ふ通つうに振ふってみます。（ダイスを振る）13です。

リン：（ダイスを振る）12です。

チンエン：フェイトを１点使用しておく。（ダイスを振る）15だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）こちらは12なので、リン以外は先手が取れます。

リン：見張りを倒たおすのは、皆さんに任まかせましたっ！（笑）

オトハ：わかったのじゃ。まず、マイナーアクションで移い動どうして……。

ＧＭ：おおっと！　オトハが階段に踏ふみ込こんだところで、床に異い常じようが発生します。

オトハ：なにー!?（笑）　トラップか!?

チンエン：敵てきを倒すのに気を取られ過ぎたか！

ＧＭ：コンシールのかけられた、「すべる床」です。難易度14の危き険けん感知をしてください。成功すれば寸すん前ぜんで回かい避ひできますが、失敗するとトラップが起動します。

オトハ：（ダイスを振る）……ううっ、12で失敗じゃ！

ＧＭ：では、足を踏み入れてつるんと滑すべってしまいますね。

オトハ：しまった～！　つるっ！

ＧＭ：難易度15の【敏びん捷しよう】判定を行ってください。判定に失敗した場合、バッドステータスの転てん倒とうを受け、行動済ずみとなってしまいます。

オトハ：行動済み!?　それはいやじゃー！

リン：姫様、ここはフェイトの使いどころでは。

オトハ：そうじゃな。フェイトを１点使用しよう。（ダイスを振る）20で成功！

ＧＭ：おお、それならなんとか踏ん張って、すべったまま移動できました（笑）。

オトハ：ついーっと滑すべり降おりてゆき、メジャーアクションで《トルネードブラスト》！　勢いきおいをつけたまま、カタナの峰みねで一気に薙なぎ倒たおして気き絶ぜつさせてやる。

ＧＭ：はい、抵てい抗こうはできません。見張りは戦せん闘とう不ふ能のうになりました。

一同：やった～！

オトハ：みんな、このまま進むぞ！

一同：おうっ！







◆Midlle 08◆地下への潜入




　見張りを倒たおして、地下へとやってきた。

　そこは地上部分とまったく同じ形の部屋。

　このような部屋を作るということは……。




ＧＭ：皆みなさんが見張りを倒して先に進み、床ゆかに仕し掛かけのあった部屋の下であろう場所に辿り着きます。部屋の造つくりは、ユーノスが地上で見た部屋の造りとまったく同じです。

一同：…………。

ユーノス：まったく同じってことは……。

リン：中にいる人を押おし上げて圧あつ死しさせたうえ、その遺い体たいを隠かくすつもりでいた……？

チンエン：タマ姫が上の階で寝ねている間に床を押し上げて圧死させ、翌よく朝あさお付きの者が部屋の中に入ると……タマ姫は忽こつ然ぜんと姿すがたを消しているという寸すん法ぽうか。

オトハ：な、なんという……！

ＧＭ：皆さんが驚おどろいていると、「何やつ！」と、ギルマン忍者たちが出しゆつ現げんします。

一同：またお前らか！（笑）

オトハ：今度はどんな魚じゃ？（わくわく）

ＧＭ：暗あん視しゴーグルをつけたギルマン忍者が、「ブリのヒミ！」と名乗りを上げます。
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チンエン：こ今度は、氷ひ見みのブリかー（笑）。

リン：暗視ゴーグル……この部屋、暗いわけじゃないですよね？

ＧＭ：ええ、部屋の明度（＊）は３です。

リン：あとで何か仕掛けてくるようですね。

ユーノス：大丈夫。ボクは暗視ゴーグル持ってますので！（笑）

リン：ユーノスだけが暗視ゴーグルつけてても意味ないでしょう！（笑）

ＧＭ：「吊つり天てん井じようの秘ひ密みつを知ったからには、生かして帰さん！」

リン：吊り天井じゃないでしょ！

ＧＭ：「ところが、ちゃんとオチは用意されているイナダ」

リン：オチって何、オチって？

チンエン：なんだとー!?　どういうオチなのか言ってみろ！（笑）

ＧＭ：「それは……我々の口からは言えんフクラゲ！」

オトハ：クライマックスフェイズにならないと言っちゃ駄だ目めなのかのぅ？（笑）

ＧＭ：「どちらにしろ、お前たちは死に逝ゆく身。話すだけ無む駄だというものだワラサ！」

チンエン：ヤツの語ご尾びが出世している！（一同笑）

ＧＭ：「はっはっはっ、最後まで出世しきったときがお前たちの最さい期ご！」




　ブリは出世魚と言いまして、その大きさで名前が変わります。




ユーノス：完全に成長しきる前に倒たおさないといけないんですか？

ＧＭ：や、そんなことはありません。雰ふん囲い気きです（笑）。

チンエン：くそう、いちいち無意味におもしれえな。

ＧＭ：さて、戦闘配置ですが皆さんでひとつのエンゲージ。そこから一〇メートル離はなれたところに、魚ぎよ忍にん下げ忍にん衆しゆうが四隊。これは二隊ずつエンゲージを構こう成せいしています。

オトハ：四隊もいるのじゃな。

ＧＭ：では、それぞれ「イワシ隊」「テッポウウオ隊」という魚忍下忍衆ということで。
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チンエン：イワシ隊は弱そうだな（笑）。

オトハ：魚忍たちは下忍まで、妙みようにキャラが立っておる（笑）。

ＧＭ：さらに一五メートル後方に、ブリのヒミと影かげのようなエネミーがいます。

リン：影のようなエネミー？　エネミー識しき別べつしておきたい……。

ＧＭ：では、戦闘ラウンドに突とつ入にゆうします。




　第１ラウンドの開始とともに、リンはエネミー識別を行ない、影の正体がシャドウミストだと突つき止とめた。
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リン：シャドウミストって……明度を下げてくる!?

ユーノス：それで、暗視ゴーグルをつけているのか！

ＧＭ：そのとおり。メジャーアクションで《闇やみの霧きり》を使用し、エリアの明度を下げます。




《闇の霧》

　メジャーアクションで使用。このエネミーのいるエリアの明度を１下げる。この効こう果かは重ちよう複ふくする（最低１）。この効果は１シーンの間、持続する。




　リンのエネミー識別により、魚忍群の戦術は完璧に解析されてしまった。

　オトハの《トルネードブラスト》によって下忍隊が壊かい滅めつし、チンエンの魔ま法ほうによってシャドウミストが片かたづけられると、ブリのヒミも２ラウンド保もつことはなく倒たおれたのだった。




ＧＭ：「最後まで、出世できなかったか……」

リン：ブリって、最後はトドとかトドのつまりでしたっけ？（笑）

ＧＭ：その辺は、地方によって差があるそうで。

チンエン：……所しよ詮せん、お前はそこまでの魚だったということだ（一同笑）。

ユーノス：カッコつけて言うセリフでもない気がしますよ、チンエンさん（笑）。

オトハ：ところで、この先はどうなっておるのじゃ？

ＧＭ：はっ、さらに下に続く階段があります。

リン：この部屋を押し上げる仕掛けが、一番下にあるはずでございます。

オトハ：よし、先に進むのじゃ。




＊　＊　＊




　ギルマン魚ぎよ忍にん群ぐんを蹴け散ちらし、さらに下か層そうへと降おりていく。

　その目の前に、巨大な生け簀が現あらわれる。このサイズの生け簀が必要になる水生生物といえば……思いつくのは、今のところ、ひとつしかなかった。




ＧＭ：さて、下の階へ出ますと、そこは広めの空間になっています。で、さらに下へと続く階段と、部屋の真ん中に大きな生け簀があります。

オトハ：生け簀？　こんなところに？

リン：こんなところにあるので、何となく何を飼かっているのかは想そう像ぞうがつきますが（笑）。

ＧＭ：ちなみに、生け簀に近づくなら難易度13の【敏捷】判定を行なってください。

チンエン：何の判定だ？

ＧＭ：こっそり近づけたかどうかです（笑）。

ユーノス：なるほど、ここはボクの出番ですね。（ダイスを振る）13でぴったり成功です。

ＧＭ：では、生け簀に近づけました。水の中ではギルマン忍者たちが眠ねむっています。

リン：……やっぱり（笑）。他に何かありませんか？

ＧＭ：では、難易度12の【知力】判定をお願いします。

チンエン：ならワタシが。（ダイスを振る）おお、成功ー。

ＧＭ：すると、チンエンは生け簀に空気を送おくり込こむ酸さん素そポンプを発見します。

チンエン：ああ、水すい槽そうで熱帯魚を飼ったりするときには必要だなー。

ＧＭ：今は、スイッチが入っているようで、ぶおおおんと音を立てています。

チンエン：今すぐスイッチを切ってしまえー！（笑）

ＧＭ：その場合、生け簀に近づいて難易度13の【敏捷】判定に成功する必要があります。

チンエン：ユーノス、頼たのむ！

ユーノス：はいは～い。（ダイスを振る）成功。ふわふわ～と近づいて、スイッチを切り……（不意に言葉を切る）。

ＧＭ：……どうしたんです？　スイッチ、切らないんですか？

ユーノス：いや、その前にトラップ探知をしましょう。

ＧＭ：うぐっ……で、では、判定をどうぞ。

リン：どうやら、ユーノスさんの読みどおりみたいですよ（笑）。

オトハ：ＧＭが悔くやしそうな顔をしたのじゃ（笑）。

ユーノス：ふふふっ、天使の力を舐なめないでいただきたい。（ダイスを振る）達成値は22。

ＧＭ：……読みどおり、スイッチにはスタンボムというトラップが仕し掛かけられていました。

リン：発動すると、【ＭＰ】がごっそり奪うばわれるトラップですね。

ユーノス：よし、トラップ解かい除じよをしましょう。ここはフェイトを１点使用して（ダイスを振る）おお、クリティカル！

ＧＭ：ユーノスは解除に成功しました……あ～あ。

ユーノス：ではあらためて、酸素ポンプのスイッチを切りましょう。カチ。

ＧＭ：ブゥゥゥンと鈍にぶい音とともに、酸素ポンプが停止します。生け簀で眠っているギルマン忍者たちは、若じやつ干かん寝ね苦ぐるしそうな顔になりました（一同笑）。

オトハ：そ、そんなのんびり展てん開かい!?　起きてくるかと思ったのじゃ！（笑）

ＧＭ：彼かれらも、ギルマン社会の軋あつ轢れきで疲つかれているんですよ……（笑）。

ユーノス：ギルマン社会も、ストレス社会なんですねー。

ＧＭ：ニンジャはタテ社会ですからねー（しみじみ）。

オトハ：魚も人間も変わらぬのう。

チンエン：そんなことはどうでもいいだろ！（一同笑）

ＧＭ：……実は、ここでスイッチを切らないまま進むと増援となる予定でした（笑）。

オトハ：ああ、寝苦しいままだから、疲れが取れなくて寝たままなんじゃな！（笑）

チンエン：よし、さっさと先に進もう！

ＧＭ：では、これにてミドルのシーンはすべて終しゆう了りようとなります。





（＊）明度　ダンジョンの中などで、明るさを表わす数字。明度が低いほど暗く、不利になる。
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◆Climax 01◆驚きよう愕がく！　〝つり〟天てん井じようの秘ひ密みつ!!




　階かい段だんを下り、最さい下か層そうへ到とう達たつしたオトハたち。

　そこで目にしたのは、巨きよ大だいなジャッキのような機械だった。

　これが増ぞう築ちく部分にあった、せり上がる床ゆかの仕し掛かけなのだろう。




ＧＭ：では、これよりクライマックスフェイズに入ります。

一同：はーい。

ＧＭ：皆みなさんはさらに階段を降り、最下層へやってきました。そこには、地上の床部分に繋つながっていると思われるジャッキのような機械があります。

オトハ：ジャッキ？　車を持ち上げるような？

リン：姫ひめ様さま、おそらく、これが床をせり上げる装そう置ちなのでしょう。

オトハ：あ、そかそか！　納なつ得とく！

ＧＭ：リンの推すい察さつどおりです。さらに奥おくの方には牢ろう屋やがあり、「助けてくれ～！」という声が幾いくつも聞こえてきます。この仕し掛かけを作るために駆かり出だされた人々ですね。

ユーノス：なら、タスケくんのお父さんもいるかもしれませんよ。

オトハ：うむ！　「大だい丈じよう夫ぶか!?」と血相を変えて牢屋へ駆け寄よるのじゃ！

ＧＭ：牢屋の鍵かぎは特とく殊しゆなものではないので、判はん定ていなしで開けられるものとします。

ユーノス：さっそく開けて助けてあげましょう。カチャ。

ＧＭ：救出された人々は、口々に「あ、ありがとう！」「死ぬかと思ったぜ！」「俺おれたちはとんでもないものを作らされていたんだ！」などと言い出します。

チンエン：くわしく話を聞こうじゃないか。とんでもないものとは何ですかな？

ＧＭ：「〝釣つり天てん井じよう〟だ……」

オトハ：釣り天井？

リン：この床をせり上げる機械のこと？　別に吊つってもいないし天井でもありませんが。

ＧＭ：「そうだ。天井に仕掛けがある〝吊り天井〟ではなく、……この罠わなの正体は、本当は床下に仕掛けがある……だから〝釣り天井〟なんだ！」

オトハ：…………は？（困こん惑わく）

チンエン：つり天井、つり天井、つり……ん、釣り？

リン＆ユーノス：あっ!?

チンエン：そうかっ、〝釣り〟かぁ！

ユーノス：く、くだらねえぇぇぇぇっ！　実にくだらねええっ！（ばんばん机つくえを叩たたき）

オトハ：え？　み、みんなは意味がわかったのか？

リン：（ぷるぷるしながら）は、はい……。

チンエン：「吊り天井」だと思って天井を調べてしまうから「釣り天井」（笑）。

オトハ：えっ？　えっ!?

リン：姫ひめ様さま、これは「ひっかけ」という意味で「釣り」なんです。

ユーノス：そして我われ々われは、まんまと〝天井〟というミスディレクションに釣つられてしまったわけですよ！（笑）

オトハ：……あっ、〝釣り〟天井!?　ダジャレか───っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：だから今回予告で言ったのです、驚きよう天てん動どう地ちの罠と！

ユーノス：驚天動地というか、茫ぼう然ぜん自じ失しつになるわ!!（爆笑）

オトハ：罠の正体が、ダジャレなんて……。

リン：しかも、今回予告から罠の伏ふく線せんが張はってあるわけで（笑）。

チンエン：つうか、普ふ通つうは気づかんわ、こんな罠っ!!

ＧＭ：だから、罠の正体はわからない……俺はそう言いましたよ？　言いましたよね!?

チンエン：くだらなすぎてわかんねーよっ!!（一同爆笑）

ユーノス：しかし、本当にＧＭが嬉うれしそうだ（笑）。

オトハ：これが、やり遂とげた男の顔というヤツじゃな（笑）。

ＧＭ：ダイス目の悪さはデータとネタでカバーする……それが俺の到とう達たつした答えです。

チンエン：見上げた心意気だ（笑）。

オトハ：しかし、なんでこんな面めん倒どうくさい仕掛けの天井を？

ＧＭ：それはですね、もし吊り天井だと噂うわさが流れて天井を調べられても……天井に仕掛けがないから大丈夫。本当の仕掛けは下にある、そういうトラップなのですよ。

オトハ：なるほど～！　なんて奥おく深ふかい仕掛け！　普通、こんな罠わからないのじゃ。

チンエン：いや、まあ確かにそうだが（笑）。

リン：その罠を、ユーノスは一発で見み破やぶりましたからねぇ。

ユーノス：はっはっはっは、そんなに褒ほめないでください。

リン：このＧＭと同じ発想にいたるとは、さすがはユーノス。

ユーノス：喜べるかっ！（一同笑）

ＧＭ：もっと喜びましょうよ、もう（笑）。で、そんなオトハを見た男おとこ衆しゆうは「もしかして、このお嬢じようちゃんは頭があまり……」と、不安そうな目をします。

オトハ：そ、そんなことはないのじゃ！

チンエン：オトハはハイソだから、庶しよ民みんのギャグは通じないらしいぞ？（笑）

オトハ：そ、そうなのじゃ！（胸むねを張はる）

リン：しかし、こんなところで油を売ってる場合じゃございませんよ。早く皆みなさんをここから逃にがさないと……と言いたいところですが、うかつに地上へ戻もどすと、口くち封ふうじのために殺されてしまいますね。

オトハ：そうじゃな。あ、それから、タスケの父がいるかどうか確たしかめないと……。

ＧＭ：「タスケ？　今タスケと言わなかったか！」と、ひとりの男が声をかけてきます。

オトハ：おお、どうやらタスケの父上のようじゃな！

ＧＭ：「タスケは、あっしの子です！」

オトハ：安心せい、タスケはおぬしの帰りを待っているぞ。

リン：すぐに、会わせて差し上げますからね。

ＧＭ：「……よ、よかった。あっしは、このまま出られないかと思っていました」

オトハ：ところで、タスケの父上よ。

ＧＭ：「へえ、なんでしょう？」

オトハ：あのパズル、わたしがみんな解といてやったぞ！（一同笑）

ユーノス：今ここで言うべきものでもない気がしますが。

チンエン：そもそも、解いたのはリンなわけで（笑）。

ＧＭ：「はあ、ここにやってきたってことは、あっしの仕掛けを解いたってことだと思いますが……じゃあ今度は、このヒヨコのパズルでも」

オトハ：ひいいいっ!?　も、もう結けつ構こうなのじゃ～!?（一同爆笑）

ユーノス：オトハさんの腰こしが引けている（笑）。




　オトハのうろたえように、仲間は思わず笑いを漏もらす。

　捕とらえられていた男たちも、それに続く。

　陰いん鬱うつな地下牢ろう獄ごくに、和なごやかな空気が流れた、そのとき───。




ＧＭ：「ふっ、釣り天井の秘ひ密みつ……どうやら知られてしまったようだな！」

一同：おおっ!?

オトハ：何やつ!?　と言いながら、捕とらわれていた人たちをかばうように背せ中なかで押おしやる。

リン：声がした方角に、キッと視し線せんを向けましょう。

ＧＭ：闇やみの中から現われたのは、鷹たかのように鋭するどい雰ふん囲い気きをまとった男……。




　ゆらりと影かげとともに現われたその右みぎ腕うでには、獰どう猛もうそうな鷹が留とまっている。

　その人こそ、誰だれであろうウツミヤ領主、オンダ・タカノシンであった。




ＧＭ：タカノシンは「ホーックックック！」と高笑いを上げます。

一同：ホーックックックッ!?（笑）

オトハ：（真ま面じ目めな顔で）お前は、タカノシン！

ＧＭ：……ええと「ホ～ックックック！　ホ～ックックック！」（何かを訴うつたえるように）

オトハ：？　？　何がおかしいのじゃ？

ＧＭ：くっ、外したか……！（悔くやしげにシナリオを伏ふせる）

オトハ：ななっ、どうしたのじゃＧＭ？

リン：あ～、姫様。ＧＭのギャグに気づいてあげてください（笑）。

オトハ：え？　あの、え？　ギャグ？　（素すに戻もどって）すすすっ、すみません、今の、どこか変なこと言ってました？

チンエン：（優やさしい先生のような口調で）今出てきた悪役は、「ホーックックック！」と笑いましたよね？

オトハ：は、はい。

チンエン：……タカを英語で言うと？

オトハ：ええと……ホーク？

チンエン：そう。さて、ちょっと考えてみましょう。

オトハ：ええと……。




　オトハ、思考することたっぷり三秒。

　そして──。




オトハ：あーっ！　わかった！　なんじゃ、その笑いはーっ！　気づきました、気づきましたよＧＭ！　〝ホーク〟と「ホーックック」をかけていたんですね！

ＧＭ：（曖あい昧まいな笑顔で）はい、まぁ、そうなんです。

オトハ：ホークだから、ホークックック……すごい、面白いです！

ＧＭ：いや、その、気に入っていただけたのなら……。

チンエン：（何かを見守るような表情で微笑んでいる）

オトハ：すごいです！　ちょっとわからなかったけど、面おも白しろいですよ！

ＧＭ：「いや、もういい……」と、タカノシンは呟きます（笑）。

オトハ：（ＧＭの話を聞いてない）すみませんすみませんすみません、気づいてあげられなくてごめんなさいっ！

ＧＭ：「もういいっつってんでしょぉぉぉっ!?」（一同爆笑）




　何だろう、この地じ獄ごく絵え図ず。




ＧＭ：だが、こんなことで負けては入られない！　タカノシンは我われに返り、ふたたび勝かち誇ほこったような高笑いをします。「……ターッカッカッカッカッ！」

一同：またかよ！（一同爆笑）

オトハ：日本語じゃ！　今度はわかったのじゃ！

ＧＭ：では、気を取り直し「ええい、笑い方などどうでもよい。話を進めるぞ」

リン：こだわったのは、そっちじゃないですか！

ＧＭ：（リンのツッコミを華か麗れいにスルー）「この〝釣り天井〟の罠を使えば、タマ姫を誰にも知られず亡なき者ものにでき、我わが娘むすめアヤメがタイクーンの正室になる！」

チンエン：そんなことのために、領りよう民みんを団だん子ごすらロクに食えない状じよう況きように追おい込こむのか！

ＧＭ：「ワシがタイクーンの外がい戚せきとなって天下を取れば、このウツミヤも繁はん栄えいする！　そうすれば、団子の一〇個こや二〇個、いくらでも食わしてやれるわい！」

ユーノス：なんで団子基き準じゆんなんだ！

ＧＭ：「餃子ぎよーざだって食わしてやる！」

ユーノス：そういう問題ではない（笑）。

リン：ツッコみたいところは山ほどあるけど……ここはひとつだけ。そのようなことをして、アヤメ様がお喜びになるとお思いですか!?

ＧＭ：「あれはまだ若わかい。今はわからずとも、いずれはワシに感かん謝しやする日がやってくる！」

リン：それは……！

ＧＭ：そのとき、女じよ性せいの声が響ひびく！




「お父様、もうおやめくださいませ！」

　そう叫さけびながら現あらわれたのは、〝謎なぞのクノイチ〟であった。




チンエン：……今、みずから素す性じようをバラしたな（ぼそ）。

一同：…………。

ＧＭ：「………あら」

一同：おいっ!?（笑）

ＧＭ：「も、もう、素性なんて隠かくしてはおけませんわ！　そう、謎のクノイチの正体は、ウツミヤのアヤメ！　ごめんなさいリン様、あなたにまで正体を隠して」

リン：ああ、うん、わかってた。

ＧＭ：「なんですって！　さすがリン様……恐おそるべき眼がん力りき」

リン：ここまでだと、バカにされてるようにすら思えますわね（笑）。

ＧＭ：謎のクノイチあらためアヤメ姫はタカノシンに訴うつたえかけます。「タマ姫を殺あやめ、民を苦しめ、それで得られるものなどいりませぬ！」すがって止めようとするアヤメを、タカノシンは足あし蹴げにします。「うるさいっ！　子は黙だまって親の言うことを聞けばよいのだ！」

リン：なんてことを！　駆かけ寄よってアヤメ姫を抱だき起こします。

オトハ：タカノシン、実の娘むすめになんてことをするのじゃ！

ＧＭ：「刃は向むかうならば、我わが子ことて手て加か減げんはせぬ。出会え出会え、ギルマン魚ぎよ忍にん群ぐんっ！」「ギョギョギョ！」

リン：ギルマン魚忍群、出てきましたね……。

ＧＭ：「……む？　思ったより数が少ないようだが？」「はっ、酸さん素そポンプが何者かに止められ、生いけ簀すにて仮か眠みん中だった面々が体調不良になりまして……」（一同笑）

オトハ：想・定・内♪

ユーノス：はっはっはっ、こんなこともあろうかとポンプのスイッチは切っておきました！

オトハ：……なぁ、タカノシンよ。娘のために、今一度考え直す気はないか？

ＧＭ：「ない！」（きっぱり）

オトハ：ならばそなたを裁さばかねばならぬ。ここで斬ざん奸かん状じようをバシィッと叩たたきつけるのじゃ！




　タカノシンの顔に、一通の書しよ状じようが叩きつけられる。

　中にしたためられていた文字は、〝斬〟一文字。

　おんみつ姫オトハの、裁きの時が訪おとずれたのだ。




ＧＭ：「おのれ小こ娘むすめ、何をする！　……貴き様さま、ただの町まち娘むすめではないな。何者だ!?」

オトハ：おおっ、よくぞ訊きいてくれた！

リン：姫様、印いん籠ろうタイムでございますよ！

オトハ：ある時は踊おどり子こ、ある時は町娘！　そして、またある時は踊り子───。

チンエン：ほとんど踊り子じゃないか！（笑）

オトハ：して、その正体は……この印籠が目に入らぬか！




　オトハが掲かかげた印籠を目にするやいなや、タカノシンは目を剥むいた。

「そ、それは……タイクーン家の紋もん章しよう！」

　思わず平へい伏ふくする、タカノシンとギルマン魚忍群であった。




リン：ここにおわすお方をどなたと心得える？　畏おそれ多おおくもタイクーン様の妹君、アオイ・オトハ様にあられまするぞ！　ええい、頭ずが高い！

チンエン：やっぱり、これがないとなー（笑）。

ユーノス：ばば～ん♪　ばばばぁ～ん♪（ＢＧＭ）

ＧＭ：「は、ははぁ～……!!」

オトハ：タカノシン！　そなたの悪あく行ぎよう、しかと見み届とどけた。改心するのであれば、大目に見てやらぬこともない。さもなくば……先さきほどの斬奸状のとおりとなるぞ？

ＧＭ：「うぐぐ…」と、ひれ伏ふしながら計画の失敗を悟さとったのか悔しげに呻うめくタカノシン。
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オトハ：ふふふ～、よしっ！（勝かち誇ほこる）

チンエン：すごいな、タイクーンの権けん威い。ギルマンにも効きいてるぞ（笑）。

ＧＭ：すると、ギルマンたちは頭を上げて「……俺らはギルマンだから、タイクーンの権威って、実は関係なくね？」と気づき───。

一同：おい！（爆笑）

チンエン：なら、なんで一いつ緒しよに頭下げたんだよ！（笑）

ＧＭ：それはほら……空気ってやつですよ、空気。

ユーノス：なるほど、みんなに平伏されると、自分もしなくちゃって思いますよね。

ＧＭ：ギルマンだって空気は大切なんですよ、ね？（一同笑）

オトハ：たしかに。先程のやりとりで、その重じゆう要よう性せいは理り解かいしたのじゃ（笑）。

ＧＭ：「そして、そんな大切な空気を止めたお前ら人間を許ゆるさない！」（一同爆笑）

チンエン：たしかに止めたけどさー。

ユーノス：まさか、そんな方向から敵てき意いを向けられるとは……（笑）。

ＧＭ：タカノシンも立ち上がり、「……ターッカッカッカッ。たとえ姫様であろうと、亡き者にしてしまえば問題ない。姫様、お手向かいしますぞ！」と弓を構かまえます。

チンエン：おお、今回はそのパターンか（笑）。

オトハ：望むところよ！　それで、敵てきはどんなのがいるのじゃ？

ＧＭ：はっ、まずはタカノシン。そして、ひときわ大きなギルマン忍にん者じやがいます。

オトハ：ほう？

ＧＭ：そいつは名乗ります。「グロロ～、俺はギルマン魚忍群頭かしらクロマグロのオウマ！」
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ユーノス：クロマグロのオウマっ!?　これは強そう！（笑）

リン：ああ、マグロだから、グロロロロなんですね（笑）。

オトハ：またダジャレじゃ（笑）。

ＧＭ：あとは、ギルマンのモブが四部隊。それでは戦せん闘とうに移うつります。




▼第１ラウンド

・行動値

ユーノス　　　　　　　　　19

タカノシン　　　　　　　　17

リン　　　　　　　　　　　16

オトハ　　　　　　　　　　14

チンエン　　　　　　　　　14

魚忍下忍衆（白はく兵へい）ＡＢ　　14

魚忍下忍衆（射しや撃げき）ＡＢ　　14

オウマ　　　　　　　　　　13
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ＧＭ：戦闘を開始しましょう。配置はＰＣ全員でひとつのエンゲージ。そこから五メートル離はなれた場所に、魚忍下忍衆（白兵）が二隊のエンゲージ。そこからさらに一〇メートル離れた位置に、魚忍下忍衆（射撃）が二隊、タカノシン、オウマのエンゲージがあります。

オトハ：クロマグロのオウマ、一体、何をやってくるのか……？

ユーノス：このＧＭのことですから、何かネタを仕し込こんでいそうですが（笑）。

チンエン：まあ、値ね段だんは高そうだ（笑）。

ＧＭ：「このクロマグロのオウマを、そこいらのギルマン忍者と一緒にせんでもらおう！」

リン：（思い出したように）そういえばアヤメ姫は戦闘に参加しないんですか？

ＧＭ：ええ、皆さんからは離れ、戦せん闘とうには巻まき込こまれません。では、第一ラウンドのセットアッププロセス。まずはユーノスからですね。

ユーノス：まずはギルドスキル《陣じん形けい》を使って移い動どうしましょう。

オトハ：了りよう解かいなのじゃ！　わたしは五メートル進んで下忍衆（白兵）にエンゲージ。

リン：あたしも姫様と同じエンゲージへ。はぁぁ～っと、気合いを溜ためつつ移動。

チンエン：ワタシは動きません。

ユーノス：同じく～。後ろから支し援えんしますよ。

ＧＭ：これで《陣形》の移動は終しゆう了りようですね？

ユーノス：続いて、自分のセットアップ。《クイックソング》で《エチュード》を自分のいるエンゲージに使用。

ＧＭ：次はタカノシン。《マスターサーヴァント》＋《コールサーヴァント》で、鷹たか型がたのサーヴァントを召しよう喚かん。攻こう撃げきのダメージロールに＋６Ｄ６です。「来い、鷹よ！」

リン：なるほど、テイマーなんですね。あたしは《セイクリッドソング》で、カンナギのスキルのＭＰコストを下げておきます。（ダイスを振ふる）……発動成功。

チンエン：《ファストイート》で魔法の肉団子を食べる！　うめっうめっ！（笑）

ＧＭ：オトハはありませんね？　こちらも他にはセットアップはありませんので、イニシアチブプロセスとなります。

リン：【行動値】が一番速いユーノスからかな？

ＧＭ：いえ、タカノシンが《アデンダム》を宣せん言げん。メインプロセスを一回行ないます。

リン：割わり込こんできましたか！

ユーノス：先せん制せいされると厄やつ介かいそうですね。ここはボクの《インタラプト》で《アデンダム》を潰つぶしましょう。さぁ、ボクの歌声を聞きなさい！

ＧＭ：ならば、ユーノスの《インタラプト》を、タカノシンが《インタラプト》で打ち消し。「ふん、ならば、こちらは浪ろう曲きよくで対たい抗こうじゃ！」と、唸うなるような低音の美声が（笑）。

ユーノス：ボクの涼すずやかな声が打ち消された!?　ぬぅ、これがダイワの音楽……！

リン：これで相手の《アデンダム》が有ゆう効こうになりますね……。

ＧＭ：ではタカノシンの行動。彼かれは見るからに強力そうな弓を引ひき絞しぼり、放ちます。マイナーアクションで《プレッシャー》、メジャーアクションは《アローシャワー》。

リン：対象は？

ＧＭ：オトハとリンがいるエンゲージです。無数の矢が雨のように降ふり注そそぎ、達成値は23。

オトハ：（ダイスを振る）16で回かい避ひ失敗。

リン：（ダイスを振る）13で回避失敗です。

ＧＭ：ならば《ダイレクトヒット》を宣せん言げん。これで、《カバーリング》はできません。

オトハ：なんじゃと!?

ＧＭ：（ダイスを振る）60点、物理ダメージ。１点でもダメージが通れば、バッドステータスの重じゆう圧あつが付ふ与よされますよ。

リン：姫様に《プロテクション》。（ダイスを振る）出目がいい。23点軽けい減げん。

オトハ：21点ダメージ。重圧を受けたのじゃ。

リン：47点ダメージ。重圧を受けました。

ＧＭ：「ターッカッカッカ！　痛いたかろう、苦しかろう！」と、タカノシンは喜き悦えつの笑い声を上げます。さて次はユーノスの番ですね。

ユーノス：ボクは待機です。

ＧＭ：では、あらためてタカノシンの番になりますね。オトハたちのエンゲージへ、マイナーアクションで《ホロウショット》（＊）、メジャーアクションで《アローシャワー》。

オトハ：ぎゃー、追い打ちがきたのじゃ！

ユーノス：《ホロウショット》だから【物理防御力】０でダメージ算出か……耐たえられる？

リン：あらあら、微び妙みようなところですねぇ。

ＧＭ：では行きます。（ダイスを振る）命中は25。

リン：（ダイスを振る）14で回避失敗。

オトハ：（ダイスを振る）わたしも回避失敗なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）58点の物理ダメージです。

オトハ：……【ＨＰ】が57しか残ってないので、このままだと倒たおれてしまうのじゃ！

ユーノス：やっぱり、耐えられませんでしたか……。

リン：重圧中なので、《プロテクション》も《カバーリング》もできません！

チンエン：……しまったー。さっきの攻撃、《ガーディアン》を使っておくべきだった！

リン：後こう悔かいしても仕方のないことです。ここは、ギルドスキル《蘇そ生せい》を使いましょう。

オトハ：了解なのじゃ。ええと……【ＨＰ】が最大まで回かい復ふくしてからダメージを受けることになるから……【ＨＰ】残り20点で耐えたのじゃ。

リン：あたしも大だい丈じよう夫ぶです。そして次は、あたしの番ですね？

ＧＭ：そうですね、行動をどうぞ。

リン：マイナーアクションで重圧解かい除じよ！　メジャーアクションで《セイクリッドダンス》。（ダイスを振る）発動成功。優ゆう雅がな神楽かぐらを舞まって、判定のダイスを増ふやしました。

ＧＭ：次は、【行動値】が14のオトハとチンエン。

オトハ：わたしが先に動こう！　マイナーアクションで重圧を解除。メジャーアクションは下忍衆（白兵）たちに《トルネードブラスト》！

ＧＭ：下忍衆（白兵）Ａ、Ｂは蹴散らされます。オウマは「ふん、盾たてにもならなんだか。所詮、ヤツらはギルマン忍者の中でも下したっ端ぱよ」と吐はき捨すてます。

チンエン：その余よ裕ゆうが命取りにならないといいがな？　こっちも、メガネを掛けて本気モードだ！　《マジックブラスト》＋《アースブレット》で、オウマたちのエンゲージへ攻撃。（ダイスを振る）命中は24！

ＧＭ：（ダイスを振る）タカノシン、オウマ、および下忍たち全員回避失敗です。

チンエン：ここが使い時だ。《マジックフォージ》を宣言。

ＧＭ：魚忍下忍衆（射撃）ＡＢは、それぞれタカノシンとオウマをかばう。「危あぶないっ！」

チンエン：ちっ、かばったか。だが、まあいい。雑魚ざこはここで落とす！　（ダイスを振る）……94点、〈地〉属ぞく性せいの魔法ダメージ。１点でもダメージが通ると転てん倒とうだ。

ＧＭ：凄すさまじい石いし礫つぶての雨に打たれ、下忍衆はたまらず戦闘不能になりました。

チンエン：よし、道を開いたぞ。

ＧＭ：だが、ここでオウマの行動。マイナーなしで《ウォークライ》を宣言！

リン：このマグロ、ウォーロードなのね！

ＧＭ：「マグロといったら、赤身魚の王！　魚の王である俺がウォーロードなのは当然！」

ユーノス：ああ、魚ウオーロードだから（一同笑）。

オトハ：なるほどっ！（ぽんっと手を打つ）

チンエン：く、くだらねぇぇぇっ、とことんくだらねぇぇぇっ!!（笑）

ＧＭ：「そして、雄お々おしい叫びを聞けい！　……魚うおオオオオオオオッ!!」（一同爆笑）

一同：またダジャレか──────っ!!（一同爆笑）

チンエン：今度は《魚ウオークライ》ね（笑）。

ユーノス：……まさか、ここまで畳たたみ掛かけてくるとは。

ＧＭ：ギャグがすべったときは、数で勝負が信しん条じよう！　さらに、オウマは次のイニシアチブプロセスで《エンカレッジ》を宣言！

ユーノス：げげっ!?

ＧＭ：マイナーアクションでオトハにエンゲージして、メジャーアクションでオリジナルエネミー特殊能のう力りよく《忍にん法ぽう魚ぎよ人じん魚ぎよ雷らい》を使用しようとします。

オトハ：魚人魚雷!?

ＧＭ：解かい説せつしよう！　《忍法魚人魚雷》とは！




《忍法魚人魚雷》

　至し近きんの単体に命中判定13＋４Ｄ、50（《ウォークライ》後は65）＋５Ｄの物理ダメージを与あたえる白兵攻撃を行なう。１点でもダメージを与あたえた場合、対象を五メートル移動させる。このとき、エンゲージから離り脱だつさせられ、封ふう鎖さの影えい響きようも受けない。移い動どう先さきはＧＭが決定する。

　───マグロは、生しよう涯がい泳ぎ続ける回かい遊ゆう魚ぎよであることをご存ぞんじだろうか？

　荒あら波なみを泳ぎ続ける筋きん力りよくから生み出される威い力りよくは、我々の想そう像ぞうを絶ぜつするものとなるのだ。




オトハ：なんか解説が入った!?（笑）

リン：たしかに、忍法使ったら解説を入れるのは定番（笑）。

ＧＭ：そのとおり。（ダイスを振る）命中は28です。

オトハ：《ストライクバック》で反撃を狙ねらってみるのじゃ。さらに《スタイル：シンエイ》とフェイトを３点って……（ダイスを振る）ああっクリティカル──────ッ!!

ＧＭ：な、なんと!?

オトハ：やったー、クリティカルなのじゃー!!　わーい♪

ユーノス：すごい喜びようだ（笑）。




　───あえて身を捨すてることで、活路は見いだせる。

　オトハは、シンエイ流の師しより受けた教えを思い出した。

　そして、迫せまり来くる巨魚の前にみずから躍り出て───。




オトハ：オウマに85点の物理ダメージ！

一同：おおおっ！

ＧＭ：完全なカウンター!?　「お、俺の忍法が破やぶられるだと!?」……（計算して）65点くらったので、ここで《ソウルバスター》！　オトハの【ＨＰ】を65点失わせます！

オトハ：65点!?　それだと……わたしは倒たおれるのじゃ。

チンエン：生命の呪じゆ符ふは？

オトハ：お金がなかったから、買ってないのじゃぁぁぁ！

リン：これは、どうしようもありませんねぇ。

ユーノス：（何かを思いつき）……いえ、ボクが何とかしましょう！

オトハ：ユーノス、なんとかできるのか？

ユーノス：ええ、ご安心ください。だから、今は倒れていてください。

オトハ：ユーノスに考えがあるみたいなので【ＨＰ】０で戦闘不能になります。ぱたり～。

リン：ああっ、姫様～！

ＧＭ：では、待機していたユーノスの番です。

ユーノス：《ラストソング》！　これで、オトハさんの戦闘不能を回復し、【ＨＰ】も最大まで回復！　「オトハさん、倒れるにはまだ早いですよ～♪」の歌！

オトハ：おお～、ありがとう！　むくりと立ち上がるのじゃ！

リン：あれ？　でも《ラストソング》って……。

ＧＭ：はい。使用者の【ＨＰ】が０になる自じ己こ犠ぎ牲せい技わざですね。

オトハ：えええっ！　いいの？

ユーノス：大丈夫です。確たしかにボクの【ＨＰ】は０になりますが、生命の呪符が起動します。（ダイスを振る）【ＨＰ】が６点の状じよう態たいで復ふつ活かつ！

ＧＭ：なるほど！　その手があったかぁ。お見事です。……では、全員が行動済ずみになりましたので、クリンナッププロセスへ。

リン：あたしが《セイクリッドダンス》の代だい償しようで【ＭＰ】が５点減げん少しようします。

ＧＭ：他はありませんね？　では、第１ラウンドを終了します。




▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアッププロセスになります。

ユーノス：《ファイトソング》で《インタラプト》の回数を復活させます。

リン：ここは《限げん界かい突とつ破ぱ》の使いどころですよ。

オトハ：うむ、このラウンドで畳たたみ掛かけるのじゃ。これで、皆の判定とダメージに＋９！

リン：《ゴッドスピード》（＊）で、あたし、姫様、チンエンに重圧を受けないようにします。（ダイスを振る）……よし、発動成功♪　これで、心おきなく戦えますよ。

オトハ：じゃあ、次はわたし。ここで御ご紋もんの印いん籠ろうを使用。皆の者、アオイの御紋にかけて、ここは負けるわけにはいかぬぞ！　これでダメージロールに＋２Ｄなのじゃ！

チンエン：オレは《パーベイヤー》で轟炎豆腐を九個、碧星のデザートを二個調達だ。

ＧＭ：皆さん、次々と秘ひ技ぎを繰くり出だしてきますねぇ。オウマは《ダイアナザーデイ》を宣言し、（ダイスを振る）【ＨＰ】を23点回復させます。

オトハ：しぶとい！

ＧＭ：というわけで、セットアップ終了。ユーノスの行動ですが？

ユーノス：もちろん、待機ですよ～！

チンエン：なんでそんな自信満々で言うんだ（笑）。

ＧＭ：次はタカノシン。（シートを覗のぞき込こんで）今、落とせそうなのはユーノスか……しかし、落としたところであまり魅み力りよくを感じない……！

ユーノス：何をおっしゃる！　ボクを倒たおせば、《ジョイフルジョイフル》がなくなる。つまり、オトハさんの二回目の行動が防ふせげるということですよ！（胸を張る）

ＧＭ：おお！　得な気がしてきた！　「よし、そこの天てん狗ぐっぽいやつ！　勝負だ！」

ユーノス：ははは、ボクは天狗ではありません。ボクは、天から遣つかわされた天使……！

ＧＭ：《ホロウショット》＋《ダブルショット》!!　二本の矢をつがえて飛ばす！

ユーノス：……フッ、ボクの話を聞いてくれない人には、さっき復活させたばかりの《インタラプト》をあげましょう（笑）。その攻撃は失敗です。

ＧＭ：「何だと!?（笑）　ゆ、弓の弦つるが切れた!?　これが天狗の異い能のう力りよくか！」

ユーノス：言ったでしょう、ボクは天狗ではなく天使だと！　神のご加か護ごで、ボクへの攻撃は無む効こう化かされるのです！　きらーん★

ＧＭ：くっ、なにやら無む性しように悔くやしい！　特にその「きらーん★」が許ゆるせん！（笑）

リン：次はあたしの番ですね。マイナーアクションは《コールゴッド：タケフツ》、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》。




　リンが、闇やみの武ぶ術じゆつ独どく特とくの歩法で、オウマに迫せまる。

　手は貫ぬき手てに固められ、穏おだやかならぬ殺気を帯びている。




リン：オウマへ【物理防御力】無効、マヒ付与の攻撃を放ちます。命中は29。

ＧＭ：ここでマヒを受けるわけには!?　（ダイスを振る）……ふぁ、ファンブル～！　「や、やめろ！　本当にマグロになってしまう！」（一同笑）

リン：ほほほ。築つき地じで売られる冷れい凍とうマグロのようになりなさい。（ダイスを振る）36点の物理ダメージをくらいなさぁい！　きえーっ！（怪け鳥ちよう音おん）

ＧＭ：オウマは神しん経けい節せつをリンの指で貫つらぬかれ、「くじぃっ!?」と悲鳴を上げながらマグロのように転がりました。

オトハ：次は、ワタシとチンエンの行動の番じゃな。

チンエン：ここは、オレが先に動いた方がよさそうだ。マイナーアクションで《フードファイト》。これでダメージが15点上じよう昇しよう。メジャーアクションはもちろん、《アースブレット》。オウマへ魔法攻撃。（ダイスを振る）……命中はクリティカル！

ＧＭ：クリティカル!?　……くっ、避よけられない！（笑）

チンエン：《リゼントメント》を使用。【ＭＰ】が０になるが、ダメージを79点上乗せ。フェイトも３点使用して……。

ＧＭ：うおお、凄すさまじいダメージが来る予感！

チンエン：おうともさ。暗殺料理の恐おそろしさ、とくと味わえーっ！　（ダイスを振る）[image: ]点の〈地〉属性の魔法ダメージ！　さらに転倒！

一同：[image: ]!?（驚きよう愕がく）

ＧＭ：ぶはぁっ!?　これは痛いたい！　転倒もした。だが……オウマ、まだ倒たおれず！

一同：えええ～っ!?

チンエン：この魔法をくらって、なおも生きているとは！

リン：姫様、追い打ちを！

オトハ：いくのじゃ～！　マイナーアクションは《スマッシュ》、メジャーアクションは《バッシュ》。（ダイスを振る）命中は23。

ＧＭ：まぁ、ダイスが一個しか振れないんで、避けられないんですけどねー。

オトハ：（ダイスを振る）ならば、69点の物理ダメージ！

チンエン：やったか？　やっただろう！　やったと言え！（笑）

ＧＭ：（ＨＰを計算しつつ）……おっ？

チンエン：うっ、もしかして……。

ＧＭ：ははは、まだ生きている！

一同：なんだってーっ!?

リン：これで落ちると思ったのに……!?

ユーノス：次は、オウマの番になってしまうんですよね？　……う～ん、反はん撃げきが怖こわいので、ここはオトハさんへ《エンカレッジ》！　さあ、オウマが行動する前に倒たおすのです！

オトハ：わかったのじゃ！　さらに二の太刀じゃ！

ユーノス：もう、今度こそ倒しちゃってください！

チンエン：向こうに行動を回すわけにはいかんからな。

ＧＭ：ぐおっ!?　た、耐えられるか……？

オトハ：さっきと同じ組み合わせで、命中は29です。

ＧＭ：ダイスが１個しか振ふれないので、回避失敗です。ダメージをください。

オトハ：（ダイスを振る）66点ダメージなのじゃ。

ＧＭ：（計算して）「グ、グロロロロロ～ッ！」

オトハ：ま、まさか……!?

ＧＭ：残り【ＨＰ】１点で立ってる……！

オトハ：なん……じゃと……？

一同：…………（絶ぜつ句く）。

ＧＭ：「見たか！　これがギルマン忍者の底意地じゃ～！」（一同爆笑）

オトハ：み、みんなすまぬ……！

リン：いえ、これは仕方ありません！

ＧＭ：ようやく来たオウマの番！　マイナーでマヒを解除！　転倒したままでオトハとリンに《ブランディッシュ》！　命中は24です。びちびちと跳はね回まわって攻撃っ!!

リン：フェイトを３点使用。（ダイスを振る）６Ｄ振ふって１が４つ!?　か、回避失敗！

オトハ：《ストライクバック》！　（ダイスを振る）23！　ああ１足りないのじゃっ!?

ＧＭ：よし！

オトハ：フェイトで振ふり直し！　（ダイスを振る）よし、今度は27で反撃成功！




　まさに末期の獣けもののごとく大おお暴あばれをするオウマ。

　だが、オトハはそれに怯ひるむことなく歩を進め、刀を振ふるった。




オトハ：（ダイスを振る）《ストライクバック》のダメージは、51点なのじゃ。

ＧＭ：くっ、オウマは耐えられない。戦闘不能です。しかし、こちらのダメージも83点！

オトハ：（計算して）……【ＨＰ】が11点で、辛かろうじて立っているのじゃ。

リン：ここは自分へ《プロテクション》。フェイトを１点使用して、（ダイスを振る）23点軽減。（計算して）……うっ、３点足りず、戦闘不能になってしまいます！

オトハ：惜おしい！

チンエン：戦闘不能はまずいな。リンへ《ガーディアン》！　リンへのダメージは０。

ユーノス：……よかった。何とか、ふたりとも立っていられましたね。

オトハ：ギルマン忍法、敗れたり！

ＧＭ：「み、見事……。さ、最さい期ごに、こ、これだけは言わせてくれ……」

チンエン：何か言い残すことがあるようだな。

オトハ：ほう、聞こう。




「───我が魚忍群は、永えい久きゆうに不ふ滅めつですっ!!」




一同：ええええええええ～っ!!（一同爆笑）

チンエン：長なが嶋しま引いん退たいかよっ！

ユーノス：わざわざ、そのセリフを言うためだけに……（笑）。

リン：さ、最後まで、ダジャレ……（笑）。

オトハ：ひ、ひぃ、お腹なかっ……お腹痛いっ!!（笑）

ＧＭ：何かをやり遂とげたと確かく信しんし、瞳ひとみを閉とじるオウマ。ああ、オウマよ安らかなれ。

チンエン：やり遂げんなよっ!?（一同爆笑）

リン：安らかなれ、じゃないでしょ！（笑）

ユーノス：というか、ＧＭが何かをやり遂げた顔をしている（笑）。

ＧＭ：残るはタカノシンのみです。では、続いてユーノスの行動。

ユーノス：待機解除し、オトハさんへ《ジョイフルジョイフル》。また動いてください！

オトハ：なんかこのラウンド攻撃しまくりじゃな。タカノシンにエンゲージして、《バッシュ》で攻撃。（ダイスを振る）命中は28なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。

オトハ：《ボルテクスアタック》を使用。（ダイスを振る）96点の物理ダメージじゃ！

ＧＭ：81点ダメージ……ですが、タカノシンは「これしきの傷で、このウツミヤのダイミョウを倒たおせると思うてかぁっ！」と叫びます。そして、このラウンドは終了ですね。




▼第３ラウンド

　そして、第３ラウンド。ただひとりとなっても、なお抵抗を続けるタカノシンを止めようと、オトハたちは着々とセットアップをすませていく。
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ＧＭ：では、タカノシンのメインプロセス。マイナーアクションで《クローズショット》、メジャーアクションで《ダブルショット》でオトハを狙ねらう！（ダイスを振る）一発目の命中はクリティカル！「拙せつ者しや、接せつ射しやいたす！」（一同笑）

チンエン：またダジャレが……（笑）。

オトハ：（ダイスを振る）クリティカルしなかったので、回避失敗じゃ……。

ユーノス：では、ボクが行動を放ほう棄きしてオトハさんをかばいます！

ＧＭ：（ダイスを振る）67点の物理ダメージです。

ユーノス：紙のように吹ふき飛とび、頭から地面に落ちます。皆さんおやすみなさい（笑）。

オトハ：くっ、ユーノス！

ＧＭ：「さぁ、オトハ様、観念なされい！」　（ダイスを振る）二発目は21です。

オトハ：フェイトの残り、２点全部注つぎ込こむ！（ダイスを振る）21で回避成功じゃ！

ＧＭ：く、残念っ！




　続いて、オトハの貫手とチンエンの魔法がタカノシンを襲った。……が、タカノシンはなおも手向かうことをやめようとはしない。

　その妄執を断つべく、オトハはその切っ先に気迫を込める！




ＧＭ：（計算して）……《バッドステータス無効》も《耐たい性せい：転倒》も持ってない。タカノシンは、転倒します！　「だ、だが、まだよ！　まだ我が野望は潰えぬうっ!!」

リン：姫様、どうかあの方をとめてやってくださいませ！

オトハ：うむ、承知した！　わたしの番。タカノシンよ、これでとどめじゃ！《レイジ》＋《バッシュ》。（ダイスを振る）命中は17っ！

ＧＭ：ダイスが１個しか振れないので、回避失敗です。




　オトハが征ゆく。

　悪に裁きを下すため、その刃やいばに若わかき正せい義ぎの怒いかりを込こめて！




オトハ：ダメージは12Ｄ＋14＋67。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。シンエイ流の秘ひ奥おう義ぎ、受けてみよ！

ＧＭ：げええっ、なんというダメージ！
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　足を取られたタカノシンの頭ず蓋がいに、正義に燃もえるオトハの剣けんが振ふり下おろされた。

　ウツミヤを取とり巻まく陰いん謀ぼうを断たつ、まさに快かい刀とう乱らん麻まの太刀たち───。




ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな！　……く、我が野望、ここまで、か……」と、タカノシンは倒たおれます。戦闘不能になりました。

オトハ：……安心せい。峰みね打うちじゃ！

リン：ま、とどめを刺さなければ死にませんしね。

ＧＭ：え～、お見事です。これで敵は全員戦闘不能になりましたので、これで戦闘シーンを終了し、エンディングフェイズに移ります。




　ここに、タイクーンの寵ちよう姫きタマ姫暗殺を目もく論ろんだウツミヤ吊つり天井騒そう動どうは決着した。

　さて、おんみつ姫はいかなる裁きを下すのか。

　さあさ、最後までとくとご覧ろうじろ───。





（＊）《ホロウショット》　射撃攻撃のダメージロールで、対象の【物理防御力】と【魔法防御力】を０とするスカウトのスキル。

（＊）《ゴッドスピード》　ＳＬ体の対象に、任意のバッドステータスを受けないようにするカンナギのスキル。









ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆おんみつ姫ひめお裁さばき




　勝敗は、ここに決した。もはや、言いい逃のがれはどうあがいてもできない。

　しかし、アヤメ姫のことを思えば、一いち族ぞく郎ろう党とう断だん罪ざいというわけにもいかないところ。

　さて、〝おんみつ姫〟ことオトハはいかなる裁きを見せるのか。




ＧＭ：では、エンディングに入ります。クライマックスの戦せん闘とう直後、タカノシンは意い識しきはあるようですが……立ち上がれずに、ぐったりとしています。

オトハ：命までは奪うばわん。おのれの罪つみを悔くいるがよい。

リン：見事でした、姫様。

ＧＭ：すると、タカノシンの側そばにアヤメ姫がさっと駆かけ寄より、ひれ伏ふします。「タイクーンの妹君、オトハ様とは知らず、無礼の数々。どうかお許ゆるしくださいませ」と頭を下げる。

ユーノス：ああ、アヤメ姫としては父親が陰いん謀ぼうを企くわだてたわけですから……。

オトハ：リン、兄上に知らせたらどうなるのじゃ？

リン：世の習いでは、タカノシン殿どのは切せつ腹ぷく、ウツミヤ藩はんはお取とり潰つぶしでしょう。

オトハ：う～ん。民が苦しんだのは事実。とはいえ人死にまでは出ていないし……。

チンエン：しかし、お咎とがめなしというわけにはいかないだろう？

ＧＭ：タカノシンは「……我わが企たくらみがここまで露ろ見けんした以上、いかなる裁きであろうと覚かく悟ごしており申す。すべてはワシの独どく断だん、アヤメには何の関かかわりもなきこと」と、娘むすめを庇かばおうとしますが、アヤメ姫も「父がこのような凶きよう行こうに及およんだのは、わたくしのせいでもあります！　わたくしが、止めていればこのようなことには……」と庇い合っています。

オトハ：これは、どうすればいいのじゃ？

ユーノス：とりあえず、タイクーンとの婚こん約やくは解かい消しようということになるんでは？

リン：それは仕方ありませんね。

チンエン：あとは……タカノシンに隠いん居きよさせればよいのではないかな。

オトハ：しかしそうなると、誰だれが家を継つぐのじゃ？　アヤメ姫が誰だれか婿むこをもらう？

リン：現げん実じつの武ぶ家け社しや会かいと違ちがって、家か督とくを継ぐのは男だけって決まってるわけではないので……アヤメ姫が継いでも問題ないかと思います。

オトハ：なるほど、そんな手が。タカノシン、おぬしは隠居し、家督をアヤメ姫に譲ゆずれい！

一同：おおっ！




　これが、おんみつ姫の裁き。

　悪を許ゆるすわけにはいかないが、だからといって泣く者を増ふやすわけにはいかない。

　人は、甘あまいというかもしれない。しかし、辛からいだけでは世直しにはならぬ───。




オトハ：タカノシン、これで異い存ぞんないな？

ＧＭ：「……このワシを、許ゆるそうというのでござるか？　姫様に弓引いたワシを？」

オトハ：お前を許したわけではないっ！

ＧＭ：「はっ、申もうし訳わけありませぬ！」

オトハ：たしかに、お前の所しよ業ぎようは許せぬ。……が、アヤメ姫を悲しませるようなことはしたくない。よって、隠居とし、アヤメ姫に処しよ遇ぐうを預あずけることにする。不服あるか？

ＧＭ：「……なんという寛かん大だいなお沙さ汰たか。不服などありましょうか」と、タカノシンもすっかり毒気が抜ぬけてしまったようです。

オトハ：ただし、ふたたびウツミヤの民やアヤメ姫を泣かせるようなことがあれば……そのときは容よう赦しやはせぬぞ？　わたしみずから、成敗いたす！

ＧＭ：「はっ、はは～！　誓ちかってそのようなことは！」

オトハ：さて、これでよいかの、リン？

リン：（頭を下げて）見事なお裁きです、姫様。

ＧＭ：「ありがとうございます、オトハ様！」と、アヤメ姫も感かん激げきしていますね。

オトハ：うむ。……アヤメ姫、いい領りよう主しゆになるのじゃぞ？

ＧＭ：「はっ！　ご温おん情じよう、痛いたみ入いりまする」

リン：では、あたしはアヤメ様の手を取ります。……アヤメ様、どうかお力を落とされないよう。あたしたちは、いつでもウツミヤのことを見守っていますから。

ＧＭ：「リン様、あなたにもあらためてお礼を申し上げねばなりませんね」

リン：お礼だなんて、水くさいですよ。あたしたち、お友達ではないですか。

ＧＭ：「……わたくし、何と言っていいのか」と涙なみだぐみながら、リンの手を握にぎるアヤメ。

リン：これから、いろいろと大変かと思いますが、がんばってくださいませ。

ＧＭ：「はい……これからはわたくしがしっかりとウツミヤの民を護まもっていきます」

リン：大だい丈じよう夫ぶ、アヤメ様ならきっとできますわ。

オトハ：うむ。これにて、一いつ件けん落らく着ちやく！




　これにて一件落着───。

　清すが々すがしい空に、オトハの声が木霊こだまする。

　今後のウツミヤのことを思い、釣つり天てん井じようの秘ひ密みつを胸むねに秘ひめるオトハであった。







◆Ending 02◆親子の再さい会かい




　城しろを辞じしたオトハたちは、タスケの父を連れてタスケの家へやってきた。

　父を助けるという約束を果たすためだ。

　懐なつかしそうに目を細める父親の前で、扉とびらがゆっくりと開く。




ＧＭ：続きまして、ウツミヤの城じよう下か町まち。タスケの家の前のシーンになります。

オトハ：親子の再会じゃな。

ＧＭ：そのとおりです。皆みなさんがタスケの父とともに家の前までやって来ると、タスケがちょうど外に出ようとしているところでした。

オトハ：おお、タスケー！　今父上が戻もどったぞ！

ＧＭ：オトハの声に気づいてタスケがこちらを見ると、全力疾しつ走そうで父親に抱だきつきます。「お父ちゃん、お帰り！」「ああ、心配かけたな、タスケ……」

チンエン：……うんうん、感動の場面がある。

ＧＭ：息子むすこを抱きしめながら、タスケの父が「ありがとうございます。もう少しで、大きな罪つみを犯おかすところでした」と頭を下げます。

ユーノス：よかったですねぇ、タスケくん。お父さんが戻ってこられて。

ＧＭ：「うん！」とタスケは満面の笑みを浮うかべます。

ユーノス：…………（何か遠いところを見るような顔つき）。

チンエン：どうした？

ユーノス：あの姉妹は父親と再会できたかなぁと……。

オトハ：あの姉妹って……。

ユーノス：いえいえ、何でもありませんよ～♪（へらりと笑う）

チンエン：ユーノスがたまに歌う、貧びん乏ぼうな姉妹の物語がありましてねー。

オトハ：なるほど。

ＧＭ：「それにしても、まさかオトハ姫様に助けていただけるとは……」と、タスケの父は今になって恐きよう縮しゆくしているようです。

チンエン：あの場にいたらやっぱりばれるよなあ……。

ユーノス：まあ、仕方がないことです。

オトハ：あの、そのことだが……。

リン：くれぐれも我われ々われの正体はご内ない密みつにお願いしますね？

ＧＭ：「もちろんでございます」

オトハ：ありがとう。では、わたしたちはこれで。タスケよ、精しよう進じんするんじゃぞ？

ＧＭ：「うん！　お父ちゃんみたいな、りっぱな大工になるためがんばるよ！」

オトハ：うむうむ。

ＧＭ：「……あ、そうだ。これをあげるよ」とタスケは箱を差し出します。

オトハ：おお？　ありがとう（受け取る）。

ＧＭ：中身は、シルエットパズルを解とくと開く、例の仕し掛かけ小箱でございます（笑）。

一同：またかい！（笑）

オトハ：か、かたじけない……（顔を引きつらせつつ）。

ＧＭ：「道中、暇ひまになったら開けて！」

リン：難むずかしそうでしたら、またあたしが手伝いましょうか？（笑）

オトハ：……こ、今度はひとりで開けられるよう、がんばるのじゃ！

ＧＭ：というわけでタスケたちと別れ、ウツミヤを立ちます。来るときに通った峠とうげに辿り着き、振ふり向むいて町を見下ろすと、もう活気づいてるのが伝わります。

リン：城に取られていた男手が戻ったからですね。

チンエン：ところで、峠に来たのなら、今度こそ真っ当な団だん子ごをだな……。

オトハ：おお、そうじゃ！　団子じゃ団子！

ＧＭ：そうすると、道の向こう側から、何やら一いち団だんがやってくるんですよ。

オトハ：ほう、一団？

ＧＭ：その一団ですが、行列を組んでいて結けつ構こうな規き模ぼのようですよ？

オトハ：もしかして？

ＧＭ：はい、ウツミヤに療りよう養ようにやってきた、タイクーン一行の行列です（笑）。

オトハ：いかーん！（一同笑）

リン：上様に見つかる前に、急いで退たい散さんしませんと！

オトハ：で、でも、団子が……。

リン：姫様、ここは団子よりも正体を隠かくす方が大切でございましょう？

ＧＭ：するとですね、行列の中にいたサクザエモンが「む？　あれはもしや姫様っ!?」とオトハに気づきます。

オトハ：マズい!?　爺じいじゃ！

リン：ほら、見つかると面めん倒どうくさい人が来ましたよ？　さっ、退散退散。

オトハ：そんな！　あ～！（引きずられていった）

リン：（ナレーション風に）そうして、朗ほがらかに旅を続けるオトハであった（笑）。




　この世の悪をなんとする？　天の裁きは待ってはおれぬ。

　だけど、そこをぐっとこらえて待っていておくんなまし。おんみつ姫が来るまでは。

　それでも待ちきれない、とそのときは、団子を揃そろえておくとよいようで。







◆Ending 03◆動き出す運命




ＧＭ：さて、シナリオを終わる前にひとつマスターシーンを挿そう入にゆうします。

一同：マスターシーン？

ＧＭ：ええ、タイクーンの城で起こることとなります。

オトハ：おお、お城のシーンか。兄上、元気になられたかな？

ＧＭ：ええ、あれからタイクーンはウツミヤにしばらく滞たい在ざいし、療養を終えて戻ってきました。まあ、ひと月ほどですね。今、彼かれはタマ姫に付つき添そわれて歩いています。

オトハ：いつも一緒か。仲良しさんじゃな（笑）。




＊　＊　＊




「ウツミヤでの養生は、よい休きゆう暇かになった。さて、職しよく務むに励はげまねばならないな」

　執しつ務む室しつへ向かおうとしたその時、タイクーンは胸を押おさえた。

「ぐっ……!?　だ、誰か……」

　苦しげなうめき声を上げたあと、タイクーンはその場に崩くずれ落ちる。

　意識をなくしたタイクーンを、タマ姫は冷たい表ひよう情じようで見下ろしていた。

　そして、ぞっとするような微笑ほほえみを浮うかべるのだった。




一同：タイクーンが倒たおれた──────!?

オトハ：あにうえ[image: ]!?




　始まったばかりの、オトハ姫の〝世直し〟。

　だが、運命は彼かの女じよをさらに激はげしい事じ件けんに巻まき込こんでゆく。

　嗚呼ああ、オトハ姫。

　あなたは果たして、ダイワの世に平へい穏おんをもたらすことはできるのか？

　風雲、急を告げつつ次じ巻かんへ……続く！




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

第二話「親子の涙なみだと吊つり天てん井じよう」

─完─







あとがき




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』、いよいよ始まりました。

　エリンディル大陸東方を舞ぶ台たいとした、新たなリプレイシリーズとなります。

　さて、本ほん編ぺんに触ふれる前に、〝おんみつ姫ひめ〟ことアオイ・オトハを担たん当とうする声せい優ゆうの小こ島じまめぐみさんが、いかなる経けい緯いで参加することになったかを説明しましょう。




　時は、二〇一〇年九月初旬のこととなります。

　その頃ころ、新しん横よこ浜はまプリンスホテルでは、ジャパン・ゲーム・コンベンション（以下、ＪＧＣ）というイベントが開かい催さいされていました。ＪＧＣとは、ＴＲＰＧやカードゲーム、ボードゲームといった電でん源げん不要のゲーム全ぜん般ぱんを泊とまりがけで遊ぶというイベントでございます。

　このＪＧＣのイベントのひとつに、『きくたけとゆかいな仲間たち』というトークショーがありまして、『ブレイド』のプレイヤーがひとり決まっていないという話が出たのです。

　そこで、〝きくたけ〟こと菊きく池ちたけしは言いました。

　いっそのこと、トークショー出しゆつ演えん者しやの中から選んでしまえ、と。

　こうして、トークショーは急きゆう遽きよプレイヤー選定のオーディションとなりました。

　まず、「私わたしやる～！」と、第一声を上げたのが、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』で、ナーシアを演えんじている小暮英麻こぐれ・えまさん。

　続いて手を上げたのは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』のピアニィ姫を始め、殺意高きロールプレイで知られる大おお竹たけみゆさん。

　こうしてふたりが名乗りを上げました。

　果たして、どちらがプレイヤーに選ばれるのだろうか？

　会場が、期待と緊張に包まれたそのとき───。

　新たに、しかし控ひかえめに手を上げる声優さんがひとり。

「あの～、あたしとか、どうですかね？」

　それが、小島めぐみさんでした。

　その瞬しゆん間かん、ふたりは「「どうぞどうぞっ!!」」と、ダチョウ倶く楽ら部ぶのネタを彷ほう彿ふつさせるやりとりに会場も大だい爆ばく笑しよう、トークショーも大いに盛もり上あがりました。




　以上が、小島めぐみさんが『ブレイド』に参加することになった経緯であります。

　ああ、選ばれるべくして選ばれたのだな、と───。

　収しゆう録ろく後、自分はそう思いました。きっと、皆みなさんも同じ感想を抱いだかれると思います。

　さて、ここから先はリプレイ本編のネタバレを含ふくみます。未読の方はお気をつけを。




●第一話

　さて、『ブレイド』最初のお話は、ダイワを舞台にすることが早々に決まりました。

　舞台がダイワなら、ド直球の時じ代だい劇げきをやってみたい───。

　というわけで、悪あく徳とく商人と悪徳奉ぶ行ぎようがつるんで悪いことをし、それを正体を隠かくした正せい義ぎの味方が懲こらしめる、という実にわかりやすいシナリオができあがりました。しかし、シナリオがストレートな分、展てん開かいが読まれやすいのもまた事実。

　そこで、悪徳商人エチゴ屋の戦せん闘とうスタイルに捻ひねりを入れてみました。捻ひねった結果、とてもスタイリッシュな悪役になってしまいましたが、これはこれで面おも白しろいのでアリとしました。

　ちなみに、クライマックスの戦闘で奉行が逃にげ回まわるだけになってしまったのは、元々攻こう撃げきを受けてダメージを跳はね返かえすだけの囮おとりで、大した攻撃手しゆ段だんを持っていなかったためです。なので真っ先に後こう退たいさせたのですが、それがいかにも意味ありげな怪あやしい動きになってしまい、そのためＰＣに無む視しされるという結果になってしまいました。残念！




●第二話

　第二話は、タイクーンのお膝ひざ元もとから離はなれて旅をしてもらうことにしました。

　諸しよ国こく漫まん遊ゆう世直しの旅、というのも時代劇の基き本ほんなわけです。そうなったら、旅先で大きな陰いん謀ぼうに巻まき込こまれるのも基本。そして陰謀といったら、タイクーン暗殺。タイクーン暗殺だったら吊つり天てん井じようだろう、というわけで吊り天井を巡めぐるシナリオを思いつきました。

　しかし、そのまま吊り天井を探たん索さくするシナリオでは、これも展開が読めてしまいます。

　なので、最初から今回予告で吊り天井を強調しながら実は吊り天井の罠わなではない、というどんでん返しを仕し掛かけることにしました。これによって、今回予告でネタバレするという大だい胆たんさと、吊り天井と思わせて違ちがう仕し掛かけという意い外がい性せいを成立させたわけです。

　いや、ダジャレを成立させるのが最大の目的ですが……。

　それと、シルエットクイズを用意したのは、これまで『ふぃあ通』で出題されたクイズに答える小島さんの傾けい向こうから、絶ぜつ対たいに面白い反はん応のうをしてくれるに違ちがいないと確かく信しんしたからです。実じつ際さい、パズルを解とこうとがんばる小島さんとプレイヤーたちは一丸となって、わいわい言いながら楽しんでいました。




　おっと、名残なごり惜おしいですが、そろそろ紙面が尽つきるようです。

　オトハの世直しは始まったばかりですが、さっそく大きな波は乱らんが待ち受けています。

　また、海を渡わたってセーリアやタルタル・ハン国を舞台とすることも構こう想そう中です。

　オトハたちの世直しは今後どうなるものか？　ともあれ、次巻をお楽しみに！




二〇一一年一月　丹藤武敏たんどう・たけとし
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